
取扱説明書 





お客様へ 


このたびは；><ルセデス-ベンツをお 
買い上げいたださ、あ0がとラござ 
います。 

この取扱説日月書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読み < ださい。 

• 取扱説日月書は、いつでち読めるよう 
に必ず車内に保管して<ださい。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どが含まれている場合がありまず。 

• 表紙の画像はイ^ージであり、日本 
仕様とは異なる場合がありまず。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれて 
いる場合がありまず。 

• この取扱説日月書には、走行速度が 
1 OOkm / h を超えたときの車両機能 
や状態についての記述がありまず 
が、公道を走行ずる際は、必ず法 
定速度や制限速度を遵守して < だ 
さし、。 

•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストが、お買い上 
げいただいた車とは異なることが 
ありまず。 


• オーディオやナビゲーションに関し 
ては、別冊の rCOMAND システム 
取扱説明書」をお読み< ださい。 

• 車を次のオーナ…にお讓〇になる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• オプションや仕様により異なる装備 
には* マークが 付いていまず。 

• 関連する内容が他のページにちある 
場をは、該当ページを025日ペー 
ジ）のようなかたちで示していまず。 

• 操作手順などは、文頭に►を記し 
ています。 

• ご不明な点は、お買い上げの販売店 
または;><ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


〇 方ルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式サイト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 


• スイッチなどの形状や装備、操作方 
法などは予告な<変更されることび 
ありまず。 





表記と記載内容について 


マ ー ク 

内容 

A 

お化 

口 

重大事故や命にかかわる 
けびを未然に防ぐために 
必ず守ってし）たださたい 
ことでず。 

〇 

ミち意 

けびや事故、車の損傷を未 
然に防ぐため、必ず守って 
し、たださたいことでず。 

〇 

知識 

知っていると便利なこと 
や、知っておいていただを 
たいことでず。 


環境 

環境保護のにめのアドバイ 
スや守っていただをたいこ 
とです。 


A 事故のおそれびありまず 

車両には警告ラベルが貼付されていま 
す。警告ラベルには危険な状況を回避 
するための情報や、車を安全に使用す 
るたがの情報などが記されていまず。 
警告ラベルは絶巧にはがさないでくだ 
さい。 
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アシストグリップ . 210 


アシストグリップ . 210 

アダフティブブレーキ . 53 

アダプティブブレーキランプ . 51 

雨降りや濃霧時の運転 . 239 

ををのために . 14 

オートマチック車の取り扱い . 16 

モ供を乗せるとき . 15 

こんなことにもを意 . 18 

走イする前に . 14 

イージーエントリー機能 . 80 

イグニッション位置 . 71 

キーによるイグニッション位置の選択 ■ 72 
キーレスゴースイッチによる 

イグニッション位置の選択 . 71 

タッチスタート機能 . 73 

イラストメッセージ . 259 

インジケーター付きバッテ U —. 307 

インストルメントパネル . 23 

左ノ V ンドル車 . 23 

ち八ンドル車 . 24 

ウィンタータイヤ . 233.326 

ウォッシャー液 . 225.323 

ウォッシャー液を補給する . 225 

運転席ドアの解錠/施錠 . 282 

エマージてンシーキーでの 

運転席ドアの解錠 . 282 

エマージ卫ンシーキーでの車の施錠- 283 

運転のヒント . 117 

エアコンディシ ョナー . 181 

AC モード . 184 

エアコンディショナーの停止 . 183 

エアコンディショナーの取り扱い. ••• 181 

コント□ールパネル . 182 

送風温度の調整 . 183 

送風□の開閉 . 187 

送風口の風向き調整 . 188 

送風口の還択 . 185 

送風量の調整 . 185 

通常の使いかた ( AUTO モード）……182 
デフ□スターモード . 190 


内気循環モード . 189 

を熱ヒーター.ベンチレーション••-192 

U アエアコンディショナー . 193 

U アエアコンディショナーの 

送風温度の調整 . 188 

U アデフォッガー . 191 

エアコンディシ ョナーの 停止 . 183 

エアコンディショナーの取り扱い . 181 

ェアバッグ . 36 

ウインドウバッグ . 38 

運転席/助手席エアバッグ . 37 

エアバッグの作動 . 37 

エアバッグの作動条件 . 39 

エアバッグの種類と収納場所 . 37 

サイドバッグ . 38 

エアバッグの効果について . 32 

エマー ジェンシ ーキー . 281 

キーか5エマージェンシーキーを 

取り外す . 281 

エマージェンシーキーでのトランクの解錠 
. 283 

エンジンオイル . 219.321 

エンジンオイル容量 . 321 

エンジンオイル量を点検する . 219 

エンジンオイルを補給する . 220 

使用するエンジンオイル . 321 

エンジンの始動 . 105 

キーによるエンジンの始動 . 106 

キーレスコ'一によるエンジンの始動 •• 106 

シフト位置 . 106 

タッチスタート機能 . 106 

エンジンの停止 . 109 

エンジンスイッチに差し込まれた 

キーによる操作 . 109 

セレクターレバーのキーレスゴー 

スイッチによる操作 . 109 

エンジン番号 . 319 

エンジンルーム . 215.217 

CLS 350 . 217 

CLS 550 . 217 

CLS 63 AMG . 218 

ウオツシャー液 . 225 

エンジンオイル . 219 
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エンジンルーム . 217 

エンジンルーム内の手入れ . 218 

エンジンルーム内の点検 . 218 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 221 

ブレーキ液 . 224 

ボンネット . 21己 

;令却水 . 221 

エンジンを停止しての走巧 . 235 

オイル-液類/バッテ U -. 320 

ウオッシヤー液 . 323 

エンジンオイル . 321 

オイル.液類に関するミ主意 . 320 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 321 

燃料 . 320 

バッテリー . 323 

ブレーキ液 . 322 

;令却水 . 322 

オイル-液類に関ずるミ主意 . 320 

応急用スペアタイヤ . 325 

才ートマチック車の取り扱い . 16 

才ートマチックトランスミッション••一110 

運転のヒント . 117 

シフト位置の還お . 110 

走行モード . 111 

ティップシフト . 112 

マニュアルギアシフト . 114 

オートマチックトランスミッションオイル 
.22 K 321 

才ープン/ク□—ズ . 58 

キー . 58 

車内からの辭錠/施錠 . 65 

ドアの開閉 . 64 

オドメーター . 118 

オブションコードフレート . 319 

が観 . 22 

カップホルダー . 202 

フ□ントのカップ ホルダー . 203 


U アアームレストのカップホルダー•’ 204 


U アセンターコンソールの 
カップホルダー . 203 

可変スピードリミッター . 167 

可変スピード U ミッターの使いかた-168 

環境保護について . 13 

寒冷時の取り扱い . 232 

ウィンタータイヤ . 233 

スノーチェーン . 23 斗 

雪道や凍結路面の走行 . 23己 

キー . 58 

キーレスコ f -. 61 

U モコン機能 . 59 

□ケイターライティング . 60 

キーによるイグニッシヨン位置の選択•••72 

キーの電池交換 . 285 

キーの電池を点検する . 28己 

電池の交換手順 . 286 

キーの電池を点横ずる . 285 

キー レス ゴース イッチにぶる 

イ クニ ッシヨン位置の選択 . 71 

救急セット . 250 

クルーズコント□—ル . 155 

クルーズコント□ールの使いかた••-156 

車を運搬ずる . 312 

けん引 . 310 

車を運搬する . 312 

けん引時のを意 . 310 

けん引ずる . 312 

けん引フックの取り付け . 311 

けん引フックを取り外す . 312 

けん引時のミ主意 . 310 

けん引ずる . 312 

けん引フックの取り付け . 311 

けん引フックの取0付け位置 . 311 

けん引フックを取り外ず . 312 

けん引防止機能 . 55 

けん引防止機能を解除する . 55 

システムを待機状態にする . 55 

待機状態を辭除ずる . 55 

コーナ U ングランプ . 95 
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故障/警告メッセージ . 254 

イラスト方ッセージ . 259 

故障/警告六ッセージの表示を消す- 255 
文字メッセージ . 255 

子供を乗せるとき . 15.41 

ISO-FIX 対応チャイルドセーフティ 

シート固定装置 . 46 

助手席エアバッグオフ表示阿 . 44 

チャイルドセーフティシート . 42 

チャイルドセーフティシート 

検知システム . 43 

チャイルドプルーフ□ック . 46 

ル物入れ . 200 

運転席シート下のル物入れ . 202 

グ□—ブボックス . 200 

グ□ーブボックスの施錠 . 200 

シートポケット . 202 

フ□ントアームレストのル物入れ • • • • 201 

U アアームレストのル物入れ . 201 

U アセンターコンソールのル物入れ •• 201 
コント□ールパネル 

(エアコンディシヨナー ）. 182 

こんなことにもま意 . 18 

コンビニエンスオーフニング機能 . 103 

コンビニエンスク□—ジング機能 . 104 

キーレスづ一操作による作動 . 105 

U モコン操作による作動 . 104 



サンシエード . 199 

サンバイザー . 206 

バニティミラー . 206 

シート . 73 

シートの調整 . 74 

シートヒーター . 78 

マルチコント□—ルシートバック . 76 

ランバーサポート . 75 

U アへッドレストの格納 . 75 

シート位置の記憶 . 84 

シート位置の呼び出し . 85 

シートの調整 . 74 

シートクッションの角度の調整 . 74 


シートの前後位置の調整 . 74 

シートの高さの調整 . 74 

バックレストの角度の調整 . 74 

フ□ントへッドレストの前後位置調整 

. 75 

へッドレストの高さの調整 . 74 

U アへッドレストの角度調整 . 75 

シートヒーター . 78 

シートベルト . 32,86 

シートベルトの高さ調整 . 88 

シートベルトの着用 . 86 

正しい運転姿勢 . 89 

シートベルトの高さ調整 . 88 

シートベルトの着用 . 86 

事故-故障のとさ . 248 

室內センサー . 56 

システムを待機状態にする . 56 

室内センサーを解除する . 56 

待機状態を解除する . 56 

室内装備 . 206 

12 V 電源ソケット . 209 

アシストグリップ . 210 

サンバイヴー . 206 

電動プラインド （ U アウインドウ） ••• 207 
陳皿 . 207 

フ□アマット . 210 

始動の方法 . 308 

自動防に機能 . 83 

シフト位置の選択 . 110 

シフト位置 . 110 

シフト位置表示 . 111 

車列•ランプ残照機能 . 92 

車外ランプ鶏照機能を一時的に解除する 
. 92 

車載工具 . 250 

車載品の収納場巧 . 248 

救急セット . 250 

事故.故障のとを . 248 

車載工具 . 250 

停止表示板 . 249 

非常信号用具 . 249 

輪止他 . 253 
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アダプティブブレーキ . 

アダプティブプレーキランプ 


走行時のま意 . 235 

雨降りや濃霧時の運転 . 239 

エンジンを停止しての走行 . 235 

走行ずるとを . 237 

走行中に異常を感じたら . 238 

駐停車するとき . 238 

ブレーキ . 23己 

走巧ずるとき . 237 

走ずる前に . 14 

走行装備 . 155 

AIR マティック DC サスペンション •• 173 

可変スピードリミッター . 167 

クルーズコント□—ル . 155 

ディスト□ニック . 158 

パークト□ニック . 176 

ホールド機能 . 170 

走行中に異常を感じた5 . 238 

走行と停車 . 105 

エンジンの始動 . 10己 

エンジンの停止 . 109 

駐車 . 107 

発進 . 107 

走行モード . 111 

走行モードの選択 . 111 

送風温度の調藝 . 183 


スライディングルーフをチルトタウンずる 

. 197 

スライデイングルーフを閉じる . 196 


スライディングルーフを開く . 196 

積載荷物の制限重量 . 323 

前席上方の操作部 . 29 

センターコンソール . 27 

センターコンソール下部 . 28 

センターコンソール上部 . 27 

走行まを装備 . 48 

ABS . 48 

BAS . 50 

EBV . 53 


車台番号 . 319 

車のか5の解錠/施錠 . 65 

車速感応ドア□ック . 67 

ドアごとの解錠/施錠 . 66 

ドア□ックスイッチでの解錠/施錠 •• 66 

車両データ . 323 

積載荷物の制限重量 . 323 

車両に保をされるデータ . 19 

故障データ . 19 

データび保をされるその他の装備……19 

収納ネット . 204 

純正部品/純正アクセサリー . 318 

乗員を全装備 . 32 

NECK PRO アクティブヘッドレスト. . 41 

PRE-SAFE . 40 

SRS (乗員保護補助装置） . 34 

エアバッグの効果について . 32 

デ供を乗せるとき . 41 

シートベルト . 32 

棄員保護装置 . 32 

乗員保護装置 . 32 

ステアリング . 79 

イージーエント U - 機能 . 80 

ステアリング位置の調整 . 80 

ステア U ング位置の調整 . 80 

スノーチェーン . 234 

スピードメーター . 119 

スライディングルーフ . 195 

サンシェード . 199 

スライディングルーフの U セッ I -199 

スライディングルーフを 

チルトアップずる . 197 

スライディングルーフを 

チルトダウンずる . 197 

スライディングルーフを閉じる . 196 

スライディングルーフを開く . 196 

挟み込み防止機能 . 198 

レインク□-ズ機能 . 198 

スライデイングルーフのリセット . 199 


スライディングルーフをチルトアップずる 
. 197 


— 31 

■3 5 5 
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送風□の開閉 . 187 

フ□ントアームレストの 
ル物入れへの送風 . 187 

送風口の風向き調整 . 188 

送風口の選択 . 185 

送風量の調整 . 185 

タイヤ空気圧警告システム . 230 

タイヤ空気圧ラベル . 228 

タイヤ交換の準備 . 290 

タイヤとホイール . 226.324 

ウィンタータイヤ . 326 

応急用スペアタイヤ . 325 

走行時のま意 . 228 

タイヤ空気圧警告システム . 230 

タイヤ空気圧ラベル . 228 

タイヤの回転ち向について . 228 

タイヤの点検 . 227 

タイヤを清掃するとき . 228 

標準タイヤ . 324 

タコメーター . 120 

正しい運転姿勢 . 89 

タッチスタート機能 . 73 

駐車 . 107 

パーキングブレーキ . 108 

駐停車ずるとき . 238 

通常の使いかた （ AUTO モード） . 182 

停止表示ホ反 . 249 

停止表示板の組み立て……249.25 K 253 

ディスト□ニック . 158 

車間距離警告 . 164 

車間距離警告音の設定 . 165 

車間距離警告む . 165 

車間距離の設定 . 164 

車間距離表示画面 . 160 

先行車を感知したとき . 163 

ディスト□ニックの使いかた . 160 

ディスト□ニックを使って 

走行ずるときのま意 . 166 


テイップシフト . 112 

セレクターレバーによる操作 . 113 

パドルによる操作 . 114 

デフ□スターモード . 190 

電球の交換 . 287 

へッ ドランプ . 288 

ライセンスランプ . 288 

電池の交換手順 . 286 

電動ブラインド （ U アウインドウ）……207 

ドアウインドウの開聞 . 101 

挟み込み防止機能 . 103 

ドアト U ム操作部 . 30 

ドアの開閉 . 64 

車外か5の開閉 . 65 

車内か5の開閉 . 64 

ドアミラー . 82 

施錠時のドアミラー格納 . 83 

ドアミラーの角度調整 . 82 

ドア S ラーの格納/展開 . 82 

ドアミラーのリセット . 83 

盗難防止警報システム . 54 

警報び作動したとをの解除ちま . 54 

システムを解除する . 54 

システムを待機状態にする . 54 

盗難防止システム . 54 

けん引防止機能 . 55 

室内センサー . 56 

盗難防止警報システム . 54 

時計 . 119 

トラブルの原因と対応 . 265 

ウインドウ . 277 

エンジン . 273 

オートマチックトランスミッション • • 275 

キー . 278 

車を使用しないとき . 280 

警告音 . 271 

き故のとき . 272 

スイッチやボタンの表示灯/警告好- 265 

ドアミラー . 278 

燃料と燃料タンク . 272 

パークト□ニック . 276 

表示灯/警告灯 . 266 
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へッ ドランプ . 276 

ワイパー . 277 

トランク . 67 

トランクび自動で閉じないとき . 70 

トランクの独立施錠 . 70 

トランクが自動で閉じないとさ . 70 

トランクの独立施錠 . 70 

トランクフック . 204 

トランクを開いたときの高さ . 323 

内気循環モード . 189 

慣らし運転 . 212 

日常の手入れ . 242 

外装 . 243 

センサーの手入れ . 245 

マットペイント塗装車の取り扱い- 245 

マフラーの 手入れ . 246 

ランプ類の手入れ . 245 

車内 . 246 

荷物の積み方/ル物入れ . 200 

カップホルダー . 202 

ル物入れ . 200 

収納ネット . 20斗 

ルーフラック . 20己 

ニューカー プ レー ト . 319 

燃料 . 320 

燃料消費について . 321 

燃料タンク容量 . 320 

燃料計 . 119 

燃料残量警告灯 . 119 

燃料の給油 . 213 

燃料を給油ずる . 213 

燃料を給油ずる . 213 


J\ 


パーキングヘルプ機能 . 85 

助手席側ドア S ラーの角度の記憶……86 

パーキング□ックの解除 . 284 


インジケーター/作動表示好 . 177 

センサーの感知範囲 . 179 

パークト□ニックオフスイッチ . 180 

パークト□ニックセンサー . 176 

パークト□ニックの作動 . 178 

パークト□ニックの作動条件 . 178 

灰皿 . 207 

フ□ントの灰皿 . 207 

U アの灰皿 . 208 

挟み込み防止機能 . 198 

発進 . 107 

バッテ U —. 305.323 

VRLA バッテ U —. 307 

インジケーター付さバッテ U — . 307 

車載バッテ U - の電圧/容量 . 323 

バッテ U -取り扱いの一般的なミ主意 --SOS 
バッテリーの位置 . 306 

バッテ U —があがつたとき . 307 

始動のち法 . 308 

バッテ U —取り扱いの一般的なミ主意••••305 

バッテ U — の位置 . 306 

パヮーウインドウ . 101 

コンビニエンスオープニング機能••-103 
コンビニエンスク□—ジング機能10斗 

ドアウインドウの開閉 . 101 

パンクしたタイヤを交換ずる . 290 

応急用スペアタイヤに空気を入れる 

(CLS 63 AMG ) . 295 

応急用スペアタイヤを取り付ける ■ • • ■ 294 

ジャッキアップずる . 292 

ジャッキダウンずる . 296 

タイヤ交換の準備 . 291 

パンクしたとき . 290 

応急用スペアタイヤへの交換 . 290 

タイヤ交換およびタイヤ修理の準備- 290 

タイヤフィットでの修理 . 297 

タイヤフィットの準備 . 298 

タイヤを修理ずる 

(空気圧ゲージー体型） . 302 

タイヤを修理ずる 

(空気圧ゲージ別体型） . 299 
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ビークルプレート . 319 

エンジン番号 . 319 

オプションコードプレート . 319 

車台番号 . 319 

こューカー プ レー ト . 319 

非常時の解錠/施錠 . 281 

運転席ドアの解錠/施錠 . 282 

エマージェンシーキー . 281 

エマージてンシーキーでの 

トランクの解錠 . 283 

パーキング□ックの解除 . 284 

非常信号用具 . 249 

非常点滅灯 . 94 

ヒューズ . 313 

ヒューズー覧 . 315 

ヒューズ交換についてのま意 . 313 

ヒューズの位置 . 313 

ヒューズを交換ずる . 314 

ヒューズー覧 . 315 

運転席側ダッシュボード側面の 

ヒューズボックス . 315 

トランクルーム巧のヒューズボックス 
. 315 

ヒューズ交換についてのま意 . 313 

ヒューズの位置 . 313 

運転席側ダッシュボード側面の 

ヒューズボックス . 313 

トランク <1レーム内左側の 
ヒューズボックス . 314 

ヒューズを交換ずる . 314 

標準タイヤ . 324 

ブレーキ . 235 

CLS 63 AMG のブレーキのミ主意き項- 236 

ブレーキ警告口 . 236 

ブレーキ液 . 224.322 

ブレーキ液の交換 . 225 

ブレーキ液の量を点検する . 224 


フ□ントウインドウウォッシャーの噴射 
. 101 


へッドランプの上向き/下向きの切り替え 


. 92 

パッシング . 93 

方向指示 . 93 

ホールド機能 . 170 

ホールド機能の警告 . 172 

ホールド機能を解除する . 171 

ホールド機能を作動させる . 171 

ホールド機能の作動条件 . 171 

ボンネット . 215 

ボンネットを閉じる . 216 

ボンネットを開く . 215 

マニュアルギアシフト . 114 

シフトアップ表示 （ CLS 63 AMG ) - .116 
セレクターレバーによるシフト操作 •• 11日 

パドルによるシフト操作 . 116 

マニュアルギアシフトの選択 . 115 

マルチコント□—ルシートバック . 76 

ドライビングダイナ S ックシート……77 
マッサージ機能 . 77 

マルチフアンクシヨンステアリング……26 

マルチフアンクシヨンディスプレイ •••• 121 

AMG 表示 . 126 

ギア表示.電圧表示画面 . 127 

ギア表示-油温表示画面 . 126 

ギア表术■レースタイマー画面 • • • • 127 
全ラップの計測結果を確認ずる • • • • 129 
ラップごとの計測結果を確認する • • 129 

TEL — ZL — . 153 

TEL 方ニューを表示させる . 153 

着信した電話を受ける . 153 

通話を終える（電話を切る） . 153 

通話を保留する . 153 

電話帳か5電話を発信する . 154 

発信履歴から電話を発信ずる . 154 

才ーブ'イオニュ. . 130 


DVD ビデオのチャプターを選択する 
. 131 


へッドランプウォッシャ . 94 音楽を選巧する . 130 

テレビ局を選局ずる . 131 

ラジオ局を選局ずる . 130 





































































さ < いん 


11 


各種設定 . 134 

各種設定項目の初期化 . 13己 

各種設定六イン画面 . 13己 

コンフオート . 146 

シャリョウ . 14斗 

設定グループ選択画面 . 13己 

ドライビングダイナミックシート-148 

タークラスタ . 137 

ライト . 140 

故障表示 . 133 

故障表示のリセット . 133 

車間距離表示 . 132 

車両情報 . 123 

車両情報六イン画面 . 12斗 

走行速度/外気温度表示画面 . 125 

トリップコンピューター . 150 

ショートト U ップ^ーター画面——150 

走行可能距離画面 . 152 

□ングト U ップ^—夕一画面 . 151 

ナビ . 132 

マルチフアンクションステア U ング •• 121 
六イン画面一覧 . 122 

マルチフアンクションディスプレイの表示 
. 118 

ミラー . 81 

自動防眩機能 . 83 

ドアミラー . 82 

ルームミラー . 81 


シート位置の呼び出し . 85 

パーキングヘルプ機能 . 85 

メンテナンス . 240 

整備手帳 . 240 

日常点検 . 240 

方ンテナンスインジケーター画面 • ■ ■ • 240 

メンテナンスインジケーター画面 . 240 

表示メッセージ . 241 

方ンテナンスインジケーターの U セット 
. 242 

でをメッセージ . 255 



雪道や凍結路面の走巧 . 235 

余熱ヒーター.ベンチレーシヨン . 192 



ライター . 208 

ランパ’ーサポート . 75 

ランプ . 90 

コーナリングランプ . 95 

車外ランプ残照機能 . 92 

非常点滅灯 . 94 

へッ ドランプウォ ッシャー . 94 

へッ ドランプの上向さ/下向きの 
切り替え . 92 


メーター照度調節ポタン . 118 


メーターパネル . 25、118 

オドメーター . 118 

スピー ド 方一夕一 . 119 

タコメーター . 120 

時計 . 119 

燃料計 . 119 

燃料残量警告灯 . 119 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 

表示 . 118 

六ーター照度調節ボタン . 118 

U セツトボタン . 118 

冷却水温度計 . 118 

冷却水警告灯 . 119 


ち向指示 . 93 

ランプスイッチ . 90 

ルームランプ . 95 

ランプスイッチ . 90 

才ートモード . 91 

車幅好 . 90 

パーキングランプ . 92 

フ□ントフォグランプ . 91 

へッ ドランプ . 90 

U アフォグランプ . 91 

リアエアコンディシ ヨナー . 193 

送風温度の調整 . 194 

U ア中央送風口の開閉 . 19斗 

U ア中央送風口の風向を調整 . 194 


メモリー機能 . 84 

シート位置の記憶 . 84 


リアエアコンデイシヨナーの 
送風温度の調整 . 188 
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リアデフ ォッ ガー . 191 

リアへッドレストの格納 . 75 

リセットポタン . 118 

ルーフラック . 205 

ルームミラー . 81 

ルーム S ラーの角度調整 . 81 

ルームランプ . 95 

乗降用ランプ/ドア赤色口 . 98 

センターコンソールランプ . 97 

ドア レバー ランプ . 98 

フットウエルランプ . 98 

ルームランプ（フ□ント） . 96 

ルームランプ （ U ア） . 97 

ルームランプの点灯モードの選択……96 

冷却水 .22 K 322 

オーバーヒートしたとを . 222 

不凍液の濃度 . 322 

冷却水の量を点検ずる . 221 

冷却水を補給する . 222 


BAS . 50 

EBV . 53 

ESP . 51 

ESP の機能の解除 . 52 


EBV . 53 

ESP . 51 

ESP の機能の解除 . 52 



NECK PRO アクティブヘッドレスト•••41 
NECK PRO アクティブへッドレストの 
U 七ジト . 285 



冷却水温度計 . 118 

冷却水警告打 . 119 

レインク□—ズ機能 . 198 



ワイパー . 99 

フ□ントウインドウウォッシャーの噴射 

. 101 

レインセンサー . 100 

ワイパーブレードの交換 . 289 

輪止め . 253 


SRS (乗員保護補助装置） . 34 

SRS 警告好 . 34 

エアバッグ . 36 

シー トベルトテン シヨナー . 35 

シー トベルトテンシヨナ ーと 

運転席/助手席エアバッグの作動 •• 34 
ベルトフ オースリミッター . 35 



VRLA バッテリー 


307 


数字 



ABS . 48 

ABS が作動したとき . 49 


ABS . 48 

ABS が作動したとき . 49 


12 V 電源ソケット . 209 


AC モード 


184 


AIR マティック DC サスペンション • 173 


サスペンション制御 . 174 

車高の調整 . 175 
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環境保護について 


ダイムラー社では、大気ミち染の抑制、 
資源の有効利用をはじめとずる環境保 
護対策に取り組んでいまず。環境保護 
のため、お車をご使用になるとさは 
下の点にご協力 < ださい。 


9環境 

ダイムラー社は、資源を有効活用する 
ため、リサイクル部品を積極的に導入 
しています。 


• 短距離短時間の走行を控えること 
で、燃料の余分な消費を抑えられ 
ます。 


• タイヤの空気圧が適正であることを 
確認して < ださい。 


• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 


• 急発進や急加速は避けて < ださい。 

• エンジン回転数がその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,00日回転の 
ときは約4,00日回転）を超えない 
よラに運転して < ださい。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがしてく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
して < ださい。 

• ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
<ださい。 

• エンジン始動時は、アクセルペダル 
を踏み込まないで < ださい。 

• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保って < ださい。 
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点検と壁備 

曰甫点検や定期点検は、使用ち自身の 
責任において実施ずることび法律で義 
務付けられていまず。これらの点検項 
目については、別冊の r 整備手帳」を 
お読みください。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンデイシヨ 
ナーのを媒に不足びないか、メル 
セデス.ベンツ指定 サービス エ場 
で点検を受けてください。 

• オーバーヒートの予防策として、 
いつをより頻繁にを却水量を点検 
して < ださい。 

曰ごろの状態と異なるとを 

エンジンをかけたとさ、いつをと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、ずみやかにメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動を始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異常ではありません。 


タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異甫な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧びほかったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れびありまず。 

運転席足元にミ主意 

• 運転席の足元には、物を置かない 
でください。ペダルの下に物び入 
ると、ペダルを操作でさなくなる 
おそれびあ0まず。 

• フ□アマットは純正品のみを正し 
く使用してください。車に合った 
をのを使用しないと、ペダル操作 
びでをな < なるおそれびあ0まず。 

シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、ずべての乗員び 
シートベルトを着用してくださし、。 

車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死!!!ずるお 
それびあ0まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かないラちに吸い込んでいるおそれび 
ありまず。 


ウオー吉ングアップ（暖機運転） 

エンジンび;ちえているとさでを、停車 
しにままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウオー S ングアップして<だ 
ごし、。 
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荷物を積むとを 

• 荷物はできるだけトランクに積ん 
で < ださい。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かな 
いよラに確実に固定してください。 
固定でさていないと急ブレーキ時な 
どに荷物が放り出され、乗員がけが 
をするおそれがあ0まず。 

• 後席へッドレストの後方のスペー 
スに荷物を置かないで<ださい。急 
ブレーキ時などに荷物が放り出さ 
れ、乗員がけがをずるおそれがあ0 
ます。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に 
必ず カバーを して < ださい。 

• 荷物をシートのバックレストより 
ち、高<積み上げないで<ださい。 

燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプ 

レー吿などを積まないで < ださい。 

万一のとさに引火や爆発のおそれが 

ありまず。 


子供を乗せるとさ 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• モ供であってち、シートベルトを 
正し<着用し、シートやヘッドレ 
ストが正しい位置になっていること 
を大人が確認して<ださい。正し< 
シートベルトが着用でさないルさな 
モイ期ま、チャイルドセーフティシー 
卜を使用して < ださい。 

• 乳児やモ供を抱いたり、ひざの上 
に乗せて走行しないで<ださい。急 
ブレーキ時や事故のとさ、大人と車 
の間に挟まれて重大なけがをずるお 
それがありまず。 

ルさな子供にはチャイルドセーフティ 

シート 

6歳未満のモおにはチャイルドセー 

フティシート （042 ページ）を使用 

ずることが法律で義務付けられてい 

まず。 

子供は後席に 

• モ供はでさるだけ後席に乗せて< 
ださい。助手席では、モおの動さが 
気になったり、モおが運転装置に触 
れるなど、運転の妨げになることが 
ありまず。 

• チャイルドセーフティシートは、 
必ず後席の左ちいずれかに装着して 
<ださい。やむを得ず助手席に装着 
するとさは、車の進行方向に向けて 
チャイルドセーフティシートを装着 
し、助手席シートをちっとち後ろの 
位置にして < ださい。 
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• モ巧を助手席に座らせるときは、 
助手席シートをちっとを後ろの位置 
にして<ださい。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれびあ 
りまず。 

子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人び開 
閉してください。モ供び操作ずると、 
身体を挟んだり、けびをずるおそれ 
びありまず。 

• 1」アドアや1」アドアウインドウの 
チャイルドプルーフ□ック（[>46 
ページ）を活用してください。 

ドアウインドウやスライディン グルー 
フ * の開□部か5身体を出さない 

モイ其びドアウインドウやスライディン 
グルーフ*の開□部から身体を出さな 
いよラにま意して<ださい。けびをず 
るおそれびありまず。 

車か5離れるとを 

モイ其だけを車内に残して車から離れな 
いでください。運転装置に触れてけび 
をしたり、事故の原因になりまず。 

まに、炎天下では車内び高温になり、 
熱中症を起こずおそれびありまず。 


才ートマチック車の取り扱し、 _ 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のま意を理解し、正し<操 
作してください。 r 走行と停車」をあね 
せてお読みください（[>105ページ)。 

才ートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンびかかって 
し、るとさ、セレクターレバーび匿ミ|、 
m し U 外に入っていると、動力びつ 
なびった状態になり、アクセルぺダ 
ルを踏み込まなくてを車びゆっくり 
動さ出しまず。これをク1」ープ現象 
といいます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
にほいギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早 < 加速しまず。 
これをキックダウンといいまず。 

エンジンの始動前 

• ブレーキ ペダルは必ずち足で操作 
してください。不慣れな左足で操 
作ずると、事故を起こずおそれび 
ありまず。 

• ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止ず 
ることやペダルの踏みしろの量を確 
認してください。 

エンジンの始動 

セレクターレバーび ra に入ってい 
ることを確認して、 ブレーキ ペダル 
を確実に踏んでエンジンを始動しま 
す。アクセルペダルを踏む必要はあ 
りません。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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発進 

• エンジンび適正なアイド1」ング回 
転数になっていることを確認してく 
ださい。 

• セレクターレバーを la 、 〇に 
入れるとさは、必ず ブレーキ ペダル 
を十分に踏み込んでください。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないで< 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

• 急な上りあで発進ずるとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動さ出ずのを確認してから 
パーキングブレーキを解除して発進 
して < ださい。 

走巧中 

• 走行中はセレクターレバーを El 
に入れないで< ださい。エンジンブ 
レーキびまった<効かないため事故 
につなびっにり、トランス S ッシヨ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

• 滑りやずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、ス1」ップし 
て車のコント□ールを失い、事故を 
起こずおそれびありまず。 


停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないでくだごい。万一、セレクター 
レパーび走行位置に入ると、車び 
急発進して事故を起こずおそれび 
ありまず。 

-急な上りあなどでは、アクセルぺ 
夕 、レの踏み加減によって停止状態を 
保たないでください。トランスミッ 
ションに負担びかかり、過熱や故障 
の原因にな0まず。 

• 完全に停車ずる前に、セレクター 
レノ（一を D に入れないでくださ 
し)。トランスミッションを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

駐車 

• 駐車時や車から離れるとさは、お 
ずセレクターレバーを ra に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

• 後退したあとは、ずぐにセレクター 
レバーを D か〇に戻ずよラに 
むびけてください。 ra に入ってい 
ることを忘れてアクセルペダルを踏 
み込むと、車び後退して事故を起こ 
すおそれびありまず。 
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こんなことにちま意 


運転ずるとをのま意事項 

• 服用後の運転が禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転し 
ないで <ださい。 

• ペダル操作の妨げになるよラな靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないで < ださい。 

曰射に関ずるま意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いで < ださい。吸盤がレンズの働さ 
をして、火災が発生ずるおそれがあ 
りまず。 

• ガネやサングラスを車内に放置し 
ないで< ださい。炎天下では車内が 
高温になるため、レンズやフレーム 
が変形したり、ひび割れずるおそれ 
がありまず。 

ライターに関する注意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターが発火したり爆 
発するおそれがありまず。 

• ライターをグ□ーブボックスやル 
物入れなどに入れたままにした0、 
車内に落としたままにしないでく 
ださい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターが誤作動し、火災が発 
生するおそれがありまず。 


違法改造はしない 

• 違法改造はしないで<ださい。這法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用がになるだけでな<、事故 
の原因にな0まず。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用して < ださい。 

• 燃料やオイルの添加剤などは一切使 
用しないで<ださい。故障の原因に 
なりまず。 

• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取りがずとさは、^ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださし、。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反にな0まず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずが、注意力が 
散漫になり事故の原因になりまず。安 
全な場所に停車してから使用して<だ 
さし、。 

COMAND システムの操作 

C 0 MAND システムの操作は、できる 
だけ走行中を避け、安全な場所に停車 
してから操作してください。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとき 
は、必要最小限（約1秒 LU 内）にとど 
めて < ださい。 
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きびしい条件下での運転 

発造、停止を繰り返ず市街 i せ走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行びをいとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィレター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりを早 
く行な5ことび必要になりまず。 


車両に保巧されるデータ 


^障データ 

車両には、故障時や異苗時のデータを 
保存する機能びありまず。 

保をされたデータは、ま全装備などび作 
動ずるとき、または故障や異常の原因の 
特定、車両開発などに使用されまず。 

データを使用して、車両の過去の移動 
経路を調べることはでさません。 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されまず。 


データび 保巧されるそ の化の装備 

COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨンや電話などでデータを保存した 
り、編集ずることびでさまず。詳しく 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
巧書」を参照して<ださい。 
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外観 



を 

が 

Da 

化 

贿 



名称 

ぺージ 

の 

トランク 

67 


応急用スペアタイヤ 

252 


車載工具 

250 


バッテリー 

305 



323 

⑤ 

へッ ドランプ 

90 


テールランプ 

287 

⑤ 

U アデフォッガー 

191 

④ 

燃料給油 □ 

213 

⑤ 

スライデイングルーフ* 

195 


ドア云ラー 

82 

③ 

ワイ パー 

99 

④ 

ボンネット 

215 


エンジンオイル 

219 



321 


ブレーキ液 

224 



322 



名祿 

ぺージ 

④ 

ウォッシャー液 

225 

323 


冷却水 

221 

322 

@ 

けん引フック 
(フ□ント） 

311 

⑩ 

タイヤとぶイール 

226 

32斗 


けん引フック （ U ア） 

311 



オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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インストルメントパネル 


た MV ド1し 室 




名称 

ぺージ 

④ 

エンジンスイッチ 

72 


ステア1」ング調整レ 
バー 

80 


パーキングブレーキぺ 
ダル 

108 

⑩ 

ボンネット □ ック解除 
レバー 

215 

© 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

108 


ランプスイッチ 

90 


名称 

ぺージ 

のコンビネーシヨンス 

92 

イッチ 

93 

(へッドランプ/方向指 

〇〇 

お/ワイパー) 

フフ 

⑤クルーズコント□ール 

156 

レバー/デイスト □ 

160 

ニック*レバー/可変 


スピード U S ッターレ 

168 

バー 


⑤ メーター パネル 

118 

④音声認識レバー 

別冊 

⑤パークト□ニックイン 

177 

ジケーター/作動表 


示灯 


® エアコンデイシヨナー 

182 

コン 卜□ールパネル 


@前席上方の操作部 

29 


オプションや仕様により、異なる装備です。 











24 


インストルメントパネル 



名称 

ぺージ 

© 前席上方の操作部 

29 

⑤エアコンデイシヨナー 

182 

コ ン 卜□ールパネル 


⑤ パークト□ニックイン 

177 

ジケーター/作動表 


尉了 


④ コンビネーシヨンス 

92 

イッチ 

93 

(へッドランプ/方向指 

〇〇 

示/ヮイパー） 

ププ 

⑤ クルーズコント□ール 

156 

レバー/デイスト □ 

160 

ニック*レバー/巧変 


スピード1」 S ッターレ 

168 

パー 


® メーターパネル 

118 

① 音声認識レバー 

別冊 

④ランプスイッチ 

90 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 




名称 

ぺージ 

@ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

215 

⑩ 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

108 

® 

エンジンスイッチ 

72 

@ 

ステア1」ング調整レ 
バー 

80 

@ 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

108 


ち八ンドル車 













メーター パネル 
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を祿 

ぺージ 

@ 

オド少一夕 一 

118 

® 

シフト位置表示 

111 


ギアレンジ表示 

112 


ギア表示* 

115 


スピード六一夕 一 

119 


エンジン警告灯 

269 


ブレーキ警告灯 

267 

® 

時計 

119 

@ 

燃料残量警告灯 

119 

@ 

燃料計 

119 

@ 

^一夕ーパネル照度調 
整ボタン/ U セツトボ 
タン 

118 



を称 ' 

ぺージ 

の 

方向指示表示灯 

93 

⑤ 

ESP 表示灯 

51 

⑤ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

121 

④ 

車間距離警告口* 

16 已 

⑤ 

SRS 警告灯 

34 


ABS 警告灯 

266 

⑦ 

シートベルト警告口 

33 

④ 

冷却水温度計 

118 

③ 

冷却水警告灯 

119 

⑩ 

タコ>< 一夕一 

120 

® 

八イビーム表示灯 

93 

@ 

へツドランプ表示口 

90 

@ 

走行モード表示 

111 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 賣6荒如 
















名称 

ぺージ 

の 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

121 

⑤ 

DB 



設定スイッチ/音量ス 
イッチ 

121 


因图 



通話開始スイッチ/通 
話終了スイッチ 

121 

⑤ 

國固 

表示切り替えスイッチ 

121 


ロロ 

スク□ールスイッチ 

121 

④ 

COMAND システム 

別冊 


ンステアリンク 


7ルチフアンクシ 


ンクシヨンステアリンク 
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を WS 荒如 





センターコンソール 27 


センターコンソール 


センターコンソール上部 




を 

が 

化 

如 



名称 

ぺージ 

の 

シートヒータースイッチ 
(左側フ□ントシー h ) 

78 

⑤ 

電動ブラインドスイッチ 

207 

⑤ 

U アへッドレスト格納 
スイッチ 

7已 

④ 

非甫点滅灯スイッチ 

94 

⑤ 

助手席エアバッグオフ 
表示灯 

44 

(D 

ドア□ックスイッチ 
(解綻） 

66 

③ 

盗難防止警報システム 
表示灯 

已4 

④ 

ESP オフスイッチ 

已3 

③ 

シートヒータースイッチ 
(ち側フ□ントシー h ) 

78 

⑩ 

ドア□ックスイッチ 
(施綻） 

66 


A けびのおそれびありまず 

チヤイルドセーフテイシート検知シス 
テム非装備車にセンサー付き純正チヤ 
イルドセーフテイシートを装着したと 
さ、助手席エアバッグオフ表示灯®が 
点灯することがありますが、助手席エ 
アバッグの機能は解除されません。詳 
しくは044ページ）をご覧くださし、。 
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センターコンソール 




名称 

ぺージ 

の 

灰皿 

207 


ライター 

208 

⑤ 

キーレス3—スイッチ 

71 

⑤ 

セレクターレバー 

110 

④ 

パークト□こックオフ 
スイッチ 

180 

⑤ 

ヴスペンシヨンモード選 
択スイッチ* 

174 


車高調整スイッチ* 

175 

③ 

車間距離調整ダイヤル* 

164 

④ 

車間距離警告音スイッ 
チ* 

165 


走行モード選択スイッチ 

111 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


センターコンソール 下部 


をが6荒如 



















前席上方の操作部 
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名称 / 

ぺージ 

の 

U アルームランプス 
イッチ 

9已 

③ 

点灯モード選択スイッチ 

95 

⑤ 

フ□ントルームランプ 

9已 

④ 

読書灯スイッチ（ち側） 

95 

⑤ 

スライデイングルーフ 
スイツチ* 

196 


室内センサー解除ス 
イッチ 

已6 

③ 

ルーム三ラー 

81 

④ 

けん引防止警報解除ス 
イッチ 

55 

③ 

読書灯スイッチ（左側） 

95 


前席上ちの操作部 


を we 荒如 



* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ドアトリム操作部 


運輯席ドア（左八ンドル車) 



名祿 

ぺージ 

の 

ドアミラー格納/展開 
スイッチ 

82 


ドア S ラー選択スイッチ 

82 


ドアミラー調整スイッチ 

82 

⑤ 

モ U - スイッチ 

84 


ポジションスイッチ 

84 

⑤ 

シート調整スイッチ 

74 

④ 

ドア レバー 

64 

⑤ 

チヤイルドプルーフ 
□ックスイッチ 

47 


ドアウインドウスイッチ 

102 

③ 

トランクスイッチ 

69 


トリム操作部 
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乗員を全装備 . 32 

走巧を全装備 . 48 

盗難防止システム . 54 


磐骗がが 
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乗員ま全装備 



事故が発生したとさの衝撃により、車 
は急激に加速または減速ずるおそれが 
ありまず。 

そのとさ、乗員は車内に身体を激し< 
ぶつけたり、車がに放出されて、けが 
をするおそれがありまず。 

ただし、シートベルトを中むに、シー 
トベルトテンシヨ ナー やべルトフ オー 
スリミッター、エアバッグなどで構成 
される乗員保護装置によって、負傷ず 
る可能性を最ル限にでさ、また、万一 
負傷したとさにち、けがの程度を最ル 
限にとどめることがでさまず。 

A けがのおそれびあ0まず 

柔員保護装置を取0外した0、関連部 
品や配線などを改造しないで<ださ 
し、。また、車の電テ制御部品やソフト 
ウェアを改造しないでくださし、。 

誤作動でけがをしたり、事故などのと 
さ、正常に作動しなくなるおそれがあ 
0まず。 


エアバッグの効果について _ 

• UTF の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正しく着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、乗 
員とエアパッグの適切な位置関係を 
保つことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、 
正面からの衝突のとさなどに乗員 
が前方に投げ出されるのを防ぐこ 
とがでさまず。 


A けびのおそれびありまず 

エアバッグはシートベルトの効果を 
補助する装置であり、シートベルト 
の代わりになるものではありません。 
必ず乗員全員がシートベルトを正し 
<着用し、シートのバックレストを 
できるだけ垂直の位置にして乗車し 
て < ださい。 

〇 シートベルトとエアバッグは、物 
がが部から車内に入り込んだとさの 
衝撃から乗員を保護ずる効果はあり 
ません。 

〇 エアバッグは、あらゆる種類の事 
故で作動ずるわけではありません。 
また、乗員が正し<シートベルトを 
着用している場合、状況によっては 
エアパツグによる補助的な保護を必 
要としないことがありまず。 


ソートヘルト 

シートベルトとチヤイルドセーフテイ 
シート（|>42ページ）は、車巧に身体 
を激し<ぶつけたり、車がに放出され 
る危険から乗員を守0まず。 

シー トベルトとチヤイルドセーフテイ 
シートは、衝突時における最ち重要で 
効果的な乗員保護装置でず。 

シートベルトについて、詳しくは086 
ページ）をご覧ください。 

D 妊娠中の方やけがの治療中の方 
は、医師に相談の上、シートベルト 
を着用して < ださい。 


擊骗がが 
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/h けびのおそれびあ0まず 

. 乗車するときは、すべての乗員が正 
しくシートベルトを着用しているこ 
とを確認してください。 

• シートベルトを着用していなかった 
り、シートベルトのプレートが確実 
にバックルに差し込まれていない 
と、事故などのとさ致命的なけがを 
ずるおそれがあります。 

• テ供を膝の上に乗せて走行しないで 
ください。急プレーキ時や衝突時な 
どに身体を車内に激し < ぶつけた 
り、車外に放り出されて致命的なけ 
がをするおそれがあります。 

• シートベルトやバックルがミちれて 
いたり損傷していると、シートべ 
ルトの保護機能が正し<発揮され 
ません。 

シートベルトを正しく機能させ、損 
傷を防ぐたがにし^下の点にミ主意して 
<ださい。 

◊ドアに挟んだり、鋭利な部分に 
当てない 

◊たばこの火など、熱いち)のをお 
付けない 

◊バックル部分に異物を入れない 
〇分解や改造などをしない 

• 衝突後やシートベルトが大さな衝 
撃を受けたと量は、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
<ださい。 

• 純正部品政外のシートベルトは使用 
しないで < ださい。 


シートベルト警告'打 

イグこッシヨン位置を2にずると点 
灯し、数秒後に消口しまず。 

点灯しないとさは警告口の異常でず 
ので、すみやかにルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

エンジンがかかっているとさに運転席 
または助手席の乗員がシートベルトを 
着用していないとさは、シートベルト 
警告灯が点灯しまず。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員がシートベルトを着用せ 
ずに、イグこッシヨン位置を2にず 
るかエンジンを始動ずると、警告音が 
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促 
し 9 〇 

走巧中のシートベルト警告 

走行速度が約 25 km / hLU 上になったと 
さに、運転席または助手席の乗員が 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルからがしたときは、 
シートベルト警告なが点滅して、断続的 
な警告音ち鳴りまず。 

そのままの状態で約6日秒間走行ずる 
か、または停車したとさは警告灯は点 
灯に変わり、警告音ち鳴り止みまず。 

ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度が約 25 km/h 
iU 上になると、この警告は繰り返し行 
なわれまず。 

〇 助手席に重し V 苛物などを積んでいる 
と、エンジンがかかっているとさに 
シートベルト警告が行なわれること 
がありまず。 


攫骗がが 
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SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は iU 下の装備により構成されまず。 
• SRS 警告灯 

• シートベルトテンシ ヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 
• エアバッグ 


SRS 


イグこッシヨン位置を1にずると点灯 
し、数秒後に消灯しまず。 

イグこッシヨン位置を2にずると点灯 
し、エンジン始動後に消口しまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のと 
さは、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出しまず。 


A けびのおそれびありまず 

似下のよラなとをは、 SRS に異常が 
発生していまず。衝撃を受けてちエア 
バッグや シー トベルト テンシヨ ナ ーが 
作動しないおそれや、不意に作動する 
おそれがお0ます。ただちに;ルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださい。 

• イグニッシヨン位置を1か2にし 
たとさに SRS 警告灯が点灯しない 
とさ 

•イグニッシヨン位置を1にしたと 
さは数秒後に、イグニッシヨン位置 
を2にしたときはエンジンを始動 
してから数秒後に SRS 警告口が消 
灯しないとさ 

• 走行中などに SRS 警告なが点灯し 
たと量 


シートベルトテンシヨナーと運転席/ 
助手席エアバッグの作動 

シートベルトテンシ ヨナー とエアバツ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
りまず。 

衝突などで衝撃が発生した際、セン 
サーは衝撃の強さや方向などを検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要があるか判断しまず。 

さらに前方から一定 iU 上の衝撃を検知 
したとさに、運転席/助手席エアバッ 
グが作動しまず。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合びありまず。 

事故の際にずベてのエアノ（ッグび作 
動ずるわけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なります。 

いずれのエアバッグを、衝突の最 
巧の段階において検知された衝撃 
の強さや方向などに基づいて作動 
します。 

〇 センサーび検知ずる衝撃の強さや 
方向は、下の要素によってみま 
りまず。 

. 衝撃の集中度/分散度 
• 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 


磐紙がが 
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シー トベルト テンシヨ ナ ー/ ベルト 
フオース IJS ツター 


シート ベル ト テン シヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の础果を局める装置です。 

シートベルトテンシヨナーは、イグ 
こッシヨン位置が2で、下のとさ 
に作動しまず。 

. SRS に異常がないとき 

• フ□ントのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトが正し<バッ 
クルに差し込まれているとき 

• 衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
前後方向に急激に強い衝撃が加わっ 
たとさ 

ベルトフオースリミッター 

ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 
散-軽減します。 

フ□ン トシートのベルトフ オース リ 
S ッターは、運転席/助手席エアバッ 
グと連動しており、乗員にかかる力を 
分散-軽減します。 


A けびのおそれびありまず 

• シートベルトテンシヨナーの作動時 
にわずかに白煙が発生ずることがあ 
りますが、火災のむ配はあ0ません。 

ただし、ぜんそくなどの呼颐疾患の 
あるちは一時的に呼颐障害を起こず 
おそれがありますので、安全を確認 
のうえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なってくだ 
さし、。 

• 作動したシートベルトテンシヨナー 
は、必ずメルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で新品と交換して < だ 
さし、。 

未作動のシートベルトテン シヨ ナー 
を廃棄するとさは、廃棄専用の処置 
が必要です。^ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場、または専門業者に 
依頼してください。 

Q 助手席に乗車していないとさは、 
シー トベルトの プレー トをバックル 
に差し込まないで<ださい。衝突時 
などに、シートベルトテン シヨ ナー 
が作動ずることがあ0まず。 

Q シー トベルトテン シヨ ナ ーの 作動 
時に聞こえる作動音は、ご<まれに 
聴力に影響ずることがありまず。 

0 シートベルト テン シ ヨナ— は、 
シート位置が不適切なとさや、シー 
トベルトが正し < 着用されていなし、 
とさは、効果を発揮でさません。 

〇シー トベルトテンシヨナーは、 
パックレストに乗員の身体を密着さ 
せるためのちのではありません。 

〇 シートベルトテンシヨナーが作動 
すると、 SRS 警告灯が点灯しまず。 


摆骗がが 
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エアバッグ 


A けびのおそれびありまず 

エアバッグの乗員保護機能を正しく発 

揮するため、し U 下の点にミ主意してくだ 

さし、。 

• 乗員全員がシートベルトを正し<着 
用し、バックレストをでさるだけ重 
直の位置にしてください。 

へッドレストの中央が目の高さにな 
るよラに調整してください。 

• 身長1日 Ocm 未満の子供はチャイル 
ドセーフテイシートを使用して確実 
に身体を固定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはでさるだけ後部 
に動かし、エアバッグとの間隔を確 
保してくださし、間隔が狭ずざると、 
エアバッグが作動する衝撃でけがを 
するおそれがあ0まず。 

• やむを得ず助手席にチャイルド 
セーフテイシートを装着するとさ 
は、必ず前向さに装着して、助手 
席シートををっとを媛ろの位置に 
して < ださい。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけな 
いでください。サイドバッグやウイ 
ンドウバッグが作動ずる衝撃でけが 
をするおそれがあります。 

• 衣服のポケットなどに重い物や鋭利 
な物を入れないで < ださい。 

• 運転中はステア U ングのパッド部を 
持ったり、身体をステアリングや 
ダッシュボードにのせないでくださ 
し、。エアバッグの作動が巧ばられる 
おそれや、エアバッグが作動したと 
さにけがをするおそれびあ0ます。 

• ドアなどの内張0に寄りかからない 
で < ださい。 


• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないでくださし、。 

• エアバッグ収納部やそのお<に物を 
置かないでください。 

• アシストグリップやコートフックに 
かたい物や鋭利な物をかけないで< 
ださい。 

• ウインドウやピラーの周囲にアク 
セサリーなどを取り付けないで< 
ださい。 

• ルームミラーに市販のワイドミラー 
などを取り付けないでください。 

• エアバッグを取り外したり、関連部 
品や配線などを改造しないでくださ 
し、。誤作動でけがをしたり、正しく 
作動しな < なります。 


A けびのおそれびありまず 

似下のエアバッグ収納部には、バッジ、 
ステッカー、 U モコンなどを貼付した 
り、市販のカップホルダーやアクセヴ 
リーなどを取り付けないで < ださい。 

• ステア U ングパッド部 
• 助手席側のダッシュボード；ネル部 
• フ□ントシートのバックレスト側面 
• リアドアの内張り部 


磐骗がが 
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エアバックの作動 


エアパッグの種類と収納場戸斤 


車が一定政上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグが瞬時にふ<らみまず。 

これにより、乗員の頭部や胸部への衝 
撃を分散-軽減します。 

A けびのおそれびありまず 

• 関連部品に身体を触れないでくださ 
し、。部品が熱くなっており、火傷を 
ずるおそれがあります。 

• エアバッグの作動時にわずかに白煙 
が発生することがありまずが、火災 
の/。配はありません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患の 
あるちは一時的に呼颐障害を起こす 
おそれがありまずので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なってくだ 
さし、。 

• 作動したエアバッグは、必ずメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で新 
品と交換して < ださい。 

未作動のエアバッグを廃棄するとさ 
は、廃棄専用の処置が必要です。； 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場、または専門業者に依頼してくだ 
さし、。 


P エアバッグは高温のガスにより面 
<日むため、ずり傷や乂傷、巧撲な 
どをすることびありまず。 

P エアバッグの作動時に聞こえる作 
動音は、ごくまれに聴力に影響ずる 
ことびありまず。 

〇 エアバッグび作動ずると、 SRS 警 
告灯び点灯しまず。 


エアバッグを 

運転席 

エアバッグ 

助手席 

エアバッグ 

フ□ントサイド 
バッグ 


U アサイド 
バッグ 


ウインドウ 

バッグ 


収納場所 

ステア1」ング 
パッド部 

助手席ダッシュ 
ボード V くネル部 

フ□ントシート 
のバックレスト 
側面 

左ちのリアドア 
内張り部 

フ□ントピラー 
と1」アピラー間 
の ルーフ ライ ニ 
ング部 


運転席/助手席エアバッグ 



ち八ンドル車 
①運転席エアバッグ 
⑤助手席エアバッグ 

前方からの強い衝撃を受けると作動 
し、柔員の頭部や胸部への衝撃を分 
散-軽減しまず。 


醒涨がが 
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運転席/助手席エアバックは、他の 

エアバッグの作動に関わらず、 liTF の 

とさに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、前方から一定 
し U 上の衝撃を検知しにとさ 

• シートベルトを正しく着用している 
とを 

• 車両の横転などにより、前後方向か 
ら一定(上の衝撃を検知したとを 

〇 車の前方からの衝撃び弱いとさは 
シートベルトテンシヨナーだけび作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことびありまず。 


サイドバッグ 



⑤フ□ントサイドバッグ 
④ U アサイドバッグ 


横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のサイドパッグび作動 
し、胸部への衝撃を分散•軽減します。 

サイドバッグは、運転席/助手席エ 
アバッグやシートベルトテンシヨナー 
の作動、シートベルトの着用に関わら 
ず、衝突の最初の段階で、左ち方向か 
ら一定 LU 上の衝撃を検知したとさに作 
動します。 

まに、車び横転したとさをサイドパ'ッ 
グは作動ずることびありまず。 


A けびのおそれびあ0まず 

フ□ントシートに市販のシートカバー 
を使用しないで<ださい。フ□ントサ 
イドバッグの作動び妨げられるおそれ 
びあ0まず。 


ウインドウバッグ 



⑤ウインドウバッグ 


横方向からの強い衝撃を受けると、 
衝撃を受けた側のウインドウパッグ 
び作動し、頭部への衝撃を分散■軽 
減しまず。 

ウインドウバッグは、運転席/助手 
席エアパッグの作動、助手席の乗員 
の有無、シートベルトの着用に関わ 
日ず、衝突の最初の段階で、左ち方向 
から一定し U 上の衝撃を検知したとさに 
作動しまず。 

また、車び横転したときをウインドウ 
バッグは作動ずることびありまず。 


磐紙がが 
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エアバッグの作動を件 運転席/助手席エアバックび作動し 

運転席/助手席エアバッグび作動ずない□びあなとさ 

立木や電柱への衝突のとを 

正面衝突など車の前ち左ち 
約3□度しソ内のち向から強 
い衝撃を受けたとさ 



かたいコンク U —卜の壁 
などに正面衝突したとき J 








トラックの下に潜り込ん 
だとさ 



斜め前方への衝突のとさ 



運転席/助手席エアバッグが作動し 
ないとさ 

後ろから衝突されたとさ 


サイドバッグ/ウインドウバッグが 
作動するとさ 

客室部分に横方向から強い衝撃を 
受けたとさ 



攫涨がが 
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サイドバッグ/ウインドウバッグが 
作動しない場合があるとさ 


斜め方向から衝撃を受けたとさ 



客室外の側面に衝撃を受けたとさ 



いずれかのエアバッグが作動ずる場合 
があるとさ 

中央分離帯や緑石などに 





PRE-SAFE 


PRE - SAFE は、車が危険な状態にある 
ことを感知したとさに、乗員保護機能 
を局める装置です。 

PRE - SAFE は、下のときに作動し 
ます。 

• BAS が作動ずるよラな急ブレーキ 
を効かせたとさ 

• アンダーステア状態や オーバース 
テア状態など、車の姿勢が危険な 
状態になったとさ 

PRE-SAFE は、約 30 km / haU 上で走 
行しているとさ、 iU 下のよ5に作動し 
ます。 

• 前席シートベルトを自動で引さ込 
み、拘束度を高めまず。 

• 助手席シートが不適切な位置にある 
場合は、助手席シートを適正な位置 
に調整しまず。 

•車が横滑りをずると、ドアウイン 
ドウとスライディングルーフ*が 
少し開いた状態まで自動的に閉じ 
ます。 

車が危険な状態から脱ずると、助手 
席シートの位置、ドアウインドウや 
スライディングルーフ*の開さ具を 
を再度調整することがでさまず。 

自動で引を込まれた前席シートベルト 
の張力が緩まないとを 

► シートベルトの張力が緩むまで、 
パックレスト角度やシートの前後 
位置を後方の位置に動かして < だ 
さい。 

□ ック機構が解除されまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


磐紙が化 
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〇助手席の位置を調整ずるとさは、 
後席の乗員がけがをしないよ5に注 
意してください。また、シート下部 
や後方に物がないことを確認して< 
ださい。シートや物を損傷ずるおそ 
れがありまず。 


NECK PRO アクティブへッドレスト 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後方からの衝撃を受けた 
ときに、フ□ントシートのヘッドレス 
卜が前方に動< ことにより、乗員の頭 
部をより効果的に支持しまず。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストが作動しないことがありまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

フ□ン トシ ー トに市販の シー ト カバー 
を使用しないでください 。 NECK PRO 
アクティブへッドレストの作動が巧げ 
られるおそれがあります。詳しくは; 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

事故の際に NECK PRO アクティブ 
へッドレストが作動した場合は、へッ 
ドレストが前に動いた状態のままにな 
りまず。このとさは、運転席と助手席 
のへ ッドレストを U セットして<ださ 
い（[>28日ページ）。 

U セットをしないと次に衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストが作動せず、頭部-頸部を保護 
することがでさません。 

このリセット作業は、ルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場で行な5ことを 
お勧めしまず。 


子供を乗せるとを 


シートベルトは身長1 50 cm LiLL の乗 
員が使用ずることを前提にしていま 
ず。シートベルトが正し<着用でさな 
い体格のモ供などは、適切なチャイル 
ドセーフテイ シー トを使用してくだ 
さい。 

A けびのおそれびありまず 

• チャイルドセーフテイシートを使 
用している場合でち、子供だけを 
車内に残して車から離れないでく 
ださい。 

◊運転装置に触れてけがをするお 
それがあ0まず。 


◊誤ってドアを開き、 
になりまず。 


事故の原因 


◊炎天下では車内が高温になり、熱 
中症を起こずおそれがあります。 

◊寒冷時には車内が低温になり、 
命にかかわるおそれがありまず。 

• 重い物やかたい物を積載するとさ 
は、確実に固定してください。 

• 荷物が固定されていなかったり適切 
な位置に置かれていないと、の 
よラな場含にテ供がけがをする危険 
性が増加しまず。 

◊ 急ブレーキ 
〇急な進路変更 
◊事故 

荷物の積みちについて、詳しくは 
020日ページ）をご覧くださし、。 


醒骗がが 
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チヤイルドセーフテイシート 


A けびのおそれびあ0まず 

• シートベルトが正しく着用でさない 
体格の子供などは、チャイルドセー 
フテイシートを使用してください。 
急ブレーキ時や衝突時などに身体を 
車内に激しくぶつけたり、車外に放 
り出されて致命的なけがをずるおそ 
れがおります。 

• シートベルトが正しく着用でさない 
体格の子供が、そのままシートべル 
卜を着用すると、首を締が付けたり、 
腹部を強<圧迫した0して致命的な 
けがをするおそれがあります。 

• 6歳未満の子供を乗車させるとさ 
は、チャイルドセーフテイシートを 
使用ずることが法律で義務付けられ 
ています。 

• 6歳！; 《 Lb の子供でを、シートベルト 
が正しく着用で量ない子供は、チャ 
イルドセーフテイシートを使用して 
<ださい。 

• 身長1日 Ocm 未満の子供はチャイル 
ドセーフテイシートを使用して確実 
に身体を固定してください。 

• デ供の体格に適含したチャイルド 
セーフテイシートを使用し、デ供を 
正しい姿勢で座らせ、身体をシート 
ベルトで確実に固定してください。 

• 子供を膝の上に乗せて走行しないで 
ください。急ブレーキ時や衝突時な 
どに身体を車内に激しくぶつけた 
り、車外に放0出されて致命的なけ 
がをずるおそれがあ0まず。 

• チャイルドセーフテイシートは、後 
席に装着して < ださい。 


• やむを得ず助手席に装着ずるとさ 
は、必ず前向きに装着して、助手席 
シートをちっとち後ろの位置にして 
ください。 

• チャイルドセーフテイシート検知シ 
ステ厶装備車にセンサー付さ純正 
チャイルドセーフテイシートを装着 
して助手席エアバッグの機能が解除 
されている場合を除さ、後ろ向さ 
に装着するタイプのチャイルドセー 
フテイシートは助手席に装着しない 
でください。また、タイプにかかわ 
らず、助手席にはチャイルドセーフ 
テイシートを媛ろ向さに装着しなし、 
でください。エアバッグが作動ずる 
衝撃で致命的なけがをするおそれが 
あります。 

チャイルド セーフ テイ シー トに関 
ずるま意事項を記載したステッ 
カーが、サンバイヴーに貼付され 
ています。 


つ 


• チャイルドセーフティシートが損傷 
しているとさは新品と交換してくだ 
さい。大さな衝撃を受けた0、損傷 
したをのは子供を保護でをません。 

• チャイルドセーフティシートは確実 
に装着してください。急ブレーキ時 
などに、チャイルドセーフティシー 
卜が放り出されて乗員がけがをする 
おそれがおりまず。 

• チャイルド セーフティシー トの下 
にクッションなどを置かないでく 
ださい。チャイルド セーフティ シー 
卜び確実に装着されないおそれが 
ありまず。 


磐骗がが 





乗員ま全装備 


43 


• チャイルドセーフテイシートを使用 
しないとさは、車か5取り外すか、 
確実に固定してください。 

• チャイルドセーフテイシートは直射 
曰光に当てないでください。炎天下 
では車内に置いたチャイルドセーフ 
テイシートが高温になり、子供が火 
傷をするおそれがあ0まず。 

• チャイルドセーフテイシートの取り 
扱いや装着方法については、製品に 
添付されている取扱説明書をお読み 
<ださい。 


純正チャイルド セーフ ティ シート 

ダイムラー社では、モおの体重や年齢 
に応じた純正チヤイルドセーフティ 
シ…卜を用意していまず。 


選択の目を 


シートを 

体重 

年齢 

ベビーセー 
フプラス 

約1日 kg 政下 
または 

約 13 kgl；rF 

新生児〜 

9力月位 
または 

18力月位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力月〜 

4歳位 

キッド 

1己〜 36 kg 

3歳半〜 
12歳位 


ぷチャイルドセーフテイシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびありまず。 
詳しくは販売店におたずねください。 


チャイルドセーフテイシート検知シス 
テム* 

助手席シートの座面に検知システムが 
装備されており、センサー付さ純正 
チャイルドセーフテイシートとの間で 
自動的に信号の発信/受信を行ない、 
チャイルドセーフテイシートの有無を 
判断し、助手席エアパッグの機能を解 
除ずるシステムでず。 

助手席エアパッグの機能が解除される 
と、助手席エアパッグオフ表示灯が点 
灯しまず。 

A けびのおそれびありまず 

チャイルドセーフテイシート検知シス 
テム非装備車にセンサー付さ純正チャ 
イルドセーフテイシートを装着したと 
さ、助手席エアバッグオフ表示灯が点 
灯することがありまずが、助手席エア 
バッグの機能は解除されません。 

必ずじ(下の点にミ主意してください。 

• 純正チャイルドセーフテイシートで 
あっても、必ず後席に装着してくだ 
さし、。 

• やむを得ず助手席に装着するとさ 
は、必ず前向きに装着し、助手席シー 
卜をもっとを後ろの位置にしてくだ 
さし、。 


陛骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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• 後ろ向きに装着ずるタイプの純正 
チヤイルドセーフテイシートは助手 
席に装着しないでください。また、 
タイプにかかわらず助手席ではチヤ 
イルドセーフテイシートを後ろ向さ 
に装着しないでください。エアバッ 
グが作動する衝撃で致命的なけがを 
するおそれがあ0まず。 


Q 助手席のシート座面とセンサー付 
さ純正チャイルドセーフテイシー 
卜の間に物を入れないで<ださい。 
チャイルドセーフティシートを検知 
でさな<なるおそれがあ0まず。 

〇 センサー付さ純正チャイルドセー 
フティシートを装着して、助手席エ 
アパッグオフ表示灯が点口してち、 
サイドバッグ、ウインドウバッグ、 
シートベルトテンシヨナーの機能は 
解除されません。 

〇 純正チャイルドセーフテイシート 
には、チャイルドセーフテイシート 
検知システムに対応していないタイ 
プがありまず。詳し<は販売店にお 
たずね < ださい。 


助手席エアバッグオフ表示な 



①助手席 エア バッグオフ表示な 


チャイルドセーフテイ シー ト検知シス 
テム装備車の助手席に、センサー付さ 
純正チャイルドセーフテイシートを装 
着しているとさは、イグニッシヨン位 
置を1か2にずると、助手席エアバッ 
グオフ表示口①が点灯し、助手席エア 
パッグの機能が解除されまず。 

点口しないときは、チャイルドセーフ 
テイシート検知システムが故障してい 
ます。助手席でチャイルドセーフテイ 
シートを使用せずに、ずみやかにル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 

Q センサー付さ純正チャイルドセー 
フテイシートを助手席に装着してい 
ないときは、イグこッシヨン位置を 
1か2にずると、助手席エアバッ 
グオフ表示灯が点灯し、数秒後に消 
口します。 

点灯しないとさや点灯後に消灯し 
ないとさは、システムの故障でず。 
すみやかにルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 


磐骗がが 
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心 けびのおそれびあ0まず 

センサー付さ純正チャイルドセーフ 
ティシートを装着するとさは、 i ; rF の 
点にミ主意して正しく使用してくださし、 
• チャイルドセーフティシート検知 

システム非装備車の場合 

◊ 純正チャイルドセーフティシー 
卜は後席に装着してください。 

◊やむを得ず助手席に装着すると 
さは、必ず前向きに装着し、助 
手席シートをもっとち)後ろおよ 
び高い位置にして、ヘッドレス 
卜をもっとを高い位置にしてく 
ださい。 

◊後ろ向さに装着するタイプの純正 
チャイルドセーフティシートは 
助手席に装着しないでください。 
エアバッグが作動する衝撃で致 
命的なけがをするおそれがあり 
まず。 

◊センサー付き純正チャイルド 
セーフティシートを装着したと 
さ、助手席エアバッグオフ表示 
灯が点灯ずることがありまずが、 
助手席エアバッグの機能は解除 
されていません。純正チャイル 
ドセーフテイシートは後席に装 
着して < ださい。 


チャイルドセーフティシート検知 
システム装備車の場合 
◊センサー付き純正チャイルド 
セーフティシートを助手席に装 
着したとさは、必ず助手席エア 
バッグオフ表示灯が点灯するこ 
とを確認してください。 

〇助手席エアバッグオフ表示灯が 
点灯しないとさは、助手席エア 
バッグの機能は解除されていま 
せん。純正チャイルドセーフティ 
シートは後席に装着してくださ 
し、。また、ずみやかに^ルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 

◊チャイルドセーフティシート検 
知システムに対応していなし、 
タイプの純正チャイルドセーフ 
ティシートは必ず後席に装着し 
てください。 

やむを得ずチャイルドセーフ 
ティシートを助手席に装着ずる 
ときは、必ず前向きに装着し、 
助手席シートををっとち後ろお 
よび高い位置にして、ヘッドレ 
ストをもっとも高い位置にして 
ださい。 

◊助手席のシートクッションに、 
電源の入ったパソコンや携帯電 
話などの電子機器、または磁気 
カードやにカードなどを置かな 
いでください。チャイルドセー 
フティシート検知システムが誤 
作動して、事故のとさに助手席 
エアバッグが作動しないおそれ 
やセンサー付さ純正チャイルド 
シートを検知でさずに助手席エ 
アバッグび作動するおそれがあ 
0ます。 


醒骗州が 
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に 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 
シート固定装置 

後席に、 ISO - FIX 対応チャイルドセー 
フティシート用の固定装置①を装備し 
ています。 

A けびのおそれびありまず 

• この固定装置は、体重 22 kg し U 下の 
子 f 共を乗車させるとさに使用してく 
ださい。体重 22 kg 似上の子供を乗 
車させるときは、チャイルドセーフ 
ティシートを後席のシートベルトで 
装着してください。 

• チャイルドセーフティシートは、必 
ず製品の取扱説明書の指示に従い、 
左ちの固定装置に装着して<ださ 
し、。装着方法を誤ると、事故のと 
さ、十分な効果が得られなかつたり、 
チヤイルドセーフテイシートが外れ 
るおそれが坂0ます。 


A けびのおそれびあ0まず 

• チャイルドセーフテイシートや固 
定装置が事故で損傷した0強い負 
荷を受けた場合は、必ず新品に交 
換してください。 

• チャイルドセーフテイシート固定装 
置を使用して、チャイルドセーフ 
テイシートに子供を乗車させている 
とさち、子供だけを車内に残して車 
か5離れないでください。事故の原 
因になったり、運転装置に触れてけ 
がをするおそれがお0ます。 

また、車内が高温または低温になっ 
た状態では、命に関わるおそれが 
あ0まず。 



①固定装置 
@カバー 


チヤイルド セーフ テイ シー トを装着 
ずる 

►シートクッシヨン後端のカバー®を 
開さまず。 

► 固定装置①にチヤイルドセーフテイ 
シートを装着しまず。 

チャイルドプルーフ□ック 


モイ共が後席に乗車ずるとさは、 iU 下の 
チャイルドプルーフ□ックを使用して 
<ださい。 

• リアドアのチャイルド プルーフ 
□ック 

• リアドアウインドウのチャイルドプ 
ルーフ□ック 

A けがのおそれびあ0まず 

子供が後席に乗車するとさは、チャイ 
ルドプルーフ□ックを設定してくださ 
し、。子供がリアドアやリアドアウイン 
ドウを開<と、事故やけがの原因にな 
0まず。 


磐骗がが 
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リアドアのチャイルドプルーフ□ック 
を設定ずる 



⑤設定 

⑤解除 

車内のドアレバーを引いてち1」アドア 

び開かな< な0まず。 

►レバー®を設定側⑤または解除側 
⑤に操作しまず。 

►車内のドアレバーを引いて、設定/ 
解除を確認します。 

〇 U アドアのチヤイルド プルーフ 
□ックび設定されていてち、車び解 
綻されているとさは、車外のドア八 
ンドルで1」アドアを開 < ことびでさ 
ます。 


リアドアウインドウのチヤイルドプ 
ルーフ□ツクを設定ずる 



ち八ンドル車 

① 表示な 

② スイッチ 


1」アドアのスイッチによる U アドアウ 
インドウの操作びでさなくなりまず。 

イグニッシヨン位置び1か2のとき 
に設定でさまず。 

► スイッチ⑤を押しまず。 

表示灯のび点灯/消灯しまず。 

表示灯のび点灯しているときは、 
1」アドアのスイッチによる1」アド 
アウインドウの操作はでさません。 

©表示灯の 点灯/消灯にかかわら 
ず、運転席ドアのスイッチでは U ア 
ドアウインドウを操作でさまず。 

〇 イグニッシヨン位置を0にした 
り、エンジンスイッチからキーを巧 
し、てを、 U アドアウインドウのチヤ 
イルドプルーフ□ックの設定は記憶 
されます。 


攫骗がが 
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走巧を全装備 


走行ま全装備には、(下のをのびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• アダプティブブレーキランプ 

• ESP (エレクト□ニック.スタビ1」 
ティ.プ□グラム） 

• EBV (エレクト□ニック.ブレーキ 
パワ ー. ディスト U ビューシヨン） 

• アダプ ティブブレーキ 
〇 雪道や凍結路を走行するときは、 
ウィンタータイヤやスノーチェーン 
の装着をお勧めしまず。 

このよラな路面状況では、ウィン 
ター タイヤや スノー チェーンを装着 
することで、 ABS や BAS 、 ESP の 
効果が発揮されまず。 

A 事故のおそれびありまず 

走行安全装備が適切に作動してわ、車 
両操縦性や走行安定性の確保、制動距 
離の短縮には限界があります。常に道 
路や天候の状況にミ主意し、十分な車間 
距離を保って運転してください。 

また、タイヤのグ U ップが失われた状 
況では、走行安全装備は効果を発揮し 
まはん。 


ABS 

ABS (アンチ□ック.ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑りや 
すい路面でのフレーキ時など、車び不 
ま定な状況になったとさに、タイヤの 
□ックを防ざ、ステアリングでの車両 
操縦性を確保ずる装置でず。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度び約 8 km / h を超えると作動でさ 
るよ5になりまず。 

滑りやずい路面では、軽くブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでを ABS は作 
動します。 


A 事故のおそれがありまず 

ブレーキ操作をするときは、ブレーキ 
ぺ夕 M レをしっかりと踏み込んでくださ 
い。ポンピングプレーキを行なラと制 
動距離が長<なるおそれがありまず。 


A 事故のおそれびありまず 

• ABS はブレーキ操作を補助する装 
置で、無謀な運転からの事故を防ぐ 
ちのではお0ません。 ABS が適切 
に作動してち、車両操縦性や走行ま 
定性の確保には限界がありまず。 

また、タイヤのグリップが失われた 
状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 


磐骗がが 
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.ABS に異常があるときは、ブレー 
キペダルを強<踏み込むとタイヤ 
は□ックします。その結果、ステ 
ア U ングでの車両操縦性が制限さ 
れ、制動距離が長<なるおそれが 
あ0ます。 

• 故障により、 ABS の機能が解除さ 
れたとさは、 BAS と ESP の機能ち） 
解除されまず。常に道路や天候の 
状況にミ主意し、十分な車間距離を 
保って運乾してください。 

Pabs は制動お離を短くずる装置で 
はありません。(下のよ5な路面び 
滑りやずい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離び長く 
なることびありまず。 

• 雪の積をった路面や凍結した 
路面 

• 砂利道などの荒れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数び連 
続して変化する路面 

• スノー チェーン 装着時 

P マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに ABS に関する故障/警告メッ 
セージび表おされたときは(>255 
ページ）をご覧ください。 

OaBS に異常びあると、 ESP に関ず 
る故障/警告メッセージび表おさ 
れることびありまず。ずみやかにメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

〇 バッテ U —電圧びほ下ずると ABS 
び一時的に機能を停止しまず。電圧 
び回復ずると、機能を元に戻りまず。 


ABS び作動したとを 


ABS び作動ずると、ブレーキペダル 
に脈動を感じたり車体び振動ずるこ 
とびありまずび、異常ではありませ 
ん。そのままペダルを踏み続けてく 
ださい。 

強い制動力び必要なとさは、ブレー 
キペダルをいっぱいに踏み込んでく 
ださい。 

〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ペダル 
びわずかに振動した0モーターの音 
び聞こえることびありまずび、これ 
は、システムび自己診断をしている 
とさの音で異苗ではありません。 


攫骗がが 
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BAS 


BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保ずるブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じでずが、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーが検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 

BAS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 

A 事故のおそれびありまず 

• 臣 AS は緊急ブレーキの操作を補助 
する装置で、無謀な運転からの事 
故を防ぐものではあ0ません 。 BAS 
が作動してち制動距離の短縮には限 
巧がありまず。また、タイヤのグリッ 
プが失われた状況では効果を発揮し 
ません。 

. BAS に異常があるときち)ブレーキ 
は通常通り作動しますが、緊急ブ 
レーキ時には制動距離が長<なるお 
それがお0ます。 

• 臣 AS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
まず。 


H マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに ABS に関する故障/警告ッ 
セージが表示されたとさは BAS は 
作動しません。詳しくは02日日 
ページ）をご覧< ださい。 

〇 BAS に異常があると、 A 巨 S も正し 
<作動しな < なることがありまず。 

〇 BAS に異常があるとさは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
ABS に関する故障/警告ッセー 
ジが表示されまずが、ブレーキは通 
常通0作動しまず。 

〇 バッテ U —電圧が低下ずると BAS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると機能ち元に戻りまず。 


磐骗がが 
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アダプティブブレ~キランプ 

約 50 km / h じ(上からの急ブレーキ時 
に BAS び作動ずると、ブレーキラン 
プびずばや<点滅し、後方の車両にミ主 
意を促します。停車すると、ブレーキ 
ランプは点灯に変わりまず。 

また、約 70 km / h じ(上からの急ブレー 
キ時には、 ブレーキランプの点滅に加 
えて、停車ずると非苗点滅灯び自動的 
( し/な;麻しま^ 〇 

自動的に点滅した非苗点滅灯は、非苗 
点滅灯スイッチを押すか、再度走行を 
開始して走行速度び約 lOkm / hii (上 
になると、自動的に消灯しまず。 


ESP 

ESP (エレクト□ニック.スタビ U 
ティ.プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車び不安定な状況 
になったとさに、個々のタイヤに独立 
してブレーキを効かせたり、エンジン 
出力を制御ずることによって、車両操 
縦性や走行ま定性を確保しよラとする 
システムでず。 

四 ESP 表示口 

イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは表示灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 

発進時または走行中に ESP 表示灯が 
点滅したとさは、 ESP が作動してい 
ます。 


A 事故のおそれびありまず 

ESP は車両操縦性や走行安定性を高め 
るシステムで、無謀な運転からの事故 
を防ぐをのではありません。 ESP が作 
動してを、車両操縦性や走行安定性の 
確保には限界がありまず。また、タイ 
ヤのグリップが失われた状況では効果 
を発揮しません。 

ESP 作動時の安全確保や危険回避につ 
いては運転者に全責任があ0ます。 


A 事故のおそれびありまず 

ESP 表示灯が点滅したとさは、車輪が 
空転しているか、車が横滑りしていま 
す。アクセルペダルを踏む力をかしゆ 
るめてください。また、慎重に運転ず 
るととをに、_1处下の操作は絶対に行な 
わないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 
• ESP の機能の解除 

P 前輪または後輪を上げてけん引さ 
れるときは、イグこツシヨン位置を 
2にしないで<ださい。 ESP が作動 
して、接地している車輪のブレーキ 
が作動しまず。また、ブレーキシス 
テムや駆動系部品を損傷ずるおそれ 
がありまず。 


摆骗がが 
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走行まを装備 


pESP が故障ずると、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに故障/警 
告少ッセージが表示され、エンジン 
の出力が低下ずることがありまず。 
走行が困難なとさは、ずみやかに安 
全な場所に停車し、ルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡して< 
ださい。 

P マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに ESP に関する故障/警告ッ 
セージが表示されたときは0257 
ぺージ）をご覧< ださい。 

〇 エンジンがかかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで回転 
させたり、駐車場のらせん状のアプ 
□ーチを走行しているとさなどに、 
マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに ESP に関する故障/警告ッ 
セージが表示され、 ESP 表示灯や 
ABS 警告灯が点灯ずることがあり 
ます。 

このよラなとさは、ま全な場所に 
停車して、イグニッシヨン位置を0 
に戻し、エンジンを再始動してく 
ださい。しばらく走行ずると、メッ 
セージや表示灯、警告灯は消灯し 
ます。 

〇 ABS が故障したときは、 ESP の 
機能ち解除されます。 

〇 ABS 警告灯が点口しているとき 
は、 ESP の機能も解除されていまず。 

ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 

〇 指定のサイズで4輪とち同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP が 
作動することがありまず（走行中に 
ESP 表示灯が点滅したままになり 
ます）。 


ESP の機能の解除 


下のよ5な状況では、 ESP の機能を 
解除したほラが走行しやずい場合があ 
りまず。 

• スノーチェーンを装着して走行して 
いるとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行ずるとさ 
このときは ESP の機能を解除しまず。 

/ N 事故のおそれがありまず 

ESP の機能を解除したとさは、必ず路 
面の状況に応じた速度で憤重に運転す 
るととをに、し^下の操作は絶対に行な 
わないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

/h 事故のおそれびありまず 

ESP の機能を解除ずる必要がなくなっ 
たときは、 ESP を待機状態にしてくだ 
さい。車が不安定な状況になったとさ 
に、操縦安定性や走行安定性を高める 
ことがでさません。 


磐骗がが 
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ESP の機能が解除されると、下の状 

態にな0まず。 

• ESP は作動せず、車両操縦性や走 
行安定性を確保しよラとずることが 
でさな < なりまず。 

• 駆動輪が空転した場合、ブレーキ制 
御による駆動力の確保は行なわれま 
すが、エンジンの出力制御による駆 
動力の確保は行なわれません。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP は 
自動的に作動しまず。 

© ESP の機能を解除しているとさに 
タイヤの空転や横滑りを検知ずる 
と、 ESP 表示灯が点滅しまずが、 
ESP は作動しません。 


EBV 



EBV (エレクト□ニック-ブレーキパ 
つ一•ディストリビューション）は、 
後輪のブレーキ圧を調整し、ブレーキ 
時の車両操縦性と走行安定性を確保し 
よラとずるシステムでず。 

A 事故のおそれびありまず 

EBV に異常があるときをブレーキは通 
常通り作動しまずが、急ブレーキ時な 
どには後輪が□ックするため、車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こすおそ 
れがありまず。車両操縦性の変化にミ主 
意して慎重に運転して<ださい。 


アダプ ティブブレーキ 

アダプティブブレーキは、ブレーキ時 
の安全性を高めるシステムでず。 

アダプティブブレーキには、ぶールド 
機能（>17日ページ）も含まれまず。 


① ESP オフスイッチ 


ESP の機能を解除ずる 

► ESP オフスイッチのを押します。 

木ータ ー) (ネルの ESP 表示灯（>51 
ページ）が点口しまず。 

ESP を待機状態にずるときは、再度、 
ESP オフスイッチを押して ESP 表 
示灯を消灯させまず。 


醒骗がが 
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资難防止システム 


を難防止システム 


システムを待機:!犬態にずる 


を難防止警報システム 

盗難防止警報システムび待機状態のと 
をに(下の状況を検知ずると、サイレ 
ンび約30秒間鳴り、非常点滅灯び通 
苗の2倍の速さで約5分間点滅しま 
ず。また、ルームランフび約5分間点 
灯します。 

• ドアまたはトランクび開けられた 
とさ 

• ボンネットの□ックび解除された 
とさ 

盗難防止警報システムは、車を施淀し 
たあと、エマージェンシーキーを使用 
して運転席ドアやトランクを解錠し、 
開いたとさを作動します。 



①表示な 


► U モコン操作またはキーレス3—操 
作で車を施錠しまず。 

表示灯のび点滅し、約10秒後に 
待機状態になりまず。 

システムび待機状態のときは、表示 
灯のび点滅を続けまず。 

システムを解除ずる 

► U モコン操作またはキーレス3—操 
作で車を锅淀しまず。 

表示灯のび消灯しまず。 

警報び作動したときの解除ち法 

► エンジンスイッチにキーを差しまず。 
または 

► キーの解湿ボタンか施插ボタンを押 
します。 

まには 

► キーびキーレス3—の左ち側アンテ 
ナの検知範囲 (061 ページ）にある 
とさは、ドア八ンのレを弓 I さまず。 

まには 

► キーびキー レス3’ 一の 車室内アン 
テナの検知範囲 （061 ページ）に 
あるとをは、セレクターレバーの 
キー レス3’ ー スイッチを押しまず。 

または 

► キーびキー レス3’ 一の トランク側ア 
ンテナの検知範囲 （061 ぺージ）に 
あるとさは、トランクの キー レス3— 
スイッチを押します。 


磐骗がが 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告な<変更されることびあ0ます。 
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〇 ドアやトランクび開けられたり、 
ボンネットの□ックび解除されて警 
報び作動したとさは、それらをずぐ 
に閉じてを、警報は解除されません。 

〇 システムを待機状態にずるとさは 
ボンネットび確実に閉じているこ 
とを確認して<ださい。ボンネッ 
卜の□ックび解除された状態でシ 
ステムを待機状態にしてち、ボン 
ネットび開けられたときに警報は 
作動しません。 

〇 システムび待機状態のとさに車内 
からドアを開いたり、ボンネット 
□ック解除 レバーで ボンネットの 
□ックを解除ずると警報び作動しま 
す。車巧に人びいるとをは待機状態 
にしないで < ださい。 

〇 システムを待機状態にしてを、表 
示灯のび点滅しない場合は、シス 
テムび故障していまず。ずみやかに 
メルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で点検を受けてください。 


けん引防止機能 

車を施綻して、けん引防止機能を待機 
状態にしたとさは、車両の傾さを感知 
すると、サイレンび鳴り、非甫点滅灯 
び点滅しまず。 

例えば、けん引やジャッキアップなど 
により車両び持ち上げられたとさなど 
に警報び作動しまず。 

システムを待機: I 犬態にずる 

► U モコン操作まにはキーレス3—操 
作で車を施淀しまず。 

約30秒後に待機状態になりまず。 


待機状態を解除ずる 


► U モコン操作またはキーレス 3— 操 
作で車を解錠しまず。 

けん弓 I 防止機能を解除ずる 


誤作動を防止するために、(下のよう 
な状況で車を施淀ずる場合は、けん引 
防止機能を解除してください。 

• けん引されるとさ 

• カーフエ U — や車両運搬車に載せて 
移動ずるとさ 


• 機械式駐車場などに駐車ずるとを 



①けん弓 I 防止機能解除スイツチ 
⑤表示な 


► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
9 〇 

► けん引防止機能解除スイッチのを 
押しまず。 

表示灯⑤び数秒間点灯し、その後 
消灯して、けん引防止機能び解除 
されます。 

► U モコン操作まにはキーレス3—操 
作で車を施錠しまず。 


醒骗がが 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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を難防止システム 


室内センヴ~ _ 

車を施綻して、室内センサーを待機状 
態にしにとさは、車内で物体の動さを 
検知すると、サイレンび約30秒間鳴 
り、非甫点滅灯び通常の2倍の速さで 
約5分間点滅しまず。また、ルームラ 
ンプび約5分間点灯しまず。 

例えば、ウインドウび割られたり、車 
内に手や物などび侵入したとさなどに 
警報び作動しまず。 

システムを待機:！犬態にずる 


► システムを待機状態にずる前に、室 
内センサーの誤作動を防止ずるため 
I こけ下のことを確認してください。 

• ドアウインドウび完全に閉じて 
し、ること 

• スライディングルーフ*び完全 
に閉じていること 

• ルーム S ラー やアシストグ U ッ 
プにマスコ ッ トなどをかけてし、 
ないこと 

► U モコン操作またはキーレス3—操 
作で車を施湿しまず。 

約30秒後に待機状態になりまず。 

待機状態を解除ずる 


► U モコン操作まにはキーレス3—操 
作で車を解湿しまず。 


室内センサーを解除ずる 


誤作動を防止ずるために、し U 下のよラ 
な状況で車を施湿ずる場合は、室内セ 
ンサーを解除してくださし、。 

• 車内に人や動物び残るとさ 

• ドアウインドウをかし開いた状態で 
車から離れるとさ 


• スライディングルーフ*をかし開 
いた状態で車から離れるとさ 



①室内センサー解除スイッチ 
⑤表示な 


► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
9 〇 

► 室内センサー解除スイッチ®を押 
しまず。 

表示灯⑤び数秒間点滅し、その後 
消灯して、室内センサーび解除さ 
れます。 

► U モコン操作またはキーレス3—操 
作で車を施綻します。 


磐骗がが 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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r — プン / ク□—ズ 


I 



U モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解話/施 
結に使用しまず。 

また、それぞれの キーにはエ マージ ェ 
ンシーキー（[>281—ジ）を収納して 
し、ます。 

A 事故のおそれがありまず 

• テ供だけを残して車から離れないで 
ください。車び施錠されていてち、 
誤って車内からドアを開いたり運転 
装置に触れて、事故やけびをするお 
それびあ0まず。 

また、キーび車室内またはドア付近 
などの車外にあるとさは、キーレス 
ゴースイッチを押ずことにより、エ 
ンジンび始動し、事故の原因になり 
ます。 

• 短時間でち、車内にキーを残したま 
ま車から離れないで<ださい。事故 
や盗難のおそれびあ0まず。 

• エンジンスイッチにキーを差し込む 
とさは、重い物や必要し U 上に大さな 
物、ステア U ングなどの操作部に接 
触する物をキーホルダーとして使用 
しないで < ださし、。 

キーホルダー自体の重み や、 キーホ 
ルダーびステア U ングなどに接軸す 
ることでキーびまわると、エンジン 
び停止して事故を起こすおそれびあ 
0ます。 


〇キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐため、ただちにメルセデ' 
ス • ベンツ指定ヴービスエ場に連絡 
して < ださい。 

〇キーを強い電磁波にさらずと 、 U 
モコン機能に障害び発生ずるおそれ 
びありまず。 

〇キーは強い衝撃や水から避けてく 
ださい。故障の原因にな0まず。 

〇キーの先端部をミちしたり覆ったり 
しないでください。故障や誤作動の 
原因になりまず。 

。盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとさは必ず車を施湿してくだ 
さい。 

〇貴重品は絶巧に車内に置いたまま 
にしないで<ださい。盗難のおそれ 
びありまず。 

B 車を操作ずるとさは、運転をは常 
にキーを携帯してください。 

〇キーを携帯電話などの電子機器や 
硬貨などの金属製のをのと一緒に持 
ち運ばないで < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付おなどの 
強電界下で U モコン操作やキーレス 
3—操作を行な5と、作動しなかっ 
に0、誤作動ずるおそれびあ0まず。 

〇磁気を発生ずる電化製品のお< に 
キーを置かないで<ださい。 


B を邸6恒冊 











O 2 つの キーを 見わけるため、 キー 
のストッパー （0281 ページ）の色 
は異なりまず。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

〇 キーの電ミ也び消耗ずるとキーの表 
示灯び点灯せず、 U モコン操作や 
キーレス3—操作びでさなくなり 
ますび、エンジンスイッチにキー 
を差し込むことによるイグニッ 
シヨン位置の選択とエンジンの始 
動はでさまず。 


リモコン機能 



①発信部 
⑤表示な 
⑤施錠ボタン 

④ トランク オープナー ボタン 

⑤ エマージェンシー キー 
® 解錠ボタン 

イグニ ッ シヨン位置び 0 でエンジンス 
イッチにキーを差し込んでいないとさ 
I こし U 下の操作びでさまず。 

-ドア、トランク、燃料給油フラップ 
の解綻/施綻 

-トランクを開< 


• コンビニエンスオープニング機能と 
コンビニエンスク□ージング機能の 
操作（>103、104ページ） 

操作時に表示灯⑤び1回点滅しまず。 

〇 バッテ U —の電圧びほ下しにとさ 
は、キーの電池び正苗でをリモコン 
操作はでをません。 

解錠ずる 

► 角军淀ボタン®を押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ 
び解淀され、非常点滅灯び1回点 
滅しまず。 

まに、盗難防止警報システム （^54 
ページ）び解除されまず。 

トランクび独立施淀（>70ページ) 
されているときは、解錠ボタン® 
を押してをトランクは解淀されま 
せん。 

施綻ずる 

► 施綻ボタン⑤を押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラッ 
プび施症され、非常点滅灯び3回 
点滅します。 

また、盗難防止警報システム （ C >54 
ページ）び待機状態になりまず。 

Q U モコン操作で施錠したとさは、 
非常点滅灯び3回点滅したことを 
確認してください。 


I 
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r — プン / ク□—ズ 


トランクを開< 

► トランクび開をはじめるまで、トラ 
ンクオープナーボタン®を約2秒 
間押し続けまず。 

トランクび独立施錯瓜70ぺージ） 
されているとをは、トランクオープ 
ナーボタン④を押してをトランク 
は開さません。 

リモコン機能の切り替え 

U モコン操作での解顏時に、運転席ド 
アと燃料給油フラップのみを解淀ずる 
よラに設定できまず。 

► 解綻ボタン®と施錠ボタン⑤を同 
時に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯⑤び2回点滅し、設 
定び切り替わりまず。 

この状態では LU 下のよ5に作動し 
ます。 

• 解錠ボタン®を1回押ずと、運 
転席ドアと燃料給油フラップの 
みび解錠され、非苗点滅灯び1 
回点滅します。 

また、盗難防止警報システム 
054ぺージ）び解除されまず。 

• 続けて約40秒し i (内に解錠ボタン 
©を押ずと、助手席ドア、リア 
ドア、トランクび解錠され、非 
常点滅灯び1回点滅しまず。 


元の設定に戻ずには、再度、解淀ボタ 
ン ® と施錠ボタン⑤を同時に約6秒 
間押し続けまず。キーの表示灯⑤び 
2回点滅し、元の設定に戻りまず。 

〇 U モコン操作での解淀後約40秒 
じ(巧に、じ(下のいずれかの操作をし 
ないと、再び施錠されまず。 

• ドアを開< 

• トランクを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

•セレクターレバーのキーレス 
3' —スイッチを押す 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

□ケイターライティング 


周囲び暗いとさ、 U モコン操作で車を 
解錯すると、車幅灯、フ□ントフォグ 
ランプ、テールランプ、ライセンスラ 
ンプび点灯しまず。 

点灯したランプはじ(下のとさに消灯し 
ます。 

• 運転席ドアを開いたとさ 

• エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だとさ 

• キーレス3’ースイッチでイグこッ 
シヨン位置を1にしたとき 

• 点口してから約4日秒経過したとさ 

この機能の設定と解除については 
(た141ページ）をご覧<ださい。 
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キーレスゴー 



①ち側アンテナの検知範囲 
⑤左側アンテナの検巧範囲 


⑤トランク側アンテナの検巧範囲 
④車室内アンテナの検巧範囲 

キーレス3—は、キーを携帯ずること 
により、キーとキーレス ZJ —アンテナ 
び電波の送受信を行ない、 U モコン操 
作をしなくてを、車の解錠/施湿やエ 
ンジンの始動を行なラことでさまず。 

〇 エンジンスイッチにキーび差し込 
まれているとをは、キーレス3—操 
作を行な5ことはできません。 

〇 エンジンスイッチにキーび差し込 
まれていないとさでを、エンジンび 
かかっているとさやイグニッシヨン 
位置び2のとさは、キーレス3— 
操作で施錠でさません。 


キーの位置により、キーレスニ!一操作 

で行な5ことびでさる操作びし i (下のよ 

ラに異なりまず。 

キーび左ち側アンテナの検知節囲にあ 

るとを 

ドア八ンドルを操作ずると、車の施 

綻/解錠びでさまず。 

〇 キーの位置によっては、キーび検 
知範囲にある側と反対側のドア八 
ンドルを操作ずることで、車び施 
湿/解綻されることびありまず。 

キーびトランク測アンテナの検知節囲 

にちるとを 

-トランク八ンドルを引くと、トラ 
ンクのみを解湿して開くことびで 
をまず。 

• トランクのキーレス3’ースイッチを 
押して、トランクを閉じて車を施錠 
ずることびでさまず。 

〇 キーの 位置に よっては、キーび 卜 
ランク側アンテナの検知範囲にない 
とさを、トランク八ンドルを引< こ 
とでトランクのみび解湿して開くこ 
とび ありまず。 

キーび車室内アンテナの検知節囲にあ 

るとを 

. イグニッシヨン位置の選択びでさま 
す(>71ぺージ）。 

• エンジンの始動びでさまず（[>105 
ページ)。 

〇 ドア付近やルーフの上、ボンネッ 
卜の上などの車がにキーびあると 
さを、車室内アンテナにキーび検 
知されることびありまず。 
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心 けびのおそれびありまず 

-埋め込み型む臓ペース一力一およ 
び埋め込み型除細動器を装着されて 
いるちや、それし U 外の医療用電子機 
器を使用されている方は、車を使用 
する前に、あらかじめ医師や医療用 
電子機器メーカーなどにキーレス 
づ一による電波の影響についてご相 
談ください。 

-埋め込み型む臓ペース一力一およ 
び埋め込み型除細動器を装着されて 
いるちは、キーレス Z ]' —アンテナか 
ら約 22 cm し U 内にお付かないよう 
にしてください。キーレスづ一操作 
を行なラときは、キーとアンテナの 
間で電波が送受信されるため、埋め 
込み型む臓ペース^ーカーおよび埋 
め込み型除細動器の作動に影響を与 
えるおそれがあ0まず。 

-デ供だけを残して車から離れないで 
ください。施錠されていてち、誤つ 
て車内からドアを開いたり運転装置 
に触れて、事故やけがをずるおそれ 
があ0ます。 

また、ドア付近やルーフの上、ボン 
ネットの上などの車外にキーがある 
ときち、キーレスづースイッチを押 
すことによりエンジンが始動ずるこ 
とがあり、事故の原因になりまず。 

• 短時間でも、車から離れるときは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 


〇 キーを車から遠ざけたときは、 
キーレス3—操作で車を施錠/解 
錠した0、エンジンを始動ずるこ 
とはでさません。 


〇 キーレス3’ーアンテナの検知範囲 
内にキーびあるとさは、キーを携帯 
していない人でを、キーレス3’一操 
作を行な5ことびでをまず。 

〇パッ テリーあがりを起こしたとき 
は、キーの電池が正常でちキーレス 
Hi ' 一操作はでさません。 

〇 車を長期間使用しなかったとさ 
は、ドア八ンドルを握って引いてか 
らキーレス3’ 一 操作を行なってくだ 
さい。 

解綻ずる（ネリ期設定時） 

► ドア八ンドルを握りまず。 

ドア八ンドルを握ったドアび開を、 
ドア、トランク、燃料給油フラップ 
び解湿ごれ、非甫点滅灯び1回点 
滅します。 

また、盗難防止警報システム （ C >54 
ページ）び解除されまず。 

トランクび独立施湿070ページ) 
されているとをは、ドア八ンドル 
を引いてをトランクは解湿されま 
せん。 

〇 解湿後約40秒し U 内に、し U 下のい 
ずれかの操作をしないと、再び施湿 
されまず。 

• ドアを開< 

• トランクを開< 

• キーレス3—スイッチを押ず 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解湿）を 
押す 
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解綻時の設定の切り替え 



①表示な 
⑤施錠ボタン 
⑤解錠ボタン 


運転席ドアのドア八ンドルを握って解 
錯したとをの作動内容を切り替えるこ 
とびでさまず。 

► 表示灯®び2回点滅ずるまで、約 
6秒間施錠ボタン⑤と解錠ボタン 
⑤を同時に押し続けまず。 

このときは、じ(下のよラに作動しまず。 

► 運転席ドアのドア八ンドルを握り 
ます。 

運転席ドアび開さ、運転席ドアと燃 
料給油フラップび解錠され、非甫点 
滅灯び1回点滅しまず。 

また、 盗難防止警報システム （^54 
ページ）び解除されまず。 

ネリ期設定に戻ず 

► 表示灯®び2回点滅ずるまで、約 
6秒間施錠ボタン③と解錠ボタン 
⑤を同時に押し続けまず。 

〇 設定を切り替えたとさを、運転席 
ドアし:■(外のドアのドア八ンドルを 
握ったり、トランク八ンドルを引く 
ことで、ドアやトランクを解錠ずる 
ことびでさまず。 


施綻ずる 



ち側フ□ントドア 

④ドア A ンドルのキーレスゴースイッチ 


► ドア八ンドルのキーレス3’ースイツ 
チ④を押しまず。 

または 



⑤トランクのキーレスゴースイッチ 


► トランクのキーレス3—スイッチ 
⑤を押しまず。 

トランクび閉じまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラッ 
プび施錠され、非常点滅灯び3回 
点滅します。 

また、盗難防止警報システム （ C >54 
ページ）び待機状態になりまず。 
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!■ 車を施錠したとさは、非常点滅灯 
が3回点滅したことを確認して< 
ださい。 

〇 キーが車室内やトランク内にある 
とさは、ドア八ンドルやトランクの 
キーレス3’ースイッチで施錠でさま 
せん。このときは、マルチファンク 
シヨンディスプレイに"キ-力'' 外ナイ 
ニアリ巧！"または"キ - 3ケンチテ''巧だ/"と 
表おされることがありまず。 

ただし、キーが左ち側アンテナの検 
知範囲にあり、ちラ1本のキーが 
車室内にあるときはドア八ンドルの 
キーレス3—スイッチを押すこと 
で、またキーがトランク側アンテナ 
の検知範囲にあり、ち51本のキー 
が車室内にあるときはトランクの 
キーレス3—スイッチを押すことで 
施錠でさまず。 

トランクを解錠して開く 

► トランク八ンドルを引きまず。 

トランクのみが解錠されて開さまず。 

P トランクを開くとさは、後方や上 
ちに十分な空間があることを確認し 
て < ださい。 


ドアの開閉 


A 事故のおそれびありまず 

ドアは確実に閉じてください。ドアの 
閉じかたが不完全（半ドア）な場合、 
走行中にドアが開<おそれがあ0ます。 
ドアを開< とさは、周囲の安全を十分 
確認してください。 

同乗者がドアを開< とさは、危険がな 
いことを運転者が確認してください。 


車内か5の開閉 



①□ックノブ 
感ドア レバー 
感インナーグリップ 


開< 

► ドアレバー®を矢印の方向に引さ 
ます。 

ドアが施錠されているときは、□ッ 
クノブのが上がり、解錠されまず。 

閉じる 

► インナーグ U ップ © を持って確実 
に閉じまず。 
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o 車び施淀されているとさを、車 
内のドアレバーを引<とドアを開 
<ことびでをまず。 

ただし、1」アドアのチャイルドプ 
ルーフ□ックび設定されているとさ 
は、車内のドアレバーを引いてを U 
アドアを開くことはでさません。 

〇 助手席ドアと U アドアは、開いて 
いるとをに□ックノブを押し込んで 
から閉じると施錠されまず。 

車がか5の開閉 



①ドア A ンドル 

開< 

► ドア八ンドルのを引きまず。 

閉じる 

► ドア八ンドル®を持って確実に閉 
じまず。 

〇 ドアウインドウび全閉のとき、ド 
アを開くとドアウインドウびかし下 
降し、閉じると上昇しまず。 


〇車から離れるときは、エンジンを 
停止し、必ず施錠してください。 

〇ドアを閉じるときは、身体や物を 
挟まないようにミ主意してください。 
車の周りに子供びいるときは、特に 
ま意してください。 

D ドアウインドウび凍結していた 
り、バッテ1」一びあびっているとさ 
は、ドアを開いたとさにドアウイン 
ドウは下降しません。 

このとさは、無理にドアを閉じない 
で<ださい。ドアやドアウインドウ、 
シ ー J レ部などを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇 ドアび完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに警告 
マークび 表示されまず。 


車内か5の解綻/施綻 


A 事故のおそれがありまず 

□ックノブび下びっていてち、車内の 
ドアレバーを引くとドアは開さます。 
子供を柔せているとさは特に注意して 
ください。 

H 施錯後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してくだ 
さい。 

。□ックノブび完全に下びっていな 
いドアびあるとさは、そのドアを 
いったん開き、再度閉じてひら施湿 
して < ださい。 
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ドアごとの解綻/施錠 



①□ックノフ 
⑤ドア レバー 


解綻ずる 

► ドアレバー⑤を矢印の方向に引さ 
ます。 

このとさドアを開さまず。 

施綻ずる 

► □ックノブ®を押しまず。 

ドア□ックスイッチでの解綻/施錠 



①解錠 
⑤施錠 


瞄錠ずる 

► 解錠スイッチのを押しまず。 

□ックノブび上びりまず。 

施錠ずる 

► 施錠スイッチ⑤を押しまず。 

□ックノブび下びりまず。 

運転席ドアび開いているとをは、運転 
席ドアし分外のドアとトランクび解錠/ 
施綻されます。 

〇 なのよ5な場合はドア□ックス 
イッチで解錠/施錠でさません。 

• U モコン操作で施湿しているとさ 
• 助手席ドアび開いているとさ 

〇 ドア□ックスイッチで燃料給油フ 
ラップの解蟲/施錠はでをません。 

〇 トランクび独立施淀されていると 
きは、ドア□ックスイッチで解錠し 
てち、トランクは解錠されません。 

〇 U アドアのチヤイ ル ド プルーフ 
□ック （^47 ぺージ）を設定して 
し、るとをは、ドア□ックスイッチ 
で解錠してを、車内のドアレバー 
を引いて1」アドアを開 < ことはで 
きません。 
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すべてのドアとトランクを解錠/施 
錠でさまず。 
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車速感応ドア□ック 


走行速度が約 15 km / haU 上になる 

と、ドアとトランクを自動的に施錠 

します。 

この機能の設定と解除については 

(>14日ぺージ）をご覧ください。 

〇車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を押したり、タイヤ交換 
などで車を持ち上げるとさやシャ 
シーダイナモに載せるときは、イ 
グニッシヨン位置を0にしてくだ 
さい。 

車輪び回転ずると施湿され、車外に 
閉め出されるおそれびありまず。 

Q 車速感応ドア □ ックで施淀された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠ず 
ると、ドアまたはトランクを開<か 
エンジンを再始動ずるまで、車速感 
応ドア□ックは作動しません。 

〇 車速感応ドア□ックにより施綻さ 
れていてを、エアバッグやシートべ 
ルトテンシヨナーび作動ずると自動 
的に解錠されまず。 


トランク 


A 中毒のおそれびありまず 

エンジンをかけた状態でトランクを開 
いたままにしないでください。排気ガ 
スが車内に入り、意識不明になったり、 
中毒死するおそれがありまず。 

〇トランクルームには乗車しないで 
<ださい。事故などのとさ、けがを 
ずるおそれがありまず。 

〇モイ共などがトランクに閉じ込めら 
れないように注意してください。 

Q トランクを開<とさは、トランク 
の周りに障害物がな<、身体や物に 
当たるおそれがないことを確認して 
<ださい。 

〇トランクを開くときは、後方や上 
方に十分な空間があることを確認し 
て < ださい。 

H 強風のときにトランクを開くと、 
風にあおられ、トランクが不意に下 
がるおそれがありまず。風の強い曰 
は十分に注意してください。 

また、トランクに雪が積もっている 
とさち同様に注意してください。 

Q トランクを閉じるときは、身体や 
物を挟まないよラに十分ミ主意して< 
ださい。車の周りにモおがいるとさ 
は、特にミ主意してください。 

Q トランクを閉じたとさは、トラン 
クが確実に閉じていることを確認し 
て <ださい。 
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トランク 


y 車が施錠されているとさにリモコ 
ン操作やキーレス3’一操作、エマー 
ジェンシーキーなどでトランクを開 
き、再度トランクを閉じるとトラン 
クは施錠されまず。キーの閉じ込み 
にま意してください。 

P トランクの中にキーを残したまま 
にしないで<ださい。トランクが施 
錠されるとキーが取り出せな<なり 
ます。 

〇 トランクが完全に閉じていない状 
態で走行ずると、警告音が鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
警告マークが表示されまず。 

〇 車が施錠されているときは、キー 
のトランク オー プナーボタンを押 
すとトランクだけが解錠されて開 
さまず。 

〇 車が施錠されているときにトラン 
クのみを解錠して開さ、再度トラン 
クを閉じるとトランクは施錠されま 
す。このとさ、非常点滅灯が3回 
点滅します。 

〇 車び施錠されているとさを、キー 
びキーレスゴーのトランク側アンテ 
ナの検知範囲にあるときは、トラン 
ク八ンドルを引くと、トランクだけ 
び解錠されて開さまず。その状態で 
トランクを閉じると、トランクは施 
綻されます。 


車夕1•か5の開閉 



® 八ンドル 

車夕1•か5トランクを開< 

► 八ンドルのを手前に引さまず。 
まには 

► トランクび開さはじめるまで、キー 
のトランクオープナーボタン （059 
ページ）を押し続けまず。 


トランクび自動で開さまず。 

〇 トランクび独立施錠されているとを 
は、トランクは開さません。 



感 トランクク□ーヴースイッチ 
⑤キーレスゴースイッチ 
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車がか5トランクを閉じる 

► トランクク□-ヴースイッチ③を 
押します。 

トランクが自動で閉じまず。 

トランクを閉じて車を施錠ずる 

► キーレス3’ースイッチ③を押し 
ます。 

トランクが自動で閉じて、車が施錠 
されます。 

〇 トランク内や車室内に キーが ある 
ときは、トランクは施錠されませ 
ん。ただし、トランク巧や車室内に 
キーが あり、ち5—本の キーが トラ 
ンク側アンテナの検知範囲にあると 
きは、トランクは施錠されまず。 

車内か5の開閉 


左八ンドル車 
④トランクスイッチ 
感表示灯 

トランクスイッチ④は運転席ドアにあ 
りまず。 


車内か5トランクを開く 

► トランクが開さ始めるまで、トラン 
クスイッチ④を引きます。 

トランクが自動で開さまず。 

〇 トランクが独立施錠されているとさ 
は、トランクスイッチを引いてち卜 
ランクは開さません。 

車内か5トランクを閉じる 

► トランクスイッチ④を押し続けまず。 
押している間、トランクが閉じまず。 

スイッチから手を放ずと、その位置 
で停止しまず。 

Q トランクが開閉しているとさに、 
身体や物が挟まれそラになったり、 
接触しそラになったとさは、ただち 
に liTF のいずれかの操作を行なって 
<ださい。トランクの作動が停止し 
ます。 

• トランクの八ンドル①を引く 

• トランクのトランクク□ーヴー 
スイッチ®を押ず 

• トランクの キー レス3’ ース イッ 
チ③を押ず 

• 運転席ドアのトランクスイッチ 
④を操作ずる 

また、キーのトランクオープナーボ 
タンを押ずと、トランクが閉じてい 
るとさはトランクが開さ、トランク 
が開いているとさはトランクの作動 
が停止しまず。 

〇トランクスイッチでトランクを閉 
じているとさに、身体や物が挟まれ 
そラになったとさは、ただちにトラ 
ンクスイッチから手を放してくださ 
し、。トランクの動さが停止しまず。 
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トランク 


〇 トランクが開いているとさは、卜 
ランクスイッチの表示口®が点灯 
します。 

トランクを閉じると、表示灯は消灯 
します。 

〇 走行中はトランクスイッチでトラ 
ンクを開<ことはでさません。 

〇 トランクが開閉しているとさに身 
体や荷物などと接触ずると、トラン 
クの動さが停止し、閉じていたとさ 
は自動でかし開きまず。 

〇 開閉操作を繰り返すと、トランク 
が一時的に開閉しなくなることが 
ありまず。 


トランクび自動で閉じないとを 



①凹部 

トランクが自動で開閉しているとさに 
障害物と接触したとさや、トランクの 
開閉操作を繰り返し行なったとさなど 
は、一定時間、トランクの開閉操作が 
でさな<なる場合がありまず。 

このとさは、トランクを手動で閉じ 
ます。 


トランクを手動で閉じる 

► 凹部①に手をかけてトランクを引き 
下げてから押さえまず。 

トランクが閉じなかったときは、か 
し強めに押さえまず。 

Q トランクを閉じるときは、身体や 
物が挟まれないよ5に十分ミ主意して 
<ださい。車の周りにモ供がいると 
さは、特にミ主意してください。 

Q トランクを閉じたときは、確実 
に閉じていることを確認してくだ 
さい。 


トランクの独立施錠 



① キー シリンダー 
©独立施錠解除位置 
⑤独立施錠位置 

車の解錠/施錠に関わらず、トランク 
を独立して施錠ずることがでさまず。 

トランクを独立施錠しているときは、 
トランク八ンドルやキーのトランク 
オープナーボタン、運転席ドアのトラ 
ンクスイッチでトランクを開<ことは 
でさません。 
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トランクを独立施綻ずる 

► トランクを閉じまず。 

►図のよ5な向さで、エマージェン 
シーキー （0281 ページ） をトラ 
ンクの キーシ U ン ダー ①に差し込 
みます。 

► エマージェンシーキーを独立施淀位 
置③にまねしまず。 

► キーシ 1」ン ダー ①から エマー ジェン 
シーキーを 巧さまず。 

P トランクを開いた状態でを、左記 
の 操作を行なってトランクを閉じる 
と独立施錠されます。このときは、 
エマージェンシーキーの 閉 じ 込みに 
ま意して < ださい。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、この機能を使用してください。 
その際は、エマージてン シー キーを 
キー本体から取り外して携帯してく 
ださい。 

独立飽綻を解除ずる 

► トランクの キーシ U ン ダー①にエ 
マー ジェンシーキー （0281 ページ） 
を差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを独立施錠解 
除位■③にまわしまず。 

► キーシ U ン ダー ①から エマー ジェン 
シーキーを 巧さまず。 


イグニッシヨン位置 


イグニツシヨン 位置 


A 事故のおそれびあ0まず 

ごく短時間でち、車から離れるとをは 
エンジンスイッチからキーを巧いてく 
ださい。また、子供だけを車内に残さ 
ないでください。いたず！5から車の発 
進、乂災などの事故び発生ずるおそれ 
びあります。また、炎天下では車内び 
非常に高温にな0、熱中症を起こすお 
それびあ0まず。 

Q 走行中にエンジンを停止しないで 
<ださい。エンジンブレーキび効か 
な<なりまず。また、ブレーキやス 
テア U ングの操作に非常に大さな力 
び必要になりまず。 


キー レス ゴース イッチによるイグ 
ニツシヨン位置の選択 



①キー レス ゴース イッチ 


車室巧にキーびあり、エンジンスイ ッ 
チにキーを差し込んでいないとさに、 
セレクターレバー先端のキーレス ZJ — 
スイッチのを押ずことにより、イグ 
ニッ シヨン位置の選択とエンジンの始 
動びでさまず。 
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イグニッシヨン位置 


イグニツシヨン位置を選択ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいないとさ 
にキーレスコ'—スイツチのを押す 
と、 iu 下のようにイグこッシヨン位 
置が変更されまず。 


キーレスゴース 
イツチの操作 

イグニツシヨン 
位置 

1回押ず 

0から1になり 
ます。 

さらに1回押ず 

1から2になり 
ます。 

さらに1回押ず 

2から0になり 
ます。 


エンジンを始動ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいるとさ 
にキーレスコ'ースイッチ©を押し 
ます。 

〇ドア付近や ルーフの 上、ボン ネッ 
卜の上などの車がにキーがあると 
さちエンジンは始動でさることが 
ありまず。車両の盗難に注意して 
<ださい。 

〇 車室内にキーがないとさに キー 
レス3—スイッチを押ずと、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
"キ - 3ケンチテ''巧セン"と表示されまず。 



エンジンスイッチにキーを差し込んで 
まわすことにより、イグこッシヨン位 
置を選択でさます。 

イグニッシヨン位置を選択ずる 

► エンジンスイッチに差し込んだキー 
をまわしまず。 

liTF のようにイグこッシヨン位置が 
変更されまず。 


キーの 
位置 

イグニッシヨン 位置 

④ 

0 :キーを差し込む/巧 
<位置 

① 

1:イグニッシヨン位置び 

1になりまず。 

⑤ 

2:イグニッシヨン位置び 

2になりまず。 

⑤ 

3 :エンジンび始動しまず。 
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O バッテ u —あびりを防ぐため、駐 
車時は必ずエンジンスイッチから 
キーを抜いて < ださい。 

。エンジンスイッチにエ マージェ 
ンシーキーを差し込むことはでさ 
ません。 

〇 セレクターレバーび EI に入つ 
ていないとさはキーを巧くことびで 
さません。 

〇 エンジンスイッチからキーを巧ひ 
ずに0の位置で長時間放置してし^ 
ると、キーがまわせな<なることが 
ありまず。このときは、キーを抜き、 
再度差してからまわして<ださい。 

〇 キーの発信部が覆われていたりミち 
れていると、エンジンを始動できな 
<な0まず。 


A けびのおそれびありまず 

エンジンスイッチにキーを差し込んで 
いないとさやイグニッション位置が0 
のとをを、シート調整スイッチに触れ 
るとシートび動量出しまず。そのため、 
子供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。シートを作動させて身 


体を挟まれ、 
まず。 


けびをずるおそれびあり 


A 事故のおそれびありまず 

運転席シートの調整は、必ず停車して 
いるとさに行なってください。走行中 
に行なって操作を誤ると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれび 
あります。 


タッチスタート機能 

セレクタ ー レバーの キー レス3—ス 
イッチを押すか、エンジンスイッチを 
3の位置までまわずと、手を放してち 
自動的に スターターが 作動し続け、ェ 
ンジンが始動しまず。 


A けびのおそれびありまず 

シートを調整ずるとさは、身体や物 
などが挟まれないよラにミ主意してく 
ださい。 

シートを調整するとさは、エアバッグ 
に関する注意ち)お読みください （036 
ページ)。 

また、テ供を乗車させるとさは041 
ページ）のま意をお読みください。 


A けびのおそれがありまず 

乗車するとをは、必ずヘッドレストの 
中央が目の高さになっていることを確 
認してください。事故のとさ、首にけ 
がをするおそれがあ0ます。 


を邸 S 恒脚 







O シートを調整ずるとさは、足元や 
シートの下などに物びないことを確 
認してください。シートや物を損傷 
するおそれびありまず。 

D シートを後方に移動したり、バッ 
クレストを後方に倒ずとさは1」ア 
シートと接触しないよ5にま意して 
ください。シートやシートバックポ 
ケットの収納物を損傷ずるおそれび 
ありまず。 

〇 シートのメモ U —機能については 
い84ページ）をご覧ください。 

〇へッ ドレストを取り外ずことはで 
きません。 


シートの調壁 



ち側シートのスイツチ 
①へツドレストの高さ 
⑤シートクツシヨンの角度 
⑤シートの局さ 

④ シートの前後位置 

⑤ バックレストの角度 


シートの刖を位■の調壁 

► スイッチを矢印④の方向に操作し 
まず。 

へッドレストの高さを、連動して自 
動的に調整されまず。 

シート①高さの調壁 

► スイッチを矢印⑤の方向に操作し 
ます。 

シートクッションの角度の調整 

► スイッチを矢印⑤の方向に操作し 
まず。 

バックレストの角度の調壁 

► スイッチを矢印⑤の方向に操作し 
まず。 

へッドレストの高さの調壁 

► スイッチを矢印のの方向に操作し 
ます。 

© PRE - SAFE び作動ずると、助手席 
シートはエアバッグの作動に巧し 
て適正な位置に自動的に調整され 
ます。 
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フ□ントヘッドレスト①前を位■調壁 ランパーヴポート 



⑥ヘッドレストの前後位置調整 


へッドレストの前後位置を調壁ずる 

►へッドレストを持って矢印⑥の方向 
に動かしまず。 

U アへッドレストのち度調整 


①調整 レバー 


腰部のサポートを調整でをまず。 

ヴポートを増加させる 

► 調整レバー①を下方に操作しまず。 

ヴポートを減少させる 

► 調整レバー①を上方に操作しまず。 




へッドレストの角度を調壁ずる 

►へッドレストの下側を押して/引 
いて調整します。 


リアへッドレストの格納 



① U アへッドレスト格納スイッチ 


イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作でさまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 













シ— 


へッドレストをホ各納ずる 

► へッドレスト格納スイッチ①を巧し 
ます。 



へッドレストを起こず 

► へッドレストを手で引き起こして 
□ックさせまず。 


心 事故のおそれびありまず 

柔車するとさは、必ずヘッドレストを 
起こしてください。衝突時に重大なけ 
がをずるおそれがありまず。 



①シートクッシヨン前部の形状の調整 
©ランノ（ーヴポートの位置の調整 
@ランノ くーヴポートの強さの調整 
©バックレストのサイドサポートの調整 
感ドライビングダイナミックシート 
スイッチ 

©マッサージスイッチ 

身体を正し<支えるよ5にシートの形 
状を調整しまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に調整、使用でさまず。 

操作スイッチは運転席/助手席の 
シート下部にありまず。 

〇 スイッチを押してち調整できない 
とさは、調整用のエアタンクの圧力 
が低下していまず。エンジンを始動 
してから再度調整して < ださい。 

シートクッシヨン前部の形げを調整 
ずる 

► スイツチ①の D または B を押 
します。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ランパーヴポートを調壁ずる 

► スイッチ③の ra まには ra を押 
して、サポートの位置を調整します。 

► スイッチ③の ■■ まには m を押 
して、サポートの強さを調整します。 

バックレストのサイドサポートを調壁 
ずる 

► スイッチ④を左ちに操作しまず。 

マッサージ機能 

バックレストのエアクッションび膨張 
と収縮を繰り返し、長距離走行などの 
疲労を軽減します。 

マッサージ機能を作動させる 

► スイッチ⑥を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

マッ サージ機能を停止ずる 

►再度、スイッチ⑥を押しまず。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 

〇 マッサージ機能は作動後約5分経 
過すると、自動的に停止しまず。 

ドライビングダイナ5ックシート 


シ— 


ドライビングダイナミ ックシー トを使 
用ずる 

► スイッチ®を押しまず。 

スイッチの表示灯が点灯しまず。 

運転席シートのスイッチを押したと 
きは、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに"ドラ化'':/グダイナミックシ-トオン" 
と約5秒間表示されまず。 

〇 ドライビングダイナ S ックシート 
のヴポートの強さを調整することが 
できまず。詳しくは0149ページ） 
をご覧 < ださい。 

ドライビングダイナミ ックシー トを停 
止ずる 

► スイッチ®を押しまず。 

スイッチの表示灯が消灯しまず。 

運転席シートのスイッチを押したと 
きは、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに"ドラ化'':/グダイナミックシ-トオ7 II 
と約5秒間表示されまず。 
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カーブを巧がるとさなどに、バックレ 
ストのサイドサポートを自動的に増加 
させ、身体を効果的に支える機能でず。 






シートヒーター 



① シー ト ヒーター スイッチ 
©表示好 

イグこッシヨン位置が1か2のとき 
に使用できまず。 

シートヒーターを使用ずる 

►シートヒータースイッチ①を押し 
ます。 

シートヒータースイッチを押ずごと 
に点口ずる表示灯®の数が変わり、 
シートヒーターの作動内容が切り替 
わりまず。 


点！打している作動の容 

3 シートヒーターが強 

で作動します。 

約5分後に自動的 
に中に切り替わり 
ます。 

2 シートヒーターが中 

で作動します。 

約 1 日分後に自動的 
に弱に切り替わり 
まず。 

1 シートヒーターが弱 

で作動します。 

約2日分後に自動的 
に停止します。 

0 停止しています。 


シートヒーターを停止ずる 

►シートヒータースイツチ①を押し 
て、表示灯®を消灯させまず。 

Q コートや厚手の衣服などを着用し 
ている状態や、毛巧などの保温性 
の高いちのをシートにかけた状態で 
シートヒーターを使用しないでくだ 
さい。また、シートヒーターを連続 
して使用しないで<ださい。異常週 
熱により低温火傷（紅斑、水ぶ<れ) 
を起こしたり、シートヒーターが故 
障するおそれがあ0まず。 
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B し U 下の事項に該当ずる方は、熱ず 
ざた0、低温乂傷をずるおそれび 
ありまずので、十分にま意してく 
ださい。 

• 乳幼児、お年寄り、病人、身体 
び不自由な方 

• 皮膚の弱い方 
• 疲労の激しし、方 
• 眠気を誘ラ薬を服用された方 
• 飲酒した方 

〇 を<の電気装備を使用していた 
り、バッテ1」一の電圧びほくなると、 
シー h ヒーターび 停止ずることびあ 
りまず。このときは、スイッチの表 
示灯び点滅しまず。電圧び回復ずる 
と、再び自動的に作動し、表示灯び 
点灯します。 


ステアリング 


心 けびのおそれびありまず 

エンジンスイッチにキーを差し込んで 
いないとさやイグニッション位置が0 
のとをを、ステアリング調整レバーに 
触れるとステア U ングが動き出しま 
す。そのため、子供だけを車内に残し 
て車から離れないでください。ステア 
リングに身体を挟まれて、けがをする 
おそれがおりまず。 


心 事故のおそれびありまず 

ステアリングの調整は、必ず停車中に 
行なってくださし''。走行中に行なって 
操作を誤ると、車のコント□ールを失 
い、事故を起こすおそれがあります。 


A けびのおそれびありまず 

運転中はステア U ングのパッド部を持 
たないでください。万一のとさ、運転 
席エアバッグの作動を妨げるおそれが 
あります。 

ステア I 」ングのパッド部にカバーをし 
たり、バッジやステッカー、オーディ 
才のリモコンなどを貼0付けないで< 
ださい。運転席エアバッグの作動を巧 
げたり、作動時にけがをずるおそれが 
あります。 
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ステアリング 


ステア U ンヴを調整ずるとさは、じ(下 

のことにミ主意してください。 

• ステア U ングを握ったとさ、腕に適 
度なホ裕びある 

• 足を自由に動かせて、ペダルび十分 
に踏み込める 

• メーターパネルのずべてのメーター 
類やマルチフアンクシヨンデイスフ 
レイ、警告灯や表示灯を確認でさる 

D ステア1」ングをいっぱいにまわ 
した状態を長 < 保持しないで < だ 
さい。ステア U ング装置を損傷ず 
るおそれびありまず。 

D 故障などでエンジンを停止してけ 
ん引ずるとさは、十分ま意してくだ 
さい。エンジンび停止していると、 
通苗のとをに比べてステア1」ング操 
作に非甫に大さな力び必要でず。 


ステアリング位置の調壁 



①前後位置の調整 
⑤上下位置の調整 


前後位置を調壁ずる 

► ステア U ング調整レバーを®の方 
向に操作しまず。 


上下位置を調壁ずる 

► ステア U ング調整レバーを⑤の方 
向に操作しまず。 

〇 ステア U ングの位置は、運転席 
シートの位置やドアミラーの角度と 
併せて記憶させることびでさまず 
084ページ）。 


イージーエントリー機能 

イージーエント U —機能は、運転席へ 

の乗り降りを容易にずる機能でず。 

なのいずれかの操作をずると、ステア 

U ングび上方に移動しまず。 

• エンジンスイッチからキーを巧く 

•イグニッシヨン位置び0ひ1のと 
きに運転席ドアを開く 

• 運転席ドアび開いているときに、セ 
レクターレバーのキーレス3—ス 
イッチでイグニッシヨン位置を0 
にずる 

ステアリングは、巧のいずれかの操作 

をずると元の位置に戻りまず。 

• 運転席ドアび閉じた状態で、エンジ 
ンスイッチにキーを差し込む 

• イグニッシヨン位置び0のときは、 
運転席ドアを閉じてからイグニッ 
シヨン位置を1にずる 

• イグニッシヨン位置び1のときは、 
運転席ドアを閉じてイグニッシヨン 
位置を2にずる 

この機能の設定と解除については 

(W 47ページ）をご覧ください。 
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〇 ステア u ングび上方の位置にある 
とさは、イージーエント U —機能は 
作動しないことびありまず。 

〇 イージーエント U —機能を設定し 
ているとさは、事故などのとさに 
イージーエント U —機能び作動しま 
す。これにより、車外への脱出や柔 
員の救出を容易にしまず。 

A けびのおそれびありまず 

子供だけを車内に残して車か5離れな 
いでください。イージーエント U —機 
能が作動して、ステア U ングに身体を 
挟まれるおそれがあります。 

イージーエントリー機能が作動してい 
るとさは、乗員の身体が挟まれないよ 
ラにミ主意してください。 

身体び挟まれそラになったとさは、 

下の操作をしてください。 

• ステア U ング調整レバーをいずれか 
のち向に操作する 

• 運転席ドアのいずれかのポジション 
スイッチ（1>84ページ）を押す 


巧一 


A 事故のおそれびありまず 

S ラー類は必ず走行前に、後ちが十分 
確認でさるよラに調整してください。 
走行中に調整すると、事故を起こずお 
それがあ0ます。 

ルーム S ラーやドア S ラーには死角 
がありまず。車線変更をずるとさな 
どは、必ずルーム S ラーおよびドア 
S ラーで後方を確認してください。 
また、肩ごしに直接斜め後方を確認 
して <ださい。 

Q ルーム三ラーやドア三ラーのミちれ 
を取るときにガラスク U —ナーを使 
用ずるときは、必ずルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場に相談して< 
ださい。ガラスク U —ナーによって 
は、三ラーが変色するおそれがあり 
9 〇 


ルームミラー 



ルーム S ラーの 角度調整 


► 手で ルーム S ラーの 角度を調整し 
ます。 
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巧一 


ドア S ラー 


A 事故のおそれびありまず 

ドア S ラーに写った像は実際よりを遠 
くにあるよラに見えます。車線変更を 
ずるとさなどは、肩ごしに直接斜め後 
ちを確認してください。 

Q ドア三ラーは車体の側面から突 
さ出ています。すれ違いや車庫入 
れのとさ、また、歩行者などに十 
分注意して < ださい。 

〇 より広い視界をお保ずるため、 
ドアミラーの外側部分は凸面に 
なっていまず。 

〇 ドアミラーにはヒーターび装着さ 
れています。じ(下のとさには自動的 
に温められ、凍結を防ざまず。 

• リアデフォッガーを使用してい 
るとき(>191ページ） 

• が気温度が低<、エンジンがか 
かってし^るとさ 


ドア S ラーの角度調整 



左八ンドル車 

①左側ドア S ラー選択スイッチ 
@ち側ドア S ラー選択スイッチ 
感ドア S ラー調整スイッチ 


►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► 調整する側のドアミラー選択スイッ 
チ①または®を押しまず。 

► ドアミラー調整スイッチ®を操 
作してドアミラーの角度を調整し 
まず。 

〇 ドアミラーの角度は、運転席シー 
卜の位置やステアリングの位置と 
併せて記憶させることがでさまず 
084ページ）。 


ドア S ラーの格納/展開 



ち八ンドル車 

①格納/展開スイッチ 


►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► 格納/展開スイッチのを押しまず。 
ドアミラーび格納/展開しまず。 

〇ドア云ラーは手で格納したり、展 
開しないで<ださい。ドアミラーを 
損傷するおそれびありまず。 

〇走行時はドア S ラーび完全に展開 
していることを確認してくださし、 
後方視界び確保でをなくなるおそれ 
びありまず。 
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Q ドアミラーを格納/展開している 
とさは、身体や物が挟まれないよラ 
にミ主意して<ださい。車の周りにモ 
供がいるとさは、特に注意して<だ 
さい。 

Q 洗車機を使用ずるとさはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷ずるおそれがありまず。 

〇 走行速度が約 50 km/h Li (上のと 
きは、スイッチでドアミラーを格 
納することはでさません。 

ドア S ラーの リセット 


ノ（ッテ U —の接続が一時的に断たれた 
とさは、施錠時のドア三ラー格納が作 
動しないことがありまず。このよ5な 
とさは、ドア三ラーを U セットして< 
ださい。 

► イグこッシヨン位置を1にしまず。 
► 格納/展開スイッチ①を押しまず。 

施錠時のドア S ラー格納 


リモコン操作で施錠ずると、ドア S 
ラーち併せて格納します。 

格納されたドアミラーは、フ□ントド 
アを開 < と展開しまず。 

この機能の設定と解除については 
(>147 ページ）をご覧ください。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチ 
でドアミラーを格納してからリモ 
コン操作で施錠したときは、フロ 
ントドアを開いてち、ドア S ラー 
は展開しません。 


自動防眩機能 



①センサー 


周囲が暗く、イグこツシヨン位置が1 
か2のとさ、ルーム S ラーのセンサー 
©が後続車のライトを感知ずると、 
自動的にルーム三ラーと運転席側のド 
ア三ラーの色の濃度が変わり、陪しさ 
を防止します。 

A けびのおそれびありまず 

S ラーのガラスが損傷すると、液体が 
漏れ出すことがあります。この液体は 
物を腐食させる性質がありまずので、 
皮膚や目に直接触れないよラ注意して 
ください。 

万一、液体が目に入ったときや皮膚に 
付着したとさは、ただちに清潔な水で 
十分洗い流し、医師の診断を受けてく 
ださい。 
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メモリー機能 


y 液体が車の塗装面に付着したとさ 
は、ただちに水で湿らせた巧などで 
おさ取って<ださい。塗装面を損傷 
するおそれがあ0まず。 

P 電動ブラインド（リアウインドウ） 
を使用しているとさなど、ルームミ 
ラーのセンサーに後続車のライトが 
当たらないとさは、自動防眩機能が 
作動しないことがありまず。十分ミ主 
意して走行して < ださし、 

〇 セレクタ ーレバーび 〇に 入っ 
ているとをやフ□ントルームラン 
プび点灯しているとさは自動防眩 
機能び解除されまず。 



運転席シートおよび助手席シートに 
は、3つの位置を記憶させることびで 
さまず。 

運転席シートでは、ステア1」ングの位 
置とドア S ラーの角度を記憶させるこ 
とびでさまず。 

►正しいシート位置に調整しまず 
074ページ)。 

運転席では、さらにステアリングの 
位置080ぺージ）、ドアミラーの 
角度 （^82 ページ）を調整しまず。 

ドアミラーのち度を調整ずるとさ 
は、イグニッション位置を1ひ2 
にしまず。 

► メモ U —スイッチ®を押しまず。 

► 3秒じ(内にポジションスイッチ⑤ 
の1~ 3のいずれひを押しまず。 


ピッといラ確認音び鳴0、そのポジ 
シヨンスイッチにシート位置などび 
記憶されまず。 



ち側ドアのスイッチ 
①メモ IJ — スイッチ 
⑤ポジションスイッチ 
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シート位置の呼び出し 


A けがのおそれびあ0まず 

エンジンスイッチにキーを差し込んで 
いないとさやイグニッション位置び0 
のとさち、ポジションスイッチを押ず 
ことでシートなどび動さます。そのた 
め、子供だけを車内に残して車から離 
れないでください。スイッチを操作ず 
ることでシートなどび動さだし、身体 
を挟まれるおそれびあります。 


A 事故のおそれびあ0まず 

運転席シートのシート位置の呼び出し 
は、必ず停車中に行なってください。 
走行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こすお 
それびあ0ます。 

► 呼び出したいポジションスイッチ 
⑤ （1 〜3のいずれか）を押し続 
けまず。 

シートなどび動さはじめ、あらか 
じめ記憶させた位置になると停止 
します。 

。バックレストを大きく後方に傾け 
ているときは、記憶位置を呼び出ず 
前に、バックレストを起こしてくだ 
さい。シートを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇 安全のため、ポジションスイッチ 
⑤から手を放ずとシートなどは停止 
します。 


パーキングヘルプ機能 



ち八ンドル車 

①運転席側ドア云ラー選択スイッチ 
⑤助手席側ドア云ラー選択スイッチ 
⑤ドア云ラー調整スイッチ 
④メモ1」ースイッチ 

セレクターレバーを〇に入れたと 
さに、助手席側ドア S ラーの角度びあ 
らかじめ記憶させていた角度になり、 
車両後方の視界を確保して、後退を容 
易にしまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ 
⑤を押しまず。 

►セレクタ ーレバーを〇 に入れ 
ます。 

助手席側ドア S ラーの角度び、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
りまず。 


《ち八ンドル車はスイツチ類の配列び異な 
0ます。 
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シートベルト 


〇 運転席側ドアミラー選択スイッチ 
が押されているときは、助手席側ド 
アミラーの角度は変わりません。 

助手席側ドア三ラーは次のいずれかの 

とさに元の角度に戻りまず。 

• セレクターレバーを眶ミ画から他の 
位置に入れて約1日秒経過したとさ 

• 走行速度が約 10 km / h 政上になっ 
たとさ 

• 運転席側ドアミラー選択スイッチ 
©を押したとさ 

助手席測ドア S ラーの角度の記憶 

► イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ 
® を押しまず。 

►調整スイッチ⑤で、後退時に自分が 
後方を確認しやずい角度にドア S 
ラーを 調整します。 

► 運転席ドアの^モリースイッチ®を 
押し、約3秒内に調整スイッチ 
③をいずれかの方向に押しまず（こ 
のとさは助手席側ドア S ラーは動さ 
ません）。 

助手席側ドア三ラーが動いたとさは 
最初からやり直して<ださい。 

►調整スイッチ③で、走行時の角度に 
助手席側ドア三ラーを調整しまず。 

〇走行ずる前に、必ずドア S ラーの 
角度を後方が十分確認でさるよラに 
調整して < ださい。 

〇 助手席側ドア三ラーが記憶された 
角度になっているとさに、助手席側 
ドアミラーの角度を調整ずると、調 
整した角度が新たに記憶されまず。 


シートベルト 


シートベルトの着用 


心 けびのおそれびありまず 

• シートベルトを正しく着用してい 
なかったり、シートベルトがバッ 
クルに確実に差し込まれていない 
と、シートベルトの機能が十分に 
発揮されずに、致命的なけがをす 
るおそれがあります。 

• 着用前に、シートベルトやバックル 
に損傷やミちれがないことを確認して 
ください。 

. 乗員全員が、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
て < ださい。 

• 妊娠中の方やけがの治療中のちは、 
医師に相談の上、シートベルトを着 
用して < ださい。 

A けびのおそれびありまず 

• デ供を膝の上に座らせて走行しない 
でください。急な進路変更やプレー 
キをかけたとき、追突したとさなど 
に子供を保護ずることがでさず、子 
供と他の乗員が致命的なけがをする 
おそれがあります。 

• 身長1 50 cm 未満の乗員または12 
歳未満の子供は、シートベルトを正 
しく着用ずることがでさません。必 
ずチヤイルドセーフテイシー h を適 
切なシートに装着して、子供の安全 
を確保してください。 

詳しくは041ページ）をご覧く 
ださし、。 

• 子供が着用するとさは、着用状態を 
運転者が確認してください。また、 
正しく着用できない体格の子供は適 
切なチヤイルドセーフテイシートを 
使用してください。 
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A けびのおそれびありまず 

シートベルトの機能が十分発揮できる 
よラに、じ TF の点に注意して正しく着 
用して < ださい。 

• シートベルトは身体に密着させて、 
ねじれのないよラに着用してくだ 
さし、。 

• コートなどの厚手のお類は着用しな 
いで < ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけて 
<ださい。絶対に首や脇の下には通 
さないでください。また、シートべ 
ルトを引さ上げて胸に密着させてく 
ださい。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさるだけ 
低い位置にかけてください。 

• ペンや眼鏡など、衣類のポケット 
に入れたとがった物やこわれやす 
い物にシートベルトをかけないで 
ください。 

• シートベルトクリップなどを使用し 
てシートベルトにたるみをつけない 
で < ださい。 

• 1本のシートベル h を2人し U 上で共 
用したり、シートベルトと身体の間 
にバッグなどを挟み込まないで < だ 
さし、。 

A けびのおそれびありまず 

シートベルトの効果は、バックレスト 
がでをるだけ垂直におい位置で、乗員 
が上体を起こして座っている場合にの 
み発揮することがでさます。絶対に 
バックレストを大さく寝かせた状態で 
走行しないでください。急ブレーキ時 
や追突時に致命的なけがをするおそれ 
があ0ます。 

シートベルトについては032ぺージ） 
もご覧ください。 



①プレート 
③解除ボタン 
⑤バックル 


シートベルトを着用ずる 

► プレート ® を持ってシートベルト 
をゆっ < りと引さ出しまず。 

シートベルトび□ックして引さ出 
せないとさは、シートベルトをか 
し戻してから、再びゆっくり引を 
出しまず。 

► シートベルトを肩の中央にかけ 
ます。 

► シートベルトにねじれびないことを 
確認して、プレートのの先端をバッ 
クル⑤に差し込みまず。 

► 肩を通るベルトび肩の中央にかかっ 
ていることを確認しまず。 

また、腰を通るベルトび腰骨のでさ 
るだけほい位置にかかっていること 
を確認しまず。 
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シートベルト 


フ□ントシートは、シートベルト 
の高さを調整します。 

お要に応じてシート位置074ペー 
ジ）を調整して、ベルトを身体に 
密着させます。 

シートベルトを夕1•ず 

►手でプレート®を持ち、バック 
ル⑤の解除ボタン⑤を押して、 
シートベルトをゆっくり巻き取ら 
せます。 

A けびのおそれびありまず 

• シートベルトがし U 下のよラなとさ 
は、機能が十分に発揮されずに致命 
的なけがをするおそれがあ0まず。 

〇シートベルトが損傷しているとき 
〇事故などでシートベルトが大き 
な衝撃を受けたとさ 
〇シートベルトを改造-分解した 
とを 

• 鋭利な部分の上にシートベルトを通 
さないでください。シートベルトを 
損傷ずるおそれがありまず。 

• シートベルトがドアやシートレール 
に挟まれていないことを確認してく 
ださい。シートベルトを損傷するお 
それがお0ます。 

• シートベルトの強度が低下し、棄 
員保護機能が損なわれるので、清 
掃するとさはじ(下の点にま意して 
<ださい。 

◊強い酸性やアルカ U 性洗剤、有 
機溶剤などを使用しない 
〇乾燥時にドライヤーや直射日光 
を当てない 

◊シートベルトを漂白したり、染 
色しない 


• シートベルトに損傷がないか、定期 
的に点検してください。 

• シートベルトを改造したり分解しな 
いで <ださい。 

• 衝突禮ゃシートベルトが大さな衝 
撃を受けたとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
ください。 

• 純正部品似外のシートベルトは使用 
しないでください。 


シートベルトの高さ調整 



①□ック解除ボタン 
©アンカー 


フ□ントシートベルトは、高さを3 
段階に調整ずることがでさまず。 

シートベルトが首に当たったり、肩 
からがれたりしないよラに高さを調 
整します。 
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シートベルトの高さを調整ずる 

►上げるときは、アンカー®をそのま 
ま上げまず。 

►下げるときは、□ック解除ボタン 
①を押しながらアンカー③を下げ 
ます。 

調整後はアンカーが確実に □ ックし 
ていることを確認してください。 


正しい運転姿勢 

正しい運転姿勢になるよ5に上記の 
点に注意してシートを調整して<だ 
さい。 

• へッドレストの中央が目の高さに 
おな 

• バックレストはでさるだけ垂直に 
する 

• 背中はバックレストに密着させる 
• シートベルトが正し<着用でさる 
• ペダルが楽に踏み込める 
• ステアリングが楽に操作でさる 

A 事故のおそれびありまず 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の運 
転姿勢に合った正しいシート位置に調 
整してください。 

運転中に調整して操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こすお 
それがありまず。 


A けびのおそれびありまず 

• バックレストと背中の間に物を挟ま 
ないでください。事故のとさ、けが 
をするおそれがあります。 

• バックレストを大きく後方に傾けた 
状態で走行しないで<ださい。急ブ 
レーキ時 や 衝突 時などに身体が シー 
トベルトの下を抜けてベルトの力が 
腹部や首にかかり、致帝的なけがを 
ずるおそれがありまず。 

Q シートを調整しているときは、シー 
卜の下や横に身体を入れたり、作動 
部に触れないでください。挟まれて 
けがをずるおそれがありまず。 

Q シートの一部が他の乗員や物に当 
たったとさは、それ政上操作しない 
で < ださい。 

Q 誤ってシート調整スイッチに触れ 
るとシートが動さ、乗員がけがをず 
るおそれがありまず。モ供を乗せて 
いるときは十分ミ主意してくださし、 
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ランプ 


ランプスイッチ 



左八ンドル車 

①ランプスイッチ 

©車幅灯表示灯 

@フ□ントフォグランプ表示灯 

® リアフオグランプ表示灯 


位置 

作動内容 

BS 

左側パーキングランプび 
点灯 

因 

ち側パーキングランプび 
点灯 

〇 

消灯 


才ートモー K 


車幅灯、テールランプ、ラ 
イセンスランプ、 メーター 
パネル、スイッチなどの照 
巧び点灯 

四 

へッドランプび点灯 


〇エンジンを停止した状態で、ラン 
プを長時間点灯しないで<ださい。 
パ‘ッテ U —があがるおそれがあ0 
ます。 


〇へッ ドランプび点灯しているとさ 
に、エンジンを停止ずるか、イグニッ 
シヨン位置を1にずると、ヘッド 
ランプは消灯します。 

さらにイグこッシヨン位置を0に 
して運転席ドアを開くか、エンジン 
スイッチからキーを抜くと、車幅灯 
などち消口しまず。 

〇 ランプスイッチび应 a の位置の 
とさ、エンジンスイッチにキーび 
差し込まれていない状態やキーレ 
ス Zl —操作でイグこッシヨン位置 
を0にしている状態で運転席ドア 
を開 < と、警告音が鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに"ラ 
仆ヲケシテクタ''サイ！"と表示されまず。 

車幅な 


車幅灯を点むずる 

► ランプスイッチを Bga の位置にし 
まず。 

車幅灯表示灯®が点口しまず。 

へッドランプ 


へッドランプを点灯ずる 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

► ランプスイッチを WSM の位置にし 
ます。 

ヘッドランプが点灯し、ーターパ 
ネルのへッドランプ表示灯^が 
点の' しまず。 
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才ートモード 


周囲が暗いとさ、車がランプが自動的 
に点口しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ランプの点口 /消灯に関する責任は運 
転者にありまず。ランプのオートモー 
ドは運転者を支援する機能でず。 

し U 下の状況などではランプは自動的に 
点灯しなかったり、点灯していたラン 
プが消灯して事故を起こずおそれがあ 
ります。このときは、手動でランプを 
点灯して < ださい。 

• 霧の中を走行するとさ 
• 对向車のランプなどにより、セン 
ヴーが正常に作動しないとさ 


A 事故のおそれびありまず 

ランプスイツチを^田から ES 9 の位 
置にするとさは、必ず停車してくださ 
い。ランプが一瞬消灯して事故を起こ 
すおそれがあ0まず。 


才ートモードにずる 

► ランプスイッチを^巧の位置にし 
ます。 

周囲が暗いとさ、イグこッシヨン位 
置を1にずると、車幅灯、テール 
ランプ、ライセンスランプ、一夕一 
パネル、スイッチの照明などが自動 
的に点灯して、車幅口表示灯®が 
点灯します。 

エンジンを始動ずると、上記に加え 
てへ ッドランプち点口しまず。 


〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は巧るさを感知ずるセンサーびあり 
まず。センサー部にステッカーなど 
を貼付ずると、オートモードび作動 
しな<な0まず。 

〇 ランプスイッチび田巧の位置の 
とさは、トンネルなどの暗い場所や 
悪天候時などに、ランプび自動的に 
点灯することびありまず。 

フ□ントフオグランプ/リアフオグ 

ランプ 


公 事故のおそれびあ0まず 

• ランプスイッチび因田の位置のと 
さは、フォグランプを点なすること 
はでさません。霧の中を走行ずると 
さは、あらかじめランプスイッチを 
^の位置にしてへッドランプを 
点なしてください。 

• 震の中を走行するとさにオート 
モードにしていると、ランプび自 
動的に点なしなかったり、点灯し 
ていたランプび消なして事故を起 
こすおそれびあります。霧の中を 
走行するとさは、手動でランプを 
点なしてくださし、。 


〇フォグランプは、露などの悪天候 
で、十分な視界び確保でをないとさ 
外には使用しないでください。巧 
向車や後続車の迷惑になりまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► ランプスイッチを EEI または Ea 
の位置にしまず。 


I 






92 


ンプ 


フ□ントフォグランプを点なずる 

► ランプスイッチを1段引さまず。 

フ□ントフォグランプび点灯し、フ 
□ントフォグランプ表示灯③び点 
灯します。 

フ□ントフォグランプとリアフォグラ 
ンプを点!打ずる 

► ランプスイッチを2段引さまず。 

フ□ントフォグランプと1」アフォグ 
ランプび点灯し、フ□ントフォグラ 
ンプ表示灯⑤と1」アフォグランプ 
表示灯④び点灯しまず。 

フォグランプを消なずる 

► ランプスイッチをいっぱいまで押し 
込みます。 

パーキングランプ 

暗びりでの駐車時に自車の存在を知ら 
せるにめ、車幅灯とテールランプだけ 
を点灯しまず。 

) (—キングランプを点!打ずる 

イグニッシヨン位置び0のとさ、また 
はキーを差し込んでいないとさに点灯 
させることびでさまず。 

► ランプスイッチを LiS の位置にし 
ます。 

ち側のパーキングランプび点灯し 
ます。 

まには 

► ランプスイッチを B 2 の位置にし 
ます。 

左側のパーキングランプび点灯し 
ます。 


車夕 1•ランプ残照機能 _ 

周囲び暗いとさにエンジンを停止ずる 
と、車幅灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
灯し、ドアやトランクを開いて閉じに 
後、約15秒経過ずると消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
([>142ページ）をご覧ください。 

車がランプ残照機能を一時的に解除 
ずる 


►エンジンを停止しに後に、イグニッ 
シヨン位置を2にしまず。 

〇 エンジンを停止してひらドアや卜 
ランクを閉じたままにずるか、開い 
てそのままにしてから約60秒後に、 
ランプは消灯しまず。 

〇 この機能は、エンジンを停止して 
から約60秒経過ずると作動しなく 
なりまず。約60秒 Li (内ならドアや 
トランクを開<たびにランプび点灯 
しまず。 


へッドランプの上向を/下向をの 
切り曾え 



①上向き 
⑤バッシング 
⑤下向き 
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へッドランプを上向きにずる 

► コンビネーシヨンスイッチをのの 
位置にしまず。 

へッドランプび上向さで点灯し、 
メーター ノ くネルの八イ ビーム 表示灯 
Mi び点灯しまず。 

へッドランプを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを⑤の 
位置にしまず。 

パッシング 


►イグニッション位置び1か2のと 
をに、コンビネーションスイッチを 
⑤の方向に引さまず。 

引いている間、ヘッドランプび上向 
さで点灯し、メーターパネルの八イ 
ビーム表示灯 S び点灯しまず。 

コンビネーションスイッチから手 
を放すと⑤の位置に戻りまず。 

〇対向車びあるとさや市街化を走行 
するとをは、へッドランプを上向き 
で点灯しないで < ださい。 



①ち側の方向指示なび点滅 
⑤を側のち向指お巧び点滅 


イグニッション位置び1か2のとき 
に点滅させることびでさまず。 

► コンビネーションスイッチをのま 
たは⑤の方向に操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び点滅し 

cK 9 〇 

ステア U ングを直進に戻ずとコンビ 
ネーションスイッチは自動的に戻り 
ます。戻らないとさは手で戻してく 
ださい。 

方向指示灯び点滅しているときは、 
メーターノ くネルの方向指示表示灯を 
点滅します。 

〇 コンビネーションスイッチをの 
または⑤の方向に軽く操作ずると、 
方向指示灯び3回点滅しまず。 

〇 方向指示灯を使用しているとさ 
に非常点滅灯スイッチを押ずと、 
非苗点滅灯び点滅しまず。再度、 
非常点滅灯スイッチを押ずと、方 
向指示灯に切り替わりまず。 
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非苗点滅口 _ 

故障などの非苗時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用しまず。 

非甫点滅灯は、エンジンスイッチから 
キーを抜いているとさを点滅させるこ 
とびでさまず。 



①非常点滅なスイッチ 


非常点滅打を使用ずる 

► 非常点滅灯スイッチ®を押しまず。 

すべての方向指示灯び点滅し、ス 
イッチと、メーターパネルの方向指 
示表示灯を同時に点滅しまず。 

► 再度、非甫点滅灯スイッチ®を押 
すと、非苗点滅灯び消灯しまず。 

〇非常時 LU 外は使用しないで < だ 
さい。 

〇エンジンを停止して長時間使用ず 
ると、パッテ1」一びあびるおそれび 
ありまず。 

〇非甫 点滅灯を使用しているとをに 
方向指示の操作をずると、その方向 
の方向指示灯の点滅に切り替わりま 
す。方向指示灯び消灯ずると、再び 
非常点滅灯に切り替わりまず。 


〇 エアバッグび作動ずると、非常点 
滅灯び自動的に点滅しまず。 

自動的に点滅した非甫点滅灯を消灯 
するときは、非苗点滅灯スイッチを 
押しまず。 

〇 約 70 km / hLi (上で走行中に急ブ 
レーキを効かせて停止したとさは、 
非甫点滅灯び自動的に点滅しまず。 
自動的に点滅した非常点滅灯は、非 
苗点滅灯スイッチを押ずか、走行速 
度び約 lOkm / hLU 上になると自動 
的に消灯しまず。 


へツトフンソウオツソヤー 

エンジンびかかっていてへッドラン 

プび点灯しているとさに、ウインド 

ウウォッシャーを約5回操作ずると、 

へッドランプウォッシャーび自動的に 

作動しまず。 

〇 エンジンを停止ずるか、ヘッドラ 
ンプを消灯させると、ウインドウ 
ウォッシャーを作動させに回数は U 
セットされます。 

〇 を季にはウォッシャー液の濃度に 
ま意し、を用の純正ウォッシャーあ 
を使用してください。 

〇へッドランプは樹脂製レンズを使 
用してし）るため、必ず専用の純正 
ウォッシャー液を使用してくださ 
しんレンズを損傷ずるおそれびあり 
まず。 

U ワイパーやウォッシャーを使用 
するとをは、歩行者に水しぶさや 
ウォッシャー液びかからないよ5に 
ま意して < ださい。 
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し u 下のとさに、方向指示灯の点滅、ま 
たはステア U ング操作に連動して、フ 
□ントフォグランフび点灯しまず。 

• 周囲び暗いとさ 

• エンジンびかかっていて、走行速度 
び約 40 km/h し iTF のとさ 

• へッドランプび点灯しているとさ 

方向指示なの点滅との連動 

方向指示灯を点滅させると、点滅させ 
に側のフ□ントフォグランプび点灯し 
ます。 

セレクターレバーび〇に入ってい 
るとをは、フ□ントフォグランプは点 
灯しません。 

ステアリング操作との連動 

ステア U ングを操作ずると、操作した 
側のフ□ントフォグランプび点灯し 
ます。 

セレクターレバーび la に入ってい 
るとをは、ステア U ングを操作した側 
と逆側のフ□ントフオグランプび点灯 
します。 


〇 点滅させた方向指示灯の方向と、 
ステアリングの操作方向び異なると 
をは、方向指示灯と同じ側のフ□ン 
トフォグランプび点灯しまず。 

〇フ □ントフォグランプはゆっくり 
消灯ずるにめ、一時的に左ち両側の 
フ□ントフォグランプび点灯ずるこ 
とびありまず。 

〇 点灯したフ□ントフオグランプ 
は、約3分後に自動的に消灯しまず。 


ルーム ランプ 



①フ□ント読書な（左側）スイッチ 
③点灯モード選択スイッチ 

③ U アルームランプスイッチ 

④ フ□ント読書灯（ち側）スイッチ 
⑥フ□ントルームランプ手動点ロス 

イッチ 

©フ□ントルームランプ 
@フ□ント読書灯（ち側） 

©フ□ント読書灯（左側） 
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ルームランプの点：打モードの選択 

自動点なモードにずる 

► 点灯モード選択スイッチ③び押され 
ていない状態にしまず。 

周囲び暗いとさにし U 下の操作をずると 
フロント/1」アルームランプび点灯/ 
消灯しまず。 

• フ□ントドアを開くとフ□ントルー 
ムランプび点灯し、1」アドアを開く 
と U アルームランプ097ページ） 
び点灯しまず。 

◊イグニッシヨン位置び2のとき 
は、ドアを閉じると消灯しまず。 

ドアを開いたままのとさは消灯 
しません。 

◊イグ ニッ シヨン位置び 0 か 1 の 
とを、またはキーを巧いている 
ときは、ドアを閉じると約10秒 
後に消灯しまず。 

ドアを開いたままのとさは約5 
分後に消灯しまず。 

• ルームランプ消灯遅延機能 （^143 
ページ）を設定しているとさは、エ 
ンジンスイッチからキーを巧くと点 
灯し、約10秒後に消灯しまず。 

• U モコン操作またはキーレス3—操 
作で解錠すると点灯し、約30秒後 
に消灯しまず。 


〇車を施淀したとさは、ルームラン 
プび消灯ずることをお認して < だ 
さい。 

〇 点灯しているルームランプや読書 
灯などは、 U モコン操作まにはキー 
レス3—操作で施錠すると、数秒後 
に自動的に消灯しまず。 

常時消'なモードにずる 

► スイッチ③び押された状態にしまず。 

LU 下のいずれかの操作をしてを、 
ルームランプは点灯しません。 

• ドアを開< 

• エンジンスイッチからキーを巧く 

• U モコン操作またはキーレス 
ゴー操作で解湿ずる 

ルームランプ（フ□ント） 

フ□ントルームランプを手動で点:打/ 
消:打ずる 

► スイッチ⑤を押しまず。 

フ□ントルームランプ⑥び点灯/ 
消灯しまず。 

フ□ント読書なを点な/消''灯ずる 

► スイッチ①④を押しまず。 

フ□ント読書灯⑦⑨び点灯/消灯 
しまず。 
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アンビエントランプの日月るさを調壁 
ずる 



⑨アンビエントランプ 

周囲び暗いとさに車幅灯に連動して点 
灯/消灯しまず。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
で調整します （^142 ページ）。 

5段階の照度に、または常時消灯に設 
定でさます。 


ルームランプ（リア） 



① U ア読書な（左側）スイッチ 


③ I 」ア読書な（左側） 

③ U ア読書な（ち側） 

④ リア読書打（ち側）スイッチ 
⑥リア ルーム ランプ 


リアルームランプを手動で点な/消 
I 灯ずる 

► U アルームランプスイッチ（1>95 
ページ）を押しまず。 

U アルームランプ⑥び点灯/消灯 
します。 

リア読書打を点:打/消口ずる 

► スイッチ①④を押しまず。 

U ア読書灯③③び点灯/消灯し 
ます。 


センターコン ソール ランプ 





麻况3 W 31 

①センターコンソールランプ 

イグこツシヨン位置が1か2のとさ 
に点口し、センターコンソールを照ら 
します。 
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ソツトウエ J レフンプ 

フ□ントおよびリアの足元にあり、乗 
降時に足元を照らします。 

ルームランプの点灯モードに関係な< 
周囲が暗いとさに、 iU 下の操作をする 
と点口 /消口しまず。 

• フ□ントまたはリアのルームランプ 
を点灯すると、フットウエルランプ 
が点灯しまず。 

• イグニッシヨン位置を2にずると 
低い照度で点灯します。 

クイグニッシヨン位置を1か0に 
するか、エンジンスイッチから 
キーを抜<と約7秒後に消灯し 
ます。 

• ドアを開くと明る < 点口しまず。 

◊イグこッシヨン位置が2のとき 
は、ドアを閉じると減光しまず。 

ドアを開いたままのとさは消灯 
しません。 

クイグこッシヨン位置が0か1の 
とさ、またはエンジンスイッチ 
からキーを抜し^てし^るときは、 
ドアを閉じると減光し、約7秒 
後に消口しまず。 

ドアを開いたままのとさは、約已 
分後に消灯しまず。 


ドア レバー ランプ 



左側フ□ントドア（左八ンドル車) 
① ドア レバー ランプ 


車幅灯が点灯したとさに点口し、ドア 
レバー周辺を照らしまず。 

車幅口が消灯したとさは、約日分後に 
消灯しまず。 

乗降用ランプ/ドア赤色 I 打 

乗降用ランプはドアの下部にあり、乗 
降時に足元を照らしまず。ドア赤色灯 
はドアの側部にあり、後続車や歩行者 
にミ主意を促しまず。 

ルームランプが自動点ロモード（>96 
ページ）になっていて、周囲が暗いと 
さにドアを開くと点灯し、ドアを閉じ 
ると消口しまず。 

イグこツシヨン位置が2のときは、 
ドアを開いたままにずると消灯しま 
せん。 

イグこツシヨン位置が2 がのとさ 
は、ドアを開いたままにずると約5分 
後に消灯しまず。 
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停止 

間欠モード I 
( 停止〜高速） 

間欠モード n 
( 停止〜高速） 

間欠モード I よりもか 
ない雨滴量でワイパー 
が作動しまず。 


停車時やご<低速での 
走行時は、低速モード 
での作動にな0ます。 


局 速 モー ド 


イクこッション位置が1か2のとさ 
に作動しまず。 

► コンビネーションスイッチをまわし 
てワイパー作動モードのマーク® 
を M 〜 B にをわせまず。 

ワイパーを1回だけ作動させる 

► コンビネーションスイッチをのの 
方■向に軽 < 押しまず。 

ウォッシャー液が噴射せずに、ワイ 
パーが1回だけ作動しまず。 

この機能はフ□ントウインドウが蕭れ 
ているときだけ使用してください。 


〇 間欠モードは、フ□ントウインド 
ウのレインセンサーが感知した雨 
滴量や走行速度などに応じて、ワ 
イパーの作動を自動的に切り替え 
ます。 

〇 間欠モードのとさ、停車時にフロ 
ントドアを開くとワイノて一は作動し 
ません。ワイパーは(下のとさに作 
動を再開しまず。 



左八ンドル車 
①ティップ機能/ 


ウインドウウォッシャーの噴射 
@ワイノ 一作 動 モー ドの マーク 

ワイパーを作動させる 


• セレクターレバーがまたは 
■ I ■に入っている場をは、フロ 
ントドアを閉じてセレクターレ 
バーを〇または〇に入れた 
とさ 

• セレクターレバーが D または 
〇に入っている場合は、フロ 
ントドアを閉じたとさ 


作動内容 



ワイパ— 


の滴れ 
で雨さ 
ま整 

、 r< 、 ItKM 

ほは調 
V 動動 
ドご作自 
I やのり 
モ時時よ。 
速車行にず 
ほ停走量ま 


I 
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ワイ パー 


〇 ワイパーび作動しないとさは、別 
のモードを選択ずると作動ずること 
びありまず。 

U ワイパーやウォッシャーを使用 
するとをは、歩行者に水しぶさや 
ウォッシャー液びひからないよ5に 
ま意して < ださい。 

P フ□ントウインドウを巧くときな 
どは、必ずコンビネーションスイッ 
チを D の位置にしてください。 
ワイパーび動さ、けびをずるおそれ 
びありまず。 

P フ□ントウインドウび乾いている 
とさはワイノ く一を使用しないでくだ 
さい。ウインドウの表面に細かい傷 
び付 < おそれびあ0まず。 

フ□ントウインドウびミちれている場 
合は、おずウォッシャー液を噴射し 
てから使用してください。 

P エンジンを停止ずるときは、必ず 
コンビネーションスイッチを〇 
の位置に戻してください。コンビ 
ネーションスイッチび B — B 
の位置のままイグニッション位置を 
1にずると、ワイパーび作動し、ウ 
インドウび蕭れていないとさは傷び 
付 < おそれびあ0まず。 

P イ グニッ ション位置び1か2のと 
をにコンビネーションスイッチを 
M ひ U の位置にずると、フロ 
ントウインドウび乾いていてを、ワ 
イパーび 1 回作動しまず。 


〇ワイパーを使用ずる必要びないと 
きは、必ずコン ビネーシヨ ンスイツ 
チを D の位置にしてください。 
フ□ントウインドウの巧れや光線の 
乱反射などでレインセンサーび誤作 
動し、フ□ントウインドウび蕭れて 
いないとさでをワイパーび作動ずる 
ことびありまず。 

〇寒を時にはワイパーびガラスに貼 
り付くことびありまず。作動させ 
る前に貼り付いていないことを確認 
してください。貼り付いにままワイ 
パーを操作ずると、ワイパー ブレー 
ドやモーターを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

雪などび付着しているとさは、雪な 
どを取り除いてからワイパーを操作 
してください。作業の際には、ま全 
のにめ、エンジンスイッチからキー 
を抜いて < ださい。 


レインセンサー 



③レインセン サー 


フ□ン トウインドウの図の位置にレイ 
ンセンサーびありまず。 

Q レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないで<ださい。レイ 
ンセンサーが正し<機能しな<な 
りまず。 
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フ□ントウインドウウォッシャーの 
噴射_ 

イグこッション位置が 1 か 2 のとさ 

に作動しまず。 

► コンビネーションスイッチを③の方 
向にいっぱいまで押し続けまず。 

その間ウインドウウォッシャー液が 
暖射して、ワイパーち作動しまず。 

。ウォッシャー液が出な<なったと 
きは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれがあります。 

〇 純正ウインドウウォッシャーには 
油膜やミちれの付着を防ぐ効果があり 
ます。 

〇 冬季にはウインドウウォッシャー 
液の濃度にミ主意し、冬用のウイン 
ドウウォッシャー液を使用してく 
ださい。 

〇 エンジンがかかっていて、ヘッド 
ランプが点灯しているとさに、ウイ 
ンドウウォッシャーを約5回噴射 
すると、ヘッドランプウォッシャー 
が噴射されまず。 


パワーウインドウ 


ドアウインドウの開閉 

A けびのおそれびあ0まず 

• ドアウインドウを開くとさは、ドア 
ウインドウに触れたり、身体を寄り 
かけないで<ださい。ドアウインド 
ウとドア フレームとの 間に身体が引 
さ込まれて、けがをずるおそれがあ 
りまず。 

• ドアウインドウを閉じるときは、身 
体や物が挟まれないよラにミ主意して 
ください。挟まれそラになったとさ 
は、ただちにドアウインドウスイッ 
チを操作してドアウインドウを開い 
て < ださい。 

• 子供だけを車内に残して車から離 
れないでください。運転装置に触 
れてけがをしたり、事故の原因に 
な0ます。 

また、車内が高温または低温になる 
と、命に関わるおそれがありまず。 

. 子供が車内か5ドアやドアウインド 
ウを開< と、事故やけがの原因にな 
ります。 

子供を乗せるとさは、リアドアやリ 
アドアウインドウのチヤイルドプ 
ルーフ□ック を使用してください。 


I 
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1 巧ーウイン 



運輯席ドアのスイッチ（左从ンドル車） 

①左フ□ントドアウインドウスイッチ 
©もフ□ントドアウインドウスイッチ 
©ちリアドアウインドウスイッチ 
® 左リアドアウインドウスイッチ 

パワーウインドウスイッチは各ドアに 
ありまず。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイン 
ドウのスイッチがありまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとき 
に開閉でさまず。 

ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押しまず。 

押している間だけ開さまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動で開さまず。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引きまず。 

引いている間だけ閉じまず。 

スイッチをいっぱいまで引<と、自 
動で閉じまず。 


〇 PRE-SAFE 04日ページ）が作動 
したとさは、ドアウインドウが自動 
で閉じ、わずかに開いた状態で停止 
します。 

〇 U モコン操作でドアウインドウ 
を開くことびできまず〇103 
ぺージ）。 

〇 U モコン操作またはキーレス3’一 
操作でドアウインドウを閉じること 
びできまず0104ページ）。 

〇 運転席ドアのチャイルドプルーフ 
□ックスイッチで、1」アドアにある 
リアドアウインドウスイッチを操作 
でさな<ずることびでさまず （047 
ページ)。 

〇イグ ニッシヨン位置を0にずる 
か、エンジンスイッチからキーを 
巧いてから約5分間は、ドアウイ 
ンドウを開閉できまず。約5分 LU 
内にフ□ントドアを開< と、ドア 
ウインドウの開閉はでさな<なり 
まず。 

〇 ドアウインドウが自動で開閉して 
いるとさにドアウインドウスイッ 
チを操作すると、ドアウインドウ 
はその位置で停止しまず。 

〇 運転席ドアのスイッチで他のド 
アウインドウを開閉しているとさ 
は、助手席ドアやリアドアのス 
イッチで開閉中のドアウインドウ 
を操作ずる ことは でさません。 

Q 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ずべてのドアウインドウが完 
全に閉じていることを確認してく 
ださい。 
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挟み込み防止機能 


スイッチを引を続けてドアウインドウ 
を閉じているとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウはただちに停止して、スイッ 
チから手を放ずと、その位置からかし 
下降します。 

その状態からただちにスイッチを引 
さ続けてドアウインドウを閉じると、 
ドアウインドウはより強い力で閉じ 
ます。このとさに挟み込みなどの抵 
抗があると、ドアウインドウはただち 
に停止して、スイッチから手を放ずと、 
その位置からかし下降しまず。 

さらに、この状態からただちにスイッ 
チを引さ続けてドアウインドウを閉じ 
ると、ドアウインドウは挟み込み防止 
機能が作動しない状態で閉じまず。 

自動でドアウインドウを閉じている 
とを 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウはただちに停止して、その位 
置からかし下降しまず。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能が作動してからただちに再度ドアウ 
インドウを閉じたとさは、ドアウイン 
ドウは自動で閉じな<なり、挟み込み 
防止機能ち作動しな < な0まず。 

Q 挟み込み防止機能には挟み込みを 
感知しない範囲がありまず。ドアウ 
インドウを閉じるときは十分ミ主意し 
て < ださい。 

A けびのおそれびありまず 

挟み込み防止機能が作動しない状態で 
ドアウインドウを閉じるときは十分を 
意してください。 


コンビニエンスオープニング機能 

車内が暑<なっているとさなど、乗車 
する前に車内の空気を換気したいとさ 
は、リモコン操作でドアウインドウと 
スライディングルーフ*を開<ことが 
でさます。 

〇 コンビニエンスク□ージング機能 
は、 U モコン操作でのみ行なうこと 
びでさまず。 



ち八ンドル車 
①ドア A ンドル 
⑤解錠ボタン 


► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルのに向けて、解淀ボタン⑤ 
を押し続けまず。 

ずべてのドアウインドウとスライ 
ディングルーフ*び開さまず。 

解錠ボタン⑤から指を放ずと、作 
動中のドアウインドウとスライ 
ディングルーフ*はその位置で停 
止しまず。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行な5 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動することびありまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 








104 


n つーウイン 


Du モコン操作でドアウインドウを 
開くときは、ドアウインドウに身体 
を寄りかけないでください。ドアウ 
インドウとドア フレームの 間に身体 
び引さ込まれてけびをずるおそれび 
ありまず。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるときは操作はできません。 


コンビニエンスク□—ジング機自 g 

U モコン操作まにはキーレス3’一操 

作により、車外からドアウインドウ 

やスライディングルーフ*を閉じる 

ことびでさまず。 

車から降りた後に、ドアウインドウな 

どを閉じたいときに使用しまず。 

Q コンビニエンスク□—ジング機能 
でドアウインドウやスライデイン 
グルーフ*を閉じるとさは、開口 
部に異物びないことを確認してく 
ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付おなどの 
強電界下で操作を行なラと、作動 
しなかったり、誤作動ずることび 
ありまず。 

〇車から離れる前に、ずべてのドア 
ウインドウとスライディン グルー 
フ*び閉じていることを確認して 
<ださい。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるときは操作はできません。 


U モコン操作による作動 



左八ン ドル 車 
® ドア八ンドル 
@施錠ボタン 


► キーの発信部を運転席ドアのドア八 
ンドル©に向けて、施錠ボタン® 
を押し続けまず。 

すべてのドアウインドウとスライ 
ディングルーフ*が閉じまず。 

施錠ボタン®から指を放ずと、作 
動中のドアウインドウとスライ 
ディングルーフ*はその位置で停 
止します。 

A けびのおそれびありまず 

ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*などを閉じているとさに身 
体などが挟まれそラになったとさは、 
ただちに施錠ボタンから手を放し、 
解錠ボタンを押し続けて、ドアウイ 
ンドウとスライディングルーフ*を 
開いて < ださい。 
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キーレスコー 操作による作動 



左八ンドル車 

感キーレス3—スイッチ 


► ドア八ンドルの キー レス3’ ース 
イッチ③を押し続けまず。 

すべてのドアウインドウとスライ 
ディングルーフ*が閉じまず。 

キーレス3’ースイッチ®から指を 
放すと、作動中のドアウインドウや 
スライディングルーフ*はその位 
置で停止します。 

A けびのおそれびありまず 

ドアウインドウやスライディングルー 
フ * などを閉じていると量に身体な 
どが挟まれそラになったとさは、ただ 
ちにキーレス3—スイッチから指を放 
し、ドア八ンドルを引き続けてくださ 
し、。ドアウインドウとスライディング 
ルーフ*が開さます。 


走行と停車 


エンジンの始動 

A 事故のおそれびありまず 

運転席の足元には、物を置かないでくだ 
さし、。 ブレーキ ペダルやアクセルペダル 
の下に物び入ると、ペタルを操作できな 
くなるおそれびあ0ます。 

フ□アマットは純正品のみを正しく使 
用してください。車に合ったちのを使 
用しないと、ペダル操作びでさなくな 
るおそれびあります。 

かしでち車を動かずときはエンジン 
を始動してください。エンジンび停 
止していると、ブレーキやステア U 
ングの操作に非常に大さな力び必要 
にな0まず。 


A 中毒のおそれびありまず 

車庫などの換気の悪い場巧ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 t ずるお 
それがあ0まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気が付 
かないラちに吸い込んでいるおそれが 
あります。 

〇エンジンはセレクターレバーび 
wm に入っているとをを始動でさ 
ますび、ま全のため、必ずセレクター 
レバーを ra に入れ、ブレーキぺ 
ダルを踏んで始動して< ださい。 

〇エンジンを始動ずるときは、アク 
セルペダルを踏まないでください。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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走行と停車 


シフト位置（ち八ンドル車) 


MM 

駐車およびエンジン始動/ 
停止の位置 

〇 

後退ずるとさの位置 

の 

動力び伝わらない位置 

押しにり、けん引してちら5 
ことで、車を移動でをまず。 

■H 

走行ずるとさの位置 

1速〜7速の範囲で自動的 
に変速しまず。 

キーレスコ’一によるエンジンの始動 

► 車室内にキーがあることを確認し 
ます。 

►パーキングブレーキが確実に効いて 


し、ることを確認しまず。 

► セレクターレバーび EI に入って 
し、ることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 
► セレクターレバーのキーレス3’ ース 
イッチを押します。 


シフト位置 


H エンジン始動後は、キーを携帯し 
た人び車から離れてを、エンジン 
は停止しません。車から離れるとき 
は、短時間でを必ずエンジンを停止 
して、車を施綻してください。盗難 
のおそれびあ0まず。 

Q エンジン始動後にキーを車外に持 
ち出して、ドアを閉じるか走行を 
開始すると、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイびホくなり、 II キ-ヲケン 
チデ'巧セン"と数秒間表示されまず。 

この状態でエンジンを停止ずるとエ 
ンジンは再始動でさません。また、 
車を施綻することをでさません。走 
行前には必ずキーを携帯しているこ 
とを確認してください。 

〇ドア付近やルーフの上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
さちエンジンは始動でさることび 
ありまず。車両の盗難にま意して 
<ださい。 

キーによるエンジンの始動 

►パーキングブレーキび確実に効いて 
いることを確認しまず。 

► セレクターレバーび匿ミ I に入って 
いることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3 
の位置までまねして手を放しまず。 

タッチスタート機能 


セレクターレバーのキーレス3—ス 
イッチを押すか、エンジンスイッチを 
3の位置までまわずと、手を放してち 
自動的にスターターび作動し続け、エ 
ンジンび始動しまず。 
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P セレクターレバーを〇に入れ 
るときは、完全に停車してくださし、 
トランスミツシヨンを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

。エンジンび暖まっていないとさ 
は、エンジン保護のため、必要 LU 上 
にエンジン回転数を上げないで<だ 
さい。 

yCLS 63 AMG では、エンジンを却 
水び約 ZCrCiiTF のとをなどエンジ 
ンび暖まっていない場合は、エンジ 
ン保護のためにエンジン回転数び制 
限されることびありまず。 

〇 車速感応ドア□ツクび設定されて 
いるときは、走行速度び約 15 km/h 
し U 上になると自動的に車び施錠され 
まず。 

車速感応ドア□ツクの設定/解除 
については0145ぺージ）をご覧 
<ださい。 

〇イ グニツシヨン位置び2で、ブレー 
キぺダ >1 レを踏んでいないと、 セレク 
ターレバーを E 1 から動かずこと 
はでをません。 

► ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごにえを確認しまず。 

►パーキングブレーキを解除しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを El または13 
に入れまず。 

〇 ギアび完全に切り替わるのを待っ 
て < ださい。 

► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みます。 


A 事故のおそれびありまず 

アクセ>1レペダルを踏んだ巧態でセレク 
ターレバーを操作しないで < ださい。 
車び急発進した0、オートマチックト 
ランス吉ッシヨンを損傷ずるおそれび 
ありまず。 


〇急な坂道で発進ずるとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままブ 
レーキペダルから足を放し、アクセ 
ルペダルをゆっくりと踏んで、車び 
動さ出ず感触を確認してからノてーキ 
ングブレーキを解除して発造してく 
ださい。 

〇 エンジンびをえているときは、 
より高いエンジン回転数でシフト 
アップび行なわれまず。これによ 
り、排気ガスを;争化ずる触媒びよ 
り早く適正温度に達しまず。 


駐車 

A 事故のおそれびありまず 

. 停車ずる前にエンジンを停止しない 
で<ださい。ブレーキやステア1」ン 
グの操作に非常に大さな力び必要に 
な0ます。 

. 駐車時や車を離れるとさは、セレク 
ターレバーを DM こ入れ、バーキ 
ングブレーキを確実に効かせ、エン 
ジンを停止してください。 

• 子供だけを車内に残して車から離 
れないでください。運転装置に触 
れてけびをしたり、事故の原因に 
な0ます。 
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走行と停車 


心 火災のおそれびあ0まず 

マフラーは非常に高温になります。周 
囲に枯れ草や紙<ず、油など燃えやす 
いち)のがある場所には駐停車しないで 
ください。 


Q 短時間でも車から離れるときは、 
ドアウインドウやスライデイング 
ルーフ*を閉じて、車を施錠して 
<ださい。 

パーキングブレーキ 


心 事故のおそれびありまず 

• 子供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。パーキングプレー 
キを解除して車が動さ出し、事故を 
起こすおそれがあります。 

• 急な坂道で駐車するとさは、パー 
キングブレーキを確実に効かせて 
ください。さらに輪止めをして、 
前輪を歩道ち向に向けてください。 


A 乂災のおそれびあ0まず 

パーキングブレーキを効かせたまま走 
行しないでください。パーキングブ 
レーキが過熱して効かな< なったり、 
火災が発生ずるおそれがありまず。 



ち八ンドル車 
①解除八ンドル 
感 )(ーキングブレーキペダル 
⑤ブレーキペダル 

パー キングブレーキを解除ずる 

► ブレーキペダル⑤をいっぱいまで 
踏みまず。 

► 解除八ンドルのを手前に引さまず。 

メーター パネルのブレーキ警告灯 
關 び消灯しまず。 

パーキングブレーキを効かせる 

► ち足でブレーキペダル⑤を踏み、 
左足でパーキングブレーキペダル 
⑤をいっぱいまで踏み込みまず。 
メーター パネルのブレーキ警告灯 
關 び点灯しまず。 

〇パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせてください。 

〇 パーキングブレーキを解除せずに 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに警告 
メッセージび表示されまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 






走行と停車 
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エンジンの停止 


A 事故のおそれびあ0まず 

走行中にエンジンを停止しないでくだ 
さい。エンジンブレーキび効かな<な 
0 まず。また、ブレーキやステア U ン 
グの操作に非常に大さな力び必要にな 
0ます。 

〇水温び高めのとさは、かしの間ア 
イド U ング状態でエンジンをを却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 

〇セレクターレバーび EI じ(外に 
入っているときをエンジンを停止で 
をますび、必ずパーキングブレー 
キを効かせて、セレクターレバーを 
— に入れて < ださい。 

エンジンスイッチに差し込まれたキー 

による操作 

► 完全に停車しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキペダルを確実に踏み 
込み、セレクターレバーを ra に 
入れます。 

►キーをまわして、イグニッシヨン位 
置を0にしまず。 

エンジンび停止しまず。 

► ブレーキ ペダルから足をゆっくり放 
します。 


セレクターレバーのキーレスゴース 

イッチによる操作 

► 完全に停車しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキペダルを確実に踏み 
込み、セレクターレバーを匿ミ|に 
入れまず。 

►キーレス3—スイッチを押して、エ 
ンジンを停止しまず。 

► ブレーキ ペダルから足をゆっくり放 
します。 

A 事故のおそれびあ0まず 

走行中にキーレスゴースイッチを約 
3秒間押ずとエンジンび停止します。 
エンジンブレーキび効かな<なった 
り、ブレーキやステア U ングの操作 
に非常に大さな力び必要になりまず 
ので、走行中はエンジンを停止しな 
いで < ださい。 

〇 走行中にキーレスコ’ースイッチを 
押してエンジンを停止したとさは、 
セレクターレバーを眶21に入れて 
再度キーレス3—スイッチを押ずと 
エンジンび始動しまず。 

〇 キーレス3—スイッチを押してエ 
ンジンを停止したときは、イグニッ 
シヨン位置は1になりまず。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッシヨン位置び0になりまず。 
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才ートマチックトランス S ッ 


オートマチックトランス S ッシ 


A 事故のおそれびありまず 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作 
でさな<なるおそれがあります。 

フ□アマットは純正品のみを正しく使 
用してください。車に合ったちのを使 
用しないと、ペダル操作がでさなくな 
るおそれがあります。 

運乾席のフ□アマットを重ねて使用し 
ないで < ださい。 

停車中は、必ずパーキングブレーキを 
効かせて < ださい。 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。運転装置に触れてけが 
をしたり、事故の原因になりまず。 
路面が滑りやずいとさは、急激なエン 
ジンブレーキを効かせないで<ださ 
し、。駆動輪がグリップを失って車両が 
スリップし、事故を起こずおそれがあ 
0まず。 

オートマチックトランス三ッション 
は、運転スタイルや走行状態に合わせ 
て自動的にギアを変速しまず。 

運転スタイ；レや走行状態が変わったと 
さは、それに合わせて変速制御を行な 
います。 



①セレクターレバー 

► セレクターレバーのを動かして、 
シフト位置を選択しまず。 

〇シフト位置を選択ずるとをは、完 
全に停車して、ブレーキペダルを踏 
んで < ださい。 

〇イ グニッシヨン位置び2で、ブレー 
キペダルを踏んでいないとさは、セ 
レクターレバーを EI から動かず 
ことびでさません。 


シフト位置 



シフト 

位置 

作動内容 

③ 

■a 

駐車およびエンジン 
始動/停止の位置 

⑤ 

〇 

後退ずるとさの位置 

④ 

wm 

動力び伝わらない 
位置 

押しにり、けん引し 
てをらラことで、車 
を移動でさます。 

⑤ 

の 

走行ずるとさの位置 

1速〜7速の範囲 
で自動的に変速し 
ます。 
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A 事故のおそれびあ0まず 

走行中はセレクターレバーを〇に 
入れないでください。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こすおそ 
れびあ0まず。また、駆動系部品を損 
傷するおそれびあります。 


シフト位置表示 



イグニッシヨン位置を2にずると、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
下部に、走行モード表示のび表おさ 
れまず。 

走行モードの選択（マニュアルギアシ 
フトが装備車） 


220 ’ 

240 - 


が0、、 



①シフト位置表示 

イグニッシヨン位置を2にずると、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ下部 
に、シフト位置表示®び表示されまず。 


走行モード 


③走行モード逞択スイッチ 

► 走行モード選択スイッチ③®甲しまず。 
C モードー S モードー C モードと 
切り替わりまず。 

走行モードの選択（マニュアルギアシ 
フト装備車） 



①走ゎモート表术 

路面状況や運転に合わせて、オートマ 
チックトランス云ッシヨンのギアの変 
速特性を選択でさまず。 


③走行モード選択スイッチ 


走行モード選択スイッチ⑤を押し 

cf'N y 〇 

C モードー S モードー M モードー 
C モードと切り替わりまず。 
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走行モード 

作動内容 

C モード 

快適性と経済性を重 
視した走行に適して 
います。 

S モード 

スポーティな走行に 
適しています。 

M モード* 

マこユアルでギアシフ 
卜することがでさまず。 

詳しくは0104ぺ一 
ジ）をご覧ください。 


A 事故のおそれびありまず 

選択したモードにより変速特性びをわ 
0まず。必ず路面の状況に合ったモー 
ドを還択してください。 


A 事故のおそれびありまず 

滑りやすい路面やカーブを走行して 
いるとさは、ほいギアレンジを選択し 
てエンジンブレーキび効くと、駆動輪 
びグリップを失ラおそれびあります。 
また、駆動輪び空転すると、駆動系部 
品を損傷するおそれびありまず。 



①ギアレンジ表示 


〇 エンジンを停止ずると、選択した 
走行モードに関わらず、なにエンジ 
ンを始動したとさは C モードにな 
りまず。 


テイップシフト 

オートマチックトランスクッションの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより、不必要なシフトアップ 
を抑えまず。 

走行 モー ドび C モー ドか S モー ドの 
とさにテイツプシフトにでさまず。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ下 
部のギアレンジ表示のに、選択した 
ギアレンジび表示されまず。 

〇 ギアレンジ表示の数字は選がしに 
ギアレンジを示しており、必ずし 
を実際のギアを示すをのではあり 
ません。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 








才ートマチックトランス S ッ 



ギアレンジ作動内容 


セレクターレバーによる操作 


〇 


B 




D 




B 


a 


1速〜7速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

1速〜6速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

1速〜5速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

1速〜4速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

1速〜3速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

緩やかな坂道などを 
走行するとさに使用 
します。 

1速〜2速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

急な坂道やエンジン 
ブレーキび必要なと 
をに使用しまず。 

1速に固定されまず。 

エンジンブレーキび 
最大に作用しまず。 



⑤あいギアレンジを選択 
⑤高いギアレンジを選択 

ティップシフトにずる 

► セレクターレバーび 
いるとさに、セレク 
③側に操作しまず。 


■H 

夕一 


に入って 
レバーを 


〇 加速時にエンジン回転数び許容回 
転数を超えるよラなとさは、自動的 
にシフトアップされ、高いギアレン 
ジび選択されまず。 

〇 エンジンび暖まっていないとさは、 
操作を行なってを、選択したギアレ 
ンジに変わ日ないことびありまず。 

〇 テイップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの 
走行速度やエンジン回転数により 
異なりまず。 


テイップシフトになり、ギアレン 
ジ表示のに選択されたギアレンジ 
び表示されまず。 

ほいギアレンジを選択ずる 

►セレクターレバーを⑤側に操作し 
ます。 

高いギアレンジを選択ずる 

►セレクターレバーを③側に操作し 
9 〇 

テイップシフトを解除ずる 

► セレクターレバーを⑤側に操作し 
て保持します。 

テイップシフトび解除され、ギアレ 
ンジ表示のに" D " び表示されまず。 

〇 セレクタ ー レバ—を⑤側に操作 
して保持すると、そのとさの加速や 
減速に最も適したギアレンジび選択 
されます。 
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才ートマチックトランス S ッ 


〇 テイップシフトにしていないとさ 
にセレクターレノ（一を®側に操作 
すると、走行速度やエンジン回転 
数に応じてシフトアップび行なわ 
れます。 


パドルによる操作 



④ を側バドルり氏いギアレンジを逞択) 

⑤ ち側パドル（高いギアレンジを選択) 


テイッブシフトにずる 

► セレクターレバーび〇に入って 
いるときに、左側パドル④を引き 
ます。 

テイップシフトになり、ギアレン 
ジ表示のに選択されたギアレンジ 
び表示されまず。 

ほいギアレンジを選択ずる 

► 左側パドル④を弓 I さまず。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ち側パドル⑤を弓 I きまず。 

テイッブシフトを解除ずる 

► ち側パドル⑤を弓 I いて保持しまず。 

テイップシフトび解除され、ギアレ 
ンジ表示のに " D " び表示されまず。 


〇 テイップシフトにしていないとさ 
に、ち側のパドル⑥を引くと、走行 
速度やエンジン回転数に応じてシフ 
トアップび行なわれまず。 

OCLS 350 AMG スポーツパッケー 
ジ、 CLS 550 AMG スポーツパッケー 
ジ では、 ち 側の パ ドルには"+ II 、 
左側の パ ドルには" 一" の表示びあり 
9 〇 

OCLS 63 AMG では、ち側のパド 
ルには " UP "、 左側のパドルには 
" DOWN " の表示びありまず。 


マニュアルギアシフト* 

セレクターレバーまたはパドルを操 
作して、マニュアルでギアを選択で 
をまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

滑0やずい路面やカーブを走行してい 
るとさは、シフトダウンによってエン 
ジンブレーキび効くと、駆動輪びグ 
U ップを失ラおそれびあります。また、 
駆動輪び空転すると、駆動系部品を損 
傷ずるおそれびあ0ます。 


〇エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担びかかるよラな運転をしないでく 
ださい。 

〇 マニュアルギアシフトでは 、 ESP 
の機能を解除しないで走行ずること 
をお勧めしまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、ギアシフト操作を行なってを、 
選択したギアに変速しないことび 
ありまず。 

マニュアルギアシフト①選択 



①走行モード選択スイッチ 

マニュアルギアシフトを選択ずる 

►走行モード選択スイッチ①を押し 
て、走行モード表示③に" M " を表 
示させます。 



〇 マニュアルギアシフトを選択した 
状態でエンジンを停止ずると、エ 
ンジン再始動時にはオートマチッ 
クギアシフトに切り替わりまず。 

〇 マニュアルギアシフトではギア表 
示③に表おされる数字は実際のギア 
を示してし''ます。運転をのシフト 
アップ/ダウン操作や、自動的な 
シフトアップ* /ダウンに応じて 
ギア表示③に表おされる数字を変わ 
りまず。 

マニュアルギアシフトを解除ずる 

►走行モード選択スイッチ①を押し 
て、 S モードか C モードを選択し 
まず。 

セレクターレバーによるシフト操作 



③ギア表示 
③走行モード表示 

ギア表示③には選択されているギアび 
表示されます。 


④シフトダウン 
⑥シフトアップ 

シフトダウンずる 

► セレクターレバーを④の方向に操作 
します。 

シフトアップずる 

► セレクターレバーを⑥の方向に操作 
します。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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パドルによるシフト操作 



⑥ 左側バドル（シフトダウン) 

⑦ ち側バドル（シフトアップ) 


シフトダウンずる 

► 左側のパドル⑥を引きまず。 

シフトアップずる 

► ち側のパドル⑦を引きまず。 

〇 シフトダウン操作をしなくてを、 
速度とエンジン回転数に応じて、自 
動的にシフトダウンずることがあり 
ます。 

OCLS 350 AMG スポーツパッケー 
ジ 、 CLS 550 AMG スポーツパッ 
ケージでは、エンジン回転数び上昇 
しレッドゾーンにお付くと、シフト 
アップ操作をしなくてを自動的にシ 
フトアップごれます。このとさ、ギ 
ア表示の数字ち変わりまず。 

〇 シフトアップ/ダウン操作をして 
を、選択したギアび適切でない場合 
は、エンジン保護などのため、シフ 
トアップ/ダウンごれません。 

0 車種や仕様により、停車時に選択 
できるギアは異なりまず。 


〇 停車ずると、ギアは1速にシフト 
されます。 

OCLS 350 スポーツパッケー义 CLS 
550 スポーツパッケージでは、キッ 
クタ'ウンを行な5ことびでをまず。 

また、キックダウンしているときは、 
シフト操作はでさません。 

OCLS 63 AMG では、キックダウン 
を行な5ことはでをません。 

OCLS 350 スポーツ パッケ ージ、 
CLS 550 スポーツ パッケージでは、 
ち側のパドルには"+ "、左側のパ 
ドルには"一"の表示びありまず。 

OCLS 63 AMG では、ち側のパド 
ルには " UP ". 左側のパドルには 
" DOWN " の表示びありまず。 

〇 セレクターレバーを左側に操作し 
て保持するか、左側のパドルを引い 
て保持ずると、そのとをの加速に最 
を適したギアび選択されまず。 


シフトアップ表示 (CLS 63 AMG ) 



⑨ギア表示 

⑨ " up " マーク 

⑩ シフトアップ マーク 
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エンジン回転数び上昇し、シフトアッ 
プするタイ云ングになったとさは、マ 
ルチフアンクシヨンデイスプレイの表 
示びホくなり、ギア表示⑨と " up " マー 
ク⑨び表示されまず。 

また、シフトアップマーク⑩を表おさ 
れます。 

お要に応じてシフトアップ操作を行 
なつて < ださい。 


運転のヒント 


アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアび変速ずるタイ S ングび変化し 
ます。 

• 軽く踏んだとさはシフトアップずる 
タイミングび早くなりまず。 

• 深く踏み込んだとさはシフトアップ 
するタイミングび遅くなりまず。 

キックダウン 

急な加速び必要な場合はキックダウン 
を行ないまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みまず。 

エンジン回転数に応じて自動的にほ 
いギアに変速し、素早く加速しまず。 

► 希望する速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップしまず。 

P キックダウンずるとさは、周囲の 
状況にミ主意しなびら操作してくださ 
し、。事故を起こずおそれびありまず。 


停車ずる 

►一時的に停車ずるとをは、セレク 
ターレバーを〇に入れたままブ 
レーキペダルを踏みまず。 

► やむを得ず停車び長くなるとさは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、 セレクターレバーを ra に入 
れまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

停車中は空ぶかしをしないでくださ 
し、万一、セレクターレバーび d 
か〇に入ると、車び急発進して重 
大な事故を起こすおそれびあります。 

〇急な上り坂などではアクセルペグ 
ルの踏み加減によって停車状態を保 
たないで< ださい。トランス S ッ 
シヨンに負担びかかり、過熱や故障 
の原因にな0まず。 

〇停車中はブレーキペダルを確実に 
踏み、ク U —プ現象で車び動かない 
よラにして < ださい。 


I 
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メー ターパネル 


メー ターパスル 


木ータ ー ) (ネルの各部の名称について 
は025ページ）をご覧ください。 

A 事故のおそれびありまず 

ーターパネルやマルチファンクショ 
ンディスプレイが故障ずると、車両の 
状態や速度、夕+気温度、故障/警告メッ 
セージなどが表示できなくなることが 
あ0ます。十分を意して走行してくだ 
さい。また、すみやかにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して < 
ださい。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の表术 _ 

各種設定画面や故障/警告メッセー 

ジなどを表おしまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイは 

じ(下のとさに点灯しまず。 

• 運転席ドアを開いたときや閉じたと 
を（約30秒後に消灯） 

• 1」セットボタンを押したとさ 
(約30秒後に消灯） 

•イグニッシヨン位置を 1 か 2 にし 
たとさ（イグニッシヨン位置を0 
にずるか、エンジンスイッチひら 
キーを抜いてから、約30秒後に 
消灯） 

. 車外ランプを点灯ごせたとさ 

詳しくは （ W 21 ページ）をご覧くだ 

ごし、。 


メーター照度調節ボタン/ U セツ 
トボタン 

メーター照度調節ボタン 

メーターパネルび点灯しているとさに 
巧るさを調節でさまず。 

ボタンを時計回りにまわずと日月る< 
な0、反時計回0にまわずと暗< な0 
ます。 

リセツトボタン 

卜 U ップメーターや各種設定を U セツ 
卜ずるときに使用しまず。 


ォトメーター _ 

これまでに走行したお離の総合計を表 
71^しま9 〇 


口水温度計 _ 

を却水の温度をパーグラフで表示し 
9 〇 

〇指定の冷却水を適切な混合比で使 
用しているとをは、約120でまで 
才ーバーヒートを起こしません。 

D 暑い曰の渋滞時や上り坂が続<と 
さなどに、120で付近をおすことが 
ありまずが、オーバーヒート警告が 
表示されない限り、問題ありません。 

H 万一、オーバーヒートが起さたと 
さは、警告灯が点灯しまず。 
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冷却水警告な _ 

ィグニッション位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは警告灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 

エンジンびかかっているとさに点灯し 
にとをは、冷却水量び減かしていまず。 
ま全な場所に停車してエンジンを停止 
し、を却水び;ちえてから、冷却水量を 
点検してください。 

警告灯び点灯し、警告音び鳴ったとさ 
は、を却水温度び約1 20° CliLh になり、 
オーバーヒートしています。ただちに 
安全な場所に停車し、エンジンを停止 
して;令却してください。 

詳しくは、才ーパ'ーヒートしたとさ 
(>222ページ）をご覧ください。 


燃料計 

燃料の残量をノ くーグラフで表示しまず。 
燃料タンク容量は約80 U ットルでず。 

Q 給油のとをはエンジンを停止して 
<ださい。 


燃料残量警告口 _ 

イグニツション位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは警告灯び故障し 
ていまず）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 

エンジン始動後に消灯しないとさや 
エンジンびかかっているとさに点灯 
したとをは燃料の残量びかな< なっ 
ていまず。 

警告灯び点灯したとさの残量は約9 
リツトル （CLS 63 AMG は約14 U ツ 
トル）でず。 

〇 走行前に燃料の残量が十分あるこ 
とを確認して<ださい。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反になります。 

〇 車種や仕様により、燃料残量がか 
ないとさは、マルチフアンクション 
ディスプレイに"ネンリョウリヴ'' - T キユウユ 
シテクタ''サイ"と表おされることがあり 
まず。 


時計 

時刻の調整については、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」を 
ご覧ください。 


スピードメーター 


I 


車の走行速度を km / h で表示しまず。 
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メーター パネル 


タコメーター_ 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

〇指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、レッドゾーンに入らないよ5 
にしてください。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 

エンジン回転数び許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のため、燃料供 
給が行なわれな < なりまず。 

9環境 

必要し U 上にエンジン回転数を上ばて走 
行しないで<ださい。燃料を不必要に 
消費し、大気巧染の原因になります。 


B を邸6恒冊 






マルチファンクシヨンデイスプレイ 


121 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


マルチフアンクシヨンステア U ング 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、故障/警告メッセージや各種情 
報などを表示•設定ずるシステムでず。 



マルチファンクシヨンディスプレイ 
は、スピードメーター巧にありまず。 

マルチファンクシヨンディスプレイの 
操作は、ステア U ングのスイッチで行 
ないまず。 

A 事故のおそれびありまず 

マルチファンクシヨンディスプレイを 
操作ずるときは、常に周囲の状況にミち 
意してくださし、。 


A 事故のおそれびありまず 

走行中にステア U ングのスイツチを 
操作するときは、直進時に行なってく 
ださい。ステアリングをまわしなび S 
操作すると、事故を起こずおそれびあ 
ります。 


名称 

© 巧げフアンクシヨンデイスプレイ 

設定スイツチ/音量スイッチ 


各種設定の設定グループ選択画 
面でグループを選がします。ま 
た、設定項目画面で数値や設定 
を変更しにり、機能のオン/才 
フを選択します。 

各メイン画面とオーディオ画面 
表示中に操作すると、音量を調 
⑤節でさまず。 

CLS 63 AMG では、レースタ 
イマーび操作できます （^127 
ぺージ)。 

通話開始スイッチ/通話終了ス 

，チ 


イツ. 

因 




⑤ 


電話を受信/保留/切断でさ 
ます。 

表示切り替えスイッチ 

國国 

メイン画面を選択しまず。 

スク□—ルスイッチ 

ロロ 

選択したメイン画面内の各画面 
を切り替えまず。 


〇 電話の操作については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をお読みください。 


I 
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メイン画面 一覧 


® :…_ 这） 



© 

故障表お 

133 

③ 

各種設定 

13斗 

④ 

卜 U ップコンピューター 

150 

@ 

電話 

153 


① 

車両情報 

123 

⑤ 

AMG 表示* 

126 

⑤ 

オーディオ 

130 

④ 

ナビ 

132 

⑤ 

車間距離表示* 

132 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 

《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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① 

車両情報メイン画面 
(外気温度表示/走行 
速度表示、トリップ 
メーター） 

124 

③ 

タイヤ空気圧警告シス 
テム画面 

230 

⑤ 

走行速度/外気温度 
表示画面 

125 

④ 

メンテナンスインジ 
ケーター画面 

240 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 











ンクシヨンディスプレイ 


車両情報メイン画面（夕1•気温度表示 
走巧速度表示、トリップメーター） 



①外気温度表示/走巧速度表示 
@トリップ一夕一 

車両情報メイン画面を表示させる 

► または！^を押して、車両情 

報 イン画面を表おさせまず。 

夕'!•気温度表示/走行速度表示 

車両情報メイン画面には、が気温度ま 
たは走行速度が表示されまず。 

表示の切り替えは各種設定の "木一 
タークラスタ"の"車両情報 イン画 
面の表示設定画面"（>139ページ） 
で行ないまず。 


A 事故のおそれびあ0まず 

外気温度表おび OCl ； •(上でち、路面び 
凍結していることびあ0ます。走行に 
は十分ミ主意してください。 


〇外気温度の上昇や下降は、かし遅 
れて表示に反映されまず。 

〇 外気温度をフ□ントバンパー付近 
で測定しているため、外気温度表示 
は路面からの簡射熱などの影響を受 
けまず。したびって、外気温度表示 
び実際の外気温度と異なることびあ 
りまず。 

卜 U ップメーター 

U セット後の走行距離を表おしまず。 

トリップメーターをリセットずる 

(0.0 に戻ず） 

►リセットボタン （ M 18ページ） 
を、表示が日.0になるまで押し続 
けまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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走巧速度/夕1■気温度表示画面 



①走行速度/外気温度表示 
@デイスプレイ下段の表示 


〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イの走行速度の表示単位を km/h 
または mph に切り替えることがで 
きます（[>138ページ）。 

〇 ディスプレイ下段の表示設定画 
面" （>139 ページ）の設定によつ 
ては、走行速度表示画面またはが 
気温度表示画面を表おさせたとさ 
に、ディスプレイ下段の表示®は 
表示されません。 


走行速度/外気温度表示①は、走行 
速度またはが気温度を表おしまず。 
表示の切り替えは各種設定の II ^一 
タークラスタ"の"車両情報^イン画 
面の表示設定画面" 0139ページ） 
で行ないまず。 

走巧速度/外気温度表お画面を表お 
させる 

► または！^を押して、車両 
情報メイン画面を表示させまず 
([>113ページ）。 

► D または〇を押して、走行速 
度/外気温度表お画面を表おさせ 
ます。 

ディスプレイ下段の表示®は、が気温 
度または走行速度を表おしまず。 

表示の切り替えは各種設定の I ツー 
タークラスタ"の"ディスプレイ下段 
の表示設定画面"（1>139ページ）で 
行ないまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 







① 

ギア表示-油温表示 
画面 


⑤ 

ギア表お-電圧表示 
画面 

127 

⑤ 

ギア表示-レースタイ 
マー 画面 

127 

④ 

計測結果表示画面（全 
ラップ） 

129 

⑤ 

計測結果表示画面 
(ラップ別） 

129 


《 AMG 表示は、 CLS 63 AMG のみで 
表示されます。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


ギア表示 • 油温表示画面 



①ギア表示 
©油温表示 


ギア表示-油温表示画面を表示させる 

► 1^ または！^を押して、ギア表 
示-油温表お画面を表おさせまず。 

ギア表示①は、オートマチックトラン 
ス S ッシヨンの実際のギア位置を表示 
しま弓。 

油温表示®は、エンジンオイルの油温 
を表;^します。 


《画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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AMG 表示 
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H 油温表示が点滅しているとさは、 
エンジンオイルが温まっていません 
(油温が約 8crc 未満になっていま 
す）。このときはエンジン回転数を 
必要上に上げないよ5に運転して 
<ださい。 

〇 イグこッシヨン位置が1のとさ 
は、油温は表示されません。この 
ときは11---で"が表示されまず。 

ギア表示-電圧表示画面 



①ギア表示 
霞)電圧表示 

ギア表示①は、オートマチックトラン 
ス三ッシヨンの実際のギア位置を表示 
します。 

電圧表示®は、バッテ U —の電圧を表 
/J 、し 9 〇 

ギア表示-電圧表示画面を表示させる 

► 1^ または！^を押して、ギア表 
示-油温表お画面を表示させまず 
(>126 ページ）。 

D または〇を押して、ギア表 
示-電圧表示画面を表示させます。 


ギア表で•レースタイマー画面 



①ギア表示 
©計測タイム 
@ラップ表示 


ギア表示-レースタイマー画面では、 
サーキットコースなどで周回ごとの 
ラップタイムを計測.記録したり、そ 
の結果を一覧表示でさまず。 

レースタイマーは、イグこッシヨン位 
置が2のとき、またはエンジンがか 
かっているときに使用できまず。 

ギア表示-レースタイマー画面を表示 
させる 

► 1^ または！^を押して、ギア表 
お-油温表示画面を表おさせまず 
(>126 ページ）。 

► D または〇を押して、ギア表 
示-レースタイマー画面を表おさせ 
まず。 

〇 計測タイムは1秒単位で表示され 
まず。 

〇 ギア表示-レースタイマー画面を 
表示させているとさは、■■また 
は D を押してオーディオなどの 
音量を調節することはでをません。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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ンクシヨンディスプレイ 


タイム計測を開始ずる 

► n を押しまず。 

タイム計測び開始されまず。 

タイム計測を停止ずる 

► タイム計測中に n を押しまず。 
タイム計測び停止しまず。 

〇 タイム計測を停止しているとさに 
D を押すと、停止した時点から 
タイム計測び再開されまず。 

〇 タイム計測中に、停車してイグ 
ニッシヨン位置を1にずると、夕 
イム計測び停止しまず。 

その後、イグニッシヨン位置を2 
にずるかエンジンを始動して n 
を押すと、停止した時点ひらタイム 
計測び再開されまず。 

スプ IJ ットタイムを表示ずる 

► タイム計測中に B を押しまず。 

スフ U ットタイムび約5秒間表示 
されます。 

約5秒経過後に、タイム計測の表 
示に戻0まず。 

〇 スフ U ットタイムを表示している 
とさに再度 B を押ずと、スフ1」ッ 
トタイムびラップタイムとして記録 
され、なのラップのタイムび表示さ 
れます。 

計測したタイムを消ちずる 

► タイム計測び停止しているとさに 
B を押します。 

計測タイムび消去され、表示び 
00:00〇〇に戻りまず。 


ラップタイムを記録ずる 



①ギア表お 
③計測タイム 


③ 最まラップタイム 

④ ラップ数 

最大9件までの計測タイムをラップタ 
イムとして記録できまず。 

► タイム計測中に B を押しまず。 

スフ U ットタイムび約5秒間表示 
ごれます。 

〇 このとさから、次のラップタイム 
の計測び開始されまず。 

► スプ U ットタイムび表示されている 
とさに、再度 D を押しまず。 

スフI」ットタイムびラップタイムと 
して記録され、なのラップのタイム 
び表示されまず。 

〇 ラップタイムび記録されていると 
きは、計測タイム③の下に最速ラッ 
プタイム③び表示されまず。 

〇 ラップタイムび9件記録されると、 
それし U 上計測びでさな < なりまず。 
新たにタイム計測を行な5とさは、 
記録したラップタイムを消去してく 
ださし、。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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記録したラップタイムを消去ずる 

► タイム計測び停止しているとをに、 
U セットボタン0118ぺージ） 
を2回押しまず。 

記録したずべてのラップタイムび消 
去され、表示び00:00〇〇に戻りまず。 

〇 記録したラップタイムを個別に消 
去することはでさません。 

〇 イグニッシヨン位置を0にずる 
か、エンジンスイッチからキーを 
抜いてから、約30秒経過ずると、 
計測タイムとラップタイムは消去 
されます。 

全ラップの計測結果を確認ずる 

計測結果表示画面（全ラップ） 

①含計時間 

@計測した全ラップでの最高速度 
③計測した全ラップの総走行距離 
® 計測した全ラップの平均速度 


2周 1；( 上のラップタイムが記録されて 
いるとさは、タイム計測後に計測結果 
を表示でさます。 

計測結果表示画面（全ラップ）を表示 
させる 

► 1^ または！^を押して、ギア表 
示-油温表示画面を表おさせまず 
0126ページ）。 


► D または〇を押して、計測結 
果表示画面（全ラップ）を表おさせ 
9 〇 

ft タイムを計測しているとさは、全 
ラップの目が則結果は確認できません。 

ラップごとの計測結果を確認ずる 


9 

啜 - ^L3 00:13 55 
SP 138 km/h 

- ■ 0 88 km/h 

20 km 



計測結果表示画面（ラップ別） 

①ラップ表示 
©ラップタイム 

@表示されているラップでの最高速度 
® 表示されているラップの走行距離 
© 表示されているラップの平均速度 

ラップタイムが記録されているとき 
は、タイム計測後にラップごとの計測 
結果を表71^でさまず。 

計測結果表示画面（ラップ別）を表示 
させる 

► または！^を押して、ギア表 
示-油温表示画面を表おさせまず 
(>126 ページ）。 

► 〇または〇を押して、表示さ 
せたいラップの計測結果表示画面 
(ラップ別）を選択しまず。 

〇 表示されているラップび最速ラッ 
プのとをは、ラップ表示①び点滅し 
9 〇 

〇 タイムを計測しているときは、 
ラップごとの計測結果は確認でさま 
せん。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 









ンクシヨンディスプレイ 


オーディオ 


音楽を選曲ずる 


ラジオ局を選局ずる 




公 

84.7 MHz 一 

ク 


®" FM 1" または " FM 2" 

" AMI " または " AM 2" または " Tl " 

⑤プ U セツト番号/ 

ラジオ局名または受信周波数 

COMAND システムで、 FM ラジオま 
には AM ラジオを受信しているとさに 
表示-選局でさまず。 

► 1^まには！^を押して、オーディ 
才のメイン画面を表示させまず。 

ラジオ局をプリセツト選局ずる 

► D まには D を押しまず。 

プ U セツトされたラジオ局び選択さ 
れます。 

ラジオ局を自動選局ずる 

► 【】まには【]を押して保持しまず。 

受信周波数び動き、なに受信できる 
周波数で停止します。 

〇 ラジオの詳細については、別冊 
「COMAND システム取扱説明書」 
をお読み < ださい。 


W Ji 

广の4 




〇 

トラック3 

ク 


200 
娘0 
1240 


©音楽 ソース 表示 

(" DISC " / " M . CARD " / " HDD " / 
" MEDIA " / " AUX ") 

©トラック番号/トラック名 

COMAND システムで、ディスクまた 
は><モ|」ーカード、三 ュージ ックレジ 
スター、^ディアインターフェース、 
が部入力のいずれかを再生していると 
さに表示-選曲でさまず。 

► ESI または ESI を押して、オーディ 
才の^イン画面を表示させまず。 

► 〇または D を押しまず。 

次の巧または前の巧が選曲され 
まず。 

©音楽 再生の詳細については、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」 
をお読み < ださい。 

〇 外部入力を再生しているとさは、 
トラックま号/トラック名③は表 
示されず、外部入力機器の操作はで 
きまたん。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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DVD ビデオのチャプターを選択ずる テレビ局を選局ずる 


、 W J 


40 


20 

©チャプターま号 


チャプター d 

ク 


U I W 

、扣 0 ' 

(が。 


240 



、 ,。リ 

占の 0' 


公 

: CH 20 01— 

ク 


が 0 

' 240 


COMAND システムで、 DVD ビデオ 
を再生しているとさに表示-選択でさ 
ます。 

► または！^を押して、オーディ 
才のメイン画面を表示させまず。 

► まには D を押しまず。 

次のチャプターまたは前のチャプ 
ターび再生されまず。 

Odvd ビデオの詳細については、別 
冊 rCOMAND システム取扱説明書」 
をお読みください。 


0" TV 1" または " TV 2" 

⑤プ U セツトま号/チヤンネルま号 

COMAND システムで、テレビを受信 
しているとさに表示-選局でさまず。 

► E 5 J または1^31を押して、オーディ 
才のメイン画面を表おさせまず。 

テレビ局をプリセツト選局ずる 

► D または D を押しまず。 

プ U セツトされにテレビ局び選択さ 
れます。 

テレビ局を自動選局ずる 

► 〇または〇を押して保持しまず。 

受信チヤンネルび動さ、なに受信で 
をるチヤンネルで停止しまず。 

ft テレビの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説日月書」 
をお読みください。 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 







ンクシヨンディスプレイ 


ナビ 


車間距離表示 


COMAND システムのナビ機能をマル 
チフアンクシヨンディスプレイに表示 
でさまず。 

ナビのメイン画面を表示させる 

► またはを押して、ナビの 
イン画面を表おさせまず。 

ルート案内を巧なっていないとを 


180 



20 


200 

220 

240 



80 



20 

車間距離表示画面の例 


240 


マルチフアンクシヨンディスプレイに 
に進行方向の方位が表おされま^ 

ルート案内を行なっているとを 


先行車と自車とのおよその車間距離や 
ディスト □ニック* の設定作動内容を 
ま 7 K します。 

車間距離表示画面を表示させる 

► 1^まには！^を押して、車間お 
離表示画面を表示させます。 

詳しくは60ぺージ）をご覧くだ 
さい。 

〇 車間距離表示画面は、ディスト □ 
こック*を解除しているときち表 
示でさます。 


20 240 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
進行方向や交差点（分岐点）または通 
過点までの距離び表示されまず。 

〇 詳細については、別冊 「COMAND 
システム取扱説明書」をお読みく 
ださい。 
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* オプションや仕様により、異なる装備でず。 

《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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故障表示 



W 故障件数画面 

U にの例では、3件故障びありまず） 
故障 メッ セージ画面の例 

故障や異常び起さにとさ、車の状況を 
メッセージで表示しまず。 

〇 故障びないとさは、故障表示画面 
は表示されません。 

自動表示機能 

エンジンびかかっているとをに巧障び 
起さたとさは、故障メッセージ画面び 
自動的に表示されまず。 

ステアリングの1^1^や DKJ 、 
または1」セットボタンを押ずと、故障 
メッセージび消えまず。 


故障メッセージを確認ずる 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に表示されまず。 

► またはを押して、故障件 
数画面①を表示させまず。 

故障件数び数字で表示されまず。 

► 【】または【]を押して、故障メッ 
セージ画面③を順まに表おさせま 
ず。ずべて表示されると、故障件 
数画面①に戻りまず。 

故障表示のリセット 


マルチフアンクシヨンディスプレイに 
故障メッセージび表示されているとさ 
は、イグニッシヨン位置を0にずると、 
故障メッセージの表示び消えまず。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
なにイグ ニッ シヨン位置を 1 か 2 に 
するか、エンジンを始動したとさ、再 
び故障メ ッ セージび表示されまず。 

〇表示される故障や異常は一部の限 
られた装備についてであり、表おさ 
れる内容を限られてし''まず。故障や 
異常の表おは運転をを支援ずるをの 
です。発生した故障に対処して車の 
安全性を確保ずる責任は運転ちにあ 
りまず。 

〇故障/警告メッセージび表おされ 
たとさは、必ずメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

〇表おされる故障/警告メッセージ 
については （0254 ぺージ）をご覧 
<ださい。 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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ンクシヨンディスプレイ 


各種設定 



① 

各種設定メイン画面 

134 

⑤ 

設定グループ選択画面 

134 

⑤ 

を種設定項目の初期化 
画面 

135 

④ 

を種設定項目の初期化 
完了画面 

136 


〇設定の変更は必ず停車中に操作し 
て < ださい。 

〇 ま全のため、走行中は設定を変更 
でさない項目びありまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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さ種設定メイン画面 


60 

40 

20 



ピ 


リセット" 

リセットホ'’タンヲ 
3ヒ''ヨウカンオシの 


1卵'' 
ZOO' 

I 220 
240 


さ種設定メイン画面を表示させる 

► または！^を押して、各種設 

定メイン画面を表示させまず。 

設定グループ選択画面 



設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表示中に D 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► ■■まには D を押して、設定 
グループを選択します。 

► 選択したグループ名を確認して、 
D を押すと、選択したグループ 
巧の最初の設定項目画面び表おさ 
れます。 


設定項目画面を選択ずる 

選おしに設定項目画面の数値や設定を 
変更でさまず。 

► D または D を押して、設定項 
目画面を選択しまず。 

設定項目を選択ずる 

► ■■または D を押して、設定 
項目を選択したり、機能のオン/ 
オフを選択します。 

選択した設定び記憶されまず。 

さ種設定項目の巧期化 

各種設定のすべての項目を工場出荷時 
の設定に初期化ずる（戻ず）ことびで 
さまず。 

さ種設定項目をネリ期化ずる 

► または！^を押して、各種設 
定メイン画面を表示させまず。 

► U セットボタン （01 18ページ）を 
約3秒間押し続けまず。 

下記の初期化画面び表示されまず。 


、抓 

.60 

40 

20 

初期化画面 


セッテイ 

] ウシ'’ヨウシユッカ 
シ''ノセッテイニ 
リセットシ7スカ？ 
グッ]ウ M R ホ''タン! 


180 '' 

の 0 . 




Z20 

240 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 









20 

初期化売了画面 

► 初期化画面の表示中（約5秒(巧) 
に、1」セットボタンを押しまず。 

初期化び実行され、上記の初期化完 
了画面び表示されまず。 

〇 初期化画面び表示されてから約5 
秒間 U セットボタンを押さずにいる 
と、各種設定メイン画面に切り替わ 
りまず。 

〇 各種設定項目を初期化ずると、 
設定グループ選択画面び表おされ 
ます。 

〇 走行中に初期化操作を行なったと 
さは、安全のため、初期化されない 
項目があ0まず。 


ンクシヨンディスプレイ 


を邸 S 恒冊 
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某 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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メーター クフスタ 


':扣 



① 

を種設定メイン画面 

134 

⑤ 

設定グループ選択画面 

134 

⑤ 

速度-距離単位設定 
画面 

138 

④ 

ディスプレイ言語設定 
画面 

138 

⑤ 

ディスプレイ下段の表 
示設定画面 

139 

© 

車両情報メイン画面の 
表示設定画面 

139 


設定グループ選択画面を表示させる 

► まには！^を押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(>134 ページ）。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
D を押して、設定グループ選択 
画面③を表示させまず。 

設定グループを選択ずる 

► ■■または D を押して、"メー 
夕ークラスタ" を選択しまず。 

► D を押しまず。 

メータークラスタの最ネ刃の設定項目 
画面③び表示されまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 









ンクシヨンディスプレイ 


速度.距離単位設定画面 

、的 j 
‘ 60 イ 
40 

20 


ヒヨウシ'’タンィ 
ソクド/ソウ]ウキヨリ 


h 1如パ' 

Ik 柳' 


Z20 

240 


ディスプレイ言語設定画面 

、、脚 

>60 

40 

20 




aSi 


© 

English 


削 "V 

、綱' 

220 

240 


マルチフアンクシヨンデイスプレイの 
速度や走行距離などの表示単位の設定 
がでさます。 

► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表おび km / h 、 km に 
なりまず。 

マイル 

表示び mph 、 マイル/ 

Ml になりまず。 


ディスプレイに表示ずる言語の設定が 
でさまず。 

► ■■または D を押して、反転 
表示を移動しまず。 

表示 設定内容 

ニホン]'' 曰本語表示になりまず。 

English 英語表示になりまず。 


Hi マイル ( mph ) は約1 .6 km ( km / h ) 
です。マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイの表示単位がマイル表示 
になっていると、誤って速度を超 
過するおそれがありまず。必ず km 
( km / h ) 表示を選択して<ださい。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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デイスプレイ下段の表。設定画面 

の 巧0 

60 

40 220 

イキオンド jjH 

20 ^MHiB^V240 


車両情報メイン画面の表の設定画面 

6' 呪 1加/ 

、6〇 一 顯 m の。' 

^gi 力''佩ンド igj 


20 


2仙 


ディスプレイ下段に表示される項目の 
設定がでさまず。 

► ■■または D を押して、反転 
表示を移動します。 

表示 


車両情報イン画面に表おされる項目 
の設定がでさまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 



力''イキオンド 


設定内容 

表示 

設定内容 

ディスプレイ下段の 
表示び走行速度にな 
りまず。 

ソ外、、 

車両情報メイン画面の 
表示び走行速度にな0 
9 〇 

ディスプレイ下段の 
表示がが気温度にな 
ります。 

力''イキオンド 

車両情報 イン画面の 
表示がが気温度になり 
まず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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ライト 


D^*o flBP な 

の画疆 la 地 



① 

を種設定メイン画面 

134 

③ 

設定グループ選択 
画面 

134 

⑤ 

へッドランプ点灯 
モード設定画面 

141 

④ 

□ケイターライテイ 
ング設定画面 

141 

⑤ 

アンビエントラン 
プ照度設定画面 

142 

© 

車外ランプ残照機能 
設定画面 

142 

⑦ 

ルームランプ消灯遅 
延機能設定画面 

143 


設定グループ選択画面を表示させる 

► または！^を押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(>134 ページ）。 

► 各種設定メイン画面①表お中に 
〇を押して、設定グループ選択 
画面③を表おさせまず。 

142 設定グループを選択ずる 

■■または D を押して、"ライ 
卜"を選択しまず。 

〇を押しまず。 

ライトの最ネ刃の設定項目画面③び表 
示されます。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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へッドランプ点巧モード設定画面 


60 

40 

20 


的 1占 

0 


180 
の0一 
220 
240 


へッドランプの点灯モードの設定びで 
さまず。 

► n または D を押して、反転表 
示を移動します。 


〇 常時点灯モー问ま、走行中の甫時点 
灯び義務付けられている諸国に対応 
していまず。日本では手動点灯モー 
ドに設定して使用してください。 

〇 甫時点灯モードで自動的に点灯ず 
るランプは、へッドランプ、車幅 
な、テールランプ、ライセンスラン 
プでず。ヘッドランプを上向きにし 
たり、フォグランプなどを点灯ずる 
とさは、各スイッチを操作してくだ 
さい。 

□ケイターライティング設定画面 


表示 

設定内容 

にュ乃レ 

手動点灯モードです。 1 

へッドランプなどを点 
灯ずるとさはランプス 
イッチを操作します。 

曰本ではこのモードに 
設定して < ださい。 

ツにオン 

甫時点灯モードでず。 

ランプスイッチを D 
か田田の位置にして 
し、るとさに、エンジン 
を始動すると、ヘッド 
ランプなどび常に点灯 
します。 



lnJ 


20 


キノウ 
□ケイタライテインク 

©憂 g 

オフ m 


1如/' 
の。 一 

Z20 
240 


■■または D を押して、反転 
表おを移動しまず。 


〇設定び常時点灯モードのとさは、 
安全のため走行中に設定を変更ずる 
ことはでをません。 

このとをは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"セツテイテイシチュウノミ 
カノウ ドス,, と表示されまず。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲が暗いとさに、 U モコ 
ン操作で解錠ずると、車幅 
灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンス 
ランプが点灯しまず。 

オフ 

□ケイターライティングは 
作動しません。 


詳しくは （^60 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 













ンクシヨンディスプレイ 


アンビエントランプ照度設定画面 

、、 80 巧り 

'60 200 

40 220 


車夕1■ランプ残照機能設定画面 


20 


アンヒ'' I ント 
ライ]^ 

レ Y ル 

© loi 目34已 |@ 


さまず。 

► 口 


80 


60 

柏 


240 !0 


0 1 ! 


急; D 累 


朋パ' 

zoo " 

I 220 
240 


アンビエントランプの照度の設定びで 


または B を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

5 

5びちっとを巧る<、1びをっ 

4 

とを暗い設定になりまず。 

3 


2 

1 


0 

アンビエントランプは点灯 
しません。 


周囲び暗いとさにエンジンを停止ずる 
と車外ランプび点灯ずる機能の設定び 
でさまず。 

► ■■まには D を押して、反転表 
示を移動します。 

表示設定内容 

オン 周囲び暗いとさにエンジン 

を停止すると、車幅灯、フ 
□ントフォグランプ、テー 
ルランプ、ライセンスラン 
プび点灯し、ドアやトラン 
クを開いて閉じた後、約15 
秒後に消灯しまず。 

オフ 車外ランプ残照機能は作動 

しません。 


詳しくは （^92 ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ルームランプ消!):了遅延機能設定画面 



ル-願オフ 


爱 




如'' 

1 220 
240 


ルームランプび自動点灯モードで周囲 
び暗いとさにエンジンスイツチから 
キーを巧くと、ルームランプび点灯ず 
る機能の設定びでさまず。 

► n または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ルームランプび自動点灯 
モードで周囲び暗いとさに 
エンジンスイッチからキー 
をなくと、ルームランプび 
約10秒間点灯しまず。 

オフ 

ルームランプ消灯遅延機能 
は作動しません。 


詳しくは（杉96ページ）をご覧くだ 
さし、。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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シャリョウ 


ンクシヨンディスプレイ 


① 

を種設定メイン画面 

134 

③ 

設定グループ選択画面 

134 

⑤ 

ウイン ター タイヤス 
ピー ド1」云ッ ター 設定 
画面 

145 

④ 

車速感応ドア□ック設 
定画面 

145 


設定グループ選択画面を表示させる 

► または IOI を押して、各種 
設定メイン画面を表おさせまず 
(0134 ページ）。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
〇を押して、設定グループ選択 
画面③を表示させまず。 

設定グループを選択ずる 

► ■■または D を押して、"シャ 
リョウ"を選択しまず。 

► 〇を押しまず。 

シヤ U ヨウの最巧の設定項目画面③ 
び表示されまず。 



&画面表示や操作方まなどは予告なく変要されることびあります。 
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ウィンタータイヤスピードリ S ッター 
設定画面 



表示 



240 km/h 
230 km/h 
220 km/h 
210 km/h 
200 km/h 
190 km/h 
180 km/h 
170 km/h 
160 km/h 


設定内容 

ウイン ター タイヤス 
ピー ドリミッターは 
作動しません。 

最高速度がそれぞ 
れの速度に設定さ 
れます。 


〇 ウインタータイヤスピード US ッ 
ターを設定しているときは、可変ス 
ピードリミッター (>167 ぺージ) 
で設定でさる制限速度は、ウイン 
タータイヤスピード US ッターの設 
定速度が上限となりまず。 


車速感応ドア□ック設定画面 


最高速度の制限のない国などで、ウィ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定ずるた 
めの機能です。 

曰本仕様でち設定はでさまずが、法定 
速度を守って走行して<ださい。 

► ■■または D を押して、設定 
内容を選択しまず。 



才-卜巧イツク 
ドア□ツク 


心; 


即 

zoo" 

I 220 
240 


走行速度び約 15 km / hLU 上になった 
ときに、ドアとトランクを自動的に施 
淀ずる機能の設定びでさまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックび 


作動しまず。 

オフ 

車速感応ドア□ックは 


作動しません。 


詳しくは （^67 ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 


《上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行する際は、おず法定ま度や制限连度 
を遵守してください。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 









ンクシヨンディスプレイ 


コンフオート 



① 

を種設定メイン画面 

134 

⑤ 

設定グループ選が 
画面 

134 

⑤ 

イージーエント1」一 
設定画面 

147 

④ 

施淀時のドア S ラー 
格納設定画面 

147 


設定グループ選択画面を表示させる 

► まには！^を押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(01 34ページ）。 

►各種設定メイン画面①表示中に 
〇を押して、設定グループ選択 
画面③を表示させまず。 

設定グループを選択ずる 

► ■■または D を押して、"コン 
フオート"を選択しまず。 

► D を押しまず。 

コンフオートの最巧]の設定項目画面 
③び表示されまず。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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イ-シ''- I ントリ- 


イーシーエントリー設定画面 

、邮 

.60 

40 

20 口 

運転席への乗り降りを容易にずる 
イージーエント U —機能の設定びで 


、削'' 
200 " 

Z20 


さまず。 

► n 


施錠時のドアミラーホ各納設定画面 

、的 


6。' イ 
40 1 
20 \ 




、削'' 

の。' 


220 

240 


まには D を押して、反転表 
示を移動します。 


U モコン操作まにはキーレスゴー操作 
での施錠時にドアミラーを格納ずる機 
能の設定びでさまず。 

► n または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

表示 

設定内容 

オン 

ステア U ングび上方に 
移動します。 

オン 

施錯時にドア云ラーび 
格納されます。 

オフ 

イージーエントリー機 
能は作動しません。 

オフ 

施錠時にドアミラーは 
格納されません。 


詳しくは（杉80ページ）をご覧くだ詳しくは（杉83ページ）をご覧くだ 
さし、。 さし、。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 









ンクシヨンディスプレイ 



① 

を種設定メイン画面 

134 

⑤ 

設定グループ選が 
画面 

134 

⑤ 

運転席サポートレべ 
ル設定画面 

149 

④ 

助手席サポートレべ 
ル設定画面 

149 


ドライビングダイナ5 ツクシー トのヴ 
ポートレべルを設定ずる 


て、 " 



心旧。 


己且〇 ' 

， 月 □ 

セッテイ 

540 

GD 

リセット" 

己 EG 

40 

リセットホ''タンヲ 

3ヒ''ヨウカンオシの 

巧 0 

.ち □ 


30U 


► IOI またはを押して、各種設 
定メイン画面①を表示させまず。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 

&画面表示や操作方まなどは予告なく変更されることびあります。 
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► D を押して、設定グループ選択 
画面③を表示ごせまず。 

► n まには D を押して、"ゲイナミ 


ッ クシ-卜 1' 

1を選がしまず。 


4、旧。 

. 月 □ 

夕''イナミツクシ-卜 

己古 0 ' 

MO * 

6D 

ウンテンセキ 

BED 

4日 

© © 

E 80 

ち □ 

レ V 、ル 1 fflwnF 

^ 10U 


運転席のヴポートレべルを設定ずる 

► D または D を押して、運転席 
のサポートレベル設定画面③を表示 
させます。 

► ■■または D を押して、"レへ''ル 
1" まには"レのレ 2" を選択しまず。 

選択されたレベルび反転表示され 
ます。 

表示 設定内容 


IA •'ル1 サポートび強< なり 

ます。 


レ V ル2 サポートびさらに強く 

なりまず。 


表示 

設定内容 

レへ”ル 1 

サポートび強<な0 


まず。 

レへ”ル 2 

サポートびさらに強< 


なります。 


詳しくは （^76 ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 


い 口〇 


S 旦。心、 

. 旦 □ 

夕’'イナミツクシ-卜 

£40 

6 D 

シ’'ヨシ:1セキ 

己 EG 

4 P 

© © 

巧0 

ち □ 

レへ’、ル1 

3 300 


助手席のヴポートレべルを設定ずる 

► 〇または〇を押して、助手席 
のサポートレベル設定画面④を表 
おごせまず。 

► n または B を押して、"レへ'' ル 
1" または" i / V ') レ 2" を選択しまず。 

選択されたレベルび反転表示され 
ます。 


4、旧。 


as 。，_) 

. 百 □ 

セツテイ 

£40 


シャリョウ 

CEO 

4口 © 

] ンフォ-卜 

0 '田0 

が 1 


1 30 D 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 










ンクシヨンディスプレイ 


トリップコンピューター 



① 

ショートト1」ップ 
メーター 画面 


⑤ 

□ングト1」ップ メー 
夕一画面 

151 

⑤ 

走行可能距離画面 

152 


ショートトリップ メーター 画面 


的 


60 


公 — 


、 1朋 

枝が 


スタ-トカラ 
1 :30hr 
；13已 km 90 km / h 一 
7^km/l -^ 


5;〇 


①エンジン始動か5の走行距離 （ km ) 
©エンジン始動からの経過時間 （ h ) 

感エンジン始動からの平均速度 （ km / h ) 
@エンジン始動からの平均燃費 （ km / I ) 

ショートト U ップ ーターは、エンジ 
ンを始動したとさを起点とした情報を 
表汀^しお9 〇 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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〇 ショートト U ップ一夕一はイグ 
ニッション位置を0にしてから、 
またはエンジンスイッチからキー 
を抜いてから約4時間経過ずると、 
自動的に U セットされまず。 

約4時間！;!内にイグこッション位 
置を1か2にしたとさは、前回の 
情報が継続して表示されまず。この 
とさは、999時間経週後、または 
9,999 km 走行後に自動的にリセッ 
卜されます。 

ショートトリップメーター画面を表示 

させる 

► 1^ または！^を押して、ショー 
トトリップ ーター画面を表おさせ 
まず。 

ショー トトリ ップメーターを 手動でリ 

セットずる 

ショートトリップ^ーターは、手動で 

ち I 」セットでさまず。 

►ショートト U ップ;>< 一夕一画面が 
表示されてし''るとさに、一夕一 
パネルのリセットボタン0118 
ページ）を押し続けて、表示を U 
セツトします。 


□ングトリップ メーター 画面 



①リセットからの走行距離 ( km ) 
©リセットからの経週時間 （ h ) 

@ U セットからの平均速度 ( km / h ) 
® U セツトからの平均燃費 ( km / I ) 


□ングト U ップ^ーターは、 U セット 

したとさを起点とした情報を表示し 

ます。 

□ングトリップメーター画面を表示さ 

せる 

► または！^を押して、ショー 
トトリップ^ーター画面を表おさせ 
まず0150ページ)。 

► D を押して、□ングト U ップ^一 
ター画面を表示させます。 

□ングトリップ メーターを リセット 

ずる 

► □ングト U ップ一夕一画面が表 
示されているとさに 、木ーター八 
ネルのリセットボタン0118ペー 
ジ）を押し続けて、表示を U セッ 
卜します。 

〇 U セット後、□ングト U ップメー 
ターは、9,999時間経過後、または 
99,999 km 走行後に自動的に U セッ 
卜されます。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 






ンクシヨンディスプレイ 


走行可能距離画面 


的 


60 

40 

20 


ソウ]ウカノウキヨ！ J : 
3已 0 km 



240 


燃料残量がかないとさは、マルチファ 
ンクションディスプレイに"ネンリョウリザ'- 
アキユウ]シテクタ''サイ"と表示されるか 、 \iX 
下のマークが表示されまず。 


現在の燃料残量で走行可能なおよそ 
の距離を計算し、予測値として表示し 
ます。 

走行可能距離画面を表示させる 


イグニッション位置を2にしまず。 

または！^を押して、ショー 
トトリップ 一夕一画面を表おさせ 
ます（>150ページ)。 


► 0 を押して、走行可能距離画面 
を表示させます。 

H 走行可能距離は、現在までの平巧 
燃費と燃料残量から計算した予測値 
です。今後の走行状況に応じて大さ 
く変動することびありまずので、燃 
料計を確認して、早めに給油してく 
ださい。 



最寄りのガソ U ンスタンドでずみやか 
に給油してください。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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電話 


電話画面を表示させる 


携帯電話を COMAND システムに接続 
することにより、八ンズフ U —通話が 
でさます。 

〇 COMAND システムには Bluetooth ® 
接続またはケーブル接続*で携帯 
電話を接続でさまず。詳し < は、別 
冊 「 COMAND システム取扱説明書」 
をお読み < ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

安全のため、運転者は走行中の携帯 
電話の接続や、携帯電話本体の使用 
は避けて < ださい。 

走行中は電話をかけないでください。 
また、走行中に電話がかかってさた 
とさは、あわてずに安全な場所に停 
車してから受けて < ださい。 

どラしてを電話を受けなければなら 
ないとさは、八ンズフリー機能で「か 
け直ず」ことを伝え、安全な場所に 
停車してからかけ直してください。 

〇 走行中は一部の機能が使用でさな 
<なりまず。 


► COMAND システムの電源をオンに 
します。 

► 携帯電話を COMAND システムに 
接続しまず。 

► 1^ または！^を押して、電話画 
面を表おさせまず。 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"デンワマチウケ II と表示さ 
れます。 

着信した電話を受ける 



240 


発信元び電話帳データに登録されている場合 

電話び着信ずると上記のよ5な画面び 
表示されます。 

► 着信呼び出し中に^を押しまず。 

通話を I 俊える（電話を切る） 

► ^□を押しまず。 

通話を保留ずる 

► 着信呼び出し中に@を押しまず。 

〇 上記の操作は電話画面を表示し 
ていないとさち行なうことがでさ 
ます。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 

娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 


I 
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ンクシヨンディスプレイ 


電話帳か5電話を発信ずる 


COMAND システムに登録されている 
電話帳から電話を発信でさます。 

OCOMAND システムの電話帳には、 
COMAND システムから直接電話 
帳データを入力したり、携帯電話 
や PC カー ドからデータをダウン 
□ー ドできまず。詳し < は、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をお読み < ださい。 

► 1^ または！^を押して、電話画 
面を表示させます。 

► 0 または〇を押して、電話帳 
を呼び出します。 

► 0 または〇を押して、発信先 
を選択します。 

電話帳の U ストがスクロールしまず。 

〇〇 または〇を約2秒し U 上押し 
続けると、電話帳データびスク□一 
J レします。 

〇または〇を約4秒じ(上押し 
続けると、電話帳登録項目の名前 
のアルフアベットおよび読みびな 
のあかさにな...ごとにスク□ール 
します。 


► ^を押しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、"八ッシン…"の><ッセージと 
発信した電話番号が表示されまず。 
電話帳に名前が登録されているとさ 
は、名前ち表示されまず。また、発 
信した番号が履歴に登録されまず。 

〇 電話帳データに複数の電話ま号び 
登録されているとさは、さらに〇 
まには D を押して電話番号を選 
択してから、^を押ずと発信さ 
れまず。 

〇 ステア1」ングの@スイッチを 
押し、電話を発信しないで電話帳を 
閉じたとさは、待ち受け画面に戻り 
9 〇 

発信履歴か5電話を発信ずる 

► 1^または！^を押して、電話画 
面を表示ごせます。 

► COMAND ディスプレイに"デンワ 
マチウケ II と表示されているとさ 
に、^を押しまず。 

発信履歴び表示されまず。 

► D または D を押して、発信先 
を選択しまず。 

► ^を押しまず。 


B を邸〇恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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走行装備には、 Li (下のちのがありまず。 

クルーズコント□ール/ディストロ 
ニック* /可変スピードリミッター 

走行速度を制御ずる機能でず。 

ホールド機能 

ブレーキ ペダルを踏み続けたり、 パー 
キング ブレーキを 効かせな < てち、停 
車した状態を維持でさまず。 

AIR マティック DC サスペンション* 

サスペンションを調整して、走行安定 
性を高めます。 

パークト□ニック 

車庫入れや狭い場所での運転時に、障 
害物とのおよその距離を知らせます。 


クルー乂」ントロー J レ _ 

アクセルペダルを踏まな<てち、設定 
した速度を自動的に維持して走行でさ 
ます。 

設定できる速度は約 30 km / h _ UU 上でず。 

A 事故のおそれびありまず 

車の走行速度や先行車との車間距離の 
確保など、クルーズコント□ール使用 
時の安全確保や危険回避については運 
転者に全責任があります。 

クルーズコント□ールを使用している 
とさは、運転者は常に道路状況に注意 
を払って < ださい。 


A 事故のおそれびありまず 

し U 下のよラな場合はクルーズコント 

□ールを使用しないでください。車の 

コント□ールを失い、事故を起こすお 

それがお0まず。 

• 急な下り坂、急カーブ、巧がりくねっ 
た道路を走行しているとさ 

• 加減速を繰り返すよラな交通状況 
や交通量の多い道路を走行してい 
るとさ 

• 雨で蕭れた路面や積雪路、凍結路な 
どの滑0やずい路面を走行している 
とさ 

. 降雨時や降雪時、濃露時など視界が 
確保でさないとさ 

Q クルーズコント□—ルの設定速度 
と、スピードメーターおよびマルチ 
フアンクシヨンデイスプレイの速度 
表示には、若干の誤差び生じること 
びありまず。 

B クルーズコント□ールは、主に高 
速道路や自動車専用道路で使用する 
ことを想定したをのでず。市街地で 
は使用しないでください。 

〇指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 クルーズ 
コント□ールび誤作動ずるおそれび 
ありまず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにクルーズコント□ールに関ずる 
故障/警告メ ッ セージび表おされ 
にときは （0258 ページ）をご覧く 
ださい。 


オプションや仕様により、異なる萬備です。 
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H 急な上り坂では、速度を維持ずる 
ためにシフトダウンずることがあり 
ますが、設定した速度を維持でさな 
いとさはアクセルペダルを踏んで加 
速して < ださい。 

Q 急な下り坂や重い荷物を積んでい 
るとをは、走行速度を維持ずるため 
に自動的にブレーキを効かせること 
びありまずび、設定速度を維持でさ 
ないことびありまず。 

このよラなときは、ブレーキペダル 
を踏むか、ティップシフトでほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強くして、減速してくだ 
ごい。 

A 事故のおそれびあ0まず 

路面び滑0やすいとさは、急激なエン 
ジン ブレーキを 効かせないで<ださ 
し、。ス1」ップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こずおそれびあります。 


クルーズコント□ールの使いかた 



①〜⑥レバーの 操作方ま 
⑥表示な 


巧変スピードリミッター （>167 ペー 
ジ）と同じレバーを使用しまず。 
レバーの表示灯⑥び消灯しているとさ 
に、クルーズコント□ールを操作でさ 
まず。 

レバーの表示灯⑧び点灯しているとさ 
は、可変スピード U ミッターを操作で 
さる状態でず。レバーを⑥の方向に押 
ずと表示灯⑧び消灯し、クルーズコン 
卜□ールを操作でさる状態に切り替わ 
りまず。 

クルーズコント□-ルを設定ずる 

► レバーの表示灯⑧び消灯しているこ 
とを確認します。 

点灯しているとさは、レバーを⑥ 
の方向に押して、表示灯を消灯さ 
せまず。 

►希望の速度まで加速、または減速し 
9 〇 

►希望の速度に達したとさ、レバーを 
①または③の方向に操作しまず。 

そのとをの速度に設定されまず。 
または 

► レバーを④の方向に引さまず。 

• 速度び記憶されているとさは、 
記憶されている速度に設定され 
ます。 

• 速度び記憶されていないとさは、 
そのとさの速度に設定されまず。 
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⑦クルーズコント□ールインジケーター 


アクセルペダルから足を放ずと、設 
定しに速度を維持するよ5に走行し 
ます。 

また、クルーズコント□ールインジ 
ケーター⑦の設定速度より上の部分び 
点灯し、マルチフアンクシヨンディス 
プレイに設定速度と"クルーズコント 
□ール"び数秒間表示されまず。 

A 事故のおそれびありまず 

記憶されている速度に設定ずるとき 
は、周囲が安全な状況であることを 
確認してください。走行中の速度と 
設定速度に大きな差があると、急加 
速や急減速して事故を起こすおそれ 
があ0ます。 

〇 クルーズコント□ールインジケー 
夕一の目盛りは日 km / h 刻みでず。 

〇 約 30 km / h (下の速度で走行し 
ているとさや ESP オフスイッチで 
ESP の機能を解除してあるときは 
クルーズコント□ールを設定ずるこ 
とはできません。このときは、アル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
"— km / h " が数秒間表示されまず。 


設定速度を上げる 

► レバーを①の方向に上げ続けると加 
速しまず。 

希望の速度になったら手を放しまず。 
手を放したとさの速度に設定されまず。 

設定速度を下げる 

► レバーを®の方向に下げ続けると減 
なします。 

希望の速度になったら手を放しまず。 
手を放したとさの速度に設定されまず。 

〇 レバーを①か③の方向にごく短時 
間操作ずると、1 km / h 単位で速度 
の設定がでさまず。 

〇 レバーを③の方向に下げて減速し 
ているとさには、シフトダウンした 
り、自動的にブレーキを効かせるこ 
とびありまず。 

—時的に速度を上げる 

► 追い越しなどで一時的に速度を上げ 
るときは、アクセルペダルを踏んで 
速度を上げて < ださい。 

アクセルペダルから足を放ずと、元 
の設定速度 I し民;りまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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クルーズコント□ールを 解除ずる 

► レバーを③の方向に押しまず。 

次の操作をしたとさち解除されます。 

• ブレーキ ペダルを踏んだとさ 
• レバーを感の方■向 （>156 ページ） 
に押したとさ 

レバーの表示灯®が点口し、可変ス 
ピード U ミッターを操作でさる状態 
に切り替わりまず。 

クルーズコン ト □ー ルが解除され る 
と、 スピード一夕 一の クルーズコン 
卜□ールインジケーターがずベて消灯 
します。 

〇 クルーズコント□ールを解除ずる 
前の設定速度は記憶されまず。に 
だし、イグニッシヨン位置を一度0 
か1にずると、記憶された速度は 
消去されまず。 

〇 クルーズコント□ールは iiTF のと 
さ自動的に解除ごれまず。 

• 走行速度び約 30 km / h し i (下に 
なったとさ 

• ESP び作動したとさ 

• ESP オフスイッチで ESP の機能 
を解除したとさ 

• セレクターレバーを121に入れ 
たとさ 

このとさは確認音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに"クル- 
ス'' T ノ阳-ルオフ"と数秒間表示されまず。 

また、パーキングブレーキを効かせ 
にとををクルーズコント□ールは解 
除されます。 


A 事故のおそれびあ0まず 

走行中はセレクターレバーを〇に 
入れないで<ださい。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こした0、 
トランスミツシヨンを損傷ずるおそれ 
び拓 D まず。 


ディ スト□ニック * _ 

デイスト□ニックは、設定した速度を 
自動的に維持して走行ずるクルーズコ 
ント□ール機能に、センサーによる車 
間距離感知機能と車間距離警報、自動 
ブレーキ機能を組み合わせたシステム 
です。 

先行車を感知ずると、設定した速度か 
ら自動的に速度の調整を行ないなび 
ら、車間距離を維持ずるよ5に走行し 
晏 0 

設定できる速度は約 30 km / h から約 
18日 km / h の間でず。 

《上記は、車両の機能の説明でず。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してくださし、。 

〇 前方に車両びいないとさは、ディ 
スト□ニックはクルーズコント□一 
ル0155ぺージ）と同じ働きをし 
9 〇 

〇 デイスト□ニックび自動的にブ 
レーキを効かせたとさは、ブレーキ 
ランプを点灯しまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A 事故のおそれびありまず 

• ディスト□ニックは先行車への追突 
を回避するよラな自動操縦システム 
ではありません。 

. 車の走行速度や先行車との車間距離 
の確保、適切なブレーキ操作など、 
ディスト□ニック使用時の安全確保 
や危険回避については運転者に全責 
任があります。 

• ディスト□ニックによるブレーキ 
は最大制動力の約20%程度のため、 
運転ちはこのシステムだけに頼ら 
ず、常に先行車との車間距離や周囲 
の状況を確認し、必要に応じてプ 
レーキを操作してください。 

• 積雪路や凍結路など滑0やすい路 
面では、ディスト□ニックを使用 
しないで<ださい。車のコント□一 
ルを失い事故を起こすおそれがあ 
りまず。 

• ディスト□ニックは、じ(下のよラな 
をのには反応しません。 

ディスト□ニックを使用してし^ると 
きを、常に周囲の状況にま意を払つ 
て<ださい。 

◊歩行者 
〇停車中の車両 
◊対向車 

◊道路を横切る車両 
〇オートノ くイなど横幅の狭い車両 
◊ 異なる車線を走行している車両 


• し U 下のよラな場昔はデイスト□ニッ 
クを使用しないでください。急加速 
して 先行車との車間距離を維持で さ 
ず、事故を起こすおそれがあります。 
◊急な下り坂や急カーブ、巧がり 
<ねつた道路を走行するとさ 
〇 ETC ゲートを通過するとき 

◊走行速度の速い車線に車線変更 
するとさ 

◊交通量の多い道路や、工事中区 
間など頻繁に車線変更を巧なラ 
区間を走行ずるとさ 
• みぞれやひよラ、霧や豪雨、吹雪な 
どの悪天候のとさや、デイスト □ 
ニックセンサーがミちれているとさ 
は、デイスト□ニックを使用しない 
でください。先行車との車間距離を 
正確に計測でさず、事故を起こすお 
それがあ0ます。 
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〇マルチフアンクションデイスプレ 
イにデイスト□ニックに関ずる故障 
/警告メッセージび表示されたとさ 
は0258ぺージ）をご覧ください。 

〇ディスト□ニックは、主に高速道 
路や自動車専用道路で使用すること 
を想定したをのでず。市街 i せでは使 
用しないで < ださい。 

〇急な下りあや重い荷物を積んでい 
るとをは、走行速度を維持ずるため 
に自動的にブレーキを効かせること 
びあ0まずび、設定速度を維持でさ 
ないことびありまず。 

このよラなときは、 ブレーキ ペダル 
を踏むか、テイップシフトでほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強くして、減速してくだ 
さい。 

A 事故のおそれびありまず 

路面が滑りやずいとさは、急激なエン 
ジンブレーキを効かせないで<ださ 
し、。ス U ップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれがあります。 


車間距離表示画面 



①先行車（先行車を感知した場含） 
©先行車と自車とのおよその車間距離 
@設定した車間距離 
® 自車 

⑥車間距離警告音表示 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に車間距離表示画面を表示させると 
0132ページ）、先行車との距離など 
を表示ずることがでさまず。 

〇 車間距離表示画面は、ディスト □ 
こックを解除しているとさち表おさ 
せることがでさまず。 

〇 道路や交通の状況により、先行車 
との距離を正確に表示でさないこと 
がありまず。 


ディスト□ニックの使いかた 



①〜⑥レノ（一の操作ちミち 
⑥表示な 


可変スピードリミッター 0167ペー 
ジ）と同じレバーを使用しまず。 

レバーの表示灯⑥び消灯しているとさ 
に、ディスト□ニックを操作でさまず。 

レバーの表示灯⑥び点灯しているとさ 
は、可変スピード U S ッターを操作で 
きる状態でず。レバーを⑥の方向に押 
すと表示灯⑧び消灯し、ディスト □ 
ニックを操作でさる状態に切り替わり 
ます。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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デイスト□ニックを設定ずる 

► レバーの表示灯⑧び消灯しているこ 
とを確認します。 

点灯しているときは、レバーを⑥ 
の方向に押して、表示灯を消灯さ 
せます。 

► 希望の速度まで加速、まには減速し 
ます。 

►希望の速度に達したとさ、レバーを 
①まには③の方向に操作しまず。 

そのとをの速度に設定されまず。 
または 

► レバーを④の方向に引きまず。 

• 速度び記憶されているときは、 
記憶されている速度に設定され 
ます。 

• 速度び記憶されていないとさは、 
そのとをの速度に設定されまず。 

アクセルペダルから足を放ずと、設 
定した速度を維持ずるよラに走行し 
ます。 


先行車びいるとをは、設定した車間お 
離（>164ぺージ）を維持ずるように、 
速度を調整しなびら走行しまず。 



⑦ デイスト□ニックインジケーター 


まに、ディスト□ニックインジケー 
ター⑦の設定速度の手前1個または前 
後2個の部分び点灯し、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに設定速度と設 
定車間距離び数秒間表示されまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
車間距離表お画面を表おしていなし）と 
さは、マルチフアンクシヨンディスフ 
レイに車間距離表示画面び数秒間表示 
されまず。 

車間距離表示画面を表示させるには 
(>132 ぺージ）をご覧ください。 

〇 ディスト□ニックは政下のときに 
は設定ずることはでさません。この 
ときは、設定速度に" DISTRON に 
— km / h " が数秒間表示されまず。 

• 走行速度が約 30 km/hLi (下のと 
きや約1 80 krn/h 上のとき 

• ブレーキペダルを踏んでいるとさ 
• パーキングブレーキを効かせて 
いるとさ 

• ESP オフスイッチで ESP の機能 
を解除しているとき 

• セレクターレバーが | g 、 DI 、 
KM に入っているとさ 

また、エンジンを始動してから約2 
分間経過していないとさは、設定で 
さないことがありまず。 

〇 ディスト□ニックの設定速度の表 
示と、スピード^ーターおよびマル 
チフアンクシヨンディスプレイの速 
度表示には、若干の誤差が生じるこ 
とがありまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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A 事故のおそれびありまず 

記憶されている速度に設定するとき 
は、周囲が安全な状況であることを 
確認してください。走行中の速度と 
設定速度に大さな差があると、急加 
速や急減速して事故を起こずおそれ 
がおります。 

設定速度を変更ずる 

► レバーを①の方向に操作しまず。 

設定速度が 10 km / h 単位で上がり 
ます。 

まには 

► レバーを④の方向に引をまず。 

設定速度び1 km / h 単位で上びり 
ます。 

まには 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

設定速度び1 Okm / h 単位で下びり 
ます。 

H 設定速度を上げるとさは、周囲の 
状況にミ主意してください。レバーか 
ら手を放した後を、設定した速度と 
車間距離に到達ずるために車び加速 
します。 

〇 設定速度を下げているとさに、自 
動的にブレーキを効かせた0、シフ 
トダウンずることがありまず。 


一時が]に速度を上げる 

► 追い越しなどで一時的に速度を上げ 
るときは、アクセルペダルを踏んで 
速度を上げて < ださい。 

アクセルペダルから足を放ずと、元 
の設定速度 I しおりまず。 

〇 ディスト□ニック作動中にアクセ 
ルペダルを踏んで速度を上げると、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に " D に TR 0 N にタイキ"と表示され、 
ディスト□ニックによる速度調整び 
一時的に解除されまず。 

ディスト□ニックを解除ずる 

►レバーを③の方向 （ M 60 ページ) 
に押しまず。 

または 

► ブレーキペダルを踏みまず。 

または 

►レバーを⑥の方向（[>160ページ) 
に押しまず。 

レノ（一の表示灯⑧び点灯し、可変ス 
ピード U ミッターを操作できる状態 
に切り替わりまず。 

ディスト□ニックび解除されると、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
" DISTRON にオフ"と数秒間表示されまず。 

〇 ディスト□ニックを解除ずる前の 
設定連度は記憶されまず。ただし、 
イグニッシヨン位置を一度0か1 
にずると、記憶された設定速度は消 
去されます。 
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〇 デイスト□ニックは iU 下のとき自 
動的に解除されまず。 

• 走行速度が約 30 km/hau 下に 
なったとさ 

• ESP が作動したとき 

• ESP オフスイッチで ESP の機能 
を解除したとさ 

• セレクターレバーを U ■に入れ 
たとさ 

このとさは確認音が鳴り、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに 
"D に TRON にの"と数秒間表示され 
ます。 

また、パーキングブレーキを効かせ 
たときちデイスト□ニックは解除さ 
れます。 

A 事故のおそれがありまず 

• じ(下のよラなとさはデイスト□ニッ 
クを解除してください。 

◊急な下り坂や急カーブ、巧がりく 
ねった道路にさしかかったとさ 
〇設定速度よりわ低い速度で走行 
している先行車への追従走行か 
5、車線を変更するとき 

◊合流車線や分岐車線を走行する 
とを 

これらの場合にデイスト□ニックを 
作動させていると、設定した速度ま 
でシステムが自動的に加速-減速を 
行ない、事故を起こずおそれがあり 
ます。 

• 走行中はセレクターレバーを d 
に入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキが効かないため、事故を起こ 
したり、トランスミッションを損傷 
するおそれがありまず。 


巧巧車を感知したとさ 



如 


①先行車（先行車を感知した場合） 

© 先行車と自車とのおよその車間距離 
@設定した車間距離 
® 自車 

前ちに走行している車を感知ずると、 
車間距離表お画面に先行車①が表おさ 
れます。 

自車の走行速度よ0遅い速度で走行し 
ているとさは、車間距離が詰まるにつ 
れ、先行車の表示が左からちへ移動し 
まず。 





Z20 

240 


設定した車間距離に達ずると、先行車 
への追従走行を開始しまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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車間距離の設定 


先行車との車間距離を1秒から2秒 
の範囲で設定することがでさまず。 

車間距離の1秒間とは、ある速度のと 
さ1秒間で走行ずる距離のことで、約 
100 km / h で走行しているときの1秒 
の車間距離は約 28 m になります。 


設定した車間距離はマルチファンク 
シヨンディスプレイに表示されまず。 



①車間距離を短くする 
©車間距離調整ダイヤル 
@車間距離を長くずる 


車間距離を長<ずる 

► ダイヤレ③を③の方向にまわしまず。 

車間距離を短<ずる 

► ダイヤ J レ ( D を①の方向にまねしまず。 


走行速度と車間距離の関係 


走巧速度 

設定でをる車間距離 

( km / h ) 

( m ) 

40 

11—22 

60 

17〜33 

80 

22 — 44 

100 

28 — 56 


※車間距離はおよその距離です 


〇 設定される車間距離は走行速度に 
よつて変わりまず。 

A 事故のおそれびありまず 

車間距離を設定ずるとさは、先行車と 
のま全が確保でさる距離に設定して< 
ださい。先行車が急ブレーキをかけた 
とさなどに、事故を起こすおそれがあ 
0まず。 


車間距離警告 


デイスト□こツクが作動していると 
さ、先行車に近付さずざると、車間距 
離警告灯と車間距離警告音による警告 
が行なわれ、運転者にブレーキ操作を 
促しまず。 

〇 道路幅の狭い道やカーブなどを走 
行しているとさは、車道脇に設置さ 
れた静止物や ガードレールの リフレ 
クターなどを感知して、車間距離警 
告音が鳴ることがあ0まず。 

〇 減速が必要なとさは、必ずブレー 
キペダルを踏むか、テイップシフ 
卜で低いギアレンジを選択してエ 
ンジンブレーキの効さを強< して 
<ださい。 
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心 事故のおそれびありまず 

• 走行中に車間距離警告灯が赤色に点 
灯して、車間距離警告音が鳴ったと 
きは、大幅な減速が必要になりま 
ず。 ブレーキ ペダルを踏んで減速す 
るか、回避操作を行なって < ださい。 
前車や前方の障害物に衝突ずるおそ 
れがお0まず。 

• 車間距離警告灯が頻繁に点灯した 
り、車間距離警告音が鳴るよラなと 
きは、ディスト□ニックを使用しな 
いで < ださし、。 

• 周囲の状況によっては、先行車がい 
てを車間距離警告が行なわれなかっ 
たり、先行車がいないとさに車間距 
離警告が行なわれることがありま 
す。運転者は車間距離警告だけに頼 
らず、常に先行車との車間距離や周 
囲の状況を確認し、必要に応じてブ 
レーキペダルを踏んでください。 


車間距離警告灯 



①車間距離警告な 


イクこッシヨン位置を2にすると点火了 
し（点口しないとさは警告灯が故障し 
ていまず）、エンジン始動後に消灯し 
まず。 

走行中は、先行車に近付さずざたとき 
や他車び割り込んでさたとさなど、先 
行車との車間距離び短<なり、大幅な 
減速び必要なとさに点灯しまず。また、 
車間距離警告音による警告ち行なわ 
れ、運転をにブレーキ操作を促しまず。 

車間距離警告音の設定 




①車間距離警告音スイッチ 
© 表示灯 

車間距離警告音を解除ずることがでさ 
ます。 

《作動内容は予告な<変更される場をびあ 
0ます。 

車間距離警告音を解除ずる 

► 車間告音スイッチの封甲しまず。 
スイッチの表示灯®が消灯しまず。 

また、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイの車間距離表示画面の車間距 
離警告音表示0160ページ）が消 
口しまず。 




I 
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車間距離警告音を設定ずる 

►再度、車間距離警告音スイッチ①を 
押します。 

スイッチの表示灯③び点灯しまず。 

また、マルチフアンクシヨンデイス 
フレイの車間距離表お画面の車間距 
離警告音表お（た160ページ）び点 
灯します。 

P 車間距離警告音を解除ずると、先 
行車に近付さずざてを、車間距離警 
告灯65ぺージ）による警告し 
か行なわれません。 

車間距離警告音を設定して走行して 
<ださい。 

〇 デイスト□ニックを解除している 
とをでを、先行車との車間距離は測 
定されています。先行車に近付さず 
ざると、車間距離警告灯と車間距離 
警告音による警告を行ないまず。 

にだし、車間距離警告音を解除して 
いるとさは、車間距離警告音は鳴り 
ません。 

〇 道路や交通の状況により、デイス 
卜 □ニック び先行車との距離を正確 
に認識でさない場合びありまず。 

デイスト□ニックを使って走行ずると 
きの注思 

デイスト□こックを使用ずるときに、 
特に注意が必要な道路と交通の状況を 
m 下に記載していまず。 

このよラな状況下では、必要に応じ 
て ブレーキ ペダルを踏んで<ださい。 
デイスト□ニックが解除されまず。 


カーブを走巧ずるときやカーブに入る 
とを、カーブを抜けるとを 



カーブでは、デイスト□ニックが先行 
車を感知でさなかったり、感知が早ず 
ざることがありまず。その結果、車が 
加速したり、ブレーキを効かせること 
がありまず。 

異なるライン上を走巧しているとを 



デイスト□ニックは、同一車線でち異 
なるライン上を走行してし''る先行車を 
感知でさないことがあ0まず。その結 
果、先行車に接近しずざることがあり 
まず。 
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先巧車との間に割り込みがあったとを 



前方に割り込んでさた車がディスト □ 
ニックの感知範囲内に入らないことが 
ありまず。その結果、割り込んでさた 
車に接近しずざることがありまず。 

巧巧車の横幅び狭いとを 



デイスト□ニックは、同一車線の端を 
走行している横幅の狭い先行車（オー 
トバイなど）を感知でさないことがあ 
りまず。その結果、先行車に接近しず 
ざることがありまず。 


可変スピードリミッター _ 

可変スピード U 三ッターは、制限速度 
を設定すると、アクセルペダルを踏み 
込んでいてち、設定した速度を超えな 
いよラに走行ずることがでさまず。 

設定できる制限速度は 30 km/h から 
210 km/h または 250 km/h までの間 
です。 

ただし、車の最高速度上に制限速度 
を設定してち、車の最高速度 LiLL の速 
度で走行ずることはできません。 

ぷ上記は、車両の機能の説明でず。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

娘車種や仕様により設定できる制限速度び 
異なる場含びあります。 

A 事故のおそれびありまず 

• 走行時は法定速度を遵守してくださ 
し、。可変スピード US ッター使用時 
の安全確保や危険回避については運 
転ちに全責任があります。 

• 運転を交代するとさは、必ず交代す 
る運転者に、可変スピード US ッ 
ターの機能と設定した制限速度を伝 
えて < ださい。 

可変スピードリ S ッターの機能を知 
らずに運転ずると、アクセルペダル 
を踏んでを速度が上がらず、事故を 
起こずおそれがあります。 

• 可変スピード US ッターはブレーキ 
ペダルを踏んでち解除でさません。 


• 可変スピード US ッターは設定した 
制限速度1;^上に加速する必要のない 
とさに使用してください。 


I 
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〇可変スピード U S ッターの設定速 
度の表示と、スピードメーターおよ 
びマルチファンクシヨンディスフレ 
イの速度表示には、若干の誤差び生 
じることびありまず。 

〇マルチファンクシヨンディスプレ 
イに可変スピード U ミッターに関ず 
る故障/警告メッセージび表おさ 
れたときは0258ページ）をご覧 
<ださし、。 

〇急な下りあや重い荷物を積んでい 
るとをなどは、走行速度を維持ずる 
ために自動的にブレーキを効かせる 
ことびあ0まずび、設定速度を維持 
でさないことびありまず。 

このよラなとさは、ブレーキぺ夕 V レ 
を踏むか、ティップシフトでほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強くして、減速してくだ 
さい。 

A 事故のおそれがありまず 

路面び滑0やすいとさは、急激なエン 
ジン ブレーキを 効かせないで<ださ 
し、。ス U ップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれびありまず。 

〇 ウィンタータイヤスピード US ッ 
夕一( N 45ページ）を設定してい 
るときは、可変スピードリミッター 
で設定でさる制限速度は、ウィン 
タータイヤスピード U ミッターの設 
定速度び上限になりまず。 

〇 設定しに速度を維持でさないとさ 
は、警告音び鳴り、マルチファンク 
シヨンディスプレイに"リミット]1の 
夕！"と表示されることびありまず。 


可変スピード U ミツターの使いかた 



①〜⑥レノ（一の操作ちま 
⑧表示な 


クルーズコント□—ル0155ぺ一 
ジ）、デイスト□ニック* (>158 ペー 
ジ）と同じレバーを使用しまず。 

レバーの表示灯⑧び点灯しているとさ 
に、可変スピード U ミッターを操作で 
さまず。 

レバーの表示灯⑥び消灯しているとさ 
は、クルーズコント□—ルまたはデイ 
スト□ニックを操作でさる状態でず。 
レバーを⑥の方向に押ずと表示灯⑥び 
点灯し、巧変スピード U ミッターを操 
作でさる状態に切り替わりまず。 

可変スピード U ミッターを設定ずる 

► レバーの表示灯⑧び点灯しているこ 
とを確認しまず。 

消灯しているとをは、レバーを⑥ 
の方向に押して、表示灯を点灯さ 
せます。 

► レバーを①か③の方向に操作し 
まず。 
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• 走行速度び約 30 km / hii (上のと 
さは、そのとさの速度に設定さ 
れます。 

• 走行速度び約 30 km / hi ； (下のと 
きは、 30 km / h に設定されまず。 

または 

► レバーを④の方向に引きまず。 

• 設定速度び記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に設定 
されます。 

• 前回の設定速度び消去されてい 
て、走行速度び約 30 km / hLU 上 
のとをは、そのとさの速度に設 
定されます。 


〇 可変スピード U ミッターインジ 
ケーターの目盛りは5 km / h 刻み 
です。 

〇 アクセルペダルを踏んでキックダ 
ウンしているときは、可変スピード 
U 三ッターを設定することはでさま 
せん。 

Q 可変ス ピー ドリ 三ッターを 設定ず 
るときは、周囲の状況、特に後方 
の車などにミ主意しながら操作して 
<ださい。事故を起こずおそれが 
あります。 

設定速度を変更ずる 

► レバーを①の方向に操作しまず。 


• 前回の設定速度が消去されてい 
て、走行速度が約 30 km / hiU 下 
のときは、 30 km / h に設定され 
ます。 



⑦可変スピード U ミッターインジケー 
夕一 


巧変スピード U 云ッターび設定され、 
可変スピード US ッターインジケー 
ター⑦の設定速度より下の部分び点灯 
します。また、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに設定速度と"リミット" 
び数秒間表示されまず。 


設定速度び1 Okm / h 単位で上びり 
9 〇 

または 

► レバーを④の方向に引さまず。 

設定速度び1 km / h 単位で上びり 
まず。 

または 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

設定速度び1 Okm / h 単位で下びり 
まず。 


可変ス ピー ドリミツ ターを 解除ずる 

► レバーを③の方向に押しまず。 
または 

► レバーを⑥の方向に押しまず。 

レバーの表示灯⑧び消灯し、クルー 
ズコント□ールまたはデイスト〇 
ニック*を操作でさる状態に切り 
替わりまず。 


オプションや仕様により、異なる萬備です。 
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〇 可変スピード U 三ッターを解除ず 
る前の設定速度は記憶されまず。た 
だし、イグこッシヨン位置を一度0 
か1にずると、記憶された速度は 
消去されまず。 

〇 次の操作をしたとさは可変スピー 
ド US ッターが自動的に解除され 
ます。 

• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ 

このとさは確認音が鳴りまず。 

ただし、設定速度より約 20 km/h 
1；(上低い速度までは、一時的に 
キックダウンしても可変スピード 
U ミッターは解除されません。 

• エンジンを停止したとさ 

〇巧変スピード U S ッターを解除し 
てを、設定速度は記憶されていまず。 
記憶されている速度び走行速度より 
をほい場合、記憶されている速度に 
再度設定すると、アクセルペダルを 
踏んでいてを車は減速しまず。 


ホールド 機能 _ 

お道での発進や信号待ちをしていると 
をなどに、車び前進または後退ずるこ 
とを防ぐ機能でず。 

ブレーキ ペダルを踏み続けたり、 パー 
キング ブレーキを 効かせなくてを、 通 
常の路面で、停車した状態を維持する 
ことびでさまず。 


心 事故のおそれびあ0まず 

• 積雪路面や凍結路面、極端な急勾配 
の道路などタイヤが路面をグリップ 
しない状況では、ホールド機能を使 
用しないでください。停車した状態 
を維持でさません。 

• ホールド機能使用時の安全確保や危 
険回避については運転者に全責任が 
あります。 

• エンジンを停止ずるとさや駐車する 
とさ、車から離れるとさは、必ず 
パーキングブレーキを効かせ、セレ 
クターレバーを n に入れてくだ 
さし、。 

• ホールド機能はパーキングブレーキ 

に代わるちのではあ0ません。絶対 

にノてーキングブレーキとして使用し 


ないでください。 

• ホールド機能が作動している状態で 
車から降りないでください。他の乗 
員がペダルなどに触れることにより 
車が動き出ずおそれがありまず。 

• ホールド機能は、車外から、または 
運転者！; I 外の同乗者が操作した0解 
除しないでください。 
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〇ぶールド機能が作動しているとさ 
は、車にブレーキがかけられていま 
す。けん引や洗車機での洗車などで 
車を動かずとさは、ホールド機能を 
解除して < ださい。 

Q マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにホールド機能に関ずる故障/ 
警告^ッセージが表おされた とさは 
(1>258ページ）をご覧ください。 

ホールド機能の作動条件 


ホールド機能は、下のとさに作動さ 
せることがでさまず。 

• 停車しているとき 
• エンジンがかかっているとさ 
• 運転席ドアを閉じているとさ 

• パーキングブレーキが解除されてい 
るとさ 

• ボンネットの□ックが解除されてい 
ないとさ 

• セレクターレバーが ra、OK 
〇のいずれかに入っているとさ 


ホールド機能を作動させる 



① ホールドインジケーター 


► ホールド機能の作動条件を確認し 
9 〇 

► ブレーキペダルを意識的に素早<深 
<踏み込みまず。 

分 ーターパ ネルに ホール ドインジ 
ケーター①が表示されまず。 

表示されないとさは、ブレーキぺダ 
ルをかし戻して、再度意識的に素早 
<深< 踏み込みまず。 

ホールド機能が作動し、ブレーキぺ 
ダルから足を放してち停車したまま 
になりまず。 

。車種や仕様により、下のとさに 
ホールド機能を作動させよラとする 
と、マルチフアンクションデイスプ 
レイに数秒間、"ヴドウテ''巧セン7ニュアル 
3 サンショウ"と表示されまず。 

• パーキングブレーキを効かせて 
いるとさ 

• ボンネットの□ックが解除され 
ているとさ 

• 運転席ドアが開いているとさ 

ホールド機能を解除ずる 


liTF のいずれかの操作をずると、ホー 
ルド機能は解除され、ーターパネル 
のホールドインジケーター①が消灯し 
9 〇 

• セレクターレバーが田■または 
ra に入っているとさに、アクセ 
ルペダルを踏んだとさ 

• セレクターレパーをに入れた 
とさ 


I 


ブレーキぺダ j レを再度踏んだとを 
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A 事故のおそれびありまず 

し^下のとさは、ホールド機能が解除さ 
れ、車び動さだずおそれがあ0ます。 

• アクセルペダルを踏んだとさや、ブ 
レーキペダルを再度踏んだとさ 
• システムまたは電力供給に異常 
(バッテリーあが0など）がおる 
とを 

• バッテ U —の接続が断たれたとさ 
• エンジンルームの電気システムや 
ヒューズなどが変更されたとさ 


Q ホールド機能を解除したときは、 
車の動さに十分注意して < ださい。 

H セレクターレバーをに入れ 
てホールド機能を解除したときは、 
パーキングブレーキを効かせるかブ 
レーキペダルを踏んで、確実に停車 
して < ださい。 

〇 セレクターレバーが tSM に入つ 
ているとさにアクセルペダルを踏 
んでち、ぶールド機能は解除され 
ません。 

〇 ホールド機能が作動して停車して 
いるとさにパーキングブレーキを効 
かせてち、ホールド機能は解除され 
ません。 


ホールド機能の警告 


ホールド機能び作動しているとさに、 
ブレーキペダルを深<踏み込まずに 
し U 下の操作をずると、マルチフアン 
クシヨンデイスプレイに"セレクタレ A ''- 
P -シテクタ''サイ"と警告メッセージび表 
示されまず。 

• ボンネットの□ックを解除したとを 
このとさはホーンを鳴りまず。 

• エンジンを停止したとさ 

このとをに運転席ドアを開くと、 
ホーンち鳴りまず。 

〇 ホールド機能を解除ずるまでは、 
エンジンを再始動でさません。 

• 運転席の乗員がシートベルトを着 
用していない状態で運転席ドアを 
開<か、運転席ドアを開いて運転 
席の乗員がシートベルトをがした 
とさ 

このときにエンジンを停止ずると、 
ホーンち鳴りまず。 

〇 ホーンが鳴っているとさに U モコ 
ン操作で施錠しよラとずると、ホー 
ンの音量が上がりまず。ぶールド 
機能を解除ずるまでは、施錠でさ 
ません。 
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これらのとさは、ブレーキペダルを 
しっかり踏むか、セレクターレバー 
を la に入れると、警告><ッセージ 
は消え、ホーンち鳴り止みまず。 

ただし、車が動き出さないよラにセレ 
クターレバーを〇に入れて、パー 
キングブレーキを確実に効かせて< 
ださい。 

P ぶールド機能を作動させていると 
きに、システムまたは電力供給に異 
常（バッテ U —あが0など）が発生 
したとさは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"スク''二了'レ-キ3フンテ'' 
クタ''サイ！"と警告><ッセージが表おさ 
れます。 

このときは、ブレーキぺ夕 V レをしっ 
かり踏み込んで<ださい。警告><ッ 
セージが消えまず。さらにセレク 
ターレバーを n に入れてぶール 
ド機能を解除し、パーキングブレー 
キを効かせて確実に停車するととち 
に、^ルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場に連絡してください。 


AIR マティック DC サスペンション 


心 事故のおそれびありまず 

ヴスペンシヨンモード選択スイツチや 
車高調整スイッチを操作ずるときは、 
ホイール八ウスの近<や車の下に人が 
いないことを確認してください。車高 
が変化ずるとさに、身体を挟むおそれ 
があ0まず。 


AIR マティック DC (デュアルコント 
□ール）サスペンションは、運転のス 
タイルや路面状況などに応じて、ヴス 
ペンションや車高を最適な状態に自動 
調整します。 

また、サスペンションモード選択ス 
イッチで3種類のモードを選択した 
り、車高調整スイッチで車高を上げる 
ことちでさまず。 

H 安全のため、スイッチの操作は停 
車中に行なって < ださい。 

〇連続して車高を上げたり下げたり 
しないで<ださい。エアポンプの保 
護機能によって作動が停止ずること 
がありまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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サスペンション制御 


①ヴスペンションモード 選択 スイッチ 
©表示灯 

運転スタイルや路面状況、荷物の積載 
状況によってサスペンションを自動制 
御します。 

また、運転スタイルに合わせて、サス 
ペンションモードを選択ずることがで 
さまず。 


点なずる表 
お'打の数 

モード 

作動内容 

0 

コンフオート 

通苗走行用 

他のモードから切り智えたとさは、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに " AIR 巧イツク 
DC 了ノフォ-卜 II と約日秒間表示されまず。 

1 

スポーツ 1 

スポーテイな 
走行用 

他のモードから切り誓えたとさは、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに " AIR 巧イツク 
DC ス矿-ツ 1" と約5秒間表示されまず。 

標準より約 10 mm 低い車高になりまず。 

2 

スポーツ 2 

よりスポー 
テイな走行用 

他のモードから切り智えたとさは、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに " AIR 巧イツク 
DC スド-ツ 2" と約5秒間表示されまず。 

標準より約 15 mm 低い車高になりまず。 


《 CLS 63 AMG の、スポーツ1およびスポーツ2を選択したときのサスペンションの作動 
内容は上記とは異な0ますび、数値は公表されていません。 

《作動内容や数値は予告な<変更される場含びあります。 



ヴスペンションモードを選択ずる 

エンジンがかかっているとさに操作ず 
ることがでさまず。 

► サスペンションモード選択スイッチ 
①を押しまず。 

サスペンション モー ドがコンフ ォー 
I -- "スポーツ1 ー スポーツ2 ーコ 
ンフ ォー トと切り替わりまず。 
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〇イ グニッション位置を0にしたり 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
を、選択したサスペンションモード 
は記憶されていまず。 

〇イグ ニッション位置を2にずると、 
サスペンションモード選択スイッチ 
の表示灯び2つ点灯しまず。エン 
ジン始動後は、記憶されているモー 
ドに対応して、表示灯び点灯しまず。 


車高の調壁 



①車高調整スイッチ 
③表示な 


悪路を走行するとさや、スノーチェー 
ンを装着して走行ずるとさは、車高調 
整スイツチで車高を上げまず。 

エンジンびかかっているとさに操作ず 
ることびでさまず。 

車高を上げる 

► 車高調整スイツチ①を押しまず。 
スイツチの表示灯③び点灯しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"外]ウ矿乃]''リ巧"と表示されまず。 


車高を元に戻ず 

►再度、車高調整スイッチ①を押し 
まず。 

スイッチの表示灯③び消灯しまず。 

選択されているサスペンシヨンモー 
ドの車高に戻りまず。 


A 事故のおそれびあ0まず 

車種や仕様により、サスペンシヨンモー 
ドびコンフォートで、車高調整スイッ 
チ①の表示な③び消巧しているときは、 
エンジンを停止して U モコン操作また 
はキーレスゴー操作で施錠してから約 
60秒(内に、標準より約 10 mm ほい 
車高になることびあります。 

ホイール八ウスの近くや車の下に人び 
いたり物びないことを確認してくださ 
い。身体や物び挟まれるおそれびあ D 
まず。 


〇駐車ずるとさは、車の下や周りに 
縁石や突起物などびないことを確認 
してください。車種や仕様により、 
エンジンを停止して車を施錠したと 
をに車高び下びって接触し、車を損 
傷するおそれびあ0まず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに車高に関ずる故障/警告メッ 
セージび表おされたときは(>260 
ページ）をご覧ください。 
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〇 車高調整スイッチで車高を標準 
より上げたとさは、走行速度が約 
120 km/haU 上になるか、約8日〜 
1 20 km / h での走行が約日分間続く 
と、マルチフアンクションディスプ 
レイに"レへ''ルセンタクショウキョ"と表おさ 
れ、標準の車高に戻りまず。 

^上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

〇 上記の速度域で走行しなかったと 
さは、エンジンスイッチからキーを 
抜いてち、標準より高い車高のまま 
になりまず。 

〇 サスペンションモードがコン 
フォートの場合、走行速度が約 
140 km/haiLL になると標準より低 
い車高にな0まず。 

^上記は、車両の機能の説日月でず。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

〇イグ こッション位置を 2 にずると、 
車高調整スイッチの表示灯が点口し 
ます。エンジン始動後は、記憶され 
ている車高に対応して、表示口が点 
灯しまず。 

〇 車種や仕様により、車を施錠して 
下がった車高は、次にエンジンを 
始動したとさに標準の車高に戻り 
ます。 


パークト□ニック 

パークト□ニックは、フ□ントとリア 
のノ（ンノて一にあるセンサーで障害物な 
どを感知し、車と障害物とのおよその 
距離を、インジケーターと警告音で運 
転者に知らせまず。 

〇パークト□ニックは運転者を支援 
するシステムでず。運転者はパーク 
卜□ニックだけに頼らず、必ず周囲 
の状況を確認して<ださい。特に周 
辺に人や動物がいないことを確認し 
て < ださい。 


パークト□ニックセンヴー 



フロント 

①センサー 


フ□ントバンパーの6個のセンサー① 
とリアノ（ンノ （一 の4個のセンサー®が 
車の周辺の障害物などを感知しまず。 
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U ァ 

③センサー 

〇センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着したときは、ホ色インジ 
ケーターだけび点灯して、約20秒 
後にパークト□ニックび停止しま 
す。センサーに損傷をちえないよ5 
ま意して、定期的に清掃(>245ペー 
ジ）をして<ださい。 

インジケーター/作動表示な 







フ□ント 

①左側インジケーター 
©ち側インジケーター 
③フ□ント作動表示灯 


U ァ 

® 左側インジケーター 
©ち側インジケーター 
© U ア作動表示灯 

リアのインジケーターと作動表示口は 
ルーフ後方の図の位置にありまず。 

ノ（ンノ（一と障害物などとのおよその距 
離を、インジケーターの点灯数でおし 
まず。 

〇システムに異常びあるときは、赤 
色インジケーターだけび点灯して約 
2秒間警告音び鳴り、約20秒後に 
パークト□ニックび停止ずることび 
ありまず。このとさは、パークト〇 
ニックオフスイッチの表示灯び点灯 
します。 

ft イグニッシヨン位置を 2 にずると、 
すべてのインジケーターと作動表示 
灯び一瞬点灯しまず。 


I 


フ□ントのインジケーターと作動表示 
灯はダッシュボード上の図の位置にあ 
りまず。 
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八ークト□ニックの作動条件 


イグこッシヨン位置が2でパーキン 
グブレーキが解除されているとさ、シ 
フト位置に応じて Li (下のよ5に作動 
します。 

シフト位置 

作動内容 

〇 

フ□ントのセンサー 
び作動し、フ□ント 
の作動表示灯③び点 
灯します。 

〇の 

フ□ントと U アのセ 
ンヴーが作動し、フ 
□ントとリアの作動 
表示灯感©が点口し 
ます。 

■a 

パークト□ニックは 
作動しません。 


〇 パークト□ニックが作動したと 
さ、センサーの感知範囲に障害物な 
どがあると、その距離に応じてイン 
ジケーターが点灯し、警告音ち鳴り 
ます。 

〇 パークト□ニックは、速度び約 
1 8 km/h (下のときに作動しまず。 
速度び約 18 km / hl ； ■(上になると作 
動を停止します。 


八ークト□ニックの作動 


センサー感知節囲に障害物び入った 
とを 

センサー感知範囲に障害物び入ると、 
黄色インジケーターび1個点灯しまず。 

障害物とのお離び短<なるにつれ、点 
灯ずる黄色インジケーターの数び増え 
ていをます。 

障害物との距離びぶくなったとを 

障害物とのお離びセンサーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えて1個目の赤色インジケー 
ターび点灯し、警告音び断続的に約3 
秒間鳴りまず。 

最短感知距離（約20〜 15 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加えて 
2個目のホ色インジケーターび点灯し、 
警告音び連続的に約3秒間鳴りまず。 

〇障害物との距離びセンサーの最短 
感知距離よりをお<なると、セン 
サーは障害物を感知でさなかった 
り、正甫に作動しなくなることびあ 
りまず。 

また、点灯していたインジケーター 
び消灯ずることびありまず。 
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センサーの感知節囲 



フ□ント 
バンパー測 

センサー感知節囲 

センター 

約100 cm 〜 20 cm 

コーナー 

約 60cm 〜1 5cm 


IJ ア 

バンパー側 

センサー感知節囲 

センター 

約1 20 cm 〜 20 cm 

コーナー 

約 80cm 〜1 5cm 

Q 車のセンターでバンパーから約 
20cm じ(巧、コーナーでノ（ンノ く一か 
ら約 IScrnLU 巧にある障害物は感 


知でさません。 

Q センサーの周辺にアクセサリーな 
どを取0付けないで< ださい。パー 
クト□ニックが正常に作動せず、車 
を損傷したり事故につながるおそれ 
がありまず。 


〇針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるちのに十分ま意して< 
ださい。これらが至近距離内にある 
とき、状況によっては、センサーが 
これらを感知せず、車や物を損傷ず 
るおそれがありまず。 

Q センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことがあり 
ます。 

Q 電波を発ずる物が近<にあるとさ 
や、不整地などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックが正し<作動 
しないことがありまず。 

P 洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどが 
近 < にあると、超音波が乱され、パー 
クト□ニックが正常に作動しないこ 
とがありまず。 

Q 温度や湿度が高いとさや超音波や 
低周波を発生させる機器が車の近 
くにあるとき、またエンジンルー 
ムの温度が高いとさは、パークト 
□ニックが正常に作動しないこと 
がありまず。運転者はパークトロ 
こックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認して<ださい。特に車 
の周辺に人や動物がいないことを 
確認して < ださい。 
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パークト□ニックオフスイッチ 



① パークト□ニックオフスイッチ 
③表示な 


パークト□ニックの作動を停止ずるこ 
とびでさまず。 

パーク ト□ニックの作動を停止ずる 

► イグニッシヨン位置び2のとさに、 
パークト□ニックオフスイッチ①を 
押します。 

スイッチの表示灯③び点灯しまず。 

八ークト□ニックを作動させる 

►再度、 パーク ト □ニック オフスイ ッ 
チ①を押しまず。 

スイツチの表示灯②び消灯しまず。 


〇システムに異常びあるとさは 、 m 
色インジケーターだけび点灯して約 
2秒間警告音び鳴り、約20秒後に 
パークト□ニックび停止ずることび 
ありまず。このとさは、パークト〇 
ニックオフスイッチの表示灯び点灯 
しまず。 

〇 パークト□ニックオフスイッチで 
作動を停止してを、次にイグニッ 
シヨン位置を2にしてパーキング 
ブレーキを解除した とさ、 パークト 
□ニックは自動的に作動しまず。 
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エアコンデイシ ヨナー 



エアコンディショナーは、設定温度や 
列気温度、日射の強さなどに応じて、 
送風量や送風口の組み合わせなどを自 
動的に調整し、車内の温度や湿度など 
を快適な状態に保ちまず。 

爭環境 

• エアコンディショナーの冷媒には、 
新冷媒 R134a を使用しています。 

• 地琢環境を保護するたが、フ□ンガ 
スを大気放出することはま律で禁止 
されていまず。また、すべての自動 
車オーナーは、フ□ンガスが適切に 
処理されるよラ寶めなければなりま 
せん。 

• エアコンディショナーの冷媒の補 
充、交換、廃棄などは、必ず^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なつて < ださし、。 


A けびのおそれびあ0まず 

• 送風温度を高めに設定してあるとさ 
は、送風口び過熱して高温になり、 
义傷をするおそれびあります。また、 
暖気び送風されているとさは、送風 
口に身体をお付けたままにしている 
と低温火傷のおそれびあ0まず。十 
分にミ主意してくださし、。 

• 送風温度をほめに設定してあるとさ 
に送風口に身体を近付けると、しち 
やけなどを起こずおそれびありまず 
ので十分にミ主意してください。 


H 皮膚の弱い人は、送風□に身体を 
お付けずざないよ5にミ主意してくだ 
ごい。 

〇車内び高温になっているときは、 
エアコンディショナーを作動させる 
前に換気をしてください。 

〇ボンネットの吸気□び雪や氷で覆 
われないよ5にして < ださい。 

Q 送風□や車内の吸排気□び覆われ 
ないよ5にして < ださい。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されまず。 

〇 ドアウインドウやスライデイング 
ルーフ*び開いていると、設定温 
度を維持することびでさません。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
を、設定温度に達ずるまでの時間は 
あまり変わりません。 

〇 エアコンディショナーの機能や 
モードのなかには、併用可能な組み 
合わせびありまず。 

〇 エアコンデイシ ョナー のフイル 
ター類は定期的な交換び必要でず。 
まに、交換時期は使用環境によって 
異なります。 

フィルター類び目づまりを起こして 
いると送風量び減かしまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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の 

送風□選択ダイヤル（左側） 

⑤ 

デフ□スタースイッチ 

⑤ 

送風温度調整スイッチ（左側） 

④ 

ディスプレイ 

⑤ 

送風温度調整スイッチ（ち側） 

(D 

U アデフォッガースイッチ 

⑦ 

送風□選択ダイヤル（ち側） 

④ 

AUTO スイッチ（ち側） 

@ 

AC スイッチ 

颇 

U アエアコンディシヨナー 
コン 卜□—ルスイッチ 

® 

送風量調整スイッチ（強） 

@ 

オフスイッチ 

@ 

送風量調整スイッチ（弱） 

@ 

ホ熱ヒーター.ベンチレーシヨ 
ンスイッチ 

@ 

巧気循環スイッチ 

@ 

AUTO スイッチ（左側） 



© AUTO スイッチ（ち側） 

© AUTO スイッチ（左側） 

⑩ AUTO インジケーター 

エアコンディシヨナーを作動させる 

► AUTO スイッチ®または®を押し 
まず。 

スイッチの表示口が点口し、ディス 
プレイに AUTO インジケーター⑩ 
が表示されまず。 

送風口の組み合わせと送風量が自動 
的に調整されるようになりまず。 

または 

► オフスイッチ®を押しまず。 

エアコンディシヨナーが停止前の設 
定で作動します。 

















エアコンデイシヨナー 


0 送風□選がダイヤル、送風温度調 
整スイッチ、送風量調整スイッチな 
どを押してをエアコンデイシヨナー 
は作動を開始し まず。 

Oauto モードでエアコンデイシヨ 
ナーを作動させると、自動的に AC 
モード （^1 84ページ）に設定され 
ます。 


送風温度の調壁 



③送風温度調整スイッチ（左側） 

⑥送風温度調整スイッチ（ち側） 

⑩送風温度インジケーター 

送風温度を上げる 

► 送風温度調整スイッチ③または⑥の 
上側を押しまず。 

送風温度インジケーター⑩の数 
字び上び0まず。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整スイツチ③または⑥の 
下側を押します。 

送風温度インジケーター⑩の数 
字び下びりまず。 


H フ□ントアームレストの小物入れ 
への送風びでさる車両では、フ□ン 
卜および U アエアコンディショナー 
の設定により、フ□ントアームレス 
卜のル物入れび高温にな0まず。ガ 
スライターやボンべ、熱に弱いをの 
などび入っているとをは、爆発した 
り、溶けて変形ずるおそれびありま 
すのでアームレストへの送風を停止 
してください87ページ）。 

〇 送風温度は左ち別々に設定でさ 
ます。 

〇 通常は22でに設定ずることをお 
勧めします。 


エアコンデイシヨナーの停止 



⑩オフスイッチ 

エアコンディショナーを停止ずる 

► オフスイッチ⑩を押しまず。 

ディスプレイに" 0" び表示され、エ 
アコンディショナーび停止しまず。 

〇 ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*び閉じているときにエア 
コンディショナーを停止ずると、ウ 
インドウび曇りやずくなりまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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AC モード 





@ AC スイッチ 

AC モードでは除湿/冷房された空気 
が送風されまず。 

AUTO モー ドでエアコンデイシ ヨナー 
を作動させたときは、 自動的に AC モー 
ドにな0、スイッチの表示灯が点灯し 
ます。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ®を押しまず。 

スイッチの表示口が消口し、除湿 
/冷房されていない空気が送風さ 
れます。 

AC モードを設定ずる 

►再度、 AC スイッチ®を押しまず。 

スイッチの表示口が点口し、除湿/ 
冷房された空気が送風されまず。 


9環境 

AC モードを解除すると、エンジンへ 
の負荷が軽減し、燃費が向上します。 

A 事故のおそれびありまず 

ドアウインドウとスライデイングルー 
フ*が閉じているとさに AC モードを 
解除ずると、ウインドウの内側が曇り 
やず < なりまず。 

〇 除湿/冷房はエンジンがかかって 
いるときに行なわれまず。 

Oac スイッチを押したときに、表示 
灯が点滅ちし < は消灯したままのと 
きは エアコンデイショナーの 冷媒が 
減っています。除湿/冷房は行な 
ねれません。すみやかに ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

Oac モードを解除しても、しばらく 
は除湿/冷房された空気が送風さ 
れることがありまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 









送風量の調整 


⑩送風量調整スイッチ（強） 

⑩送風量調整スイッチ（弱） 

® 送風量インジケーター 

送風量を手動で調整することがでさ 
ます。 

送風量を上げる 

►送風量調整スイッチ（強）⑩を押し 
ます。 

送風量インジケーター®の点口数が 
増えます。 

送風量を下げる 

►送風量調整スイッチ（弱） ® を押し 
ます。 

送風量インジケーター®の点灯数が 
減りまず。 

〇 エアコンデイシヨナーが AUTO 
モードで作動しているとさに送風量 
調整スイッチを押すと、送風量の 
AUTO モードが解除され、デイスプ 
レイの AUTO インジケーターが消 
口しまず。 AUTO モードに戻ずには、 
再度 AUTO スイッチを押しまず。 

〇 送風量調整スイッチを操作ずる 
と、 U アの送風口からの送風量ち増 
減します。 


エアコンデイシヨナー 


送風□の選択 



①送風口選択ダイヤル（を側） 

⑦送風口選択ダイヤル（ち側） 

⑩ち風ロインジケーター 

► 送風□選択ダイヤル①または⑦をま 
わして、送風□インジケーター⑩を 
巧みの送風□マークに合わせまず。 

〇 送風□の選択は左ち別々に設定で 
さまず。 

〇 エアコンデイシ ヨナーび AUTO 
モードで作動しているとさに送風 □ 
選択ダイヤルを操作ずると、操作し 
た側の AUTO スイッチの表示灯び 
消灯し、送風□選択の AUTO モー 
ドび解除されまず。 AUTO モードに 
戻ずには、再度 AUTO スイッチを 
押しまず。 

〇 送風□インジケーターを送風 □ 
マークの中間に合わせると、組み合 
わせに送風□から送風されまず。 

〇 1」ア中央送風□、 U ア足元送風 □ 
については（[>193ぺージ）をご覧 
<ださい。 

〇 選択した送風 OLU 外の送風□から 
を、微量の送風び行なわれることび 
ありまず。 

〇 フ□ントアームレストのル物入れ 
に送風□びありまず0187ぺ一 
ジ）。 


® 

(〇) 

® @ 


I 














186 エアコンデイシ ヨナー 



左八ンドル車 

送風 □ 

マーク 

主に送風される送風 □ 

B 

中央送風サイド送風□眞 U ァ中央送風 □ 

|〇 

フ□ントウインドウ送風 □© フ□ントドアウインドウ送風 □© 
中央送風サイド送風 □© U ァ中央送風 □ 

の 

フ□ントウインドウ送風 □© フ□ントドアウインドウ送風 □© 
中央送風サイド送風 □© 足元送風 □© 

U ァ中央送風 □ U ァ足元送風 □ 

19 

中央送風サイド送風□眞足元送風 

U ァ中央送風 □ U ァ足元送風 □ 








エアコンデイシヨナー 


送風□の開閉 _ 

中央送風□◎とサイド送風□©を開閉 
でさます。 

中巧送風□を開く 

► 送風□開閉ダイヤル©を上方にまわ 
すと、徐々に中央送風□◎び開さ、 
送風量び上びりまず。 

中央送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル◎を下方にまわ 
すと、徐々に中央送風□◎び閉じ、 
送風量び下びりまず。 

送風□開閉ダイヤル◎を停止ずる 
まで下方にまわずと、送風□び閉 
じまず。 

サイド送風□を開く 

► 送風□開閉ダイヤル©を内側にまわ 
すと、徐々にサイド送風□©び開さ、 
送風量び上びりまず。 

サイド送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル©を外側にまわ 
すと、徐々にサイド送風□©び閉じ、 
送風量び下び0まず。 

送風□開閉ダイヤル⑥を停止する 
まで外側にまわずと、送風□び閉 
じまず。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止ずる 
まで下方またはが側にまねしてち、 
完全に送風口を閉じることはでき 
ません。 


フ□ントアームレストのル物入れへの 
送風* 



©を風用ノブ 


►送風□を開くときは、送風用ノブ© 
を上にスライドさせまず。 

►送風□を閉じるとさは、送風用ノブ 
©を下にスライドさせまず。 

Q フ□ントおよび U アエアコンデイ 
シヨナーの設定により、フ□ント 
アームレストのル物入れが高温に 
なることがありまず。ガスライター 
やボンべ、熱に弱いちのなどが入つ 
ている場合は、爆発したり、溶け 
て変形ずるおそれがありまずので、 
アームレストへの送風を停止して 
<ださい。 

〇 フ□ントアームレストのル物入れ 
への送風量は、フ□ントエアコン 
デイシヨナーの送風量により変化し 
まず。また、送風温度はリアエアコ 
ンデイシヨナーのち側の設定温度に 
より変化しまず。 


を邸 S 恒掛 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ピ風□の風向を調壁 _ 

中央送風□◎とサイド送風□©は風向 
をを調整でさます。 

風向きを調壁ずる 

► 各送風□のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

〇 換気効率を上げるため、各送風 □ 
の風向さを中央にずることをお勧め 
します。 


U アエアコンデイシヨナーの送風温 
度の調整 



⑤送風温度調整スイッチ（左側) 
⑤送風温度調整スイッチ（ち側) 
⑩1」アエアコンディショナー 


コント□ールスイッチ 
颇送風温度インジケーター 
@ 1」アエアコンディショナー 
インジケーター 

フ□ントのコント□ールパネルでリア 
エアコンデイシヨナーの送風温度を調 
整でさまず。 


リアエアコンディショナーの送風温度 
を調壁ずる 

► U アエアコンディシ ョナー コント 
□ールスイッチ⑩を押しまず。 

ディスプレイに1」アエアコンディ 
ショナーインジケーター@び表示 
ごれます。 

また、送風温度インジケーター⑩に 
U アエアコンディショナーの送風温 
度び表示されまず。 

►フ□ントの送風温度調整スイッチ③ 
または⑥で、 U アエアコンディショ 
ナーの送風温度を設定しまず。 

再度、 U アエアコンディショナーコ 
ント□—ルスイッチ⑩を押ずと 、 U 
アエアコンディショナ ー-■ r ンジケー 
夕一@び消え、フ□ントのエアコン 
ディショナーを操作でさる状態に戻 
りまず。 

QU アエアコンディショナーの送風 
温度により、ル物入れ巧び高温に 
なることびありまず。ガスライター 
やボンべ、熱に弱いをのなどび入つ 
ている場合は、爆発したり、溶け 
て変形ずるおそれびあ0まずので、 
フ□ントアームレストのル物入れ 
への送風* ([>187ぺージ）を停止 
してください。 

〇 U アエアコンディシ ョナー コント 
□ールスイッチを押してからなに 
を操作をしないまま約5秒経過ず 
ると、この機能は解除され、ディ 
スプレイび通苗の表示に切り替わ 
りまず。 

〇 U アエアコンディショナーの送風 
温度は左ち別々に設定でさまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 












エアコンデ- 



内気循環モード 



内気循環モードに設定されているとさ 
ち、一定時間が経週ずると(下のよラ 
にが気導入に切り替わりまず。 


© 内気循環スイッチ 

トンネル内など、空気がミちれた場所で 
列気を車内に入れた<ないとさに使用 
します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気が循環されまず。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、ドアウインドウとスライディン 
グルーフ*を開閉でさまず。 

A 事故のおそれびありまず 

外気温度が低いとをや、ドアウインド 
ウとスライディングルーフ*が閉じて 
いるとさは、内気循環モードの設定は 
短時間にとどめてください。 
ウインドウが曇りやすくなり、事故を 
起こすおそれがあります。 


内気循環モードに設定ずる 

► 巧気循環スイッチ⑩を押しまず。 
スイッチの表示灯び点灯しまず。 

内気循環スイッチ⑩を約2秒し U 上 
押し続けると、開いているドアウ 
インドウとスライデイングルーフ* 
び自動で閉じまず。 


外気温度が約5で iU 
下のとさ 

約5分後 

AC モードを解除し 
ているとさ 

約5分後 

列気温度が約5で iU 
上のとさ 

約30分後 


内気循環モードを解除ずる（夕1•気導入 
モードにずる） 

►再度、内気循環スイッチ⑩を押し 
ます。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 

内気循環スイッチ⑩を約2秒し U 上 
押し続けると、ドアウインドウとス 
ライディングルーフ*び前回開い 
ていた位置まで自動で開さまず。 

A けびのおそれびありまず 

内気循環スイッチでドアウインドウや 
スライディングルーフ*を閉じている 
ときに、挟み込みなどの抵抗があると、 
ただちに動さを停止する機能がありま 
すが、乗員が身体を挟まれないよラ、 
十分にミ主意してください。 

A けびのおそれびありまず 

内気循環スイッチでドアウインドウを 
開いているとさは、ドアウインドウに 
身体を寄りかけないで<ださい。ドア 
ウインドウとドア フレームとの 間に身 
体が引さ込まれてけがをするおそれが 
ありまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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P 挟み込み防止機能には、挟み込み 
を感知しない範囲がありまず。内気 
循環スイッチでドアウインドウを閉 
じるとさは十分ま意してください。 

〇 が気温度が非常に高いとさは、冷 
房効率を高めるために自動的に内気 
循環モードに切り替わることがあり 
ますが、このとさ表示口は点口しま 
せん。約3日分経過ずると、一定の 
割合でが気導入をはじめまず。 

Oac モードを解除ずるかデフ□ス 
ターモードにずると、外気導入モー 
ドになりまず。 

〇 内気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウやスライデイングルーフ* 
を別のスイッチで開し^た場合、開し^ 
たドアウインドウやスライデイング 
ルーフ*を内気循環モードの解除 
操作と連動して、前回開いていた位 
置まで開くことはでさません。 


デフ□スターモード 



©デフ□スタースイッチ 

フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 
インドウの内側の曇りを取るときに使 
用します。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ③を押しまず。 
スイッチの表示口が点口しまず。 

エアコンディシヨナーが liTF の内容 
で作動します。 

• 除湿された空気が送風されまず。 

• 送風量が上がりまず。 

• 送風温度が高 < なりまず。 

• フ□ントウインドウ送風口、ド 
アウインドウ送風口、サイド送 
風口から送風されまず。 

• 内気循環モードが解除されまず。 

〇 送風量および送風温度は外気温度 
により、自動的に調整されまず。 


B を邸 e 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 








デフ□スターモードを解除ずる 

►再度、デフ□スタースイッチ®を押 
します。 

スイッチの表示灯が消灯しまず。 

デフ□スターモードに設定ずる前の 
内容でエアコンデイシヨナーが作動 
します。 

ただし、デフ□スターモードに設定ず 
る前に AC モードを解除していたとさ 
は AC モードに、内気循環モードにし 
ていたとさはが気導入になりまず。 

〇 曇りが取れたら、ずみやかに解除 
して < ださい。 

〇 デフ□スターモードに設定してい 
るときは、フ□ントエアコンデイ 
シヨナーの送風温度や送風量などの 
調整はでさません。 

ウインドウの夕«則び量るとき 

車外の湿度が高いとさなどに、ウイン 
ドウのが側が曇ることがありまず。こ 
のときは、ウインドウに冷気が当たら 
ないように送風口を調整ずると、が側 
の曇りを軽減でさまず。 

また、フ□ントウインドウが側の曇り 
を取るとさには、ワイパーを作動させ 
て < ださい。 


エアコンデイシヨナー 


リアデフォッガー _ 

_ ® 

が Wfp お @ 

© リアデフ ォッガース イッチ 

A 事故のおそれびありまず 

ウインドウに雪や氷が付着していると 
さは、走行前にそれらを取り除いて視 
界を確保して<ださい。事故を起こす 
おそれがあります。 

B 消費電力が大さいため、曇りが取 
れたら早めに停止して<ださい。 

リアウインドウの曇りを取るときに使 
用しまず。 

イグこッシヨン位置が2のとさに使用 
でさまず。 

U アデフォッガーを使用ずる 

► リアデフォッガースイッチ®を押し 
ます。 

スイッチの表示灯が点灯しまず。 
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リアデフォツガーを停止ずる 

► 再度、 U アデフォツガースイツチ⑧ 
を押します。 

スイツチの表示灯び消灯しまず。 

U アデフォツガーは数分後に自動的に 

停止します。 

〇 リアウインドウに雪や氷が付着し 
ている場合は、それらを取り除いて 
から使用して < ださい。 

〇 が気温度と走行速度により、リア 
デフォツガーが自動的に停止ずるま 
での時間は異な0まず。 

〇 バツテ U —の電圧びほくなると自 
動的に停止し、表示灯び点滅しま 
す。まに、 U アデフォツガースイツ 
チを押してを作動しない場合びあり 
ます。電圧び回復ずると自動的に作 
動を始めます。 

〇 外気温度びほいとさは、 U アデ 
フォツガースイツチを押してをずぐ 
に作動しない場合びありまず。 


を熱ヒーター- ベンチ レーシヨ ン 



@を熱ヒーター.ベンチレーシヨンス 
イッチ 

@余熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンイン 
ジケーター 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
きに使用しまず。 

イグこッシヨン位置が0か1のとき、 
またはキーを抜いているとさに使用で 
さまず。 

余熱ヒーター-ベンチレーシヨンを使 
用ずる 

► を熱ヒーター-ベンチレーシヨンス 
イッチ®を押しまず。 

ディスプレイに余熱ヒーター-ベン 
チレ ーシヨン インジケーター®が 
表示されます。 

外気温度やエンジンを停止ずる前の 
設定温度などにより、送風口や送風 
温度は自動的に調整されまず。 
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余熱ヒーター-ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

► 再度、余熱 ヒーター •ベンチ レー シヨ 
ンスイツチ®を押しまず。 

ディスプレイの余熱ヒーター-ベン 
チレーシヨンインジケーター®が 
消えまず。 

m 下のときは、を熱ヒーター-ベンチ 
レーシヨンが自動的に停止しまず。 

• イグこツシヨン位置を2にしたとさ 

• を熱ヒーター-ベンチレーシヨンを 
使用してから約3日分経過したとさ 

• バツテ U —の電圧が低下したとさ 
〇 送風量は弱で一定に保たれまず。 

〇 エンジン冷却水の温度が低いとさ 
や列気温度が高いとさは、暖気の送 
風は行なわれません。 


エアコンデイシヨナー 


リアエアコンディシ ヨナー 

1 0 ® 

の U ア中央送風 □ (左側） 

感 U ア中央送風 □ (ち側） 

⑤ U ア中央送風□開閉ダイヤル 
(ち側） 

④送風温度調整スイッチ（ち側） 

⑤ディスプレイ 

© 送風温度調整スイッチ（左側） 

@ U ア中央送風□開閉ダイヤル 
(左側） 

U アエアコンデイシヨナーは、フ□ン 
トエアコンディシヨナーに連動して、 
作動/停止します。 

〇 U ア足元送風□び前席下部にあり 
ます。荷物などで送風□を面さびな 
いで < ださい。 
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リア中央送風□の開閉 


IJ ア中央送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル③⑦を上方にま 
わすと、徐々に U ア中央送風□①③ 
び開さ、送風量び上びりまず。 

IJ ア中巧送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル③⑦を下方にま 
わすと、徐々に U ア中央送風□①③ 
び閉じ、送風量び下びりまず。 

送風□開閉ダイヤル③⑦を停止ずる 
まで下方にまわずと、送風□び閉じ 
ます。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下方にまわしてを、完全に送風 □ 
を閉じることはでさません。 

リア中央送風□の風向を調壁 

ち送風□のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

送風温度の調壁 


送風温度を調整ずることびでさまず。 

送風温度を上げる 

► 送風温度調整スイツチ④⑧の上側を 
押します。 

ディスプレイ⑥に表示される送風 
温度インジケーターの数字び上び 
りまず。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整スイツチ④⑧の下側を 
押します。 

ディスプレイ⑥に表おされる送風 
温度インジケーターの数字び下び 
りまず。 


Q フ□ントアームレストのル物入れ 
への送風びでさる車両では、送風 
温度により、ル物入れ内び高温に 
なることびありまず。ガスライター 
やボンべ、熱に弱いをのなどび乂っ 
ている場合は、爆発したり、溶け 
て変おするおそれびありまずので、 
フ□ントアームレストのル物入れ 
への送風* ([>187ページ）を停止 
して < ださい。 

〇 送風温度は左ち別々に設定でさ 
ます。 

〇 通常は22でに設定ずることをお 
勧めします。 

〇フ □ントの送風量調整スイッチを 
操作ずると、 U アの送風□からの送 
風量を増減しまず。 

〇フ □ントの送風温度調整スイッチ 
で U アエアコンデイシヨナーの送風 
温度を調整しているとをは、リアの 
送風温度調整スイッチは操作でさま 
せん。 

〇フ □ントエアコンデイシヨナーで 
AC モー ドを解除しているときは、 
1」アエアコンデイシヨナーからを除 
湿/を房された空気は送風されま 
せん。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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r ングルーフ * 


A けびのおそれびありまず 

• スライディングルーフを閉じるとさ 
は、身体や物が挟まれないよラにミ主 
意してください。挟まれそラになつ 
たとさは、ただちにスライディング 
ルーフスイッチを操作して、スライ 
ディングルーフを開いて < ださい。 

• 子供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。スライディング 
ルーフを操作してけがをしたり、事 
故の原因になりまず。 

• スライディングルーフのガラスは事 
故のとさに割れるおそれがありま 
ず。シートベルトを着用していない 
と、車が横転したとさにスライディ 
ングルーフの開口部から車外に放り 
出されて、致命的なけがをするおそ 
れがあ0ます。乗員全員がシートべ 
J レトを着用してください。 

P 走行中はスライディングルーフか 
ら身体を出さないで<ださい。けが 
をするおそれがあ0まず。 

〇スライディングルーフの開口部か 
ら、物を出し入れしないで < ださい。 
スライディングルーフのシール部を 
損傷するおそれがありまず。 

P 降雨後や降雪後にスライディング 
ルーフを開くとさは、ルーフ上の水 
や雪などを取り除いて<ださい。車 
内に水や雪などが入るおそれがあ0 
ます。 

〇スライディングルーフ上に雪や氷 
び付着した状態で操作しないで < だ 
さい。スライディングルーフを損傷 
するおそれびありまず。 


〇スライディングルーフの開□部に 
腰をかけたり、荷物を載せたりして 
大さな力を加えないでください。ス 
ライディングルーフを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

〇車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウとスライディン 
グルーフび完全に閉じていることを 
確認して < ださい。 

〇 スライディングルーフは、車外か 
ら U モコン操作で開くことびでさま 
す0103ページ）。 

〇 スライディングルーフは、車外 
から U モコン操作まにはキーレス 
3—操作で閉じることびでさまず 
(>104 ぺージ)。 

〇 スライディングルーフを開いて走 
行しているとき、走行風の影響など 
で空気の振動を感じる場合は、スラ 
イディングルーフの開度を変えるか 
ドアウインドウをかし開くと、解消 
ずることびありまず。 

〇 スライディングルーフび自動で 
開閉しなし）とさは、スライディン 
グルーフを U セットしてください 

(>199ぺージ)。 

〇イグ ニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
から約5分間は、スライディング 
ルーフを開閉でさまず。その間にフ 
□ントドアを開くと、スライデイン 
グルーフは開閉でさな < なりまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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スライデイングルーフ 



①開< 

⑤閉じる/チルトダウンずる 
⑤チルトアップする 

イグニッシヨン位置び1か2のとき 
に操作でさまず。 


スライディング ルーフを 開く 
開< 

► スイッチをのの方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけ開きまず。 

サンシエード（[>199ページ）び 
閉じているときは、連動して開き 
ます。 

自動で開く 

► スイッチをのの方向にいっぱいま 
で操作ずると、自動で全開しまず。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動で開いているスライデイ 
ング ルーフは 停止しまず。 


スライディング ルーフを 閉じる 


閉じる 

► スイッチを⑤の方向に軽く操作し 
まず。 

操作している間だけ閉じまず。 

自動で閉じる 

► スイッチを⑤の方向にいっぱいま 
で操作すると、自動で全閉します。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動で閉じているスライデイ 
ング ルーフは 停止しまず。 

► 必要に応じて、サンシエード（1>199 
ページ）を閉じまず。 

〇スライデイングルーフには挟み込 
み防止機能びありまずび、スライ 
デイングルーフを閉じるとさは、身 
体などを挟まないよラにミ主意してく 
ださい。特にモ供にはま意してくだ 
さし、。 
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スライディングルーフをチルトアッ 
プずる _ 

スライディングルーフは、後部をチル 
トアップすることびでさまず。 

チルトアップずる 

► スイッチを⑤の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけチルトアップし 
ます。 

自動でチルトアップずる 

► スイッチを⑤の方向にいっぱいま 
で操作すると、自動でチルトアッ 
プします。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動でチルトアップしてし、 
るスライディングルーフは停止し 
ます。 

〇 スライディングルーフび開いてい 
る状態のとさにスイッチを③の方 
向に操作して保持ずるか、いっぱ 
いまで操作すると、スライディング 
ルーフは閉じ、チルトアップした状 
態になりまず。 


スライディングルーフをチルトダウ 
ンずる 

チルトダウンずる 

► スイッチを⑤の方向に軽く操作し 
9 〇 

操作している間だけチルトダウンし 

cK 9 〇 

自動でチルトダウンずる 

► スイッチを⑤の方向にいっぱいま 
で操作ずると、自動でチルトダウ 
ンしまず。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動でチルトダウンしてい 
るスライディングルーフは停止し 
ます。 
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スライデイン グルー フ 


挟み込み防止機能 _ 

スライディングルーフには挟み込み防 
止機能びありまず。 

スイッチを操作し続けてスライディン 
グルーフを閉じるかチルトダウンして 
いるとを 

挟み込みなどのお巧びあると、にだち 
に停止し、その位置からかし開さまず。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能び作動したとさは、挟み込み防止機 
能は作動しない場合びありまず。 

A けびのおそれびありまず 

挟み込み防止機能び作動しない状態で 
スライディングルーフを閉じるとさは 
十分を意してください。 


自動でスライディング ルーフを 閉じる 
かチル ト ダウンしているとを 

挟み込みなどの抵抗びあると、ただ 
ちに停止して、その位置からかし開 
をます。 

[I スライディングルーフには挟み込 
み防止機能びありまずび、スライ 
ディングルーフを閉じるとさやチル 
トダウンずるときは、身体などを挟 
まないようにミ主意してください。特 
にモ供にはま意してください。 


レインク□-ズ機能 _ 

スライディングルーフを開いた状態 
で、イグニッシヨン位置を0にずる 
か、エンジンスイッチからキーを巧い 
たとさは、し U 下のとさにスライディン 
グルーフび自動で閉じ、チルトアップ 
した状態で停止しまず。 

• 降雨などによりレインセンサーび雨 
滴を感知したとさ 

• イグニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
から、約12時間び経週したとさ 

• バッテ1」一電圧びほ下したり、電力 
イ其給系統び故障したとさ 

D スライディングルーフから身体や 
物などを出さないで<ださい。レ 
インク□ーズ機能でスライディン 
グルーフび閉じているとさに挟み 
込みなどの抵抗びあると、挟み込 
み防止機能び働いてスライディン 
グルーフびただちに停止し、その 
位置からかし開さまず。その後レ 
インク□—ズ機能は解除されまず。 

〇 じ(下のとをは、レインク□ーズ機 
能は作動しません。 

• スライディングルーフをチルト 
アップしているとさ 

• レインセンサーに雨滴がかから 
ないとさ 

〇イ グニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約3日秒間は、レインク□ーズ 
機能は作動しません。 
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①サンシェード 
©グリップ 


スライディングルーフを開<と、連動 
して開さまず。 

サンシエードは、スライデイングルー 
フが閉じているか、 チルトアップして 
いるとさに開閉でさまず。 

サンシエードを開閉ずる 

►グリップ®を持って、前後に開閉 
します。 

〇スライディング ルーフを 開くとき 
は、 サン シエー ドと ルーフ 内張り 
の間に身体や物び挟まれないよ5 
にま意してください。 


スライディングル~フのリセット 

スライディングルーフびスムーズに作 
動しないとさや自動で開閉しないと 
さ、バッテ U —の接続び断たれたとさ 
は、スライディングルーフのリセット 
を行なって < ださい。 

►ヒューズー覧（[>31日ページ）を参 
考に、スライディングルーフに該当 
するヒューズを抜きまず。 

► 再度ヒューズを差し込みまず。 

►イグこッション位置を1か2にし 
ます。 

►スイッチを感の方向（>196ぺ一 
ジ）に押して、スライディングルー 
フを完全にチルトアップし、そのま 
ま約2秒 LU 上保持しまず。 

► スライディングルーフが自動で開閉 
することを確認しまず。 

自動で開閉しないとさは、再度リ 
セット操作を行なって<ださい。 

〇 スライディング ルーフの リセット 
びでさないとさなどは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で作業を行 
なって< ださい。 
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荷物の積み方/ル物入れ 



A けびのおそれびありまず 

走巧中は、ル物入れのカバーを開いた 
ままにしないでください。また、シー 
トポケットには重い物を収納しないで 
<ださい。急ブレーキ時や急な進路変 
更時、事故のとさなどに収納物び巧び 
出して乗員びけびをずるおそれびあ0 
まず。 

〇収納物びル物入れからはみ出さな 
いよラにして < ださい。 

〇ル物入れのカパーび閉じなくなる 
よ5な大さな物をル物入れに入れな 
いでください。ル物入れや収納物を 
損傷するおそれびありまず。 

〇ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

〇貴重品はル物入れに保管しないで 
<ださい。 


グ□ーブボックス 



左八ンドル車 
① オープナーボタン 
③ キーシリンダー 
③ カバー 


グ□ーブボックスを開< 

► オープナーボタン①を押しまず。 
カバー ③び開きまず。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックしまず。 

〇グ □ーブボックス巧には、メディ 
アインター フェース. 外部入力用 
端テびありまず。詳しくは別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 

〇イ グニッシヨン位置び2のとさ 
にグ□ーブボックスを開くと、グ 
□ーブボックス内のランプび点灯 
しまず。 

グ□—ブボックスの施綻 


キー シ U ン ダー ③に エマー ジェン シー 
キーを差し込んでグ □ーブボ ックスを 
施錠/解錠ずることびでさまず。 

グ□—ブボックスを施綻ずる 

► キーを水平位置にまわしまず。 

グ□-ブボックスを解綻ずる 

► キーを垂直位置にまわしまず。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施錠してくださしんその際は、エマー 
ジェンシーキーをキー本体から取り 
外し、携帯してください。 
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フ□ントアームレストのル物入れ 



①ボタン 
③カ バー 


フ□ントアームレス 卜のル物入れを 
開< 

► ボタン①を押してカバーを開さまず。 

ボタン①は左ちにあり、カバー③を 
左ちに開 < ことびでさまず。 

フ□ントアームレストのル物入れを閉 
じる 

► カバー③を下げて□ックしまず。 

〇 車幅口が点灯しているとさにアー 
ムレストのカバーを開くと、ル物入 
れ内のランプが点灯しまず。 

〇 ル物入れ内には販売店オプション 
の携帯電話用コネクターを装着する 
ことがでさまず。 

詳し<は、お買い上げの販売店また 
はルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


リアセンターコンソールのル物入れ 



① カバー 


U アセンターコンソールのル物入れを 
開< 

► カバー①を後方にスライドしまず。 

リアセンターコンソールのル物入れを 
閉じる 


► カバー①を前方にスライドしまず。 

リアアームレストのル物入れ 



① レバー 
③カ バー 


リアアーム レス 卜のル物入れを開く 

► レバー ①を引きなびら、 カバー ③を 
開さまず。 

リアアームレスト①ル物入れを閉じる 

► カバー③を閉じまず。 
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荷物の積み万/ル物入れ 


運転席シート下のル物入れ 



左八ンドル車 
①ノブ 
® カバー 


運転席シート下のル物入れを開く 

► ノブ①を引き、カバー®を前方に開 
さまず。 

運転席シート下のル物入れを閉じる 

► カバー®を後方に押して□ツクし 
ます。 

〇 助手席シート下のル物入れには救 
急セツトが収納されていまず。 

A けびのおそれがありまず 

フ□ントシート下部のル物入れには、 
重い物を収納しないでください。また、 
走行ずるとさは、ル物入れのカバーが 
確実に閉じていることを確認してくだ 
さい。急ブレーキ時や急な進路変更時、 
事故のとさなどに収納物が飛び出して 
柔員がけがをするおそれがあ0ます。 


シートポケット 



① シー トポケット 


フ□ントシートの背面にはシートポ 
ケット①がありまず。 

U シートポケットには、重い物やか 
たい物、ビンや吿、割れやずい物、 
鋭利な形状の物を入れないで<だ 
さい。 


カップホルダー 


A 乂傷のおそれびありまず 

• 走行中はカップホルダーを使用しな 
いで<ださい。急プレーキ時や急な 
進路変更時、事故のとさなどにカッ 
プホルダーに置いた容器が飛び出し 
て、乗員が火傷をずるおそれがあり 
まず。 

• カップホルダーのサイズに含ったフ 
夕付さの容器を使用してください。 

• 火傷防止のため、熱い飲み物が入っ 
た容器を置かないでください。 
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〇カップホルダーに飲み物を置くと 
をは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしに0、結露した水滴び重 
れないよ5にま意して < ださい。 

スイッチや電装品などを損傷した 
0、ショー h して発乂ずるおそれび 
ありまず。 


フ□ントのカップホルダー 



① ボタン 
③ カップホルダー 


カップホルダーを使用ずる 

► ボタン①を押しまず。 

カップホルダー③びポップアップし 
ます。 

カップホルダーを収納ずる 

►ボタン①を押しなびら、カップホ 
ルダー③を下方に押して□ックし 
ます。 


リアセンターコ ンソ ー) UD カツプ tW 的.一 



①カバー 


カツプホルダーを使用ずる 

► カパ'一のを前方にスライドしまず。 



③カ ップホルダー 
③□ック解除ノブ 


カップホルダーを取りがず 

► □ック解除ノブ③を後方にスライド 
して、カップホルダー③を上方に取 
り外しまず。 

カップホルダーを取り付ける 

►カップホルダーを元の位置に戻し、 
□ック解除ノブ③を前方にスライド 
して、カップホルダー③を□ックし 
ます。 

〇 カップホルダーを取りがずと、ル 
物入れとして使用できます。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


リアアームレストのカップホルダー 



① カップホルダー 


カップホルダーを使用ずる 

► カッフホルダー①を矢印の方向に押 
します。 

カップホルダー①び前方に出まず。 

カップホルダーを収納ずる 

►カツプホルダー①を押して □ ックし 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


収納ネット 


A けびのおそれびあ0まず 

• 収納ネットには、重い物やかたい物、 
ビンや宙、割れやずい物、鋭利な形 
状の物を入れないでください。 

• 収納ネットから収納物がはみ出さな 
いよラにしてください。 



ち八ンドル車 
①収納ネット 


助手席の足元には新聞や雑誌などを収 
納でさるネットびあ0まず。 


トランクフック* 



①フック 
③ストラップ 


トランクルームの上部に、バッグなど 
をかけるフックびありまず。 
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トランクフックを使用ずる 

►ストラップ③を引いて、フック①を 
下げまず。 

〇重い物や割れやずい物、鋭利な 
物などをフックにかけないで<だ 
さい。 


ルーフラック 

A けびのおそれびありまず 

• ルーフラックを取り付けるとさは、 
製品に添付されている取扱説明書に 
従ってください。取り付けちを誤る 
と、事故の原因になります。 

• ルーフの最大積載量（約 1 OOkg ) 
を超えないよラに注意してくださ 
し、。また、ルーフに荷物を積んでい 
るとさは、車の重む位置が変化し、 
走行安定性に影響を与えまず。運転 
するとさは十分ミ主意してください。 

ルーフラックはダイムラー社の純正品 
および指定品の使用をお勧めしまず。 
詳しくはルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 



①カ バー 


ルーフラックを取り付ける 

► カバー①をが側に開きまず。 

ルーフラックを取り付けまず。 

〇ルーフの最大積載量については 
0323ページ）をご覧ください。 

D 純正品および指定品政がのルーフ 
ラックを取り付けると車を損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

Q ルーフラックを取り付けるとさは 
下記に注意して<ださい。車を損傷 
ずるおそれがありまず。 

• スライデイングルーフ*をチル 
トアップさせたとさに接触しな 
いこと 

• トランクを開いたときに接触し 
ないこと 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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室内装備 




①サンバイヴー 

③ バニテイ吉ラーカバー 

③ 照巧 

④ バニテイ吉ラー 

⑥ カー ドホルダー 

⑥フック 

前ちか5の眩しさを防ぐ 

► サンバイザー①を下げまず。 

横方向か5の眩しさを防ぐ 

► サンバイザーを下げまず。 

► サンバイヴーをフック⑧から外し 
ます。 

► サンバイヴーを横にまわしまず。 

〇サンバイヴーを横にまわずとさ 
は、バニテイ云 ラー カバーを閉じて 
ください。ルーフ内張りやバニテイ 
S ラー カノ（一を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇 バニテイミラーの横には力ードホ 
ルタ'一⑥びありまず。 


バニテイミ ラー 

バニテイ ミラーを使用ずる 

► サンノ くイヴー®を下げまず。 
►バニ テイ S ラーカバー ⑤を上方に 
開をます。 

照巧⑤び点灯しまず。 

使用後はノ（ニテイミラーカバーを閉 
じまず。 

A 事故のおそれがありまず 

走巧中はノ くニテイ云ラーのカノ（一を閉 
じてください。眩惑により事故を起こ 
ずおそれびあります。 


〇 照日月⑤はサンノ（イヴーびフック 
にかかっているとさに点灯しまず。 
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①電動ブラインドスイッチ 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 

に作動しまず。 

電動ブラインドを展開ずる（上げる） 

► 電動ブラインドスイッチ①を押し 
ます。 

電動ブラインドを収納ずる（下げる） 

►再度、電動ブラインドスイッチ①を 
押します。 

〇電動ブラインドは展開/収納中に 
スイッチを再度押すとそのとさの位 
置で停止しますび、おず完全に展開 
しているか収納している位置で使用 
してください。中間の位置で使用ず 
ると損傷するおそれびありまず。 

〇電動ブラインドの展開/収納の妨 
げになるようなちのを周囲に置かな 
いで < ださい。 


灰皿 


A 火災のおそれびあ0まず 

• 暇いがらやマッチの火は確実に消し 
て<ださい。 

• 紙<ずなどの燃えやずい物は入れな 
いで < ださい。 

• 使用後は確実にカバーを閉じて<だ 
さし、。 


フ□ントの灰皿 



①カバ ー 
©ノブ 
@灰皿 


灰皿を開< 

► カバー①のマークを軽<押しまず。 
Q 開< とさはマークじ(がの部分を押 
さないで<ださい。カバーの開閉機 
構を損傷するおそれがありまず。 

灰皿を閉じる 

► カバー①を下方に押して□ックし 
ます。 


B を馨恒冊 











208 


室内装備 


巧皿を取り外ず 

►エンジンを停止し、パーキングブ 
レーキを確実に効ひせまず。 

►イグニッシヨン位置を2にして、 
ブレーキペダルを踏みなびら、セレ 
クターレバーを匿21に入れまず。 

► ノブ③をち側に押しなびら、灰皿③ 
を上方に引さ上げて取り外しまず。 

〇灰皿を取り外ずとさは、必ずエン 
ジンを停止し、パーキングブレーキ 
を確実に効かせてください。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿③を押し込んで□ックさせまず。 


リアの巧皿 



ち側 I 」アドアの吸皿 
① カバー 
③フラップ 
③吸皿 


巧皿を開< 

► カバー①の上部を軽く押しまず。 

の皿を閉じる 

►カノ（一①を押して閉じまず。 

灰皿を取りがず 

►灰皿を開さ、フラップ③を矢印の方 
向に引さなびら灰皿③を引さ上げて 
取り外しまず。 

巧皿を取り付ける 

► 灰皿③を押して□ックごせまず。 



①ライター 


イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に使用でさまず。 
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ライターを使用ずる 

► ライター①を押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻りまず。 

使用後はの皿で灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 

A 乂傷や义災のおそれびあ0まず 

• ライターは必ずノブの部分を持って 
ください。金属部を持つと火傷をす 
るおそれがお0ます。 

• テ供を乗せるとさは、ライターを 
抜さとるなどして、子供が火傷を 
したり、火災が発生しないよラに 
ミ主意してください。 

P ライターを押し込んだ後、押さえ 
続けないで<ださい。ライターを 
損傷するおそれびありまず。 

P 赤熱部に灰や異物び付着したまま 
使用しないで<ださい。乂災び発生 
するおそれびありまず。 

P ライターを改造したり、純正品しツ 
外のライターを使用しないでくださ 
し、。ライターやセンターコンソール 
を損傷しにり、乂災び発生ずるおそ 
れびありまず。 

P ライターび戻らなくなったとき 
は、イグニッション位置を0にず 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜いて、メルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場に連絡して くださし、。 

P アクセサ1」一電源としてライター 
ソケットを使用ずるとさは、純正 
アクセサ U — だけを使用してくだ 
さし、。 


12 V 電源ソケット 



① ソケットカバー 

② カバー 


U アセンターコンソール後部のル物 

入れに 12V 電源ソケットびありま 

ず。電気製品などの電源として使用 

します。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 

に使用でをまず。 

12 V 電源ソケットを使用ずる 

► ル物入れのカバー③を後方にスライ 
ドして開をまず。 

►ソケットカバー①を開さ、電気製品 
の電源コネクターを確実に差し込み 
ます。 

〇必ず DC12V、 最大消費電流1 5A 
(下（最大消費電力 180Wii (下） 
の規格に合った電気製品を使用して 
ください。規格外の製品や規格(上 
の大さな容量の製品を使用ずると 
ヒューズび切れた0、乂災び発生ず 
るおそれびありまず。 

〇電源ソケットにライターを差し込 
まないで < ださい。 

。ソケット内に指などを入れないで 
ください。感電ずるおそれびあり 
ます。 
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Q エンジンがかかっていないとさは 
長時間使用しないで<ださい。バッ 
テ U —があがるおそれがあ0まず。 

H 電源ソケットを使用しないときは 
カバーを閉じて<ださい。異物が 
入った0、水がかかると故障の原因 
になりまず。 


アシストグリップ 


A 事故のおそれがありまず 

SRS ウインドウバッグの作動を巧げた 
り、作動時に物が飛んで乗員がけがを 
するおそれがありますので、政下の点 
にミ主意して < ださい。 

• アシストグリップに八ンガーやア 
クセヴ U —などをかけないで<だ 
さし、。 

• コートフックには軽く柔らかいを服 
ながの物をかけないでください。 

• コートフックを使用するとさは、ノ、 
ンガーなどを使用はず、巧服を直接 
かけて < ださい。 

各ドアウインドウの上方にアシストグ 

1」ップびありまず。 

U アのアシストグ1」ップには、コート 

フックび装備されていまず。 

〇アシストグ1」ップにぶらさびった 
り、必要 LU 上の大さな荷重をかけな 
いで<ださい。アシストグ1」ップを 
損傷するおそれびありまず。 

〇運転をは運転中にアシストグ U ッ 
プを使用しないでください。 

Q コートフックを使用ずるときは、 
を服び運転者の視界の巧げにならな 
いよラにして < ださい。 

* オプションや仕様により、異なる装備でず。 



ち八ンドル 車 

①フ□アマットの凹部 

⑤フ□アの凸部 

A 事故のおそれびありまず 

• 運転席のフ□アマットを使用する 
とさは、ペダルとの間に十分な空 
間びあ0、確実に固定されている 
ことを確認してください。 

• 運転席のフ□アマットは、フ□アの 
凸部③とフ□アマットの凹部①で確 
実に固定してください。 

• 走行前にフ□アマットび確実に固定 
されていることを確認してくださ 
し、。確実に固定されてし、ないと、フ 
□アマットび滑った0、ペダル操作 
を妨げるおそれびあ0まず。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないで < ださし、。 

運転席のフ□アマットを取り付ける 

► 運転席シートを後方に動かしまず。 

► フ□アマットを敷さまず。 

►フ□アマットの凹部のを押し、フ 
□アの凸部⑤にはめ込みまず。 

運転席のフ□アマットを取りがず 

► フ□アの凸部⑤からフ□アマット 
を取り外しまず。 


B を邸6恒冊 









211 


慣 5 し運転 . 

燃料®給油 . 

エンジンルーム •••• 
タイヤとホイール- 
寒を時の取り扱い- 
走行時のミち意…… 
メンテナンス…… 
曰常の手入れ…… 


こ度0芭 e 拙田 
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慣百し運転 


慣5し運転 


A 事故のおそれびありまず 

新品のブレーキパッドは、目安とし 
て走行距離が数百 km を超えるまで 
は制動能力を完全には発揮でさませ 
ん。この期間は必要に応じてブレー 
キペダルをかし強化)に踏んで < ださ 
し、。また、 ブレーキパッドやブレー 
キディスクの交換を行なったとさを、 
同様です。 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 

が馴染むまで r 慣らし運転」ずること 

をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行な5こ 

とにより、将来にわたって安定した性 

能を維持することがでさまず。 

最初の1,500 km までは政下のミ主意事 

項を守って < ださい。 

• エンジン回転数が許容限度の2/3 
(許容限度が6,000回転のとさは約 
4,00日回転）を超えないよラに運転 
して < ださい。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けて < ださい。 

• いつち一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
<ださい。 

• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは 避けて < ださい。 

• ギアレンジ位置およびギア位置 
■ a 、 〇、 m は山道などを低 
速で走行するとさだけ使用して<だ 
さし、。 


走行距離が1,500 km を超えたら、エ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
て < ださい。 

OCLS 63 AMG は LiTF の注意事項を 
守って < ださい。 

• 走行速度が 140 km/h を超えな 
いよラにして < ださい。 

X ‘上記は車両の機能の説明です。公道 
を走行する際は、必ず法定速度や制 
限速度を遵守してください。 

• エンジン回転数が4,50日回転を 
超えた状態で長時間走行しない 
で < ださい。 

〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後を、馴らし運転を行なっ 
て < ださい。 

〇 キックダウン： 走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいまで踏み込むと、 
自動的にほいギアに切り替わり、エ 
ンジンの回転数び上びって素早く加 
速しまず。これをキックダウンとい 
いまず。 

〇 エンジンブレーキ： 走行中、アク 

セルペダルを戻しにとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
ず。ほいギアのとさほど効さび強 
<なりまず。 
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燃料の給油 


燃料を給油ずる 


A 火災や爆発のおそれびありまず 

給油ずるとさは、必ずエンジンを停 
止して<ださい。また、周囲に燃料 
があるときや燃料の巧いがするとき 
は、決して火気を近付けないで<だ 
さい。 


A 健康を害ずるおそれがありまず 

肌やを服に燃料び付着しないよラにを 
意してください。燃料び肌に直接触れ 
たり、気化した燃料を吸い込むと、健 
康を害ずるおそれびありまず。 



①燃料給油フラップ 
⑨キャップ 

③ ホルダー 

④ タイヤ空気圧ラベル 

燃料給油フラップは、 U モコン操作ま 
たはキーレス3—操作での解錠/施 
綻に連動して解湿/施湿されまず。 

► イグニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチにキーを差し込ん 
でいるとをは、エンジンスイッチ 
からキーを巧さまず。 


► 燃料給油フラップのの矢印の位置 
を押します。 

燃料給油フラップ®びかし開さ 
ct' ^ 〇 

► 燃料給油フラップ®を開きまず。 

►キャッフ③を反時計回りにかしゆる 
めてタンク巧の圧力を巧さまず。 

圧力び巧けたら、さらに反時計回り 
にまわして外しまず。 

► 外したキャップ③を燃料給油フ 
ラップの裏側にあるホルダー③に差 
し込みまず。 

► 給油を開始しまず。 

給油ノズルび最初に自動停止した時 
点で給油を停止してください。 

►キャップを燃料給油□に合わせ、「力 
チッ」といラ音び聞こえるまで時計 
回りにいっぱいまでまねしまず。 

► 燃料給油フラップのを閉じまず。 

©燃料 給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベル④び貼付してあり 
まず。タイヤ空気圧ラベルの見かた 
については（[>228ページ）をご覧 
<ださい。 

〇 U モコン操作やキーレス=1一操作 
で燃料給油フラップび解錠されない 
とさは、メルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

〇 燃料給油□は車両のち側後方にあ 
りまず。 
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燃料の給油 


〇燃料を給油ずるとさは、 m 下の点 

にミ主意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソ U ン 
を使用してください。有鉛ガソ 
U ンや粗悪なガソリン、指定 LU 
外の燃料（高濃度 アルコール 含 
有燃料など）を使用しにり、添 
加剤などをミ居入ずると、エンジ 
ンなどを損傷ずるおそれびあり 
まず。 

• 輕油を燃料として使用したり、 
燃料に混ぜて使用しないでくだ 
ごい。か量をミ居ぜにだけでをエ 
ンジンなどを損傷ずるおそれび 
ありまず。また、保証の適用外 
になりまず。 

• 誤って軽油を給油してしまった場 
合は、ミ央してエンジンを始動しな 
いでください。軽油び燃料供給系 
部品全体にまわるおそれびありま 
す。誤って給油した場合はメルセ 
デス.ベンツ指定ヴービスエ場に 
連絡し、燃料タンクや燃料系部品 
を交換して < ださい。 

• 目的地までホ裕ををって走れる 
よラに、十分な量を給油してく 
ださい。 

• 燃料給油□には、純正品 LU 外の 
キャップを使用しないで < ださい。 

Q セルフ式のガソ U ンスタンドな 

どで給油するとをは必ずし U 下の点 

を守り、ま全に十分ミ主意して作業 

を行なってくださし）。 

•エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さし、。 


• 燃料給油□を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってくださし、。 

• 給油作業をずる人(外は燃料給 
油□に近付かないでください。 

• 給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去してください。 

身体に静電気を帯びていると、 
放電による乂花で燃料に引乂し 
た0、乂傷をずるおそれびあ0 
まず。 

• 作業中は車内に戻らないでくださ 
しん帯電ずるおそれびあ0まず。 

• キャップの取り外し/取り付け 
はお実に行ない、乂気をお付け 
ないよ5にして < ださい。 

• 燃料び塗装面に付着しないよラ 
にま意してください。塗装面を 
損傷ずるおそれびありまず。 

• 給油ノズルは給油□の奥まで確 
実に差し込んでください。 

• 給油び自動的に停止したら、そ 
れ(上は給油しないでください。 
燃料漏れのおそれや、エンジン 
び不調になったり停止ずるおそ 
れびありまず。 

• 手動で給油しているときは、状 
況を見なびら、給油の勢いを強 
くしないでゆっくりと給油して 
ください。燃料び吹をこぼれる 
おそれびあ0まず。 

• ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ているま意事項を遵守してくだ 
ごし、。 
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こンジン ルーム 


ボンネットを開< 


ボンネッ 


A 事故のおそれびありまず 

走行中はボンネット□ック解除レ 
バーを引かないで<ださい。ボンネッ 
卜が開いて事故を起こずおそれがあ 
ります。 

A 乂傷のおそれびありまず 

ボンネットから炎や煙が見えたとき 
は、ボンネットを開かないで < ださい。 
火傷をするおそれがあります。 

A 乂傷のおそれびありまず 

エンジンが停止していてち、エンジン 
ルーム巧には高温になっている部分が 
ありまず。エンジンルーム内に触れる 
とさは、各部の温度が下がっているこ 
とを確認してください。 

A けびのおそれびありまず 

エンジンを始動しているとさやエンジ 
ンがかかっているとさ、イグニッショ 
ン位置が2のとさは、エンジンルー 
ム内には手を触れないでください。 

高電圧の発生部分や高温部分、回転 
している部分があり、それらに触れ 
ると非常に危険です。 

A けびのおそれびあ0まず 

エンジンスイッチからキーを抜いて 
いても、冷却水の温度が高いときは 
エンジンフアンなどが自動的に回転 
することがお0まず。エンジンファ 
ンなどの回転部分には身体や物をお 
付けないでください。 


A けびのおそれびありまず 

ボンネットを開<とさは、エンジン 
スイッチからキーを抜くか、イグニッ 
ション位置を0にし、ワイパーのス 
イッチが停止の位置になっているこ 
とを確認してく ださし、 099ページ）。 
ボンネットを開いていると量にワイ 
パーが作動すると、けがをしたり、 

車やワイパーを損傷ずるおそれがあ 
ります。 

Q ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーが当たり、損傷 
ずるおそれがありまず。 

Q 強風のとさにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネットが不 
意に下がることがありまず。風の強 
い曰は十分に注意して<ださい。 

また、ボンネットに雪が積ちつてい 
るときも同様に注意してください。 



左八ンドル車 

①ボンネット□ック解除レバー 

► イグニッシヨン位置が0になってい 
て、ワイパーのスイッチが停止の位 
置になっていることを確認しまず。 
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エンジン ルー ム 


► 運転席側のインストルメントパネル 
下にあるボンネット□ック解除レ 
バー①を引さまず。 



③□ック解除ノブ 


► ボンネットの裏側にある□ック解除 
ノブ③を矢印の方向に押しなびらボ 
ンネットを開さまず。 

ボンネットを閉じる 


A 事故のおそれびありまず 

走行前に、ボンネットび確実に□ック 
されていることを確認してください。 
走巧中にボンネットび開いて事故を起 
こずおそれびあ0まず。 


A けびのおそれびありまず 

ボンネットを閉じるとさは、身体や 
物を挟まないよラに十分ミ主意してく 
ださい。 

►ボンネットを引さ下げ、グ U ル上部 
から約 20 cm 〜 30 cm の位置で手 
を放して閉じまず。 

完全に閉じなかったとさは、ちラー 
度ボンネットを開き、同じ方法でか 
し強めに閉じまず。 


。エンジンルーム内に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜が変形ずるおそれがありまず。 

〇 ボンネットび完全に閉じていない 
状態で走行ずると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に警告マークび表示されまず。 


ボンネットをま直に開く 



①□ック解除 レバー 


ま直位置まで開く 

► ボンネットを手でかし下げなびら、 
向かってち側のヒンジにある□ック 
解除レバー①を矢印の方向に押して 
□ックを解除しまず。 

► ボンネットを垂直の位置に起こし 
まず。 

ま直位置か5閉じる 

► 向ひってち側のヒンジにある□ック 
解除レパーを押して□ックを解除 
し、ボンネットを閉じまず。 
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I 


エンジン ルーム 


CLS 350 



左八ンドル車 


① 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

22已 

⑤ 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

224 

⑤ 

冷却水 U ヴーブタンク 

221 

④ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

220 

⑤ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

219 


《ち八ンドル車の①と感は左ち対称の位置にあ 
りまず。 

《③はカバーの下にあります。 

《仕様により、部品の形状などびイラストと異 
なることびあります。 


CLS 550 



左八ンドル車 


① 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

225 

⑤ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

224 

⑤ 

冷却水 U ヴーブタンク 

221 

④ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

220 

⑤ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

219 


《ち八ンドル車の①と ( D は左ち巧称の位置にあ 
ります。 

《③はカバーの下にあります。 

※仕様により、部品の形状などびイラストと異 
なることびありまず。 
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エンジン ルー ム 


CLS 63 AMG 



① 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

225 

⑤ 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

224 

⑤ 

冷却水 U ヴーブタンク 

221 

④ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

220 

⑤ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

219 


《③はカバーの下にあります。 


エンジンルーム内の点検 


エンジンルーム巧の各所を点検ずると 
さは iU 下の事項を厳守して < ださい。 

A けびのおそれびありまず 

• イグ ニッシ ョンシステムおよびキセ 
ノンへッドランプのバルブソケット 
や配線に手を触れないでください。 
高電圧が発生しているた故、感電す 
るおそれがあります。 

• エンジンスイッチからキーを抜いて 
いるとさやイグニッション位置が0 
のとさでわ、冷却水の温度が高い場 
含はエンジンフアンなどが自動的に 
回転ずることがあります。エンジン 
フアンなどの回転部分には身体や物 
を近付けないでください。 


平環境 

環境保護のため、オイルなどの各種の 
油脂類やフルード類の交換および廃棄 
は、^ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で行なってください。 


エンジンルーム内の手入れ 


手作業で拭いて<ださい。火傷や感電 
にミ主意してください。 

エンジンルームには多<の電気装備が 
あり、水分や湿気を嫌いまず。水をか 
けた0、スチーム洗浄をしないで< だ 
さし、。 
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エンジンオイル 

〇エンジンオイルに添加剤などを使 
用しないでください。エンジンを損 
傷するおそれびあ0まず。 

〇エンジンオイルは使用している間 
にミちれた0劣化ずるだけでな<、消 
費され減かします。定期的に点検し、 
必要であればおず補給または交換し 
て < ださい。 

〇 慣らし運転中のエンジンオイルの 
消費量はをか増加ずることびありま 
す。また、頻繁にエンジン回転数を 
上げて走行ずると、エンジンオイル 
消費量は増加しまず。 

エンジンオイル量を点検ずる 

エンジンオイル量を点検ずるときは、 

し U 下の点にま意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンび温まっているとさは、エ 
ンジンを停止してから約5分じ(上 
経過してし、る 

• エンジンが温まる前にエンジンを停 
止したときは、エンジンを停止して 
から約3日分上経週している 

感 r® 



① エンジンオイルレベルゲージ 
⑤上限 
⑤下限 


〇 車種や仕様により、エンジンオ 
イルレべル ゲージの 形状び異なり 
まず。 

► エンジンオイルレベルゲージ①をな 
を取り、されいに巧いていっぱいま 
で差し込みまず。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージを 
巧さ取り、付着しにエンジンオイル 
量と巧れ具合を点検しまず。 

エンジンオイル量はエンジンオイル 
レベルゲージの上限③と下限③の間 
にあれば正甫でず。 

► エンジンオイルび下限 Li (下のとさ 
は、エンジンオイルフイラーキヤツ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量まで補給しまず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故障 
/警告メツセージび表示されたとさ 
は （>263 ページ）をご覧くださし、。 

〇 エンジンオイルレベルゲージの 
上限と下限の間は 、 CLS 350は約 
2 U ツトル 、 CLS 550と CLS 63 
AMG は約 1.5 リツトルでず。 


I 
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エンジン ルー ム 


エンジンオイルを補給ずる 



CLS 550 

①エンジンオイルフイラーキヤップ 


► エンジンオイルフイラーキャップ① 
を反時計回りにまわして、取りがし 
ます。 

►指定のエンジンオイルを補給し 
ます。 

安全に十分注意して、作業を行なっ 
て < ださい。 

〇エンジンオイルを補給しずざな 
し、よ5にして < ださい。エンジン 
オイル量びエンジンオイルレベル 
ゲージの上限を超えているとをは 
エンジンオイルを巧いてください。 
エンジンや触媒を損傷ずるおそれ 
びありまず。 

► エンジンオイルフイラーキャップ① 
をネ甫給□に合わせ、時計回りにまわ 
して、確実に取り付けまず。 

A 义傷や义災のおそれがあ0まず 

エンジンオイルをエンジンルーム巧に 
こぼさないでください。エンジンが熱 
いとさにエンジンオイルが付着ずる 
と、発火して火傷をしたり、火災が発 
生ずるおそれがあります。 


9環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないでくだ 
さし、。 

エンジンオイ j レの交換時期 

エンジンオイルおよびエンジンオイ 
ルフィルターは定期的に交換ずるこ 
とをお勧めしまず。交換時期はメン 
テナンスインジケーターを目まとし 
て < ださい。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりまずので、詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださし、。 

〇必ず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証び適用されないことびあ 
りまず。 

〇種類の異なるエンジンオイルをミ居 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

〇エンジンオイルびエンジンルーム 
内に付着したとさは完全に巧さ取っ 
て < ださい。 

〇エンジンオイルの減りかたび著し 
いときは、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださい。 
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オートマチックトランスミッション 
オイル _ 

オートマチックトランス三ッションオ 
イルのオイル量を点検する必要はあ0 
ません。 

オイルの漏れを見つけたり、トランス 
S ッションの作動に異常を感じたとさ 
は、ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場で点検を受けて<ださい。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルの交換については別冊「整 
倫手帳」をご覧ください。 

〇オートマチックトランス云ッ 
シヨンオイルは専用品のみを使用 
して < ださい。 


を却水 

A 乂傷のおそれびありまず 

水温びかしでち高いとさは、絶対に1」 
ヴーブタンクのキャップを開かないで 
ください。高温の蒸気や;令却水び巧き 
出して、义傷をするおそれびあります。 


〇を却水の減りかたび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 


冷却水の量を点検ずる 


車び水平な場所に停車していて、を却 
水び十分に;ちえているとさにのみ、；ち 
却水の量を点検して < ださい。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 


► メーターパネルのを却水温度計で;令 
却水び十分にをえていることを確認 
し 9 〇 



①バー 
③キャップ 
③ U ヴーブタンク 


► U ヴーブタンク③のキャップ③を反 
時計回りにゆっくり約半回転までま 
わして、圧力を巧さまず。 

►圧力び巧けたら、キャップ③をさら 
に反時計回りにゆっくりまわして取 
り外しまず。 

► を却水の液面び U ヴーブタンク③内 
のバー①の上面に達していれば適量 
です。 

〇 水温び高いとさは液面び約1 5 mm 
ほど高くなりまず。 


I 


► キャップ③を確実に閉じまず。 
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〇を却水警告灯（>268、269ぺージ） 
び頻繁に点灯ずるとをは、冷却水び 
漏れている可能性びあ0まず。メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

〇を却水び適量でを、冷却水警告灯 
び点灯しているとさは、；令却装置び 
故障しています。ただちにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 

をが水を補給ずる 


を却水び不足している場合は、 U ヴー 
ブタンクにネ甫給しまず。 

► を却水び;ちえていることを確認し 
ます。 

► U ヴーブタンク③のキャップ③を反 
時計回りにゆっくりと約半回転まで 
まねして、圧力を抜をます。 

►圧力び巧けたら、キャップ③をさら 
に反時計回りにゆっく0まわして取 
り外しまず。 

► 液面の高ごにま意してを却水を補給 
します。 

通常は水道水 I こ純正の不凍液をミ屋ぜ 
て使用します。 

車を使用する地域(最低気温）によっ 
て濃度を変えます （0322 ページ）。 

A 义傷や义災のおそれびあ0まず 

不凍液をエンジンルームにこぼさな 
し、 でください。熱くなったエンジン 
に不凍液び付着ずると、発火して火 
傷をした0、火災び発生するおそれ 
びあります。 


〇を却水の補給は、を却水びをえて 
から行なってください。 

〇を却水にはおず不凍液を混ぜて< 
ださい。不凍液には防鐘の効果をあ 
りまず。 

〇指定しツ外の不凍液や不適当な水を 
使用しないでください。鐘や腐食な 
どの原因になりまず。 

〇不凍液は塗装面を損傷させまず。 
ボディに付着したとさは、ずぐに水 
で洗い流して < ださい。 

〇マルチファンクションディスプ 
レイに;ち却水に関ずる故障/警告 
メッセージび表示されたとさは、 
オーバーヒートしてエンジンを損傷 
ずるおそれびあ0まず。ただちにメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

をが水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととちに劣化しま 

すので、整備手帳に従い定期的に交換 

して < ださい。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 

ビスエ場におたずねください。 

オーバーヒートしたとを 


才ーパーヒートしたとをの症状 

• 冷却水温度び約 120° Cii (上をおし 
ている。 

. 冷却水警告灯び点灯し、警告音び 
鳴る。 

• エンジンルームから蒸気が出ている。 
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► キャップ③を確実に閉じまず。 







エンジンル ー J 


223 


A 乂災のおそれびあ0まず 

エンジンルームか5蒸気が出ていると 
きや冷却水が吹き出しているときは、 
ただちにエンジンを停止し、冷えるま 
で車から離れてください。漏れた液体 
が発火して火災が発生ずるおそれがあ 
ります。 


A 乂傷をずるおそれびありまず 

水温が下がるまで、絶対にボンネット 
や IJ ヴーブタンクのキャップを開かな 
いでください。高温の蒸気や熱湯が吹 
さ出して火傷をするおそれがありまず。 


P マルチファンクシヨンデイスフ 
レイに、冷却水に関ずる故障/警 
告少ッセージが 表示されたとさは 
瓜262ページ）をご覧ください。 

P オーバーヒートした状態で走行し 
たり、冷却水が吹さ出している状 
態でエンジンをかけたままにずる 
と、エンジンを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

P オーバーヒートしたとさは必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 


オーバーヒートしたとさは、 iU 下のよ 
うに処置してください 

► ただちに安全な場所に停車しまず。 

► ェンジンをアイドリング状態で冷却 
します。 

ラジェターの冷却ファンが停止し 
ているとさや、冷却水が吹さ出し 
ているときは、ェンジンを停止し 
て冷却して < ださい。 

► ェンジンが十分に冷えてから、冷却 
水量、水漏れ、ラジェターの冷却 
ファンなどを点検しまず。 

► 冷却水が不足しているとさは補給し 
ます0222ぺージ）。 

〇;ち却水は、ェンジンび熱いとさに 
ネ甫給しないで<ださい。ェンジンを 
損傷ずるおそれびありまず。 
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エンジン ルー ム 


ブレーキ液 


A 事故のおそれびありまず 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にブレーキに関する故障/警告メッ 
セージが表示されたり0260、261 
ページ）、ブレーキ警告灯（1>236ペー 
ジ）が点なしたとさは、むやみにブ 
レーキ液を補給しないでくださし、。 
補給によつて故障が解消することは 
ありません。 

安全な場所に停車して、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 


A 事故のおそれびありまず 

必ず指定のブレーキ液を使用して<だ 
さい。指定し:^外のブレーキ液を使用し 
たり、他の銘柄を混ぜると、ブレーキ 
の効さ具合や ブレーキ システムに 悪影 
響を与え、安全なブレーキ操作がでさ 
なくなるおそれがあります。 


A 乂傷や乂災のおそれびありまず 

プレーキ液の補給は、エンジンが冷 
えてから行なってください。また、 
上限 ( MAX ) を超えないよラに補給 
して<ださい。あふれたブレーキ液 
がエンジンや排気系部品などに付着 
すると、発火して火傷をしたり、火 
災が発生ずるおそれがありまず。 


Q マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告^ツセージが 表示されたとさは 
(>261ページ）をご覧ください。 


ブレーキ液の量を点検ずる 



左八ンドル車 
① ヵバー 

©レベルインジケーター上限 （ MAX ) 
@レベルインジケーター下限 （ MIN ) 


► ブレーキ 液 U ヴーブ タンク上部の力 
バー①を取りがしまず。 

►ブレーキ液の液面が、ブレーキ液 U 
ヴーブタンクのレベルインジケー 
ター上限 ( MAX ) ©と下限 （ MIN ) 
③の間にあれば正常でず。 

《ち八ンドル車のブレーキ液リヴーブタン 
ク①は、エンジンルームに向かって左側 
にあ0ます。 
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I 


ブレーキ液の交換 


定期的にメルセデス-ベンツ指定サー 

ビスエ場で点検を受けてください。詳 

しくはメルセデス-ベンツ指定サービ 

スエ場におたずねください。 

P ブレーキ液の減りかたび著しいと 
をは、ただちにメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

B ブレーキあの補給や交換は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なって< ださし、。 

P 補給のとをは、3’ミや水び U ヴー 
ブタンクの中に入らないよ5にして 
ください。たとえルさな3’ミでち、 
ブレーキび効ひな < なるおそれびあ 
りまず。 

〇レベルインジケーターの上限 
( MAX ) を超えて巧給ずると、走行 
中に漏れて塗装面を損傷ずるおそれ 
びありまず。ボディに付着したとさ 
は、ずみやかに水で洗い流して<だ 
さし、。 

[I ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化しまず。 
劣化した状態で使用ずると、苛酷な 
条件下ではベーノ（一 □ ックび発生ず 
るおそれびありまず。 

©ベー パー□ック： 長い下り坂や急 

な下りあなどでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液び沸騰 
してブレーキパイプ巧に気泡び発 
生し、ブレーキペダルを踏んでを 
圧力び伝わらず、ブレーキび効か 
な < なる現象のことでず。 


ウオツシヤー液 


ウオッシャー液を補給ずる 



ち八ンドル車 

①ウォッシャーミ夜 U ヴーブタンクの 
キャップ 


A 义災のおそれびあ0まず 

ウォッシャー液は可燃性です。火気を 
近付けたり、近くで喫煙をしないでく 
ださい。また、エンジンび熱くなって 
いるときには補給しないでください。 

► U ヴーブタンクのキャップ①を開い 
て補給しまず。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ畳ぜ 

て使用しまず（>323ぺージ）。 

P ウォッシャー液は、 U ヴーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
混合比にミ居ぜてください。 

〇粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用ずると、塗装面を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

。ウォッシャー液び出な<なったと 
をは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 
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タイヤとホイール 


H へッドランプには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。純正じ(夕']'のウォッシャー液を使 
用すると、レンズを損傷ずるおそれ 
がありまず。 

P マルチフアンクシヨンディスフレ 
イにウォッシャー液に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
(^264 ページ）をご覧ください。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用の 
2種類びありまず。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果びあり、を用には凍 
結温度を下げる効果びありまず。 

〇 ウインドウウォッシャー液と へッ 
ドランプウォッシャー液の U ヴーブ 
タンクは兼用でず。 


タイヤとホイール 


タイヤとぶイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用して<だ 
さい。詳しくはルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

• 純正品および承認されている製品政 
外のタイヤやホイールを装着する 
と、ブレーキシステムやヴスペン 
シヨンを損傷したり、事故を起こす 
おそれがおりまず。 

• タイヤの摩耗には十分に注意し、ス 
リップサイン（別冊「整備手帳」参 
照）が現われたら、ずぐに交換して 
ください。タイヤの溝の深さが約 
3mm i；rF になると著しく滑りやす 
くなり、事故につながるおそれがあ 
ります。 


A 事故のおそれびありまず 

• 必ず規定の空気圧を守って<ださ 
し、。燃料給油フラップの裏側に、規 
定のタイヤ空気圧を記載したラべ 
ルが貼付してあります0228ペー 
ジ)。 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
でください。タイヤが過熱して破 
裂したり、火災を起こずおそれが 
あります。 

• ホイールボルトはホイールに適合し 
た純正品だけを使用して < ださい。 
純正品外のホイールボルトを使用 
すると、ホイールが脱落して事故を 
起こすおそれがあります。 
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y ホイールやタイヤの選択を誤る 
と、車全体のバランスに影響し、 
安全性に支障をさたずおそれがあ 
りまず。 

P 装着ずるタイヤは指定されにサイ 
ズ、および4輪とを同じ銘柄のを 
のにしてください。サイズや銘柄び 
異なると、車両操縦性や燃費に悪影 
響をおよぼしたり、騒音び発生ずる 
おそれびあ0まず。まに、重い荷物 
を積載しているとさやスノーチェー 
ンを装着しているとをに、タイヤび 
フェンダー内側やサスペンシヨンに 
接触して、タイヤや車体を損傷する 
おそれびあ0まず。 

〇再生タイヤを装着した場合、ま全 
性の保証はでさません。 

P 純正品または承認されている製 
品 LU 外のタイヤやホイールを装着 
すると、道路運送車両法違反にな 
ることびありまず。 

P 摩耗具合にかかわらず、6年(上 
経過したタイヤは新品のタイヤと交 
換してください。 

応急用スペアタイヤを同様に交換し 
て < ださい。 

〇トレッドびひどく摩耗したタイヤ 
では走行しないで<ださい。請れた 
路面では特に、アクアプレーニング 
現象び発生しやず<な0まず。 

〇タイヤ/ホイールは、オイルや 
グ U —ス類、燃料などの付着ずる 
おそれのない、乾燥した;ち暗所に 
保管してください。 

〇 新品のタイヤを装着したときは、 
走行距離び約1 00 km を超えるまで 
は速度を控えて運転ずることをお勧 
めします。 


タイヤの点検 


► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接地部のたわみ状態(別冊 r 整 
倫手帳」参照）を見て、空気圧び適 
切であることを点検しまず。 

► タイヤに大をな傷びないこと、くぎ 
や石などびささったり、かみ込んで 
し、ないことを点検しまず。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり、極端 
にずり減っていないことを点検しま 
ず。ス U ップサイン （ 別冊「整備手 
帳」参照）び出ているとさは、新し 
し、 タイヤに交換しまず。 

〇ほこりや水分の浸入を防ざバルブ 
を保護ずるため、ホイールパルブ 
のキャップを必ず装着して<ださ 
し、。また、市販のタイヤ空気圧測定 
装置をホイールノ くルブに装着ずるな 
ど、純正品または承認されたバルブ 
キャップし i (外のをのをホイールバル 
ブに装着しないでください。 

B タイヤに空気を入れてを、ずぐに 
空気圧びほ下ずるとさは、パンク 
やホイールの損傷、タイヤパルブか 
らの空気漏れなどのおそれびあ0ま 
ず。ただちにメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
ごい。 

〇タイヤの摩耗は均一ではありませ 
ん。タイヤの摩耗を点検ずるとさ 
は、必ずタイヤの内側を点検して 
<ださい。 

〇タイヤのトレッドやサイドウオー 
ルびひどくずり減ったり、傷び付い 
ているとさは交換して < ださい。 


I 
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タイヤとホイール 


走行時の注意 


• タイヤやホイールが損傷している 
と、走行しているとさに振動や騒音 
が発生したり、ステア U ングがどち 
らか一方に取られるなど不自然な動 
さをずることがありまず。このよ5 
なとさはただちに安全な場所に停車 
して、タイヤとホイールを点検して 
<ださい。 

異常が見つからないとさち、ル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ場 
で点検を受けて < ださい。 

• 駐車時は、タイヤやぶイールが縁石 
に接触しないようにしてください。 

また、縁石や路面の段差、凹凸物な 
どを乗り越える必要があるときは、 
縁石に対してタイヤをでさるだけ直 
角にして速度を落として乗り越えて 
<ださい。タイヤやぶイールを損傷 
するおそれがありまず。 

タイヤを清掃ずるとを 

• タイヤを清掃するとさは、高圧式ス 
プレーガンなどを使用しないでくだ 
さい。タイヤを損傷するおそれがあ 
りまず。 

• ぶイールには酸性のホイールク 
U ーナーを使用しないで< ださい。 
ホイールやホイールボルト、ブレー 
キディスクが腐食ずるおそれがあ 
りまず。 


• ぶイールク U —ナーなどでぶイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食するおそれがあり 

cJ'N y 〇 

このようなとさは、しばら <走 f 子し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて<ださい。 


回転ち向が指定されているタイヤは、 
正しいち向に回転ずるように装着ず 
ることで、アクアプレーニング現象 
などを発生しにくくし、タイヤの性 
能を発揮することがでさまず。 

タイヤの側面に記載された回転ち向 
の矢印などの指示に従って装着して 
<ださい。 


タイヤ空気圧ラベル 


タイヤ空気圧ラベルの例 

《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことびあります。 



タイヤの回転方向について 



:::: 210 km/h 
SlBOmph 
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タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されていまず(>213 
ベージ)。 

乗車人数や荷物の量などに応じて、 
前輪と後輪の空気圧を調整して < だ 
さし、。 

単位は 「 bar （与 kg / cm 2 )」 と fpsij 
で示してし''ます。 

m m 

定期的にタイヤの空気圧を点検してく 
ださい。タイヤの空気圧が低いと、燃 
料を余計に消費します。 


A 事故のおそれびありまず 

空気圧の低いタイヤで走行しないでく 
ださい。タイヤが過熱して破裂したり、 
火災を起こすおそれがありまず。必ず 
規定の空気圧を守って < ださい。 

タイヤに空気を入れずざないでくださ 
い。空気を入れすざたタイヤは、路上 
の破片や凹みなどにより損傷を受けた 
りパンクしやずくなります。また、夕 
イヤ空気圧警告システムが正し<作動 
しな<なったり、車両操縦性に悪影響 
をおよぼすおそれがありまず。 


A 事故のおそれびありまず 

ホイールバルブには純正品または承認 
されたバルブキヤツプ似外のをのを装 
着しないでください。特にバルブに装 
着するタイプの市販のタイヤ空気圧計 
測装置を装着すると、ホイールバルブ 
に負担がかかり、ホイールバルブが脱 
落するおそれがありまず。また、構造 
上バルブが常に開いた状態になり、空 
気漏れにつながるおそれがあります。 


A 事故のおそれびありまず 

タイヤ空気圧が何度も低下するとさは 

し^下のことを確認してください。 

• タイヤに異物がささっていないこと 

• ホイールやタイヤバルブから空気が 
漏れていないこと 

• 純正品または承認されたバルブ 
キヤップが装着されていること 

タイヤ空気圧が低いとさは、車の走行 

安全性に悪影響をおよぼし、事故につ 

ながるおそれがあります。 

D 必ず法定速度を守って走行して< 
ださい。 

D 周囲の気温が約1〇で変化ずると、 
タイヤ空気圧は約 O . lbar 変化しま 
ず。タイヤ空気圧を点検ずるとさは 
周囲の気温 I しま意してぐたさい。 

0 "up to 210 km / h " の表示がある場 
合は、"叩 to 21日 km / h " の空気圧 
に調整して < ださい。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行するとさなどは必ず点検を 
行なって < ださし、。 

〇 走行した直後や炎天下のよラに夕 
イヤ自体が高温になっているとさ 
は、約 0.3 bar ほど空気圧が高くな 
りまず。空気圧はタイヤが冷えてい 
るとさに測定して < ださい。 

〇 応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのぶイールまた 
はタイヤに記載されていまず。 
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タイヤ空気圧警告システム _ 

4輪ずベてのタイヤの回転速度を モニ 
ターし、タイヤ空気圧が低下ずること 
により他のタイヤとの回転速度に差 
が生じると、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに警告 ッセージを表 
しま 9 〇 

A 事故のおそれびありまず 

空気の入れすざなど、誤ったタイヤ空 
気圧の調整に対しては警告が行なわれ 
ません。燃料給油フラップの裏側にあ 
るタイヤ空気圧ラベルを参照し、必ず 
規定の空気圧に調整してください。 
タイヤ空気圧警告システムは、複数の 
タイヤか5同量の空気が漏れた場含な 
どは検知でさません。また、タイヤ空 
気圧の点検を行なラシステムではあり 
ません。 

突然の空気圧低下（タイヤに異物が貫 
通した場昔など）に対しては警告を行 
なラことがでさません。このとをは、 
急ブレーキや急八ンドルを避け、 しっ 
かりステアリングを支えながら、徐々 
に減速して安全な場所に停車してくだ 
さい。 


タイヤ空気圧警告システムは、 iU 下の 
状況のとさは作動しません。 

• カーブを巧がっているとさ 
• 加速または減速をしているとさ 

• 砂地や舗装されていない地面などの 
滑りやずい路面を走行しているとさ 

• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 


• スノーチェーンを装着して走行して 
し、るとさ 

• 車内やルーフに重い荷物を積んで走 
行しているとき 

上記に該当しない条件で約 20 km/h 

政上の速度で数分間走行した後、異常 

が検知されると警告が行なわれまず。 

タイヤ空気圧警告システムを再起動 

ずる 

Li (下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 

テムを再起動させて < ださい。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 

• ぶイールやタイヤを交換したとさ 

• 新しいホイールやタイヤを装着した 
とさ 

► タイ中空気圧警告システムを再起 
動ずる前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル （^228 ページ）を参照 
して、ずべてのタイヤが、適正な 
空気圧に調整されていることを確 
認して < ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

• タイヤ空気圧警告システムは、タイ 
ヤ空気圧が適正に調整されていない 
とさは、正常に作動しません。 

• タイヤ空気圧が低いとさは、車の走 
行安定性に影響をおよぼし、事故に 
つながるおそれがあ0まず。 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 
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► ステア U ングのまたはを 
押して、車両情報^イン画面を表示 
させます0124ページ）。 

► D または〇を押して、タイヤ 
空気圧警告システム画面を表おさせ 
ます。 

II タイトクウキアツケイ]クシステムサドウメニュ - : R ホ'' 夕 
ン II と表示されまず。 

〇 マルチフアンクシヨンディスフレ 
イに"夕仆クウキアリケイ]クシステムイク''ニッシヨ 
ンオンデ' サドウ"と表示されたとさは、 
イグニッシヨン位置を2にしてく 
ださい。 

► U セツトボタン （>11 8ぺージ） 
を押します。 


60 

40 

20 


80 1占 

n , 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"タイ巾クウキアツケイ]クシステムサイ外''ウ？"と 
表示されます。 

■■を押して 、II A イ II を反転表示に 
レます。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"夕仆クウキアツケイ]クシステムサイシドウ"と 
表示されます。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムが作動を始めまず。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"タイトクウキアツケイ]クシステムサイ外''ウ ？II 
と表示されてから、約15秒間何ち 
操作をしないと、再起動は中断され 

cJn 9 〇 


1抓' 
20ひ' 
220 
240 


I 
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寒を時の取り扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り扱 
いが必要でず。必ず iU 下の注意事項を 
守って < ださい。 

を却水/バッテリー 

ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、冷却水の不凍液の濃度が適正であ 
ることやバッテ U —の液量や充電状 
態に不足がないことを点検して<だ 
さい。 

エンジンオイル 

車を使用ずる場所の列気温に合わせた 
グレードと粘度のエンジンオイルを使 
用して < ださい。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用があ 
りまず。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用してください。 

冬季の手入れ 

凍結防止剤がまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤が付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。凍 
結防止用の塩類をま < 地方の場合、1 
年に一度ボディ下回りの防謂処理をず 
ることをお勧めしまず。 

積雪 

ボディやウインドウに雪が積ちつてい 
るとさはずベて取り除いてください。 
走行中に雪が落ちて視界を妨げるおそ 
れがありまず。 


ドアやトランクの凍結 

ドアやトランクが凍結しているとき 

は、 iU 下のよ5な方法で走行ずる前に 

解凍するか、氷を取り除いて<ださい。 

• 氷を取り除< とさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよラにま意して 
<ださい。 

• ドアやトランクが凍結して開かない 
とさは、開口部周囲にめるま湯をか 
け、解凍してから開いてください。 
また、 キーシ U ンダーにはめるま湯 
がかからないよラにして < ださし、。 

• 再凍結を防止ずるため、余分な水分 
はきれいにおさ取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやトランク 
を開こ5とずると、周囲の防水シー 
ルやウェヴースト U ップを損傷する 
おそれがあ0まず。 

• ドアウインドウが凍結していたり、 
バッテ U —があがっているとさは、 
ドアを開いたとさにドアウインドウ 
は下降しません。 

このときは、無理にドアを閉じない 
で<ださい。ドアやドアウインドウ、 
シール部などを損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

ボディ下側の着か 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
内側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
サスペンションなどに雪や氷塊が付 
着していた0、フェンダーの内側に 
雪が詰まって固まっていると、ボ 
ディを損傷したり、ステア U ング操 
作がでさな<なり、事故を起こすお 
それがあ D まず。 
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• 雪や氷塊が付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよラにミ主意しなが 
ら、雪や氷塊を取0除いて < ださい。 

• 走行中にち、はね上げた雪や水しぶ 
さが凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
アリング操作がでさな<なるおそれ 
がありまず。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊が付着していると 
きは、大きくなる前に取り除いてく 
ださい。 

ワイパーなどの凍結 

ワイパーやドアミラー、トランク、 
ドアウインドウ、スライデイン グルー 
フ * などが凍結しているとさに、無理 
に動かずとモーターを損傷ずるおそれ 
がありまず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作して<ださい。 

また、ドア S ラーは手で動かさないで 
<ださい。 

乗車前こ 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から乗車して<ださい。ペダルを操作 
するとさに滑ったり、車内の湿度が高 
くなってウインドウの内側が曇りやず 
<なりまず。 

雪道で動けないとを 

雪道で動けな<なったとさは、先にマ 
フラー（排気ガスの出口）と車の周囲 
から雪を取り除いて<ださい。排気ガ 
スが車内に侵入して < るおそれがあり 
ます。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


A 中毒のおそれびありまず 

マフラーなどび雪に埋ちれた状態でエ 
ンジンをかけていると、排気ガスび車 
内に入り、一酸化炭素中毒を起こした 
り、中毒死するおそれがあります。 

駐車ずるとを 

寒冷時や積雪地での駐車時は(下の点 

にま意してください。 

• パーキングブレーキが凍結ずるおそ 
れがある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、セレクターレバーを 
■3 ■に入れ、確実に輪止めをして 
<ださい。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンが冷えずざない 
ようにむがけて < ださい。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないで< 
ださい。雪やつららが落ちてさてボ 
ディを損傷ずるおそれがありまず。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ U ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、火災や故障の原因になりまず。 


ウィンタータイヤ 

雪道や凍結路を走行するとさやが気温 
度が約7で下のときは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めしまず。 

このよラな路面状況では、ウィンター 
タイヤを装着ずることで ABS や ESP 
の効果が発揮されまず。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とち同じ銘柄のちの 
にしてください（[>326ぺージ）。 
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A 事故のおそれびありまず 

• ウィンタータイヤの溝の深さが約 
4 mm し^下になったときは、必ず新 
品と交換してください。 

• ウィンタータイヤの装着時に、応 
急用スペアタイヤを装着ずると、 
車両操縦性や走行安定性、制動性 
能が大さ<低下するのでま意して 
<ださい。 

スペアタイヤは応急的に使用し、で 
さるだけ早くウィン ター タイヤに戻 
してください。 


〇回転方向び指定されているウイン 
タータイヤは、タイヤの側面に記 
されに回転方向の矢印などの指示に 
従って装着してください。 

P ウインタータイヤを装着していて 
を、雪道や凍結路面では、ホールド 
機能やクルーズコント□ール、デイ 
スト□ニック*は使用しないでく 
ださい。 

P 取り外したウインタータイヤは、 
オイルやグ U —ス類、燃料などの付 
着するおそれのない、乾燥したを暗 
所で保管してください。 

〇ウ インタータイヤについて、詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずねください。 


スノーチェーン _ 

ウィンタータイヤでを走行び困難なと 

きは、スノーチェーンを装着してくだ 

さい。 

スノー チェーンは、ダイ ムラー 社の指 

定品を使用してください。取り扱いに 

ついては、スノーチェーンに添付され 

ている取扱説日月書に従ってください。 

〇スノーチェーンは必ず後輪に装着 
して < ださい。 

P 応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 

P スノーチェーン装着時は約 
50 km/h (下の速度で走行してく 
ださい。 

〇前後のタイヤサイズび異なる車 
種の標準タイヤ/ホイールにはス 
ノーチェーンを装着しないでくだ 
さい。 

Pair マティック dc サスペンショ 
ン装備車にスノーチェーンを装着し 
にとさは、車高調整スイッチで車高 
を上げて走行してください （ W 75 
ページ）。標準の車高では、スノー 
チェーンびボディに接触し、ボディ 
を損傷するおそれびありまず。 

〇指定品 Li (外のスノーチェーンを装 
着すると、タイヤから外れたり、車 
体に接触ずるおそれびありまず。 

〇スノーチェーンの脱着は、周囲の 
交通を巧げない、ま全で平坦な場 
所で行なって<ださい。路面に雪や 
凍結びなくなったとさは、スノー 
チェーンを外してください。 
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〇 スノーチェーン装着時は、 ESP の 
機能を解除したほ5が走行しやずい 
場合がありまず。 

〇 スノー チェーンに ついて、詳しく 
はルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


雪道や凍結路面の走行 

雪道や凍結路面ではタイヤが非常に滑 

りやず<なっていまず。十分な車間距 

離を確保し、いつちより控えめな速度 

で慎重に走行してくださし''。 

ま全な走行と車両操縦性を確保ずるた 

め、 し i (下のを意事項を守って < ださい。 

• ウィンタータイヤまにはスノー 
チェーンを必ず使用してください。 

• 走行モードを C モードに切り替えて 
ください（0111ページ）。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• ホールド機能やクルーズコント□一 
ル、ディスト□ニック*を使用し 
ないで下さい。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
して、ブレーキの効をび悪<なるこ 
とびありまず。このようなときは、 
後続車にミ主意しなびらほ速で走行し 
て、ブレーキの効さび回復ずるまで 
ブレーキペダルを数回軽く踏んでく 
ださい。 


走行時の注意 


エンジンを停止しての走巧 


A 事故のおそれびありまず 

エンジンび停止しているとさは、ブ 
レーキやステア1」ングの操作に非常に 
大をな力び必要にな0まず。 

走行中はエンジンを停止しないでくだ 
さし、。 


ブレーキ 


A 事故のおそれびありまず 

• 滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせないでください。ス 
U ップして車のコント□ールを失 
し、、事故を起こずおそれがあります。 

• 長い下り坂や急な下り坂では必ず 
テイップシフトで低いギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキを併用し 
てください。エンジンブレーキを併 
用しないでブレーキペダルを踏み続 
けたり、急ブレーキを繰り返ずと、 
ブレーキが効かなくなり停車で量な 
<なるおそれがあります。 


A 事故や火災のおそれびありまず 

ブレーキペダルの上に足を置いたまま 
運転しないでください。ブレーキパッ 
ドが早く摩耗するだけでなく、ブレー 
キが過熱して効かな<なった0、火災 
が発生するおそれがあります。 


A 事故のおそれびありまず 

路面が滑りがずいとさは、急激なエン 
ジンブレーキを効かせないで<ださ 
し、。ス U ップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれがあります。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A 事故のおそれびありまず 

新品のブレーキバッドは、目安とし 
て走行距離び数百 km を超えるまで 
は制動能力を完全には発揮でさませ 
ん。この期間は必要に応じてブレー 
キペダルをかし強めに踏んで<ださ 
し、。 また、ブレーキパッドやブレー 
キディスクの交換を行なったとさち、 
同様です。 

H ブレーキび過熱している状態のと 
さは、ブレーキに水びかからないよ 
ラにしてください。ブレーキディス 
クを損傷するおそれびありまず。 

D 水たまりの通過後や洗車直後は、 
ブレーキの効をび悪< なることびあ 
りまず。このよ5なとさは後続車に 
ま意しなびらほ速で走行し、ブレー 
キの効さび回復ずるまで、ブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。 

D 高速道路を走行しているとさなど 
ブレーキを効かせずに長時間走行し 
ているとさは、ブレーキの効さび 
悪くなることびありまず。このよラ 
なとさは後続車にミ主意しなびら、ブ 
レーキの効さび回復ずるまで、ブ 
レーキぺダ J レを数回軽く踏んでくだ 
さい。 

D おず純正のブレーキパッドを使用 
してください。純正 LU 外のブレーキ 
パッドを使用ずると、ブレーキ特性 
び変わってま全なブレーキ操作びで 
さな < なるおそれびありまず。 

〇 クルーズコント□ールや巧変ス 
ピードリミッター、ディスト□ニッ 
ク*の作動中を、ほいギアレンジ 
を選択することによりエンジンブ 
レーキを効かせることびでさまず。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


〇 急ブレーキなどでブレーキに大 
さな負担をかけた後は、ブレーキ 
ディスクびをえるまでしばらく走 
行を続けてください。 

CLS 63 AMG のブレーキのミ主意事項 

CLS 63 AMG の高性能ブレーキシス 
テムは、走行速度やブレーキペダルの 
踏力、気温や湿度などの外気環境によ 
0ブレーキノイズを発生ずることびあ 
りまず。 

また、 ブレーキパッドやブレーキディ 
スクなどブレーキシステムを構成ずる 
部品は、運転スタイルや走行状況に応 
じて摩耗度合いび異なってきまず。走 
行距離は摩耗度合いを測る目まにはな 
りません。負荷の高い運転を行なった 
ときは、摩耗度合いは高くなりまず。 

ブレーキ警ち打 

イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは、警告灯び故障 
していまず）、エンジン始動後に消灯 
しまず。 

エンジン始動後をノ くーキングブレーキ 
を効かせているとさは、点灯したまま 
になりまず。 

ノてーキングブレーキを解除してを消灯 
しないとさや、エンジンびかかってい 
るとさに点灯ずる場合は、ブレーキ液 
び不足していまず。巧全な場所に停車 
し、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

D マルチフアンクシヨンディスフレ 
イにブ レーキ 液またはブ レーキ パッ 
ドに関ずる故障/警告メッセージ 
び表おされたときは（>260、261 
ページ）をご覧ください。 
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走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加速ずるとさは、タイヤを空 
転させないよ5に穏やかにアクセル 
ペダルを操作してください。タイヤ 
を空転させると、タイヤだけでな< 
トランスミッションや駆動系部品を 
損傷するおそれびありまず。 

. 車間距離を十分に確保し、不要な急 
発進や急加速、急ブレーキを避けて 
<ださい。 

横風が強いとき 

横風び強く、車び横方向に流されそ5 
なとをは、ステア1」ングをしっかりと 
握り、いつをより速度を下げて進路を 
保って < ださい。 

トンネルの通過 

トンネルに進入ずるとさは、ヘッドラ 
ンプを点灯してください。内部照巧び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありまずので、十分ま 
意して < ださい。 

エンジンブレーキのミち用 

下り坂び続くときは、エンジンブレー 
キを活用して ください。 ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効さび 
悪<なるおそれびあ0まず 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。ほいギアのとさほど効をび強 
<なりまず。 


滑りやずい路面 

滑りやずい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキを効 
かせないで < ださい。 

水たまりの通過後 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効さび遅れたり、悪くなるこ 
とびありまず。このよラなとさは、後 
続車にま意しなびらほ速で走行し、ブ 
レーキの効さび回復ずるまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。 

道路冠水や車び水ミさしたとを 

• 冠水した道路を走行するとさに許 
容されている最大水深は約 25 cm 
です。 

波び立たないよラな速度で走行して 
<ださい。 

• 豪雨などで道路び冠水し、マフラー 
に水び入ったとさはみしてエンジ 
ンを始動しないで < ださい。その 
ままエンジンを始動ずると、エン 
ジンに重大な損傷をちえるおそれ 
びありまず。 

. 車び水没した場合は、水び引いた後 
でちエンジンを始動せずに、メルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 
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走巧時の注意 


走行中に異常を感じた5 


警告なび点灯したとをやマルチフアン 
クションディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとを 

にだちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
ごい。それでを警告灯や故障/警告 
メッセージび消灯しないとさは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してくださし''。そのまま走行を続け 
ると、事故を起こしたり、車に重大な 
損傷をちえるおそれびあ0まず。 

ボディ下部に強い衝撃を受けたとを 

ただちにま全な場所に停車してボ 
ディの下部を点検し、ブレーキ液や燃 
料などび漏れていないか確認してく 
ださい。漏れやボディ下部に損傷を見 
つけたとさは、運転を中止してメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場に連絡 
してください。損傷を放置したまま走 
行を続けると、事故を起こずおそれび 
ありまず。 

走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしつかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速してま全な場所 
に停車してください。 急ブレーキや急 
八ンドル操作をずると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。 


駐停車ずるとき 


駐車ずるときのを意事項 

• マフラーは 非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙<ず、油など燃え 
やずいをのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

• 同乗ちびドアを開くとさは、周囲に 
危険びないことを運転をび確認して 
<ださい。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないでください。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなりまず。ステア 
U ングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、乂傷をずるおそれ 
びありまず。 

•炎天下に駐車ずるとさは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えて < ださい。 

• 炎天下に駐車した後は、柔車ずる前 
に換気をずるなどして、車内各部の 
温度を下げてください。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は、 
必ず取り除いてください。車両下部 
の排水□び目詰まりを起こし、車内 
に水び浸入ずるおそれびあ0まず。 

車の周囲び雪で覆われているとを 

車の周囲び雪で覆われているとをは、 

雪を取り除いてからエンジンを始動し 

てください。積雪により マフラーび& 

さびれ、排気ガスび車内に侵入ずるお 

それびあ0まず。 


B こな〇芭6邮 m 









走巧時の注意 


239 


急な坂道で駐車ずるとを 

急な坂道で駐車ずるとさは、セレク 
ターレバーを眶ミ|に入れ、パーキン 
グブレーキを確実に効かせて < ださ 
し、。さらに輪止めをして、前輪を歩道 
万■向に向けて < ださい。 

仮眠ずるとさ 

やむを得ず車内で仮眠ずるとさは、安 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識の5ちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車が動さ出して 
事故を起こずおそれがありまず。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーが 異常過熱して乂 
災の原因にな0まず。 

後退ずるとき 

後ち視界が十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方の安全を確認し 
て < ださい。 


雨降0や濃霧時の運転 


雨降りや濃霧時のま意事項 

雨が降っていたり、濃霧が発生して 
いるとさは、路面が蕭れて滑りやず 
<視界ち悪<なりまず。 Li (下の点に 
注意して、いつちより慎重に運転し 
て < ださい。 

• 路面が滑りやずいので、タイヤの接 
地力が大さ<低下し、通常より制動 
距離ち長< な0まず。 

また、見通しが悪いので歩行者や障 
害物の発見が遅れがちになりまず。 
いつちより速度を下げ、車間距離を 
十分に確保してください。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


• 蕭れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。滑 
0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス U ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれがあ0まず。 

• 路面が請れているとさは、クルー 
ズ コン ト□ールやデ イス ト □ニッ 
ク * は使用しないでください。 

• 水たまりの通週後や激しい雨の中で 
長時間ブレーキを使用しないで走行 
しているとさは、ブレーキの効さが 
悪<なることがありまず。このとさ 
は、後続車に注意しながら低速で走 
行し、ブレーキの効さが回復ずるま 
でブレーキペダルを数回輕<踏んで 
<ださい。 

• 安全な視界を確保ずるため、必要 
に応じてデフ□スターやリアデ 
フォッガーを作動させて < ださい。 
また、 AC モードでエアコンデイ 
ショナーを作動させて車巧を除湿 
して <ださい。 

• 雨降りや濃霧時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、ヘッドラン 
プやフォグランプを点灯して < ださ 
し、。ただし、へッドランプを上向き 
にずると、雨や濃露に反射して視界 
を損なったり、対向車を应惑ずるの 
で、下向さで点灯して<ださい。 

• 濃露のときはフォグランプを点打 
し、速度を落として走行して <だ 
さい。危険を感じるときは、霧が 
晴れるまで安全な場所に停車して 
<ださい。 
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メンテナンス 


メンテナンス 


メンテナンスインジケーター画面 


車の性能を十分に発揮させ、ま全かつ 
快適に運転ずるにめには、メルセデス- 
ベンツ指定サー ビスエ場で点検整備を 
受ける必要びありまず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場では (下のよ 
ラな点検を行ないまず。 

ダイムラー社指定の点検壁備 

ダイムラー社の指示による点検整備項 
目びありまず。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検壁備 

1 年、 2 年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定め日れ実施ずるをのでず。 

なの点検時期を示すステッカーびフ □ 
ントウインドウに貼付してありまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

壁備手帳 

車には整備手帳び備えてありまず。点 
検整備で実施されに作業は整備手帳で 
確認してください。 

曰常点検 

長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、曰苗、車を使用するとをにお客様 
ご自身の判断で実施していただ<点検 
です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異苗び発見され 
た場合は、ずみやかにメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださし、。 


_白0 

^60 イ 
40 


メンテナンス A 
アト1000 km 
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走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
しよ9 〇 

><ンテナンスインジケーター画面が表 
おされたとさは、一力一指定点検整 
備を行なってください。 

自動表示機能 

次の 一力一指定点検整備の約1力月 
前になると、イグニッシヨン位置を2 
にしたとさやエンジンがかかっている 
とさに、><ンテナンスインジケーター 
画面が自動的に表示されまず。 

画面は数秒後に表お前の画面に戻0 
ます。 

表示中に画面を戻ずとさは、リセット 
ボタンページ）を押しまず。 

手動で表示させる 

><ンテナンスインジケーター画面は、 
手動でち表示でさまず。 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
まず。 

► 1^またはを押して、車両情 
報 イン画面を表示させまず。 

► D または D を押して、 木V子 
ナンスインジケーター画面を表おさ 
せます。 
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表。メッセーシ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じて LU 下のように変化しま 
す。"#"には" A " から" H " までのアル 
ファべットび入りまず。 

点検壁備実施前の表示例 

" メンテナンス#アト XX ニチ" 

II メンテナンス#アト XX km " 

点検壁備実施時期になったとをの表 
示例 

II かサンス#ヲウケテクゲサイ！ II 

点検壁備実施時期を過ざたとさの表 
示例 

" メンサンス# XX ニチ〕1テイマス" 

" メンテナンス# XX km 〕1テイマス" 

点検整備実施時期を過ぎたとさは、警 
告音を鳴りまず。 

〇 メンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表おやエンジンオ 
イル量の警告表示ではあ0ません。 

〇メーカー指定点検整備を指定の 
時期までに行なわなかった場合は、 
保証などの対象外になることびあ 
りまず。 


〇 "メンテナンス A " "メンテナンス B " など、"メ 
ンサンス"の後に表示される " A " から 
" H " のアルフアベットは、次回の 
メーカー指定点検整備の範囲び、点 
検項目のかない点検整備から総合的 
な点検整備まで、どれに該当ずるか 
を示すをのでず。ただし、曰本では 
法定点検びあるため、これらの範囲 
は該当しません。 

〇 メンテナンス A + " " メンテナンス B + " など、 
" A " から " H " のアルフアベットの後 
に"+ " の表示びあるときは、ブ 
レーキ部品交換などの点検整備び含 
まれていることを示しまず。 

〇 ブレーキパッドは次回の点検整備 
しツ前に摩耗の限界に達ずることびあ 
りまず。ブレーキパッドの交換につ 
いては、メルセデス■ベンツ指定サー 
ビスエ場で相談の上、 LU 下のどちら 
かで対処して < ださい。 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換ずる 

• 後日に別途交換ずる 

〇 メンテナンスインジケーターび自 
動的に表おごれる時期は、運転ス 
タイルや走行距離などにより変わ 
りまず。 

エンジン回転数を適度に保ち、短 
お離短時間の運転を避けると、な 
のメーカー指定点検整備の実施時 
期までの走行距離び伸びることび 
ありまず。 

〇 バッテ U —の接続を外している間 
の経週曰数は、加算されません。 
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曰常の手入れ 


メンテナンスイン ジケーターの リセット 

一力一指定点検整備後に、ルセデ 
ス-ベンツ指定 サービス エ場で><ン テ 
ナンスインジケーターを U セットして 
<ださい。 

U セット後、次回一力一指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されます。いずれか先に達ずる距離 
または時期を次回の 一力一指定点検 
整備時期として表おしまず。 

Q ><ンテナンスインジケーターの表 
示などに異常があるときは、ずみや 
かにルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けて<ださい。 


曰甫の手入れ 


定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美し<保つことがでさまず。 

日常の手入れには、ダイムラー社が指 
定する用品のみを使用して < ださい。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 中毒や火災のおそれびありまず 

一部の合成ク U —ナーなどには、有機 
溶剤や可燃性物質が含まれていること 
があ0ます。カーケア用品を使用する 
とさは、必ず添付の取り扱い上のま意 
を読み、指示に従ってください。 

車内でカーケア用品を使用するとさは 
ドアやドアウインドウを開き、十分に 
換気してください。有機溶剤による中 
毒を起こした0、静電気が可燃性ガス 
に引火して火災を起こずおそれがあり 
ます。 

車の手入れをずるとさに、ガソリン 
やシンナーなどを使用しないでくだ 
さい。中毒を起こしたり、気化ガス 
に引火して火災を起こずおそれがあ 
0まず。 

カーケア用品は、子供の手が届<とこ 
ろや火気の近< に置いたり保管しない 
で < ださい。 
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• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで仏い落としてくだ 
さい。 

• かなくとを月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 巧び石などにより塗装面を損傷ずる 
と、鐘の原因になりまず。早めにネ甫 
修を行なってください。 

• 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

• ミ尼や虫の死びい、鳥の面ん、樹液、 
油脂類、燃料およびタールなどび付 
着したとさは、ずみやかに巧を取っ 
てください。特に、鳥の面んは塗装 
面を損傷しやすいので、でさるだけ 
早 < 水で洗い流して < ださい。 

• 凍結防止剤び散布してある道路を走 
行したとさは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフエンダー内を洗い流 
して < ださい。 

• 直射日光び強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットび熱<なってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れを 
すると、塗装面を損傷するおそれび 
ありまず。 

• ボディの表面にステッカーやフィル 
ム、マグネットなどを貼付しないで 
ください。塗装面を損傷ずるおそれ 
びありまず。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより鐘などび発生したときは、 
早めにメルセデス.ベンツ指定サー 
ビスエ場で補修ずることをお勧め 
します。 


巧車 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこ 
0などを洗い流しまず。 

► 水にカーシヤンプーなどを混ぜた洗 
ミき液を用意し、車全体にかけまず。 
外気取り入れ□付近ではか量にし、 
ダク h 巧に洗;争液び残らないよラに 
ま意して < ださい。 

► スポンジやセーム巧などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流しまず。 

► 洗車後は、ずみやかに水滴を巧さ取 
りまず。 

洗車時のま意 

洗車をずるとさは、(下の点にミ主意し 

て < ださい。 

• 洗車するとさは、マフラーやその周 
辺にま意してください。マフラーや 
その周辺に触れて乂傷をしたり、け 
びをずるおそれびありまず。 

• 水び凍るよラな寒いとをや直射日光 
び強く当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱くなっているよ5な 
とさは洗車をしないで<ださい。 

• 虫の死びいなどは、洗車前に取り除 
し、て < ださい。 

• コールタールやアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまうと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 

• 洗車をずるとさはマフラーにミ主意 
してください。マフラー後端に触れ 
て乂傷をしたり、けびをずるおそれ 
びありまず。 
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•走行した直後は、ブレーキディス 
クやす、 イー ルに直接水などをかけ 
ないで < ださい。ブレーキディス 
クが熱いとさに急激に冷やずと、 
ブレーキディスクを損傷ずるおそ 
れがあ0まず。 

• す、イールには酸性のぶイールクリー 
ナーを使用しないで < ださい。ぶ 
イールやホイールボルトが腐食ずる 
おそれがあ0まず。 

• ホイールク U —ナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食ずるおそれがあり 
ます。 

このよラなとさは、しばら<走行=し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて<ださい。 

高圧式スプレーガンの使用 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用して < ださい。 
水圧が高ずざると、塗装面を損傷ず 
るおそれがありまず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分、サスペンシヨ 
ン、電気装備、コネクター類など 
に近付けないで<ださい。水圧が 
高いため、車内に水が侵入したり、 
防水シールや塗装面を損傷ずるお 
それがあ0まず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧が高 
いため、タイヤを損傷するおそれが 
ありまず。 


自動洗車機の使用 

A 事故のおそれびありまず 

自動洗車機を使用するときは、おず 

ホールド機能を解除してください。 

自動洗車機で洗車ずるとをは(下の点 

にま意して < ださい。 

• 高圧洗をを行な5自動洗車機は使用 
しないで<ださい。ドアやスライ 
ディングルーフ*などから水漏れ 
を起こずおそれびありまず。 

. 車のちれびひどいとさは、自動洗車 
機で洗車ずる前に水洗いをしてくだ 
さい。 

• 自動洗車機び車のサイズに合ってし) 
ることを確認して < ださい。 

• 洗車前にドアミラーを格納してくだ 
さい。 

• ワイパーを停止してください （099 
ページ)。 

• 回転ブラシのかたさによっては、細 
かな傷び付を、塗装面の光;尺び失わ 
れたり、劣化を早めるおそれびあり 
まず。 

• 洗車後は、フ□ントウインドウやワ 
イパーブレードに付着した洗浄液を 
す式さ取って < ださい。 


B こな〇芭6邮田 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 




曰常の手入れ 
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マットペイント塗装車の取り扱い 

マットペイント塗装車は、離消しク U 

アコートで塗装されています。 

非常にデリケートな塗装のため、日常 

の手入れなどで独特の質感を損なラお 

それがありまず。詳しくは;><ルセデス- 

べンツ指定サービスエ場におたずね < 

ださし、。 

H 塗装面を磨かないで<ださい。ま 
た、塗装面の手入れには、ワックス 
や研磨剤、光ミ尺剤のよ5なペイント 
保護剤は使用しないで<ださい。質 
感を損なったり、塗装面を損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

〇塗装面にちれび付着したときは、 
すみやかに取0除いて < ださし、。 

〇樹脂類や油脂類などを塗装面に 
付着したままにしないでくだごい。 
質感を損なったり、塗装面を損傷 
するおそれびありまず。 

〇ワックスなどの汚れび付着したと 
をは、シ U コン除去剤を使用して、 
軽くたたをなびらミちれを巧さ取って 
<ださい。 

〇タールなどの汚れび付着したとさ 
は、タール除去剤を使用して、輕く 
たにさなびらミちれを巧さ取って < だ 
さい。 

[ I 高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーは使用しないでくださし)。 
塗装面を損傷するおそれびありまず。 

〇塗装の修復などは、メルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場で行なって 
<ださい。 


自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車するときは、ノンブ 
ラシ式の自動洗車機を使用してくださ 
い。また、車のミちれびひどいとさは、 
自動洗車機で洗車ずる前に水洗いをし 
て < ださい。 

y 高温のワックス処理を行な5自動 
洗車機は使用しないでください。 

ランプ類の手入れ 


へッドランプを含むランプ類は樹脂製 
レンズでず。流水または水と カーシャ 
ンプーを混ぜた洗ミき液で洗い流して< 
ださい。 

〇有機溶剤や強アルカ U 洗剤などを 
使用したり、乾いに巧などで強くこ 
すらないでください。また、ヘッド 
ランプウォッシャーは必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。レンズを損傷ずるおそれびあり 
ます。 

センサーの手入れ 


デイスト□ニックセンサー*やパー 
クト□ニックセンサーを清掃ずるとさ 
は、流水または水と力ーシヤンプーを 
ミ昆ぜた洗ミき液で洗い流して < ださい。 

H センサーを清掃ずるとをは、乾い 
た巧、目の粗い巧、かたい巧などは 
使用しないでください。また、純正 
(外の手入れ用品を使用したり、強 
い力で乾巧さしないで<ださい。セ 
ンサーを損傷ずるおそれびありまず。 




オプションや仕様により、異なる装備です。 
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P センサーには、高圧式スプレーガ 
ンやスチームクリーナーを使用しな 
いで<ださい。センサーや塗装面を 
損傷するおそれがありまず。 

マフラーの 手入れ 


路面の小石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にサビが発生ずることがあ0 
まず。 

定期的にマフラーを手入れずることに 
より、マフラーの輝さを保ち、また元 
の輝さを取り戻ずことがでさまず。 

〇ホイールクリーナーなど、アルカ 
U 性のク U —ナーでマフラーの手入 
れを行なわないで < ださい。 
マフラーの手入れについては 、語 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


卓内 _ 

• プラスチック部分は、か量の中性洗 
剤などを混ぜた水を柔らかい巧に含 
ませて拭さ取0まず。 

乾いた巧や目の粗い巧、かたい巧な 
どを使用した0、強<こずらないで 
<ださい。表面を損傷ずるおそれが 
ありまず。 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線がプ U ントされている車種があ 
りまず。ガラス面の内側を清掃ずる 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿って拭さ 
取り、傷を付けないよ5にミ主意して 
<ださい。 

また、乾いた巧でおいたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク U —ナーなどを 
使用しないで < ださい。 

• ウインドウに遮光フイルムなどを 
貼付すると、携帯電話やラジオな 
どの電波に影響をあたえるおそれ 
がありまず。詳し<は^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたず 
ね< ださし、。 

A けびのおそれびあ0まず 

エアバッグの収納部分には、有機溶 
剤を含むク U —ナーなどを使用しな 
いでください。エアバッグが正常に 
作動しな<なり、けがをずるおそれ 
があ0ます。 


B こな〇芭6が田 
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車載品の収納場所 . 

故障/警告メッセージ… 
トラブルの原因と対応…… 
が常時の施館/解綻…… 
NECK PRO アクティブ 
へッ ドレストのリセット 

キーの電池交換 . 

電球®交換 . 

ワイパーブレードの交換… 

パンクしたとを . 

バッテリー . 

バッテ U —びあびったとを 

けん引 . 

ヒューズ . 


8451 557905703 
4 5 6 8 888890011 
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車載品の収納場所 



A 义災や爆発のおそれびありまず 

燃料などび漏れている場合は、すぐに 
エンジンを停止してください。また、 
車に火気を近付けないよラにミ主意して 
ください。义災び発生した0、爆発す 
るおそれびありまず。 

事故び起定たと走 

すみやかに、し U 下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の巧げに 
ならないま全な場所に停車し、エン 
ジンを停止して < ださい。 

• 負傷をびいるとをは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動ひさないで 
<ださい。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷を 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

• 巧手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 

• 自動車保険会社に連絡してください。 


路上で故障したとを 

を全な場所に停車して、非苗点滅灯を 
点滅させてください。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置くことび法律で義務付けられて 
いまず。追突のおそれびあるため、柔 
員は車内に残らず、ただちにま全な場 
所に避難してください。 

車が動かなくなったとを 

セレクターレバーを m に入れて、 
パーキングブレーキを解除し、同柔 
ちや付近の人に救援をホめて、ま全 
な場所まで車を押して移動してくだ 
さい。このときは、車速感応ドア□ッ 
クによるキーの閉じ込みにミ主意して 
<ださい。 

セレクターレバーを m に入れられ 
ないとさは、柔員を安全な場所に避難 
させ、続発事故を防いでください。 

〇踏切巧で動けな < なったとさは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押して 
ください。緊急を要ずるとさは非常 
信号用具を使用してください。 

〇 セレクターレバーを EI から動 
かせないとさは、パーキング□ック 
を手動で解除でさまず。詳しくは 
([>284ぺージ）をご覧ください。 


■化：？ 0 >1 り 
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非常信号用具 _ 

懐中電灯をフ□ントドアポケットに装 
倫しています。 

〇 新品時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電池の間に紙び挟まれていまず。 
使用するとをは紙を取り除いてくだ 
ごい。 

懐中電灯び十分な巧るさで点灯ずる 
ことを定期的に点検してください。 


停止表示板 



CLS 350 / CLS 550 
①停止表示板ケース 
⑨ストラップ 


停止表示板はトランクルーム内のトラ 
ンクフ□アボードの下に収納されてし、 
ます。 

停止表示板を取り出ず 

► トランクフ□アボードを開さまず 
0250ページ）。 

►ストラップ③を外して、停止表示板 
ケース①を取り出しまず。 

► 停止表示板ケース①から停止表示板 
を取り出しまず。 


停止表示板の組み立て 



③ スタンド 

④ 反射板 
⑥フック 


►スタンド③を引き出して、停止表示 
板を化面に立てまず。 

► 反射板④を開し)て二ちおをつくり、 
頂点のフック⑥をかみ合わせまず。 

》停止表示板の形状び異なる場合びあ0 
ます。 


I se—^ 
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ち八ンドル車 

①ノブ 

©カバー 

救急セツトは助手席シート下部のル物 

入れに収納されていまず。 

〇 救急セツトの中身び揃っていて、 
使用可能であることを定期的に点検 
して < ださい。 

物急セツトを取り出ず 

► ノブ①を引さなびら、カバー③を矢 
印の方向に開さまず。 

► 救急セツトを取り出しまず。 

救急セツトを収納ずる 

► 救急セツトを入れてから、カバー③ 
を閉じまず。 

〇 走行するとをは、カバーび確実 
に閉じていることを確認してくだ 
さい。 


車載工具 _ 

車載工具はトランク内のトランクフ〇 
アボードの下に収納されていまず。 


トランクフ□アボードを開< 



①八ンドル 

③トランクフ□アボード 


►八ンドル①を起こし、トランクフ〇 
アボード③を引き上げまず。 

► トランクフ□アボード③を支えなび 
日、八ンドル①を U アウインドウ下 
側のトランクの縁にかけまず。 

A 事故のおそれびありまず 

• 車載のジャッキは、この車のタイヤ 
交換で一時的にジャッキアップずる 
ためだけに設計されています。 

. 車の下で作業をするとさは、必ず 
リジッドラックなどを使用してく 
ださい。 

• ジャッキは、かたくてすべりにくし、 
水平な場所で使用してください。ま 
た、ジャッキの下に、ブ□ックや木 
材などを置いてジャッキアップしな 
いで<ださい。ジャッキアップした 
車が落下ずるおそれがあります。 


• ジャッキアップしているとさは、エ 
ンジンを始動しないでください。車 
が落下するおそれがありまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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Q トランクフ□アボードの八ンドル 
①をリアウインドウ下側のトラン 
クの縁にかけたままトランクを閉 
じないで<ださい。八ンドルを損 
傷します。 

〇 ジャッキを使用ずるときは、"パ 
ンクしたとき" 029 日ページ）に 
記載されている安全に関ずる内容ち 
必ずお読み < ださい。 


応急用スペアタイヤび車載されている 
車種 



CLS 350 / CLS 550 
①停止表示板ケース 


©ジャッキ 
③輪止め 
® 車載工具 
愈ストラップ 



CLS 63 AMG 
①停止表示板ケース 


©ジャッキ 
@輪止め 
® 車載工具 
©ストラップ 
©電動エアポンプ 
©タイヤ収納カバー 

嫁電動エアポンプの形状や絵柄などは、 
イラストと異なる場合があります。使 
用ち法がわからないときは、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

車載工具を取り出ず 

► トランクフ□アボードを開さまず 
(>250 ページ）。 

► ラゲッジトレイ*を取りがしまず 
(>252 ページ）。 

►ストラップ®を外します。 

► 停止表示板ケース①を取り出し 
ます。 

► 車載工具④を取り出しまず。 

ホイールレンチ、ガイドボルト、け 
ん引フック、手袋などが車載工具に 
収納されています。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


■化：？ 6- り 
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応急用スペアタイヤを取り出ず 
(CLS 350 / CLS 550) 



①固定キャップ 
©ラゲツジトレイ 


► トランクフ□アボードを開さまず 
([>2日日ぺージ）。 

► 固定キャップ①をドライバーやエ 
マージ ェン シー キーなどでまわして 
外します。 

► ラゲツジトレイ®を取りがしまず。 



感 ホルダー 
@応急用スペアタイヤ 
©タイヤ収納 カバー 

► ぶルタ'—③を反時計回りにまわして 
がします。 

► 応急用スペアタイヤ④を取り出し 
ます。 


庶急用スペアタイヤを取り出ず 
(CLS 63 AMG) 



①トレイ 

©応急用スペアタイヤ 

@タイヤ収納 カバー 

► トランクフ□アボードを開さまず 
(>250ページ)。 

► トレイ①と、応急用スペアタイヤ© 
の内側にあるスペーサーを取りがし 
ます。 

► 応急用スペアタイヤを固定している 
スク U ユーを反時計回りにまわして 
がします。 

► 応急用スペアタイヤ③を取り出し 
ます。 

〇ラゲツジトレイや応急用スペアタ 
イヤを取り出ずとさは、必ず保護の 
ため手袋を着用してください。素手 
で作業するとけびをずるおそれびあ 
りまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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タイヤフイットび車載されている車種 



①停止表示板ケース 
③電動エアポンプ 
③タイヤフィット 


► トランクフ□アボードを開さまず 
(0250 ページ）。 

► ラゲツジトレイ*を取り外しまず。 


輪止め 



ジャッキを使用ずるときなどには、輪 
止めを使用し、車び動さ出さないよ5 
にして < ださい。 

輪止めを組み立てる 

► プレートを引き起こしまず①。 

► 裏面のプレートを引き出しまず③。 
► 裏面のプレートの突起部分を、ベー 
スプレートの開□部に差し込みま 
ず③。 

〇輪止めを使用ずるとさは図④の矢 
印の方向にタイヤびあたるよラにし 
ます。方向にま意してくださし、。 


I 













故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異常が発 
生すると、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに警告やミ主意、対応方法など 
が表示されまず。 

故障/警告 ><ッセージによっては警 
告音が鳴ることがありまず。また、重 
要度の高い;メッセージは、ホ色で表示 
されます。 

故障/警告 ッセージが表おされた 
ときは、政降の指示に従ってくださし、。 

A 事故のおそれびありまず 

• ^ーターパ ネルやマルチ ファンク 
シヨンディスプレイが故障した場合 
は、表示灯/警告灯や故障/警告 
^ッセージが 表示され ません。 車両 
操縦性などに悪影響をおよぼすよラ 
な故障や異常が発生した場合は内容 
が確認でさないたが)、ただちにメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
連絡してください。 

• 表示される故障や異常は、一部の限 
られた装備についてであり、また表 
示される内容わ限られています。故 
障表示の機能は運転者を支援する装 
置でず。発生した故障や異常に対処 
して 車の安全性を維持する責任は運 
転者にありまず。 

• 走行中にステアリングのスイッチを 
操作するときは、直進時に行なって 
ください。ステア U ングをまわしな 
がら操作すると、事故を起こすおそ 
れがおりまず。 

• 走行ずる前には必ずイグニッシヨ 
ン位置を2にして、 乂ーター）又夕、 
ルの表示灯/警告灯が点灯し、マ 
ルチファンクシヨンディスプレイ 
が表示されることを確認して < だ 
さし'!。 


• 点検整備や修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えた^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なラことをお勧めしまず。 

特に安全に関わる整備については、 
必ずメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検整備や修理を行 
なって<ださい。不適切な作業を 
行なラと、事故や故障の原因にな 
ります。 

故障/警告メッセージを表示させる 

►ステア U ングのまたは 
スイッチを押して、マルチファンク 
ションディスプレイに故障表示画面 
を表おさせまず。 

故障や異常がある場合は、 "] ショウ 
力'' 3" のよ5に故障件数が表おさ 
れまず。 

故障や異常がない場合は、故障表示 
画面は表示されません。 

► 〇または〇を押して、故障/ 
警告^ッセージを順番に表示させま 
ず。ずべて表示されると、故障件数 
画面に戻りまず。 
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故障/警告メッセージの表示を消ず 《記載の故障/警告メッセージは、取扱説 

明書作成時点のものです。マルチフアン 
重要度の高いメッセージは消ずことび クシヨンディスプレイの表記などは、予 

できません。故障や異常の原因び解み 告なく変更■追加されることびあります。 

するまで、故障/警告メッセージび 
繰り返し表示されまず。 

一部のメッセージは車両に記憶され、 

手動でメッセージを呼び出ずことびで 
さまず。 

メッセージはマルチフアンクシヨンス 
テア1」ングにより消ずことびでさまず。 

► メッセージび表示されているとさ 
に、ステア U ングの 岡 ran や 
DO スイッチ、または1」セツ 
トボタンを押しまず。 


文字メッセージ 


么 事故やけびのおそれびあ0まず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めします。特にま全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で巧なってください。不適切な作 
業を巧なラと、事故や故障の原因にな0ます。 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 臣 S 

ABS 卜 ESP 

] ショウ 

にュ乃レヲサンショウ 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ABS と ESP 、 PRE - SAFE び作動しない状態 
になっている。 BAS の機能ち解除されている。 

通萬のブレーキ時の制動力は確保されている。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を費けて 
ください。 

A 臣 S 

ABS 卜 ESP 

シヨウテ''巧セン！ 

にュ乃げサンショウ 

A 事故のおそれがありまず 

電圧低下のため、 ABS と ESP 、 PRE - SAFE び作動しない 
状態になっている。目 AS の機能も解除されている。 

通萬のブレーキ時の制動力は確保されている。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を夏けて 
ください。 


■化：？ Q >- り 















ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

DISTRON に 

タイキ 

アクセルペダルを踏んで速度を上げたため、ディスト □ 
ニックび走行速度の制御をしていない。 

► アクセルペダルから足を放して速度を下げてください。 

DISTRONIC 


ディスト□ニックの作動条件を満たしていない。 

► 設定可能な状態であれば、約 30 km/h L 处上の速度で走 
行し、ディスト□ニックを作動させてください。 

または 

►ディスト□ニックの作動条件を確認してください 
(>161ぺージ)。 

D に TRON に 

] ショゥ 

ディスト□ニックに異常びある。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けて 
<ださい。 

DISTRONIC 

ケ"ソサ''イシ3ウフカノウ 

にュアルヲ 

サンショゥ 

政下のとさは、ディスト□ニックの機能び解除され、一 
時的に作動を停止している。 

• フ□ントのディスト□ニックカバーび巧れている 

• 豪雨や雪、震などのため、機能び辭除されている 

•電磁波の干渉などにより、センサーび一時的に作動を 
停止している 

• センサーび長時間、先行車や交通標識などの静止物を 
検知していなかった 

• システムび過熱している 

走行中に;尼などの巧れび落ちたとさ、またはセンサーび 
再び完全に機能していることをシステムび検知したとさ 
は、メッセージび消え、ディスト□ニックび作動を再開 
しまず。 

► 必要であれば、システムび冷えるまで待ってください。 

メッセージが消えないとさ 

► フ□ントグ U ルのディスト□ニックカバーを清掃して 
<ださい。 

► エンジンを再始動して<ださい。 
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ディスプレイ表示 


ESP 


ESP 

] ショウ 

にュ乃巧サンショウ 


セレクタレ"、'- 
P ニシテクタ、’サイ 



タイヤクウキアツ 


] ショウ 

にュ乃巧サンショウ 


夕仆ヲテンケン！ 


考え5れる原因および症げ/ ► 対応 


A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP 、 目 AS 、 PRE - SAFE の機能び作動しない 
状態になっている。 

メーターパネルのち点なしている。 

通常のブレーキ時の制動力は確保されている。 

► 注意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けて 
<ださい。 


ホールド機能び作動しているとをに下のいずれかのこ 
とを巧"なった。 

• 運転席ドアを開いて、運転席の棄員びシートベルトを 
外した 

• エンジンを停止した 
• ボンネットの□ックを辭除した 

状況によっては、ホーンび等間隔で鳴ったり、リモコン 
操作で施錠しよラとずると、ホーンの音量び上びること 
びある（1>172ページ）。また、エンジンを始動ずること 
びでをない。 

► セレクターレバーを I ミ1に入れて<ださし、。 

エンジンび停止しているとをは、エンジンび始動でき 
るよラになります。 


セレクターレバーび№1または EI に入っているとを 
に、キーレス ZI —スイツチでエンジンを停止しよラと した。 
► セレクターレバーを匡ミ 1 に入れて < ださい。 


A けがのおそれがありまず 

PRE - SAFE び故障している。エアバッグなど他の棄員保 
護装置の機能は確保されている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を憂けて 
<ださい。 


A 事故のおそれがありまず 

タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの急激な空気の 
漏れを検知した。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、急八ンドルや 
急ブレーキを避けて停車して < ださい。 

► タイヤを点検してください。 

►タイヤ空気圧を点検し、必要であれば空気圧を適正に 
してください。 

►必要であればタイヤを交換するか修理してください。 
►タイヤ空気圧警告システムを再起動してください 
023日ぺージ）。 


se — り 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

夕仆クウキアツ 

ケイ〕クシステム 

] ショウ 

タイヤ空気圧警告システムび異常を検巧した。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けて 
ください。 

タイ朽テンケン 

ソノ〕'、夕仆クウキアツ 

ケイ]巧ステム 

サイ外、、ウ 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれた。 

► ずべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認して 
ください。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください。 

ホ-ルド 

才つ 

ホールド機能び解除されている。 

ブレーキペダルを強く踏み込んだとをに車び横滑りして 
いたか、ホールド機能の作動条件を満たしていなかった。 

► 横ほど、再度ホールド機能を作動させてください。 

ホ-ルド 

サドウテ''巧セン 

7ニユアルヲサンショウ 

ホールド機能の作動条件を満たしていない。 

ホールドの作動条件を確認して<ださい (>171 ページ)。 

► ボンネットを確実に閉じてください。 

► 運転席ドアを閉じてください。 

► エンジンを始動して<ださい。 

►パーキングブレーキを解除してください。 

► 必要のない電気裳備を停止してください。 

電圧び回復すると、ホールド機能は作動でをる状態に 
なりまず。 

ホ-ルド 

] ショウ 

にユアルヲサンショウ 

ホールド機能び故障している。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けて 
ください。 

クル-ス ''] ン阳-ル 

才北'‘ 

化。_ドリミッタ- 

] ショウ 

可変スピードリミッターとクルーズコント□ールまたは 
ディスト□ニックび作動しない。 

► ；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けて 
ください。 

SRS 

SRS システム 

] ショウ 

] ウシ'' ョウ: r " T ンケン！ 

A けがのおそれがありまず 

乗員保護装置に異常びある。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を毒けてください。 

クル-ス ''] ン阳-ル 

- km/h 

クルーズコント□ールの作動条件を満たしていない。 

► ESP を待機状態にしてください。 

► 設定可能な状況であれば、約 30 km/h L 处上の速度で走 
行し、クルーズコント□ールを設定してください。 
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イラストメッセージ 


心 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた^ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず;ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になりまず。 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

巧 


じ TF の理由により、バッテリーび充電されていない。 

• オルタネーターの異常 

• V ベルトび切れている 

• 電気システムの故障 

►周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、ただちに安全 
に停車して、 V ベルトを点検してください。 

V ベルトが切れているとき 

►走巧しないでください。最寄りの;ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとき 

►すみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 



トランクび完全に閉じていない状態で走行している。 

► トランクを確実に閉じて<ださい。 



A 事故のおそれがありまず 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行している。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、安全に停車し 
てくださし、。 

► ボンネットを確実に閉じてください。 



ドアび完全に閉じていない状態で走行している。 

► ドアを確実に閉じてください。 


■化：？ S - り 



















ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

pq 


ラジェターのを却ファンに異常びある。 

►冷却水温度び約120でし^(下の場合は、最寄りの六ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場まで走行を続けることび 
でをまず。 

►その場合は、山道の走行や発進/停止を繰り返ず走行 
など、ェンジンへの大をな負荷を避けてください。 


外]ウカ'' アが’リ巧 

AIR マティック DC サスペンション装備車： 

システムび車高を調整している。 


外]ウカ'' アが’リ巧 

ォマチクタ、.サイ 

AIR マティック DC サスペンション装備車： 

停車時の車高び下びりすぎている。 

► 走行しないで < ださい。 

► ；><ッセージび消えるまで待って < ださい。 

走巧に適した車高になります。 


テイ外、外]ウカ'’ 

ヒクスキ''巧！ 

A 事故のおそれがありまず 

AIR マティック DC サスペンションに異常びある。 

H ステアリングを大きくまわさないでください。フロ 
ントフェンダーやタイヤを損傷するおそれびありま 
す。タイヤとボディの擦れる音びしないか確認して 

ください。 

► 80 km / h を超えないように走行してください。 

► ステア U ングを大さくまねさないでください。フ□ン 
トフてンダーやタイヤを損傷ずるおそれびありまず。 

►安全な場所に停車して、より高い車高レベルを選択し 
てください。故障内容によっては、これにより車高び 
上びることびありまず。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 


] ショウ 

A 事故のおそれがありまず 

AIR マティック DC サスペンションの機能び制限される。 
車両操縦性に影響ずる可能性びある。 

► 80 km / h を超えないように走行してください。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けて 
ください。 

m 

アレ-キ"。ッド7モウ 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 

► すみやかに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

画 

スグニアレ-キヲ 

つソデ'クタ、'サイ！ 

ホールド機能の作動中に異常び発生した。 

ホーンび等間隔で鳴っている。施錠しようとずると、ホー 
ンの音量び上びる。 

エンジンを始動することびでをない。 

► マルチファンクションディスプレイの表示び消えるま 
で、ただちにブレーキペダルを確実に踏んで<ださい。 

►車から離れるとさは、輪止めを使巧するなど、車び動 
かないよラに十分注意してください。 

エンジンを再始動でをます。 

画 

EBV , ABS，ESP 

] ショウ 

にュ乃レヲサンショウ 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 EBV 、 ABS 、 ESP の機能び作動しない状態 
になっている。目 AS の機能も辭除され、 PRE - SAFE の機 
能右作動しない状態になっている。 

通萬のブレーキ時の制動力は確保されている。 

► 注意して走行してください。 

►ただちに;ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を養けて < ださい。 

画 

了レ-キオイル 

レへ、、ル 

テンケン 

A 事故のおそれがありまず 

リザーブタンクに十分な量のブレーキ液びない。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、すみやかに安 
全に停車してください。 

►状況を問わず、走行を続けないでください。 

►最寄りのメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡し 
て < ださい。 

► プレーキ液を補給しないでください。問題び解消され 
ることはありません。 

画 

A " -キングアレ-キ 

カイダョシテクタ、.サイ！ 

ノ（ーキングブレーキを解除しないで走行している。 

► ノ f ーキングブレーキを辭除して < ださい。 

m 

つュ-でいイルタ 燃料フイルターに水び混入している。水を抜く必要び 

セイソウ ある。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を寶け 
て < ださい。 

























ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

pq 

レイキャクスイ 

テイ外シテ、 

エングンヲテイシ！ 

冷却水の温度び高ずざる。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、安全に停車し 
て < ださい。 

► ェンジンを停止してください。 

► 雪などにより、フ□ントグ1」ルび覆われてラジェター 
への送風び遮られていないか確認してください。 

►メッセージび消えてからェンジンを再始動してくださ 
し)。ッセージび消えるまで待たないと、ェンジンを 
損傷するおそれびあります。 

► 冷却水湿度を点検してください。 

► 冷却氷温度び再び上昇ずる場合は、ただちにメルセデ 
ス • ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

V ベルトび切れている可能性びある。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、安全に停車し 
て < ださい。 

► ェンジンを停止してください。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトが損傷していないとさ 

► メッセージび消えない場合はェンジンを始動しないで 
ください。ェンジンを損傷ずるおそれびあります。 

V ベルトが切れているとを 

►走行しないでください。最寄りのメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場に連絡してください。 

|»1 

レイキャクスイ 

ホグュゥ 

7二:例レヲサンショウ 

;令却水量び不足している。 

► 補給時の注意事項を参照しなびら、冷却水をネ甫給して 
ください。 

► 通常より右頻繁に冷却水を補給している場合は、六ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

四 

ヒグリ□-ピ-ム 1) 

左ヘッドランプ（□ービーム）び切れている。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けて 
<ださい。 

四 

才-トラ仆 

] ショゥ 

ランプセンサーに異常びある。へッドランプ点なモード 
(1>141ぺージ）びオンになる。 

►マルチフアンクションディスプレイの各種 i 受定で、ラン 
プを手動点灯モードに切り曽えてくださし、。 

► ランプスイッチでランプを点打/消灯してください。 


1) 他のランプび切れたときは、この例外のメッセージび表示されまず。 
車外ランプのいずれかに異萬び発生ずると、その箇所が表示されまず。 





























故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

17クリ-ナ ] 如ン 


m 


キ助ノサィニ 
オイル LA " ルテンケン 


ggl 


テ'‘イス了レイ ] ショウ 
シテイノ]ウシ'’ョウテ" 
テソケン！ 




キ-ノ A " ツテリヲ 
] 如ン 

キ-ヲ 

ケソチテ''巧セン 
(赤色で表示） 



考え5れる原因および症状/ ► 対応 


エンジンエアフィルターの交換時期になっている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を賣けて 
<ださい。 


エンジンオイル量び限界まで下びっている。 

► エンジンオイル量を点検し、必要であれば補給してく 
ださい。 

►通常よりち頻繁にエンジンオイルを補給している場合 
は、メルセデス•ベンツ指定サービスエ場でエンジン 
からオイルび漏れていないか点検を黃けて<ださい。 


いくつかの電気システムびマルチフアンクシヨンデイス 
プレイに情報を伝達でさない。 UTF のシステムび故障し 
ている可能性びある。 

• 冷却水温度計 
• タコ;ーター 

• クルーズコント□ール および可変 スピードリ S ッター 
の表示 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けて 
<ださい。 


キーの電池び消耗している。 

► キーの電池を交換してください。 


車内にキーびない。 

エンジンを停止ずると、施錠したりエンジンを再始動す 
ることびでさない。 

►周囲の道路や交通状況にを意しなびら、安全に停車し 
て < ださい。 

►キーを探してください。 


エンジンびかかっていて、キーび車内にあるとさにこの 
メッセージび赤色で表示されたとさは、電磁波などの影 
響によじ、キーび検知されていない。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、安全に停車し 
てください。 

►必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで操 
作して < ださい。 


■化：？ S - り 


























ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 


キ-ヲ 

ケンチテ'‘巧セン 

(白色で表示） 

キ-力、’ 

外ナイこの巧！ 

キーび検知されていない。 

► 車内に置いてあるキーの位置を変えてください。 

► それでちキーび検知されないとさは、エンジンスイッ 
チにキーを差し込んで操作してください。 


キーレスコ f 一で施錠ずるときに、キーび車内にあると検 
知されている。 

► キーを車がに持ち出してください。 


キ-ヲ 

] ウカンシテクタ'‘サイ 

キーび機能しなくなっている。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を菌けて 
ください。 



燃料の残量びほとんどない。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 

El 

ネンリョウリサ '‘ -T 

わのシテクタ'‘サイ 

燃料の残量びかなくなっている。 

► 最寄りのガソリンスタンドで給油してください。 

因 

ウォッ外巧 

ホグユウ巧クタ'’サイ 

1」ヴーブタンクの ウォッ シャー液量び最低レベルまで 
減ってし)る。 

► ウォッシ巾一液を補給してください。 


—ジ 
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se — り 

































トラブルの原因と対応 
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トラブルの原因と対応 


心 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた^ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず;ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なって < ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になりまず。 


スイツチやボタンの表示 I 打/警告口 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

シートヒーターび短時間で停止した 
じ、作動しない。 

多くの電気装備び使用されているために電圧び低下して 
し、る。 

►読書なやルームランプなど、必要のない電気装備を停 
止してください。 

バッテ1」一び十分に充電されると、シートヒーターは 
自動的に作動しまず。 

エアコンデイシヨナーの AC スイッチ 
la を押すと、表おなび3回点滅し 
て消なする。 

除湿/ :令房された空気び送風されない。 

故障のため、除湿/冷房機能び解除されている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けて 
<ださい。 

U アデ フォッ ガーの表示なび点滅して 
いる。1」アデ フォッ ガーび短時間で停 
止したり、スイッチを押しても作動し 

なし、。 

多くの電気装備び使用されているために電圧び低下して 
し、る。 

►読書なやルームランプなど、必要のない電気装備を停 
止してください。 

バッテ U —び十分に充電されると、 IJ アデフォッガー 
は自動的に作動します。 


I 
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トラブルの原因と対応 



か 

AJ 

e 

I 

杉 



考え5れる原因および症状/ ► 対応 

助手席にセンサー付を純正チヤイルドセーフティシート 
び装着されているため、助手席エアバッグび作動しない 
状態になっている。 

A けがのおそれがありまず 

助手席にセンサー付を純正チヤイルドセーフティシート 
を裳着していない場合は、チヤイルドセーフティシート 
検知システムび故障している。 

► 助手席のシート座面に凹下のちのを置いているとさは 
取り除いて < ださい。 

• ノートブックパソコン 
• 携帯電話 

• 磁気カードやにカード 

電子機器やカードを取り除いても助手席エアバッグオフ 
表示灯が点 I 灯ずるとさ 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を菌けて 
ください。 


表示 I 打/警告：0 


トラブル 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 



A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ABS の機能び解除されている。そのため、 
臣 AS 、 ESP 、 EBV 、 PRE - SAFE の機能も解除されている。 
ブレーキは通萬通り作動ずるび、上記の機能は作動しな 
い。そのため、急ブレーキ時などにはタイヤび□ックず 
る可能性びある。 

► 注意して走行してください。 

► マルチフアンクションディスプレイに追加して表示さ 
れる故障/警告メッセージにがってください。 

► ずみやかに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 














トラブルの原因と巧応 


267 


トラブル ちえ6れる原因およびを状/ ► 対応 


E 1 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP 
表示打び点灯する。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP の機能び辭除されている。 

車び横滑りし始めたとさや車輪び空転し始めたとさに、 
車両操縦性や走行安定性を確保ずることびでさない。 

► ESP を待機状態にしてください（雪道などでの走行を 
除<)。 

► 路面と天候の状態に合わせて運較してください。 


E 1 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP 
表お打び点灯する。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP び作動しない状態になっている。 

車び横滑りし始めたとさや車輪び空転し始めたとさに、 
車両操縦性や走行安定性を確保ずることびでさない。 
►マルチフアンクションディスプレイの故障/警告方ッ 
セージに従って<ださい。 

► ミ主意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


E 1 

走行中に黄色の ESP 
表示灯び点滅ずる。 

A 事故のおそれがありまず 

車び横滑りをしているか車輪び空転しているため 、 ESP 
やトラクションコント□ールなどび作動している。 

クルーズコント□ールまたはディスト□ニックび自動的 
に解除される。 

►発進ずるとさは、アクセルぺダルを必要し^(上に踏み込 
まないで < ださい。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP の機能を解除しないでください（雪道などでの走 
行を除く）。 


画 

走巧中にホ色のブレー 
キ警告灯び点灯ずる。 

警告音ち鳴った。 

ノ くーキングブレーキを解除しないで走行している。 

► ノ f ーキングブレーキを辆除してください。 

警告なは消灯し、警告音ち鳴り止みます。 

画 

エンジンびかかって 
いるとをにホ色のブ 
レーキ警告なび点な 
する。 

警普音ち鳴った。 

A 事故のおそれがありまず 

リザーブタンクに十分な量のブレーキ液びない。 

►状況を問わず、走行を続けないでください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡 
してください。 

► マルチフアンクションディスプレイに追加して表示さ 
れる故障/警告メッセージに従ってください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。問題び解消され 
ることはありません。 



化 

4J 

S 

I 

り 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 



走行中にホ色の車間距 
離警告なび点灯する。 


走行中に赤色の車間距 
離警告灯び点なする。 


警告音ち鳴った。 

BUS 

エンジンびかかってい 

るとをにホ色の冷却水 


警告むび点なずる。 

mi 

エンジンびかかってい 

るとをにホ色の冷却水 


警告なび点なする。 


考え5れる原因および症げ/ ► 対応 

A 事故のおそれがありまず 

設定した車間距離に比べ、先行車との車間距離び短ずざる。 

► 車間距離を十分に確保して<ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

先行車に急激に接近している。または、デイスト□ニッ 

クび走行線上に静止した障害物を検知している。 

► いつでちブレーキペダルを踏める準備を整えてください。 

► 交通状況にミち意して<ださい。ブレーキペダルを踏むか 
回避操作を巧なわなければな日ない可能性びありまず。 

U ザーブタンクの冷却水量びが常に不足している。 

:令却かの温度び高すざて、ェンジンび十分に冷却されて 

いない。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、すみやかに安 
全に停車してください。 

► ェンジンと冷却水を冷やして<ださい。 

► ェンジンと冷却水び冷えてから冷却水量を点検し、不 
足している場合は冷却水を補給してください。 

► 通常よりち頻繁に冷却水を補給している場合は、方ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

;令却水量び正萬なとさは、ラジェターへの送風び遮られ 

ているか、 U ザーブタンクの冷却水量び不足している可 

能性びおる。 

:令却かの温度び高すぎて、ェンジンび十分に冷却されて 

いない。 

►雪などにより、フ□ントグ1」ルび覆われて、ラジェター 
への送風び遮られていないか確認してください。 

► 冷却水温度び約1 2 crcurF の場合は、最寄りの六ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場まで走行を続けること 
びでをまず。 

►その場合は、山道の走行や発進/停止を繰り返す走行 
など、ェンジンへの大さな負荷を避けてください。 


■化：？？り 


















トラブルの原因と巧応 
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トラブル 

BIS 




ESI 


エンジンびかかってい 
るとをにホ色の冷却水 
警告灯び点なずる。 
警告音ち鳴った。 


エンジンびかかってい 
るとをにホ色の冷却水 
警告灯び点むずる。 
警告音わ鳴った。 


エンジンびかかって 
いるとをに黄色のェ 
ンジン警告なび点な 
する。 


エンジンびかかって 
いるとをにホ色のェ 
アバツグシステム警 
告灯び点灯する。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

リザーブタンクの冷却水量び不足している。 

冷却水温度び約120でを超えている。ラジェターへの送 
風び遮られているか、 U ヴーブタンクの冷却水量び非常 
に不足している巧宫目1まびある。 

ェンジンび十分に;令却されないため、ェンジンを損傷ず 
るおそれびおる。 

►周囲の道路や交通状況にミち意しなびら、ずみやかに安 
全に停車して、ェンジンを停止してください。 

► ェンジンと冷却水を冷やしてください。 

►雪などにより、フ□ントグ U ルび覆われて、ラジェター 
への送風び遮られていないか確認してください。 

► ェンジンと冷却水びをえてから冷却水量を点検し、不 
足している場合は冷却水を補給してください。 
►通常よりち頻繁に冷却水を補給している場合は、六ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてくだ 
さし、。 

冷却水量び正常なとさは、ラジェターの冷却ファンび故 
障しているおそれびおる。 

冷却水温度び約120でを超えている。ェンジンび十分に 
冷却されないため、ェンジンを損傷するおそれびある。 
►状況を問わず、走行を続けないでください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

L 八下に異常びある可能性びある。 

• 燃料晴射システム 
• 排気システム 
• イグニツションシステム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、ェンジンびェ 
マージェンシーモードになっている可能性びある。 

►すみ和かにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を寅けて < ださい。 

A けがのおそれがありまず 

栗員保護装置び故障している。 

ェアバッグやシートベルトテンショナーび不意に作動し 
たり、事故のとさに作動しない可能性びある。 
►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 


■化：？ e - り 















トラブルの原因と対応 


トラブル 


E9 


フ□ントドアを閉じ 
てエンジンを始動す 


ると、ホ色のシート 
ベルト警告灯び点灯 


ずる。 


E9 


赤色のシートベルト 
警告灯び点滅し、脚 
続的な警告音ち鳴る。 



エンジンびかかって 
いるとさに黄色の燃 
料残量警告灯び点 : n 


ずる。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A けがのおそれがありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用してい 
なし、 

► シートベルトを着用して<ださい。 

シートベルト警告なび消なしまず。 

A けがのおそれがありまず 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に 
固定してください。 

シートベルト警告灯び消なしまず。 

A けがのおそれがありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用してい 
ない状態で走巧し、速度び約2日 km / h を超えた。 

► シートベルトを着用して < ださし、。 

シートベルト警告なび消灯し、断続的な警告音ち鳴り 
止みます。 


A けがのおそれがありまず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走巧し、速度び 
約 25 km / h を超えた。 

►安全な場所に停車してから、助手席シートに置いてあ 
る荷物を、別の場所に確実に固定してください。 

シートベルト警告なび消灯し、断続的な警告音ち鳴り 
止みます。 


燃料の鶏量び少なくなつている。 

► 最寄りのガソリンスタンドで給油してくださし、。 














トラブルの原因と対応 


警告音 


トラブル 

考え5れる原因および症げ/ ► 対応 

盗難防止警報び作動した。 

盗難防止警報システムび待機状態のとをに、運転席ドアま 
たはトランクをエマージェンシーキーで解錠して開いた。 

盗難防止警報システムび待機状態のときに、車内からド 
アを開くか、ボンネットの□ックを解除した。 

►キーの解錠ボタンまたは施錠ボタンを押してください。 

または 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで<ださい。 

警告音び鳴った。 

マルチフアンクションディスプレイに故障/警告メッ 
セージび表示されている。 

►故障/警告メッセージをご覧ください（1>2日4ページ 
〜)。 

パーキングブレーキを解除しないで走巧している。 

► ノ f ーキングブレーキを觸除してください。 

車幅打を消口しないでエンジンスイッチからキーを抜き、 
運転席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを D の位置にしてください。 

A けがのおそれがありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用してい 
ない状態で走行し、速度び約 25 km / h を超えた。 

► シートベルトを着用してください。 

ホーンび断続的に鳴った。 

ホールド機能び作動しているときに、エンジンを停止ずる 
か、運輯席ドアを開いて運転席の棄員びシートベルトをが 
ずか、ボンネットの□ックを辭除した。 

► ホールド機能を解除してください。 
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トラブルの原因と対応 


事故のとを 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

燃料び漏れている。 

A 火災のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷している。 
漏れた燃料に引火したり、爆発ずるおそれびある。 

► ただちにエンジンを停止して<ださい。 

► エンジンスイッチからキーを振いて<ださい。 

状況を問わず、エンジンを再始動しないでください。 

漏れた燃料に引火したり、爆発するおそれびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

損傷の程度びわからない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

損傷箇所び見当たらない。 

► 通常通りエンジンを始動して<ださい。 

運転席と助手席のへッドレストび前方 

追突などの事故により 、 NECK PRO アクティブヘッドレ 

に動いた。 

ストび作動した。 

► NECK PRO アクティブへ ッ ドレストを U セッ トしてく 
ださい028日ぺージ)。 


燃料と燃料タンク 


トラブル 


燃料び漏れている。 


燃料給油フラップび開かない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 火災や爆発のおそれがありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキー 
を抜いてください。 

►が況を問わず、エンジンを再始動しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

► リモコン操作で解錠してください。 

燃料給油フラップは辭錠されたび、開閉機構に異萬びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 


■化：？？り 































トラブルの原因と巧応 
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エンジン 


トラブル 

エンジンび始動しない。 


エンジンび始動しない。 

スターターモーターの 作動音び聞こ 


エンジンび始動しない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ホールド機能び作動している。 

► ホールド機能を解除してください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

• エンジンの電気システムに異常びある。 

• 燃料供給に異萬びある。 

• バッテリーの電圧び非常に低下しているか、充電され 
ていない。 

►エンジンを再始動ずる前に、イグニッション位置を0 
に戻して < ださい。 

►再度、始動操作を行なってください（[>10日ページ）。 
ただし、エンジン始動操作を長時間何度も巧なうと、 
八ッテ1」一びあびるおそれびあります。 

何度始動を試みてもエンジンが始動しないとさ 
► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

燃料タンクび空になっている。 


スターターモーターの作動音び聞こ ►燃料を給油してください。 

燃料残量警告灯び点巧していて、燃 
料計の指針び日をおしている。 


エンジンび始動しない。 

スターターモーターの 作動音び聞こえ 
なし）。 


バッテリーの電圧びが萬に低下しているか、充電されて 
いない。 

►他車のバッテ1」一を電源として始動して < ださい 
([>307ぺージ)。 

エンジンが始動しないとさ 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

過度の負荷により スターターモーターび 過熱している。 
►約2分間 スターターを 冷やしてください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

エンジンが始動しないとさ 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 


■化：？ S - り 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 


エンジンの回転び滑らかでなく、云ス 
ファイアも起き■ている。 


冷却水温度び約120でを超えている。 
冷却水警告なび点なし、警告音も鳴った。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ェンジンの電気システム、またはェンジン制御システム 
び故障している。 

► アクセルペダルを踏みずざないでください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 

燃焼していない燃料により、触媒を損傷ずるおそれび 
お0まず。 

リザーブタンクの冷却水量び不足している。 

;令却水の温度び高ずざて、ェンジンび十分に冷却されて 
いない。 

►ずみやかにま全な場所に停車し、ェンジンと;令却水 
を冷和して < ださい。 

► ェンジンと冷却水び冷えてから冷却水量を点検し、必 
要であれば、注意事項を参照しなびら、：令却水を補給 
してください([>221. 222ぺージ）。 

:令却か量び正常なとさは、ラジェターの冷却ファンび故 
障している巧能性びある。 

:令却がの温度び高すざて、ェンジンび十分に冷却されて 
いない。 

►冷却水温度び約120で^1下の場合は、最寄りの六ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場まで走行を続けること 
びでをます。 

►その場合は、山道の走行や凳進/停止を繰り返す走行 
など、ェンジンへの大をな負荷を避けてください。 


■か：？？り 










トラブルの原因と巧応 
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オートマチックトランスミッション 


トラブル 

トランスミッションび正しく変速し 
なし、。 


加速性能び悪化している。 

トランスミッシヨンび変速しない。 


考え5れる原因および症げ/ ► 対応 

トランスミッションオイルび減っている。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトラ 
ンス=ッションの点検を受けてください。 

トランス=ッションびエマージェンシーモードになって 
し、る。 

2速ギアか U バースギアで走行でをる場合びある。 
►停車してください。 

► セレクターレバーを I ミ ■ に入れて<ださい。 
►エンジンを停止して、イグニッション位置を0にして 
<ださい。 

►約1日秒凹上待ってから、エンジンを再始動しまず。 

► セレクターレバーを El に入れます。 

2速ギアになります。 

または 

► セレクターレバーを〇に入れます。 

U バースギアになりまず。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトラ 
ンス云ッションの点検を受けてください。 


■化：？ Q >- り 










トラブルの原因と対応 


八ークト□ニック 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

パークト□ニックのホ色インジケー 
ターだけび点なして約2秒間警告音び 
鳴った。 

約20秒後にパークト□ニックの機能 
び解除され、パークト□ニックオフス 
イッチの表示なび点なした。 

パークト□ニックの故障により、機能び停止している。 

► トラプルび続くよラであれば、メルセデス•ベンツ指 
定サービスエ場でパークト□ニックの点検を寅けてく 
ださい。 

パークト□ニックの赤色インジケー 
ターだけび点打し、約2日秒後にパー 
クト□ニックの機能び解除された。 

パークト□ニックセンサーび巧れているか、付着物など 
びある。 

►パークト□ニックセンサーを清掃してください([>245 
ぺージ)。 

►再度、イグニッション位置を 2 にしてください。 

パークト□ニックの赤色インジケー 
ターだけび点打し、約2日砂後にパー 
クト□ニックの機能び解除された。 

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能び解除され 
ている。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してく 
ださい0178ぺージ）。 


へッドランプ 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

へッドランプの内側び量っている。 

外気の湿度び高くなっている。 

►へッドランプを点灯して走行してください。 

しばらく走巧ずると、へッドランプ内側の量りは取 
れまず。 

へッドランプユニットび密閉されていないため、水分び 
侵入している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でへッドランプ 
の点検を養けて < ださい。 




























トラブルの原因と対応 


ワィ パー 


トラブル 

考え 5 れる原因および症げ/ ► 対応 

ワイノ f 一び正しく作動しない。 

葉や雪などびワイパーの作動を妨げている。 

ワイパーモーターの作動び停止している。 

►ま全のため、エンジンスイッチからキーを振くか、 
イグニッション位置を0にしてください。 

► 障害物を取り除いてください。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 

ワイパーび作動しない。 

A 事故のおそれがありまず 

ワイパーび故障している。 

►コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを 
選択してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でワイパーの点 
検を寅けて < ださい。 

ウインドウウォッシャー液びフ〇ント 
ウインドウの中央に噴射されない。 

ウインドウウォッシャー液の噴射ノズルの角度び適切で 
なし、。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で噴射ノズルの 
角度を調整してください。 


ウインドウ 


トラスレ 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

ドアウインドウび全閉しない。 

ドアウインドウの作動を妨げているものびあり、閉じな 
くなつてし'!る。 

► 障害物を取り除いてください。 

► ドアウインドウを閉じて < ださい。 

原因び分からない場合。 

► ドアウインドウび閉じるまでスイッチを引さまず。 

ドアウインドウび閉じないときは、メルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を壁けてください。 
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トラブルの原因と巧応 


ドア S ラー 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ドア S ラーび無理に前方/後方に巧 
げられた。 

►ギアが幢み合ラ音び聞こえるまで、ドア S ラー格納/ 
展開スイッチ（[>82ページ）を繰り返し押します。 

ドア云ラーユニットのギアび曠み合ラと、通萬通りド 
ア S ラーを格納/展開でさるよラになります。 


キ— 


トラブル 


リモコン操作で解錠/施錠でさない。 


キーレスコ‘一操作で解錠/施錠でさ 
ない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

キーの電池び消耗している。 

► 至近距離でキーの先端部を運転席ドア八ンドルに向け、 
再度觸錠/施錠操作をしてください。 

U モコン操作がでさないとさ 

►エマージェンシーキーで運転席ドアを辭錠/施錠して 
ください （>282 ぺージ）。 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換してください 
028日ページ）。 

キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/施錠して 
<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を 
寅けて < ださい。 

車び解錠されてから長時間経過したため、キーレス ZJ — 

の機能び解除された。 

► ドア八ンドルを2回引さ、エンジンスイッチにキーを 
差し込んで < ださい。 

キーレス： J 一び故障している。 

► U モコン機能で車を解錠/施錠してください。至近距 
離でキーの先端部を運転席ドアのドア八ンドルに向け、 
再度觸錠/施錠操作してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を 
受けて < ださい。 


■化：？？り 


強い電波などの干渉を受けている。 

► エマージェンシーキーで車を解錠/施錠してください。 




















トラブルの原因と対応 


トラブル 

考え 5 れる原因および症げ/ ► 対応 

キーを紛失した。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキー 
を無効にしてください。 

新しいキーの入手については、メルセデス-ベンツ指 
定:サービスエ場におたずねください。 

►ただちに自動車保険含社へキー紛失の事実を報告して 
ください。 

► 必要であればキーシ U ンダーち交換してください。 

エマージエンシーキーを紛失した。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告して 
ください。 

► 必要であればキーシ U ンダーち交換して < ださい。 

エンジンスイッチびまねらない。 

エンジンスイッチからキーを振かずに0の位置で長時間 
放置していた。 

►エンジンスイッチからキーを抜を、再度差し込んでくだ 
さし、。 

►バッテ U —を点検し、必要であれば充電してください。 

► エンジンを始動してください。 

バッテ1」一の電圧びほ下している。 

►シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気 
裳備を停止してから、再度エンジンスイッチをまわし 
てください。 

それでちエンジンスイッチがまね 6 ないとさ 

►バッテリーを点検し、必要であれば充電してください。 

または 

►他車のバッテ U —を電源として始動して<ださい 
029日ぺージ）。 

または 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

キーレス： d’ 一操作をしてち、エンジン 
び始動でをない。 

キーは車内にある。 

ドアび開いているため、キーび検知されに< くなっている。 

► ドアを閉じてから、再度始動操作を行なってください。 

強い電波などの干渉を受けている。 

►エンジンスイッチにキーを差し込んで、始動操作を行 
なって < ださい。 
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トラブルの原因と巧応 


車を使用しないとを 



トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンを始動しない期間び約 4 週間 
じ LL におよぶとさ。 

バッテ1」一び完全にあびると、バッテ U —び損傷ずる可 
能性びある。 

►バッテ U —からケーブルを外して < ださい。 

〇バッ テリーの点検は;ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で巧なって < ださい。 

エンジンを始動しない期間び約 6 週間 
じ(上におよぶとさ。 

車を長期間にわたって使用しないと、不具合び発生する 
可能性びある。 

►対応について、ルセデス•ベンツ指定サービスエ場 
におたずね < ださい。 


■化：？？り 
















非常時の施綻 / 解綻 
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非常時の施綻/解綻 


エマージェンシーキー 

U モコン操作やキーレス3—操作で車 

両を解錯でさないとさは、エマージェ 

ン シーキーで 運転席ドアやトランクを 

解錯でさまず。 

車を施綻しに後にエマージェンシー 

キーで運転席ドアやトランクを解錠し 

て開くと、盗難防止警報び作動しまず。 

し U 下のいずれかの操作をずると、警報 

び停止しまず。 

► キーの解錯ボタンか施錠ボタンを 
押す。 

► エンジンスイッチにキーを差し込む 

►キーびキーレス Z ] — の左ち側ア 
ンテナの検知範囲 （061 ページ） 
にあるときは、ドア八ンドルを 
握る 

► キーびキー レス3’ 一の トランク側 
アンテナの検知範囲（1>61ページ） 
にあるときは、トランクの八ンドル 
を引< 

►キーびキーレスゴーの車室内ア 
ンテナの検知範囲 （061 ページ） 
にあるときは、セレクターレパー 
のキーレス3—スイツチを押す 


キーか5エマージェンシーキーを取り 
がず 



①ストッパー 
⑤ エマージ I ン シーキー 

►ストッパー①を矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシーキー⑤ 
をキーから引さ巧さまず。 


■化：？ 6- り 


エ マージて ン シーキーで 運転席ドアを 
解錠してち、他のドア、トランク、燃 
料給油フラップは解錠されません。 
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非常時の施錠/解錠 



ちノ\ンドル車 

①解錠位置 
③施錠位置 



ちノ\ンドル車 

①解錠位置 
③施錠位置 


U モコン操作やキーレス3’ 一 操作びで 
をないとさは、運転席ドアのドア八ン 
ドルのキーシ1」ンダーにエマージェン 
シーキーを差し込み、解淀/施淀ず 
ることびでさまず。 


エマージェンシーキーでの運転席ドア 
の解錠 

► キーからエマージ; L ンシーキーを取 
り外しまず。 

► エマージェンシーキーを 運転席ドア 
のドア八ンドルの キー シ1」ン ダーに 
差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを解錯位置① 
にまねしまず。 

□ックノブび上びり、運転席ドアび 
解錠されます。 

► エマージェンシーキーをキーシ1」ン 
ダーから 巧き まず。 

〇 助手席ドアのドア八ンドルには 
キー シ U ン ダーは ありません。 


■化：？ 0 >1 り 










非常時の施錠/解錠 
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エマー ジェン シーキー での車①施綻 

► 運転席ドアを開さまず。 

►助手席ドア、 U アドア、トランクを 
閉じまず。 

► ドア□ックスイッチ（1>66ページ） 
の下側を押して施蟲しまず。 

► 助手席ドアと1」アドアの □ ックノブ 
び下びっていることを確認しまず。 

下びっていないとさは、□ックノブ 
を押し込みます。 

► 運転席ドアから車を降りまず。 

► 運転席ドアを閉じまず。 

► キーからエマージェンシーキーを取 
り外しまず。 

► エマージェンシーキーを運転席ドア 
のドア八ンドルのキーシ1」ンダーに 
差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを施錠位置③ 
にまわしまず。 

運転席ドアの □ ックノブび下びり、 
運転席ドアび施錠されまず。 

► エマージェンシーキーをキーシ1」ン 
ダーから巧さまず。 

► ドアとトランクび施綻されているこ 
とを確認します。 

トランクび施錠されていないとさ 
は、トランクを独立施湿 （^70 ぺ一 
ジ）しまず。 



① キーシリンダー 
③ キーの 凸部 

③ 差し込む/巧く位置 

④ 解錠位置 
⑥ノ、ンドル 

U モコン操作やキーレス3—操作で卜 
ランクを角军淀でさないとさは、エマー 
ジェンシーキー（[>281ページ）で解 
錠します。 

► キーからエマージ; L ンシーキーを取 
り外しまず。 

► エマージェンシーキーをトランクの 
キーシ U ンダー①に差し込みまず。 

このとさ、キーの凸部③を車体側に 
向けて差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを解錯位置④ 
にまねしまず。 

► 八ンドル⑥を引いてトランクを開き 
まず。 

► エマージェンシーキーを④の位置か 
ら③の位置に戻しまず。 

► キーシ1」ンダー①からエマージェン 
シーキーを巧さまず。 


■化：？ S - り 
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非常時の施錠/解錠 


y トランクを開くときは、後方や上 
ちに十分な空間があることを確認 
して<ださい。また、トランクの 
周りに障書物がな<、人や物に当 
たるおそれがないことを確認して 
<ださい。 

Q エマージェンシーキーで解錠した 
後に、エマージェンシーキーをキー 
シリンダーから抜いてトランクを閉 
じると再び施錠されまず。キーの閉 
じ込みにま意してください。 

〇 エマージェンシーキーでトランク 
を解錠してち、ドアと燃料給油フ 
ラップは解錠されません。 


パーキング□ックの解除 



①セ レ クターレノ く 一のカバー 
@□ック解除ノブ 


セレクターレバーを n から動かせ 

ないとさは、(下の方法で動かずこと 

びでさまず。 

この作業はでさるだけメルセデス-ベ 

ンツ指定サービスエ場に依頼してくだ 

さい。 

) キング□ックを解除ずる 

► ブレーキペダルを確実に踏みまず。 

► セレクターレバーのカバー①のち端 
部または左端部を内側につまみなび 
日、カバーを上方にめくりまず。 

► 内部の□ック解除ノブ③を指で押し 
なびら、セレクターレバーを 
から動かしまず。 

〇セレクターレバーを動かずことび 
できたときでを、メルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

〇セレクターレバーの開□部には金 
属などび露出していまずので、け 
びをしないよ5に十分ま意してく 
ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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①リ セッ ト ツール 
©へッ ドレストを押ず方向 
③ガイド 

事故などのときに NECK PRO アク 
ティブへッドレストが作動した場合、 
リセットをしないと次に衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストが作動せず、頭部-頸部を保護 
することがでさません。 

このリセット作業は、ルセデス-ベ 
ンツ指定ヴービスエ場で行なラことを 
お勧めしまず。 

► ガイド③に合わせて、車載の U セッ 
トツール①を差し込みまず。 

► □ックずる音が聞こえるまで、リ 
セットツールを押し込みまず。 

► リセ ッ ト ツールを 抜き、 へッ ドレス 
卜を③の方向に強<押し戻して確実 
に□ックさせまず。 

► ちう一方の前席へッドレストでち同 
様の作業を行ないまず。 

H 安全のため、追突など後方からの 
衝撃を受けたときは 、 NECK PRO 
アクティブへッドレストの点検を受 
けて < ださい。 


キーの電池交換 


U モコンの作動可能範囲が短 < なった 
り作動しない場合は、キーの電池の消 
耗が考えられまず。ルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

A 中毒のおそれびありまず 

電池には毒性および腐食性を持つ物質 
が含まれていまず。子供の手の届かな 
いところに保管してください。 

誤って電池を飲み込んでしまったとを 
は、ただちに医師の診断を受けてくだ 
さし、 


^環境 

電池を家庭用ゴ云として廃棄しないで 
ください。電池には非常に強い有毒物 
質び含まれています。 

使用ミきみの電池は、新しい電池をお買 
いホめになった販売店に処分を巧頼す 
るか、ボタン電池専用の回収箱に廃棄 
してくださし、 


キーの電池を点検ずる 

► キーの解淀ボタンまたは施錯ボタン 
を押しまず。 

キーの表示灯び一回点滅ずれば電ミ也 
は正常でず。 

〇 キーの電池び消耗したとさは、エ 
マージてンシーキーで解錠/施錠 
でさまず （0282 ぺージ）。 


■化：？ S - り 
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キーの電池交換 


電ミせの交換手順 


U チウム電池 ( CR 2025 3 V ) を2個 
用意します。 



①ストッパー 
③ エマー ジェン シーキー 


►ストッパーのを矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシーキー② 
をキーから引さ巧さまず。 



⑤ エマー ジェンシー キー 
⑤凹部 
④電池ケース 

► エマージェンシーキー⑤を凹部⑤ 
にかけて矢印の方向に引きなびら、 
電ミ也ケース④を弓 I を巧さまず。 



④ 電池ケース 

⑤ 電池 
④電極板 


► 電ミ也⑤を横にスライドさせて取り 
出しまず。 

► 2個とを" +" び上になるようにして、 
新しし''電池を電極板®の間に取り 
付けまず。このとさ、脂分を含まな 
いをれいな巧で電池を持つよラにし 
て < ださい。 

〇 電池の表面に巧れや脂分び付着し 
ていないことを確認してください。 

► 電池ケース④を本体の溝に合わせ、 
押し込んで□ックしまず。 

► エ マージ ェ ン シー キー⑤をキーに 
収納しまず。 

► U モコンのずべての機能び作動ずる 
ことを確認しまず。 

〇 電池を交換ずるとをは、2個同時 
に交換して < ださい。 


■化：？ 0 >1 り 


《キーの形状および電池の交換手順は、予告な<変更されることびあります。 
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電球の交換 


ランプ類は車両の重要なを全装備のひ 
とつでず。ずべてのランプ類び正しく 
点灯することを確認してください。 

電球び切れてランプび点灯しないと 
をは、同規格-同容量の電球と交換し 
て<ださい。交換したランプびずぐに 
切れた場合は、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて < だ 
ごい。 

電球の交換はメルセデス.ベンツ指定 
サービスエ場で行な5ことをお勧めし 
ます。やむを得ずお客様自身で交換ず 
るとをは、 LU 下のま意を守って該当箇 
所の電球を交換して < ださい。 

電球には素手で触れないよ5にしてく 
ださい。電球の表面にかしでを巧れや 
脂分び付着ずると、ガラス表面で溶け 
て、電球の寿命び短<なりまず。電球 
に触れるとさは、されいな巧や手袋な 
どを使用するか、パルブの金属部を持 
つよラにして < ださい。 

〇指定し U 外の電球を使用しないで< 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になりまず。 

。電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着ずると切れやず< 
なりまず。触れたとさは、薄めた中 
性洗剤を含ませに柔らかい巧で電球 
をよく垃:いてください。 

〇マルチファンクシヨンデイスフ 
レイにランプに関ずる故障/警 
告メッセージび表示されたとをは 
(¢>262ページ）をご覧ください。 

このとをは、ずみやかに電球を交換 
して < ださい。 


A けびのおそれびありまず 

• 電球は非常に熱くな0ます。電球の 
交換は電球びをえた巧態で巧なって 
<ださい。火傷をずるおそれびあ D 
ます。 

• 電球は子供の手の届かなし'!ところに 
保管してください。 

• 落下したり、衝撃が加わった電球を 
使用しないでください。破裂するお 
それがあ0まず。 

• 電球には圧力のかかったガスが封入 
されているため、電球が熱<なって 
いるとさに電球に触れたり、電球を 
取り外さないでください。破裂する 
おそれがありまず。 

• 電球を交換ずるときは、防護眼鏡や 
手袋などを着用し、直接手で電球に 
触れないよラにしてください。 


A けびのおそれびありまず 

エンジンを始動しているとさやエンジ 
ンがかかっているとさ、イグニッショ 
ン位置が2のとさは、バイキセノン 
へッドランプのバルブソケットや配線 
に手を触れないで<ださい。高電圧の 
発生部分や高温部分があり、それらに 
触れると非常に危険です。 

バイキセノンへッドランプの交換は行 
なわないでください。交換は必ず^ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なって < ださい。 

Oled やキセノンへッドランプはユ 
こット交換になるため、必ずルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で交 
換作業を行なって < ださい。 

〇 U アフォグランプはち側のみでず。 


I 






電球の交換 



ランプ 

ワット数 
(規格） 

① 

フ□ント方向 
指示灯 

21 W (黄色） 

③ 

へッド ランプ 
上问き 

55 W ( H 7) 

③ 

車幅灯/ 

フ□ントパー 
キングランプ 

5 W 


お客様自身で交換でさる電球は iu 下のライセンスランプ 
通りでず。交換でさない場合や、その 
他の電球の交換については、必ずル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に作 
業を依頼して < ださい。 

へッドランプ 



ランプ 

ワット数 
调格） 

① 

ライセンスラ 
ンプ 

5 W 


■か：？ 0 >1 り 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告な<変更されることびあ0ます。 
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ワイ パー ブ レー ドの交換 


A 事故のおそれびあ0まず 

ワイパーブレードのゴムび劣化する 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ取 
ることびでさません。視界を巧げて周 
囲の交通状況を巧握でさず、事故の原 
因になりまず。 

ワイパーブレードは年に2回は交換し 
て < ださい。 

A けびのおそれびあ0まず 

ワイパープレードを交換するとさは、 
必ずエンジンスイッチか！5キーを巧い 
てください。ワイパーび作動してけび 
をするおそれびありまず。 

〇ワイパーブレードの損傷を避ける 
ため、ワイパーブレードの3’ム部分 
に触れないようにしてください。 

ワイパーブレードを取りがず 

► イグニッション位置を1または2 
にしまず。 

► コンビネーションスイッチを B 
の位置にして、ワイパーを作動さ 
せます。 

► ワイパーび作動している途中で、 
イグニッション位置を0にして、 
ワイパーを途中で停止させまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは、キーを巧さまず。 



①ワイパーアーム 
③ワイパーブレード 


► ワイパーアームのをいっぱいまで 
起こしまず。 

〇ワイパーアームを起こずとさにボ 
ンネットと接触ずるときは、ワイ 
ノ（一を停止ずる位置び不適切でず。 
ボンネットを損傷ずるおそれびあり 
まずので、再度ワイパーを作動させ、 
適切な位置でワイパーを停止させて 
<ださい。 

► ワイパーブレード⑤を図の位置に 
まわします。 

► ワイパーブレード⑤を矢印の方向 
に動かし、ワイパーアームのの固 
定部から取り外しまず。 

ワイパーブレードを取り付ける 

►新しいワイパーブレードを、取り外 
したとさとは反対の方向にワイパー 
アームの固定部に差し込みまず。 

► ワイパーブレードをワイパー アー 
ムと平行の位置にしまず。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 


■化：？ S - り 
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八ンクしたとき 


パンクしたとを 


心 事故のおそれびありまず 

• パンクしたとさは、あわててブレー 
キペダルを踏まないでください。ス 
テア U ングをしっかり握って徐々に 
速度を落とし、安全な場所に停車し 
て < ださい。 

• パンクしたタイヤで走行しないでく 
ださい。車のコント□—ルを失い、 
事故を起こすおそれがあります。ま 
た、タイヤび異常に過熱して、火災 
が発生するおそれがあります。 

• 停車したときは、非常点滅灯を点ミ威 
させてください。また、十分ミ主意し 
ながら車の後方に停止表示板を置い 
て < ださい。 


►安全を確保でさる、かた<てずベり 
に<い、水平な場所に停車しまず。 

► 非常点滅口を点滅させまず。 

► ステアリングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► セレクターレバーを眶ミ|に入れまず。 

► 周囲の状況にミ主意しながら乗員を車 
から降ろして、ただちに安全な場所 
に避難させまず。 

► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込ん 
でいるとさは、エンジンスイッチか 
らキーを抜さまず。 


Q 車速感応ドア□ック067ぺージ) 
を設定した状態で車を押したり、夕 
イヤ交換などで車を持ち上げるとさ 
は、イグこッシヨン位置を0にし 
て<ださい。車輪が回転ずると車が 
自動的に施錠され、車がに閉め出さ 
れるおそれがあ0まず。 

。タイヤ交換やタイヤ修理をずると 
さは、必ず手袋を着用して < ださい。 
素手で作業を行なラとけがをずるお 
それがありまず。 

。タイヤ交換をずるときは、エンジ 
ンを始動しないで < ださい。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置<こと 
が、法律で義務付けられていまず。 


応急用スペアタイヤへの交換 

応急用スペアタイヤが車載されている 
車種は、パンクしたタイヤを応急用ス 
ペアタイヤに交換しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

• 応急用スペアタイヤと標準タイヤの 
サイズが異なるため、応急用 スペア 
タイヤを装着した場合、走行特性が 
大さ<変化します。ま意して走行し 
て < ださい。 

• 応急用スペアタイヤの使用は短い時 
間にとどめてください。また、必ず 
80 km / hl ； J « 下で走行し、 ESP の機 
能を解除しないでください。 

• 応急用スペアタイヤを2本!;^上装 
着して走行しないでください。 


■化：？ 0 >1 り 


► 車から降りまず。 

►運転席ドアを閉じまず。 

► 車の後方に停止表示板を置さまず。 
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A 事故のおそれびありまず 

応急用スペアタイヤは、できるだけ早 
くメルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で標準タイヤに交換してくださし、。 

〇応急用スペアタイヤは各車種専用 
です。化車のをのは使用しないでく 
ださい。 

タイヤ交換の準備 


►輪止め、ジャッキ、ぶイールレンチ、 
ガイドボルト、応急用スペアタイヤ 
を準備します（杉252ページ）。 

CLS 63 AMG は、電動エアポンプ 
ち準備します。 

► 作業中に車が動さ出ずのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
します。 

〇 輪止めは1個車載されていまず。 
を51個必要なとさは、適切な大 
をごの木片か石を輪止めとして使用 
して < ださい。 

► やむを得ず傾斜:曲でタイヤ交換をず 
るとをは、交換ずるタイヤの反対側 
の両輪の下0側に輪止めをしまず。 



①ホイールレンチ 


► ホイールレンチ①で、交換ずるタイ 
ヤのホイールボルト （5 本）を約1 
回転ほどゆるめまず。 

この時点では、ぶイールボルトを取 
りがしません。 

P ホイールレンチを使用ずるとき 
に、ホイールレンチがホイールボ 
ルトからがれるとけがをしたり、 
ホイールボルトを損傷するおそれ 
がありまず。下の点にミ主意して 
<ださい。 

• ぶイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<ださい。 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい。 


I 
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パンクしたとき 


シャツキアッブずる 


A けびのおそれびありまず 

• 車載のジャッキは、この車のタイヤ 
交換で一時的にジャッキアップずる 
ためだけに設計されていまず。 

• ジャッキは、かたくてすべりにくし、、 
水平な場所で使用してください。ま 
た、ジャッキの下に、ブ□ックや木 
材などを置いてジャッキアップしな 
いで<ださい。ジャッキアップした 
車が落下するおそれがあります。 

• ジャッキアップしているとさは、エ 
ンジンを始動したり、ドアやトラン 
クを開閉した0、パーキングプレー 
キを解除しないでください。車が落 
下するおそれがあります。 

• ジャッキに不具をや損傷があるとさ 
は使用しないで < ださい。 

• 傾斜のきつい斜面ではジャッキアッ 
プしないで<ださい。ジャッキが外 
れると、車に挟まれて致命的なけが 
をずるおそれがありまず。 

• 車が車載のジャッキだけで支えられ 
ているとさは、決して車の下に身体 
を入れないで<ださい。ジャッキが 
外れると、車に挟まれて致命的なけ 
がをずるおそれがあ0まず。ジヤツ 
キは車を一時的に持ち上げるとさだ 
けに使用して < ださい。 



► ジャッキ八ンドル③を矢印の方向 
に起こしてから、時計回りにまね 
し 9 〇 

ジャッキアームが上がりまず。 



@ジャッキサポート 
④ジャッキ アーム 
©ジャッキ 

► ジャッキ®のジャッキアーム④の先 
端をジャッキヴポート⑤の位置に合 
わせます。 

〇 ジャッキヴポートは前輪の後方、 
後輪の前方のボディ下部4力所に 
設けられていまず。 

A けびのおそれびありまず 

ジャッキサポート外の場所には 
ジャッキを使用しないで < ださい。 
ジャッキが外れてけがをしたり、車両 
を損傷するおそれがありまず。 

ジャッキは交換するタイヤに適した位 
置のジャッキヴポートで使用してくだ 
さい。また、ジャッキを使用ずる前に、 
ジャッキヴポートに異物やちれがない 
ことを確認してくださし、。 


■化：？ 0 >1 り 


⑤ジャッキ八ンドル 
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A けびのおそれびあ0まず 

ジャッキ アームが ジャッキヴ ポー トに 
正しく取り付けられていることを確認 
して<ださい。ジャッキが外れると、 
けがをしたり、車を損傷ずるおそれが 
あ0ます。 


H 側面から見て、ジャッキが垂直に 
なるように取り付けてください。 

〇ジャッキの底面が、確実に路面 
に接地ずるように取り付けてくだ 
さし、。 


新 も 


(左）正しい取り付けかた 
(ち）誤った取 D 付けかた 

►ジャッキの底面び、確実に路面に接 
していることを確認しまず。 



► ジャッキ八ンドルを矢印方向にまわ 
し、タイヤび i せ面から離れるまで 
ゆつ<りとジャッキアップしまず。 

ジャッキアップしたとをのタイヤの 
高ごは、 i せ面から約 3 cm じ(巧にし 
て < ださい。 

► 上側のホイールボルトを1本外し 
まず。 



⑥ガイドボ J レト 


そのネジ巧に、車載工具のガイドボ 
ルト⑧をねじ込みまず。 

残りのホイールボルトを外して、夕 
イヤを取り外しまず。 


I 
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〇ホイールやホイールボルトをがし 

たとさは、(下の点にま意してくだ 

さし、。 

• ホイールボルトに砂や泥が付着 
しないようにま意してくださし、。 

•タイヤを地面に置くときは、ぶ 
イールのが側を下にしないで< 
ださい。ホイールに傷が付<お 
それがありまず。 

• ホイールを外したときは、ホイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検 
をして<ださい。 U ムの凹みや 
曲がりは空気圧減少の原因にな 
り、タイヤを損傷するおそれが 
ありまず。 

応急用スペアタイヤを取り付ける 

A 事故のおそれびありまず 

ホイールボルトに損傷や鏡びあるとさ 
は交換してください。また、ネジ山に 
はミ夫してオイルやグ U スを塗布しない 
で<ださい。ホイールボルトがゆるむ 
おそれがあ0まず。 


A 事故のおそれびありまず 

ホイール八ブのネジ巧が損傷している 
とさは、走行しないで、^ルセデス- 
べンツ指定ヴー ビスエ場に連絡して< 
ださい。 


心 事故のおそれびありまず 

応急用スペアタイヤの取り付けには、 
標準タイヤのホイールボルトを使用し 
ます。異なるホイールボルトを使用す 
るとホイールを十分に固定することが 
でさず、走行中にホイールが外れるお 
それがあります。 

ジャッキアップした状態でホイールボ 
ルトを強 < 締め付けないで < ださい。 
締め付ける勢いでジャッキが外れるお 
それがありまず。 


► 応急用スペアタイヤのホイールおよ 
ひ7 \ブの接合面に砂やミちれなどがな 
いことを確認しまず。 



@ガイドボルト 
感応急用スペアタイヤ 


► ガイドボルト®に合わせて応急用 
スペアタイヤ®を取り付けまず。 

► 4本のホイールボルトを取り付け 
て、軽<締め付けまず。 

►ガイドボルトを取りがし、5本目の 
ホイールボルトを取り付けて、軽< 
締め付けます。 


■化：？ 0 >1 り 
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応急用スペアタイヤに空気を入れる 
(CLS 63 AMG ) 

CLS 63 AMG の応急用スペアタイヤ 
は、電動エアポンプで空気を入れて使 
用します。 

仕様により車載されている電動エアポ 
ンプび異なりまず。 

A 事故のおそれがありまず 

• 空気圧の低いタイヤで走巧しないで 
ください。タイヤび過熱して破裂し 
た0、火災を起こすおそれびあ0ま 
ず。必ず規定の空気圧を守って<だ 
さし、。 

• タイヤに空気を入れずぎないでく 
ださい。空気を入れすぎたタイヤ 
は、路上の破片や凹みなどにより 
損傷を受けたりパンクしやすくな 
りまず。必ず規定の空気圧を守っ 
て < ださい。 

• 必ずジャッキダウンずる前に応急 
用スペアタイヤに空気を入れてく 
ださい。応急用スペアタイヤのリ 
ムを損傷ずるおそれがあ0ます。 


公 けびのおそれびありまず 

電動エアポンプを作動させるときは、 
電動エアポンプに貼付されている取扱 
方法を参考にしてください。 


《電動エアポンプの形状や絵柄などは、 
イラストと異なる場含がありまず。 
使用ち法がわからないときは、ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場におた 
ずねください。 


空気圧ゲージ別化型 



①フラップ 
©電源スイッチ 
@電源プラグ 
® 空気圧 ゲージ 
©エアホース 
©空気圧調整 y くルブ 

► フラップ①を開いて電源プラグ③と 
エアぶース感を取り出しまず。 

► 空気圧調整バルブ⑥が閉じているこ 
とを確認します。 


空気圧ゲージー体型 



©電源スイッチ 
@電源プラグ 
® 空気圧 ゲージ 
愈エアホース 
©空気圧調整ボタン 


I 
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► 電動エアポンプの裏面から電源プラ 
グ③とエアホース⑥を取り出しまず。 

► 応急用スペアタイヤのバルブキヤッ 
プをがします。 

► 電動エアポンプのエアホース⑥を応 
急用スペアタイヤのバルブに取り付 
けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (オフの位置）にしまず。 

► イグニッシヨン位置を0にしまず。 

►電源プラグ③を、 12 V 電源ソケッ 
卜（[>209ページ）またはライター 
([>208ページ）をなさ取ったソケッ 
卜に差し込みまず。 

► イグニッシヨン位置を1にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
I (オンの位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、応急 
用スペアタイヤに空気び送り込ま 
れます。 

► 指定の空気圧に達したら電動エアポ 
ンプの電源スイッチ③を〇 (オフの 
位置）にしまず。 

指定の空気圧を超えたとさは、空気 
圧調整八ルブ⑧をゆるめるか、空気 
圧調整ボタン⑦を押して空気を巧い 
て調整します。 

►12 V 電源ソケットまたはライター 
ソケットから電源プラグ③を巧き、 
応急用スペアタイヤのバルブからエ 
アホースを取り外しまず。 

► 応急用スペアタイヤのバルブキヤッ 
プを取0付けまず。 


〇応急用スペアタイヤを取り付ける 
前に、応急用スペアタイヤに空気を 
入れないで < ださい。 

〇電動エアポンプを作動させている 
とをはエンジンを始動しないで<だ 
さい。 

〇電動エアポンプやエアホースは作 
動中に金属部分などび熱<なりま 
す。必ず手袋をして作業してくだ 
さし、。 

〇電動エアポンプを作動時間の上限 
を超えて連続して作動させないで< 
ださい。 

ポンプび過熱して損傷したり、乂傷 
をするおそれびありまず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載していまず。 

〇電動エアポンプを再び作動させる 
とさは、ポンプび;ちえた状態になつ 
ていることを確認して < ださい。 

ジャッキダウンずる 


► ジャッキ八ンドルを反時計回りに 
まわし、ゆつ<りボディを下げて 
タイヤを接化させます。 

► ジャッキを外しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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り3 i こか< 3: 


► 図の順番でホイールボルトを均一に 
締め付けまず。 

ホイールボルトの締め付けトルクの 
規定値は、13 kg-m (130 Nm ) でず。 

A 事故のおそれびありまず 

ホイールを交換した後は、ただちにホ 
イールボルトの締め付けトルクを確認 
して < ださい。 

Q ぶイールレンチを使用ずるとき、 
ホイールレンチがぶイールボルトか 
らがれると、けがをしたり、ぶイー 
ルボルトを損傷するおそれがありま 
す。(下の点にミ主意してください。 

• ぶイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さい。 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい。 


►ジャッキを元の状態に戻し、車載エ 
具や輪止めなどととちに元の位置に 
戻しまず。 

► 外したタイヤは車載の収納カバーに 
入れて、トランクルーム内に収納し 
ます。 


タイヤフィットでの修理 

タイヤフィットが車載されている車種 
は、タイヤフィットでパンクしたタイ 
ヤを修理します。 

パンクしたタイヤをタイヤフィットで 
修理すると、一時的に走行ずることが 
でさまず。 

タイヤフィットはが気温度が約一20む 
LiLL のとさに使用でさまず。 

応急用スペアタイヤが車載されている 
場合は、パンクしたタイヤを応急用ス 
ペアタイヤに交換しまず。詳しくは 
(>290 ぺージ）をご覧ください。 


心 事故のおそれびありまず 

タイヤフイットによるパンク修理は、 
応急的なちのです。修理後は、空気圧 
が適正であってち、必ず標準タイヤに 
交換してください。 


また、ぶイールレンチにパイプ 
を継ぎ足してまわずなど、必要 
上にホイールボルトを締め付 
けないで< ださい。ホイールボ 
ルトやネジ巧を損傷ずるおそれ 
がありまず。 


■化：？ S - り 
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A 事故のおそれびありまず 

政下の状況のとさはタイヤフィット 
でタイヤを修理ずることがでさませ 
ん。他のち法で車両を移動させて< 
ださい。 

• タイヤの傷が約 4 mm 上の場合 

や、凹み、亀裂、ひびなどがある 

+曰- 

切口 

• タイヤの接地面し U 外に傷がある場合 
• ホイールに損傷がある場を 

• タイヤの空気圧が非常に低い状態や 

空気が完全に抜けた状態で走行した 

+日- 

场口 

このよラなとさは、絶対に走行しない 
で、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に連絡してくださし、。 

。タイヤを修理ずるとさは、エンジ 
ンを始動しないで < ださい。 

〇異常のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しない 
でください。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィッ h び漏れ出ずおそれびあ0 
ます。 

H タイヤフィットび塗装面に付着し 
に場合は、ただちに湿らせに巧で巧 
き取ってください。 

〇タイヤフィットで修理したタイヤ 
はおず交換してください。そのまま 
使用することはでさません。 

〇タイヤフィットには使用期限びあ 
りまず。期限び過ざたとさは新品 
に交換してください。また、タイヤ 
フィットの使用期限び過ざている場 
合は使用しないでください。 


タイヤフイットの準備 


►タイヤに刺さった、パンクの原因と 
思われるクギやネジなどは取0除か 
ないで <ださい。 

► トランクフ□アボードの下からタイ 
ヤフィット、電動エアポンプを準備 
し cJn 〇 



①最高速度表示のステツカー 
@タイヤフイツト使用表示のステッカー 


►タイヤフイットに付属してし^る最 
高速度表示のステッカー①をはが 
し、運転者の見やずい場所に貼付 
しまず。 

► 修理ずるタイヤのパルブ付近に夕 
イヤフイット使用表示のステッ 
カー®を貼付しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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A けびのおそれびありまず 

タイヤフィットは、身体や衣服に付着 

しないよラにま意してください。 

• 眼や皮膚に付着した場合は、ただち 
に清潔な水で十分に洗い流して<だ 
さし、。 

• 巧服に付着した場合は、ただちに付 
着した衣服を着替えてください。 

• アレルギー症状が出た場合は、ただ 
ちに医師の診断を受けてください。 

タイヤフィットは、子供の手が届かな 

い場所に保管してください。 

• 万一、子供がタイヤフィットを飲み 
込んだ場含は、ただちに水で口を十 
分すすぎ、水を大量に飲ませて< だ 
さし、。 

• タイヤフィットを吐かせないで<だ 
さい。ただちに医師の診断を受けて 
<ださい。 

• タイヤフィットの臭気を暇い込まな 
いで < ださし、。 

〇 タイヤフィットが漏れ出た場合 
は、そのまま乾燥させて < ださい。 
乾燥すればフィルム状になり、剥が 
すことがでさまず。 

ちし、衣類にタイヤフィットが付着 
した場合は、ずみやかに洗濯して< 
ださい。 

A けびのおそれがありまず 

使用上のミ主意を記載したステッカーが、 

電動エアポンプに貼付してありまず。 

使用ずる前に内容を確認してください。 

車種や仕様により、車載されている電 

動エアポンプが異なりまず。 


タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージ別体型) 



①タイヤフィット 

©フラップ 

@凹部 

@電源スイッチ 

©電源プラグ 

©エアホース 

©バルブ 

《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。使用方法びわか 
らないとさは、六ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプのフラップ©を開さ 
9 〇 

► 電源プラグ感とエアホース風を取り 
出しまず。 

► エアぶ ース ©をタイヤフィ ッ ト①の 
パルブ③に確実に取り付けまず。 

y 電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびありまず。 

►タイヤフィット①のバルブ⑦を下に 
して持ち、電動エアポンプの凹部③ 
に差し込みまず。 


■化：？ Q >- り 
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⑨タイヤフ イツ トの ホース 
⑨タイヤのバルブ 


►パンクしたタイヤのパルブ⑨からバ 
ルブキャツプを取り外しまず。 

►タイヤ フイッ トのホース⑨を、パン 
クしたタイヤのバルブ⑨に確実に取 
り付けまず。 



⑩空気圧調整バルブ 
⑩空気圧 ゲージ 


► 空気圧調整ノ（ルブ⑩び閉じているこ 
とを確認します。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
び0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 

►電源プラグ⑥をライターソケット 
(>208ページ）または1 2 V 電源ソ 
ケット0209ぺージ）に差し込み 
ます。 


►イグニッシヨン位置を1にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④を 
I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にタイヤフィットびパンクし 
たタイヤに送り込まれまず。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることがありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ④を〇 (停止の位置）にしな 
いで < ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せまず。空気圧がかな < とち 1.8 
バールに達していることを確認して 
<ださい。 

〇電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
に0、乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
さは、ポンプび;令えた状態になって 
いることを確認してください。 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち、空気圧び 1.8 バールに達しな 
し、場音 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にして、タイヤ 
のノ U レブからタイヤフィットのホー 
スを取り外し、タイヤフィットび夕 
イヤ内に行き;度るように、低速で車 
を約1 Om 前進まには後退させまず。 


■か：？ 0 >1 り 
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〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび収納され 
ていに袋か巧などを被せてくださ 
し、。取り外ずときにタイヤフィッ 
卜び漏れ、身体や巧服に付着ずる 
おそれびありまず。 

► 電動エアポンプからタイヤフィット 
①を取り外しまず。 

► 電動エアポンフのエアホース⑧を 
タイヤのバルブ⑨にお実に取り付 
けまず。 

►再度、タイヤに空気を入れまず。 

A 事故のおそれがありまず 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち空気圧び 1.8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかなり損傷してい 
ます。それ liLh 走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

空気圧び 1.8 バールに達している 

場合 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► ライターソケットまたは 12 V 電源 
ソケットから電源プラグ⑥をなさ 
ます。 

► タイヤのバルブ⑨からタイヤフィッ 
卜のホース⑨を取り外しまず。 


P タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび収納され 
ていに袋か巧などを被せて<ださ 
し、取り外ずときにタイヤフィッ 
卜び漏れ、身体や巧服に付着ずる 
おそれびあ0まず。 

〇タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフイットのホースからタイ 
ヤフィットび漏れることびありま 
す。タイヤフィットはシミやサビ' 
の原因にな0まずので、タイヤ 
フィットび収納されていた袋に夕 
イヤフィットを入れて<ださい。 

► 修理したタイヤのノ U レブキャップを 
取り付けまず。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納しまず。 

► ただちに走行しまず。 

タイヤフィットびタイヤ内に行き 
ミ度り、損傷箇所び固まりやずくな 
りまず。 

►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース⑧を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、空気 
圧ゲージ⑩でタイヤ空気圧を点検 
します。 

A 事故のおそれびありまず 

空気圧び1 .3 バール liTF になっている 
場合は、タイヤびかなり損傷していま 
す。それ！;上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡 してく 
ださい。 


I 
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パンクしたとを 


► 空気圧が1 .3 バール上の場合は、 
規定の空気圧に調整しまず。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照して < ださい。 

規定の空気圧に達していない場合 
は、電動エアポンプでタイヤに空気 
を入れます。 

規定の空気圧を超えている場合は、 
空気圧ゲージ⑩の空気圧調整バル 
ブ®を緩めて調整します。 

► 最寄りのルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換しまず。 

► 新しいタイヤフィットについては、 
ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場でお買い求め < ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤフィットでタイヤを修理した 
ときに走行するとさの最高速度は約 
80 km/h でず。 

最高速度のステ ッカー " max . 8日 km / h " 
は、必ず運転者の見やすい場所に貼つ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化が現れることがあり 
ます。 カーブを 走行ずるとさや ブレー 
キを効かせるとさは慎重に運転してく 
ださい。 

9環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で行なつてくださし、。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ場 
で交換してください。 


タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージー体型) 



①タイヤフィット 


③凹部 

③ 電源スイッチ 

④ 電源プラグ 

⑥ エアホース 

⑥バルブ 

《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびありまず。使用方法びわか 
らないとさは、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね<ださい。 

► 電動エアポンプの背面から電源プ 
ラグ④とエアホース®を取り出し 
9 〇 

► エア ホース ⑥をタイヤフ イッ ト① 
のバルブ⑧に確実に取り付けまず。 

〇電動エアポンプのエア ホースは 夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部ひらタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

► タイヤフィット①のバルブ⑧を下に 
して持ち、電動エアポンプの凹部③ 
に差し込みまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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⑦タイヤのバルブ 
⑨タイヤ フイツ トの ホース 


►パンクしたタイヤのバルブ⑦からバ 
J レブキャップを取り外しまず。 

►タイヤフィットのホース⑨を、パン 
クしにタイヤのバルブ⑦に確実に取 
り付けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③び 
0 (停止の位置）になっていること 
を確認します。 

►電源プラグ④をライターソケット 
(0208 ぺージ）まには1 2 V 電源ソ 
ケット （0209 ページ）に差し込み 
ます。 

► イグニッシヨン位置を1にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にタイヤフィットびパンクし 
たタイヤに送り込まれまず。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることがあります。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ③を〇 (停止の位置）にしな 
いで < ださい。 


► 電動エアポンプを約日分間作動さ 
せます。空気圧がかな < とち 1.8 
パ'-ルに達していることを確認して 
<ださい。 

〇電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
た0、乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動ごせると 
さは、ポンプび;ちえた状態になって 
し、ることを確認してください。 

電動エアポンプを約5分間作動させ 

ても、空気圧び 1.8 バールに達しな 

し、場音 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にして、タイヤの 
バルブからタイヤフ ィッ トのホース 
を取り外し、タイヤフィットびタイ 
ヤ内に行き;度るように、ほ速で車を 
約 10 m 前進または後退させまず。 

P タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび収納され 
ていた袋か巧などを被せて<ださ 
し、取り外ずときにタイヤフィッ 
卜び漏れ、身体や巧服に付着ずる 
おそれびあ0まず。 

► 電動エアポンプからタイヤフィット 
①を取り外しまず。 

► 電動エアポンプのエアホース⑤を 
タイヤのバルブ⑦に確実に取り付 
けまず。 

►再度、タイヤに空気を入れまず。 


■化：？ S - り 
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パンクしたとを 


心 事故のおそれびありまず 

電動エアポンプを約日分間作動させ 
てち)空気圧が 1.8 バールに達しない 
場合は、タイヤがかなり損傷してい 
まず。それし U 上走行せず、^ルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 


空気圧び 1.8 バールに達している 

♦日 

お口 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► ライターソケットまには 12 V 電源 
ソケットから電源プラグ④を巧き 
ます。 

► タイヤのバルブ⑦からタイヤフィッ 
卜のホース⑨を取り外しまず。 

〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび収納され 
ていに袋か巧などを被せてくださ 
し、取り外ずときにタイヤフィッ 
卜び漏れ、身体や巧服に付着ずる 
おそれびあ0まず。 

〇タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフィットのホースからタイ 
ヤフィットび漏れることびありま 
す。タイヤフィットはシミやサビ 
の原因になりまずので、タイヤ 
フィットび収納されていた袋に夕 
イヤフイツトを入れて<ださい。 


► 修理したタイヤのバルブキャップを 
取り付けまず。 

► タイヤフイットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納しまず。 

► ただちに走行しまず。 

タイヤフイットびタイヤ内に行き 
ミ度り、損傷箇所び固まりやず< な 
りまず。 



⑨ 空気圧調整ボタン 

⑩ 空気圧ゲージ 


►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース⑥を修理しに夕 
イヤのバルブに取り付けて、電動 
エアポンプの空気圧ゲージ⑩で夕 
イヤ空気圧を点検しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

空気圧が 1.3 バール！; TR こなっている 
場合は、タイヤがかなり損傷していま 
ず。それし U 上走行せず、^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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► 空気圧び1 .3 バールし U 上の場合は、 
規定の空気圧に調整しまず。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照して < ださい。 

規定の空気圧に達していない場合 
は、電動エアポンプでタイヤに空気 
を入れます。 

規定の空気圧を超えている場合は、 
空気圧ゲージ⑩の横にある空気圧調 
整ボタン⑨を押して調整しまず。 

► 最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換します。 

► 新しいタイヤフイットについては、 
メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場でお買い巧めください。 

A 事故のおそれがあ0まず 

タイヤフイットでタイヤを修理した 
とさに走行するとをの最高速度は約 
80 km/h です。 

最高速度のステッカー " max . 80 km / h " 
は、必ず運転者の見やずい場所に貼っ 
てください。 

車両操縦性に変化が現れることがあり 
まず。 カーブ 走行時や ブレーキ 時には 
慎重に運転してください。 

平環境 

タイヤフイットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なってください。 


こリ— 


バッテ U -取り扱いの一般的なミち意 

バッテ U —の性能を長期にわたつて最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —び苗に十分充電されていることび 
必要でず。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行びをいとさは、通常より 
を頻繁にバッテ U —液量などを点検し 
て < ださい。 

バッテ U —の爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用してくだ 


さい。 

車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、^ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

瓜 

爆発の危険があ0ます。 



バッテ U —を取り扱ってい 
るときは、火気や裸火、火 
花、タパコなどを近付けな 
いで < ださい。 


バッテ U —液は腐食性があ 
ります。皮膚や眼、衣服に 
付着しないよラに注意して 
<ださい。 

手袋やエプ□ン、マスク 
を着用して < ださい。 

バッテリー液が付着したと 
さは、ずぐに清潔な水で十 
分に洗い流し、医師の診斷 
を受けて < ださい。 


タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス.ベンツ指定 サービス エ場 
で交換してください。 


I selp 
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パツテリー 


© バッテリーを取り扱ラとさ 
は保護眼鏡を着用して<だ 
さい。 

バッテ U —液が付着したと 
さは、すぐに清潔な水で十 
分に洗い流し、医師の診断 
を受けて < ださい。 

モイ其をお付けないで<だ 

® 取扱説明書の指示に従って 
<ださい。 

A けびのおそれびありまず 

爆発や火傷を防ぐため、バッテリーを 
取り扱ラとさは似下の事項を守って< 
ださい。 

• バッテ U —を傾けたり横倒しにしな 
いで <ださい。 

• 金属製の工具などをバッテリーの上 
に置かないでください。バッテリー 
がショートして可燃性のガスに発火 
し、バッテ U —が爆発ずるおそれが 
あ0ます。 

• 静電気を防ぐため、合成繊維の衣服 
を着用しないで < ださい。また、カー 
ぺットの上などでバッテリーを引さ 
ずらないで < ださい。 

• バッテ U —に触れるとさは、先に車 
体などに触れて、身体の静電気を放 
電させて < ださい。 

• 巧などでバッテ I 」一を H かないでく 
ださい。静電気や火花が発生して、 
バッテ U —が爆発するおそれがあり 
まず。 


〇安全のため、バツテ U —端テをゆ 
るめたりがずときは、イグこツショ 
ン位置を0にして、エンジンスイツ 
チからキーを抜いて<ださい。電気 
系部品やオルタネーターを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

〇 バツテ U —の点検や交換は、語 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。かなくとち2 
年ごとまたは20,000 km ごとに点 
検-交換を行なって<ださい。 

〇バツ テ U —端テの取りがし、バツ 
テ U —の取りがし、充電、交換につ 
いては、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で作業ずることをお勧めし 
9 〇 

^ m m 

環境保護のたが、使用済みのバツテ 
リーを廃棄するときは、新しいバツテ 
リーをお買い求がになった販売店に廃 
棄処分を依頼して < ださい。 


バッテリーの位置 _ 

バッテリーは、トランクルーム内のフ 
□アボードの下にありまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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VRLA バッテリー 

バッテ U —のケースび黒色で、 上面に 
VRLA - BATTERY のラベルびある場合 
は、バッテ U —液量の点検や補充はで 
さません。また、危険でずので分解は 
絶巧に行なわないで<ださい。点検に 
ついてはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


インジケーター付き■バッテ U — 



①インジケー ター 


ケースび黒色で、上面にインジケー 
ターのびあるバッテ1」一は、バッテ 
1」一液の補充はでさません。 

インジケーターのは、バッテリーの 
液量や充電状態び適正なとさは黒色 
に、バッテ U —の交換び必要なとさは 
白色になりまず。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に交換を依頼してくださし、。 

まに、を険ですので分解は絶巧に行な 
ねないで < ださい。 


バッテリーびあびつたとを 


バッテ U —の電圧びほ下し、エンジ 
ンの始動び困難なとさは、ブースター 
ケーブルを使用して他車のバッテ 
U —を電源として始動ずることびで 
さまず。 

作業を始める前に、おず LU 降に記載ず 
る説巧を読んで < ださい。 

• エンジンと触媒び;ちえているとさに 
行なってください。 

• バッテ U —び凍結しているときは 
エンジン始動を行なわないで < だ 
さい。 

•救援車のバッテ1」一び、 12 V バッ 
テ1」一であることを確認して < だ 
ごい。 

•十分な容量と太さびあり、絶縁さ 
れたクランプを持つ ブースター 
ケーブルを使用してください。 

A けびのおそれびあ0まず 

• 他車のバッテリーを電源として始動 
しているとさは、バッテ U —をのぞ 
き込まないでください。万一、爆発 
したときにけがをずるおそれがあり 
ます。 

• 他車のバッテ U —を電源として始動 
するとさは、バッテ I 」一を傾けない 
でください。バッテリーが爆発して 
けがをずるおそれがあります。 


心 爆発のおそれびありまず 

たばこなどの火気を近付けた0、火 
花を発生させたりしないでください。 
バッテ I 」一が爆発してけがをずるおそ 
れがおりまず。 


■化：？ Q >- り 
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たとを 


[I バッテ U —びあびっているとさ 
は、ドアを開いたとさにドアウイン 
ドウは下降しません。 

このとさは無理にドアを閉じないで 
<ださし、。ドアウインドウやドア、 
シ ー ) レ部などを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇ェンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

ェンジン始動を2〜3回試みてを 
始動でさないとさはメルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

ェンジンを始動でさたとさち、ずみ 
やかにメルセデス.ベンツ指定サー 
ビスエ場でバッテ1」一の点検を行 
なって < ださい。 

P 急速充電器によるェンジン始動は 
行なわないでください。 

[I ェンジンび暖まっているとさは、 
他車のバッテ1」一を電源として始動 
しないで < ださい。 

P ブースターケーブルは、ケーブル 
部分や絶縁部分び損傷しているをの 
は使用しないでください。 

P ブースターケーブルびラジェ ター 
冷却フアンや回転ベルトに巻さ込ま 
れないよ5にして < ださい。 

〇救援車により接続方法び異なるこ 
とびありまず。接続前に救援車の取 
扱説日月書をお読み < ださい。 

〇 バッテ U —び凍結しているとを 
は、乂気を近付けずにバッテ U —全 
体を暖め （50° Cii (下）、バッテリー 
液を解凍してからエンジンを始動し 
てください。 


〇バッ テ1」一びあびったり、バッテ 
U —の接続び一時的に断たれたとさ 
は、(下のよ5な作業び必要になる 
ことびありまず。 

• スライデイングルーフ*の U 
セット 

• 施錠時のドア三ラー格納機能の 
I 」セット 

• C 0 MAND システムの再設定 

〇 イ也車のバッテ U —を電源としたエ 
ンジン始動について、詳しくはメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


始動の方法 _ 

► 自車と救援車び接触していないこと 
を確認して < ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<だ 
さい。 

► セレクターレバーを EI に入れて 
<ださい。 

►救援車のエンジンを停止して、両車 
の電気装備をずべて停止しまず（イ 
グニツシヨン位置を0にしまず）。 

► トランクを開さまず。 

► トランクフ□アボードを開さまず 
(>250ページ)。 

CLS 350 / CLS 550は、ラゲツジ 
トレイを取り外しまずい252ぺ一 
ジ）。 


■化：？ 0 >1 り 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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CLS 350 / CLS 550 

©自車の货端子 

© 救援車の货端子 

⑤救援車の台端子 

这) アース ポイント 

⑤自車のバッテリー 

► 自車のバッテ U —の®端モ①の力 
パーを取り外しまず。 

► 自車のノ（ッテ U — の®端子®にホ色 
ブースターケー つ、 レを接続します。 

► 救援車のバッテ U —の®端モ⑤に 
ホ色ブースターケーブルの反対側を 
接続します。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
U ング状態にしまず。 

► 救援車のバッテ U —の台端モ⑤に 
黒色ブースターケーブルを接続し 
まず。 

► 自車のアースポイント®に黒色 
ブースターケーブルの反対側を接続 
します。 


► 自車のエンジンを始動しまず。 

► 自車のアースポイント④から黒色 
ブースターケーブルをがしたあと、 
救援車の白端モ⑤から黒色ブース 
ターケーブルを外します。 

► 自車の货端テ®からホ色ブース 
ターケーブルを外したあと、救援 
車の®端モ⑤からホ色ブースター 
ケーブルを外します。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でバッテ U —の点検を受けてくだ 
ごい。 

※車種や仕様により、バッテ U - ⑤の 
上にはカノ く一びありまず。 
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けん引 



A 事故のおそれびありまず 

• エンジンがかかっていないとさはブ 
レーキやステアリングの操作に非常 
に大さな力が必要になります。 

• けん引されるとさは、エンジンス 
イッチからキーを抜かないでくだ 
さし、。 

• ホールド機能が作動しているとさ 
は、車にブレーキがかけられてい 
まず。けん引で車を動かずとさは、 
ホールド機能を解除してください。 

Q けん引はできるだけ避けてくださ 
し、。自走でさないとさは、専門業者 
に依頼して車両運搬車で移送して< 
ださい。 

〇けん引されるとさは、ゆっ< り発 
進し、車両に過大な力をかけないで 
<ださい。車を損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

Q 一般道では 30 km/h iU 下の速度 
で、距離は日 0 km iU 内に限り、け 
ん引走行ずることがでさまず。距 
離が日 0 km を超えるときは、車両 
運搬車を利用ずるか、リアをつり 
上げてけん引して<ださい。トラ 
ンスミッションを損傷ずるおそれ 
がありまず。 

。エンジンを始動できないときは、 
他車のバッテ U —を電源とした始動 
を試みて < ださい。 

Q 他車のバッテ U — を電源とした始 
動がでさないとさは、最寄りの 
ルセデス-ベンツ指定 サービス ェ 
場までけん引して<ださい。 


〇オートマチックトランス三ッシヨ 
ンを損傷しているとさは、専門業者 
に作業を依頼し、プ□ペラシャフト 
を外してからけん引を行なって<だ 
さい。 

〇けん引されるとをは、 LU 下の操作 
を行なってください。 

• わレクターレバーを —■ に入れ 
て < ださい。 

• けん引防止警報機能を解除して 
ください瓜55ぺージ）。 

• 車速感応ドア□ックを解除して 
ください （^145 ページ）。車輪 
び回転ずると車び自動的に施淀 
され、車外に閉め出されるおそ 
れびありまず。 

〇けん引ずる距離び長くなるとを 
は、必ず U アをつり上げてください。 

H フ□ントまたは U アをつり上げて 
けん引ずるときは、おずイグニッ 
シヨン位置を0にしてくださし)。 
ESP び作動して接化している車輪 
にブレーキびかか0まず。また、ブ 
レーキシステムを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

〇けん引される前に、バッテリーが 
接続されていて、電圧びほ下してい 
ないことを確認してください。イク' 
ニッシヨン位置を2にでさないに 
め、セレクターレバーを〇|から 
動かずことびでさな<な0まず。ま 
た' エンジンび停止していると、ブ 
レーキの操作に非常 I こ大きな力 び必 
要にな0まず。 


■化：？ 0 >1 り 
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y けん引□ープを使用してけん引さ 

れるとをは、じ(下の点にミ主意してく 

ださい。 

• □ープは両車とをできるだけ同じ 
側につないで < ださい。 

• □ープの長さは 5 m じ(巧とし、 
□ープの中巧に白巧 (30 cm X 
30 cm (上）を付けて2台の車 
び□ープでつなびれていること 
を周囲に日月示してくださし、 

• □ープに無理な力や衝撃びかから 
ないよ5にして < ださい。 

• けん引フックじ(外には□ープを 
かけないで < ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
よラに前車のブレーキランプに 
ま意しなびら車間距離を調整し 
て < ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使用 
しないでください。車を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 


けん引フックの取り付け 


けん引フックの取り付け位置 



上：フ□ントの取り付け位置 
下： U アの取り付け位置 
①カ バー 


フ□ントの取り付け位置は、 フ□ント 
ノ くンノ く一の向かって左側にありまず。 

U アの取り付け位置は、 U アバンパー 
の向かってち側にありまず。 

►カバーのマーク部（矢印の部分）を 
押して、カバー①を外しまず。 

※車種や仕様により、 U アのカバーのおがとマー 
ク部の位置は異なります。 


I 
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けん引 


けん引フックを取り付ける 

► 車載工具 （ I >25 日ページ）からけん 
引フックとホイールレンチを取り出 
します。 

► 内部のネジ巧にけん引フックをねじ 
込み、止まるまで手で締め込みます。 

► さらに、ホイールレンチの柄の部分 
をけん引フックの U ング部分に差し 
込み、確実に締め付けまず。 


けん引ずる _ 

►イグこッシヨン位置を2にして、ブ 
レーキペダルを踏みながらセレク 
ターレバーを m に 入れまず。 

〇距離は 50 km 内に限り、けん 
引走行ずることびでさまず。距離 
び 50 km を超えるときは、必ず車 
両運搬車を利用してください。 

Q フ□ントまたは U アをつり上げて 
けん引ずるときは、必ずイグニッ 
シヨン位置を0にしてくださし、 
ESP び作動して接地している車輪 
にブレーキびかかりまず。また、ブ 
レーキシステムを損傷ずるおそれび 
ありまず。 


けん引フックを取りがず 


► 車載工具（>250ぺージ）からホイー 
ル レンチを取り出しまず。 

► ホイールレンチの柄の部分をけん引 
フックの U ング部分に差し込み、反 
時計回りにまわしまず。 

► けん引フックを取り外しまず。 

► けん引フックのカバーを取り付け 
ます。 

► けん引フックとホイールレンチを車 
載工具に収納しまず。 


車を運搬ずる 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 

載するときにち使用できまず。 

► イグこッシヨン位置を2にして、 
ブレーキペダルを踏みながらセレク 
ターレバーを m に入れまず。 

Q 車両運搬車に積載して車両を固定 
ずるとさは、固定□ープをヴスぺ 
ンシヨンや ><ンバー部分にかけな 
いで<ださい。車体を損傷ずるお 
それがありまず。 


■化：？ 6— り 
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—ズ 


r ヒュ-ズ交換についての注意 

電気装備に異常び発生ずるとヒューズ 
び切れて電気装備への接続び切断され 
ます。これにより電気装備は作動しな 
<なりまず。 

A 义災のおそれびあ0まず 

規格や容量の異なるヒューズ、改造や 
修理をしたヒューズを使用しないでく 
ださい。電気回路に負荷びかか0、火 
がの原因にな0ます。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理はメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に 
作業を依頼してください。 

〇じ(下のよラなときは、ただちにメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

• ヒューズを交換してをすぐに切 
れるとを 

• ヒューズに異甫はないび、電気 
装備び作動しないとさ 

[I ヒューズボックスを開くとさに、 
ドライノ（一などの先のとびったをの 
を使用してカノ（一を開かないで < だ 
ごい。カバーやダッシュボードを損 
傷するおそれびあ0まず。 


ヒューズの 位置 _ 

ヒューズボックスは(下の場所にあり 
ます。 

• 運転席側ダッシュボード側面 
• トランクルーム内左側 

運転席側ダッシュボード側面のヒュー 
ズボックス 



ち八ンドル車 
①カバー 
③切り欠さ部 
③ヘラなど 

ヒュー ズボックスの カバーを 取り夕1•ず 

► 運転席ドアを開さまず。 

► 切り欠さ部③にへラなど③を差し込 
み、カバー①を開さまず。 

►カバー①を持ち、矢印の方向に引い 
て取り外しまず。 

ヒューズブ □ ック横にヒューズの配 
置表（英文）びあ0まず。 

ヒューズ ボックスの カバーを 取り付 
ける 

► カバー①の前側をダッシュボードに 
差し込みまず。 

► カバー①を押し込んで固定しまず。 
► 運転席ドアを閉じまず。 


■化：？ S - り 
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-ズ 


トランクルーム内を側のヒューズボッ 


クス 



① カバー 

③ヒューズボックスカバー 


ヒューズボックスのカバーを取り夕1•ず 

► トランクを開さまず。 

► カバー①の上部のずさ間にへラなど 
を差し込み、カパーを開いて取り外 
します。 

►内部ち側にある、ヒューズボックス 
カバー③を取り外しまず。 

ヒューズ ボックスの カバーを 取り付 
ける 

► ヒューズボックスカバー③を取り付 
けまず。 

► カバー①凸部をトランク内張りの凹 
部に差し込んで固定しまず。 


ヒュー乂を父換ずる _ 

► 停車しまず。 

► ずべての電気装備を停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
9 〇 

► ヒューズー覧を参考に、作動しない 
電気装備に該当ずるヒューズを確認 
します。 

► 該当ヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検して、む線部び切れ 
ている（溶断）ときは同じ電流値(色) 
のヒューズと交換しまず。 


■化：？ 0 >1 り 


► トランクを閉じまず。 







トランクルーム内を側のヒューズボッ 
クス 


運転席側ダッシュボード側面のヒュ- 
ズボックス 


ヒユーズー覧 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

1 

30A 

シート調整（前席） 

吕 

30A 

シート調整（前席） 

3 

7.己 A 

アンテナモジュール、パーク 
トロニック、タイヤ空気圧警 
告システム、テレビ 

4 

20A 

燃料ポンプ 

己 

— 

ま使用 

6 

40A 

ラジオ 

7 

— 

ま使用 

8 

7.己 A 

アンテナモジュール、盗難 
防止警報システム 

9 

2已 A 

読書な、自動防眩ルーム S 
ラー、センターコンソールラ 
ンプ、ライト/レインセン 
サ ー、 スライディングルーフ 

10 

40A 

U アデフォッガー 

11 

吕 0A 

自動開閉トランク1」ッド 

12 

] 5A 

12V 電源ソケット 

13 

1 5A 

マルチコント□ールシート 
バック 

14 

— 

ま使用 

] 已 

10A 

燃料給油フラップ 

16 

20A 

オプション 

17 

— 

未使用 

18 

己 A 

テールランプ 

19 

— 

ま使用 

20 

7.己 A 

ブレーキランプ、電動ブラ 
インド（1」アウインドウ） 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

21 

30A 

アンビエントランプ、セン 
トラルロッキングシステム、 
パワーウインドウ（後席）、 
柔降用ランプ、ドア赤色灯 

22 

30A 

アンビエントランプ、セン 
トラルロッキングシステム、 
パワーウインドウ（前席）、 
乗降用ランプ、ドア赤色口、 
ドァ S ラー 

23 

30A 

シート調整 (前席） 

24 

2己 A 

キーレスゴー 

2己 一 

未使用 

2扫 

7.己 A 

ディアインターフェース 

27 — 

未使巧 

28 

2己 A 

ラジオ 

29 

7.己 A 

ステア IJ ング□ック、ステ 
ア U ング調整 

30 

7.己 A 

診断ソケット 

31 

己 A 

セントラル□ッキングシス 
テム、非常点滅な、シート 
ヒーター（前席）、電動ブラ 
インド（1」アウインドウ） 

32 

30A 

アンビエントランプ、セン 
トラルロッキングシステム、 
パワーウインドウ（後席）、 
乗降用ランプ、ドア赤色灯 

33 

30A 

アンビエントランプ、セン 
トラルロッキングシステム、 
パワーウインドウ（前席）、 
柔降用ランプ、ドア赤色な、 
ドァ S ラー 

34 

30A 

シート調整 (前席） 

35 — 

未使巧 

3扫 

2己 A 

シートヒーター（前席） 

37 

]5A 

A 旧マティック DC サスぺ 
ンション、車高調整 

38 

7.己 A 

NECK PRO アクティブへッ 
ドレスト 


3 5 


■化：？ S - り 
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-ズ 


ヒューズアンペア 


番号 


39 


40 


数 


己 A 


41 


己 A 


装置名 

A 旧マテイック DG ヴスぺ 
ンション、パークト□ニック 

未使用 

A 旧マテイック DC サスぺ 
ンション、アンビエントラ 
ンプ、セントラル n ッキン 
グシステム、エンジンエレ 
クト n ニクス、非常点滅灯、 
バーク トロニック、 パワー 
ウインドウ（前席-後席）、 
読書な、シート調整（前席）、 
シート ヒーター （前席）、ス 
テア U ング調整、自動防隘 
ルーム S ラー、 センターコ 
ンソールランプ、乗降用ラ 
ンプ、ドア赤色む、ドア S 
ラー、ステア IJ ング□ック、 
き高調霞、ライト/レイン 
センサー、電動プラインド 
(I」アウインドウ）、スライ 
デイング ルーフ 


42 


7.己 A エンジンエレクト□ニクス 


(A 211已4已10 00 2007-05-16) 

〇 仕様/装備などの違いにより、装 
備されているヒユーズが異なること 
がありまず。 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のちので、予告な<変更されるこ 
とがありまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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純正部品/純正アクセサ U - 


純正部品/純正アクセサリー 


ダイムラー社では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし''まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
<ださい。 

アクセサ U — についてち、ダイムラー 
社またはルセデス-ベンツ日本株式 
会社が指定ずる製品だけを使用して< 
ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

どんな場合でち、ブレーキ関連部品な 
どの重要保安部品や走巧系統に使用す 
る部品には、純正部品し:^外のをのを使 
用しないでください。事故や故障の原 
因になりまず。 

D 車の電モ制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因にな0まず。また、関連ず 
る他の装備にち悪影響を与えるおそ 
れがあ0まず。 

Q 車載無線機など電装アクセサ 
リーを装着ずるとさは、ルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場に相 
談して<ださい。装着方法などが 
適切でないと、車の電子制御部品 
に悪影響を与えるおそれがありま 
す。また、電気配線を間違えると、 
火災や故障の原因になりまず。 

Q ウインドウに透明な吸盤を貼付し 
ないで<ださい。透明な吸盤がレン 
ズとして作用して、火災が発生ずる 
おそれがあ D まず。 


下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
こットやセンサー類が取り付けられ 
ていまず。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や銀 
金作業などを行な5と、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれが 
ありまず。 

-エアバッグ収納部 
•シートベルト 
-インストルントパネル 
• センターコンソール 
. ドア 
•シート 

• センターピラーのフ□アパネル 
付近 

詳しくは^ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

平環境 

ダイムラー社では、資源の有効利用を 
促進するため、リサイクル部品を積極 
的に導入しています。 

〇 純正部品 iu がの部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでな< 関連箇所 
に不具合が生じてち、保証を適用で 
さないことがありまず。 


■み—も 51.4 
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ビークルプレート 


純正部品をミ主文ずるとさに車台ま号や 
エンジンま号などび必要になることび 
ありまず。車台ま号やエンジンま号な 
どは図の場所に記されていまず。 



①ニューカープレート 

運転席側まには助手席側のセンターピ 
ラー下部に、車台ま号およびカラー 
コードなどを記載したニューカープ 
レートのび貼付されていまず。 



⑤カーペット 
⑤車台ま号 


ち側前席下部のフレームに車台ま号 
⑤び巧刻されていまず。 

車台番号を確認ずる 

► ち側前席をもっとを後方の位置にし 
て、シートクッション前端部を上げ 
ます。 

► カーペット®をめくり上げまず。 
車台ま号⑤び確認でさまず。 


オプションコードプレート 



④オフシヨンコードプレート 


ボンネットの裏側にオプションコード 
を記載したオプションコードプレート 
④び貼付されていまず。 


エンジンま号 

エンジンブ□ック後方にエンジンま号 
び巧刻されていまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


■もふ5—ゎ 













320 


u- 


オイル•液類/パ’ッ; 


オイル•液類に関ずる注意 

オイル-液類には(下のちのが含まれ 
ます。 

• 燃料 
• 冷却水 
• ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランス三ッシヨンオイル、 
パワーステア U ングオイルなど） 

•ウオッシヤー液 

点検や整備、修理のとさは、必ずダイ 
ムラー社またはルセデス-ベンツ曰 
本株式会社の指定品のみを使用して 
ください。詳しくは、ルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 

〇 指定品(がのオイル-液類を使用 
したとさは、該当箇所だけでな<関 
連箇所に不具合が生じてち、保証を 
適用でさないことがありまず。 


A けびのおそれびありまず 

オイル-液類は子供の手の届かない場 
所に保管してください。また、火気の 
近くには保管しないでください。 

オイル-液類が目や粘膜、傷に触れな 
いよラにしてください。万一目に入つ 
たり皮膚に付着したとさは、すぐに清 
潔な水で十分に洗い流し、医師の診断 
を受けてください。 

平環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃棄 
して < ださい。 


燃料 


A 爆発のおそれびありまず 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料を 
取り扱ラとさは、火をお付けたり、近 
<で喫煙をしないでください。 

燃料を給油する前に、エンジンを停止 
してください。 


A けびのおそれびありまず 

燃料が皮膚やを類に触れないよラに注 
意してください。 

燃料が皮膚に直接触れたり、気化した 
燃料を聴い込むと、健康に悪影響をち 
无ます。 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 

約8日尼 

警告む点な時の 

残量 

約9.日 e 

(CLS 63 AMG 1; 
約14.日尼） 


〇軽油を給油しないでください。ま 
た、輕油をミ忌ぜたガソ U ンを給油し 
ないでください。か量でを軽油を給 
油ずると、燃料噴射システムを損傷 
ずるおそれびありまず。誤って軽油 
を給油して故障び発生したときは、 
保証の対象外になりまず。 

〇指定外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用ずると、燃 
料系部品の腐をや損傷などによりエ 
ンジンを損傷したり、乂災び発生ず 
るおそれびありまず。指定 LU 外の 
燃料を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 


■み—も 51.4 
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下のよ5な状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温が非常に低いとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 

〇燃料に添加剤を使用しないで<だ 
さい。エンジン内部の摩耗び道んだ 
り、エンジンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。添加剤を使用して故障び発 
生したとさは、保証の対象外になり 
ます。 

平環境 

C 02 (二酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大さな原因となりまず。 

緩やかな運転をむびけ、定期的に点検- 
整備を行なラことによ0、 C 0 2 排出量 
を最ル限に抑えることびでさます。 


〇エンジンオイルに添加剤を使用し 
ないでください。エンジン内部の摩 
耗び進んだり、エンジンを損傷ずる 
おそれびありまず。添加剤を使用し 
て故障び発生しにとさは、保証の巧 
象外になりまず。 

B エンジンオイルは、使用している 
間にちれたり劣化ずるだけでなく、 
消費され減かしまず。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給をしくは 
交換して < ださい。 


オートマチックトランス S ッシヨンオ 
イルの交換については、別冊「整備手 
帳」を参照してください。 


車種 

容量 

CLS 3已〇 

約8.日 G 

CLS 已50 

約8.日尼 

CLS 63 AMG 約 8.8 尼 

〇 容量は、 

オイルフィルター分を含 


む交換時の数値でず。 

使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用ずる場所の外気温度に合わせて選 
おしてください。 


エンジンオイル 


才ートマチックトランス5ツシヨン 
オイル 


燃料消費について 


エンジンオイル容量 


■もふ5—ゎ 
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〇オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルは専用品のみを使用して< 
ださい。 

〇オートマチックトランス三ッシヨ 
ンオイルに添加剤を使用しないで< 
ださい。トランス S ッシヨン内部の 
摩耗が進んだり、トランス S ッシヨ 
ンを損傷ずるおそれがありまず。添 
加剤を使用して故障が発生したとさ 
は、保証の対象がになりまず。 

〇オートマチックトランス三ッシヨ 
ンオイルの漏れを見つけたり、卜 
ランス三ッシヨンの作動に異常を 
感じたときは、ルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


冷却水は時間の経過ととちに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。詳しくはルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださい。 

A 火災のおそれびありまず 

冷却水をエンジンルームにこぼさな 
いで<ださい。発火するおそれがあ 
0まず。 

また、冷却水の補給が必要なとさは 
必ず指定品を使用して補給して<だ 
さし、。 

不凍液の濃度 


通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
イま用します。 

車を使用する地域の最低気温によって 
濃度を変えます。 


不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

- 37む 

約已5% 

- 45で 


Q 不凍液の濃度は約50%から約 
55%の間にしてください。濃度を 
約55% Li (上にずると、冷却性能が 
低下しまず。 


ブレーキ 液 

定期的に;><ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で交換をして<ださい。詳し 
くは^ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


指定品目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


A 事故のおそれびありまず 

ブレーキ液を補給するとさは、や 
水分が U プーブタンクの中に入らない 
よラにして<ださい。たとえ小さな3 
S でを、ブレーキが効かな<なるおそ 
れがあります。 

ブレーキ液は使用している間に大気中 
の湿気を暇収して劣化します。莫化し 
た状態で使用すると、過酷な条件下で 
はべーノ '：—□ ックが発生ずるおそれが 
あります。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や急 
な下0坂などでブレーキペダルを踏み 
続けると、ブレーキ液が沸騰して気泡 
が発生し、ブレーキペダルを踏んでち 
圧力が伝わらず、ブレーキが効かな< 
なる現象のことです。 
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ウオツソヤ—;巧 

〇ウォッシャー液は、 U ザーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
混合比にミ畳ぜてください。 

〇 ウォッシャー液には夏用とぞ用び 
ありまず。夏用には油膜を防ぐ効果 
びあり、を用には凍結温度を下げる 
効果びあ0まず。 

〇 ウインドウウォッ シャー 液と へッ 
ドランプウォッ シャー 液の1」 ヴーブ 
タンクは兼用でず。 

A 乂災のおそれびあ 0 まず 

ウォッシャーあは可燃性の高い液体で 
す。ウォッシャー液を取 D 扱ラとさは、 
火気をち付けたり、近<で喫煙しない 
で < ださい。 


バッテ1」 

— 

車載バッテ U -①電圧/容量 

電圧 

12 V 

容量 

90 Ah / 9已 Ah / 100 Ah 


※車種や仕様により、上記のいずれかの容量の 
バッテリーび装備されます。 


車両データ 


丘責載荷物の制限重量 


車種 

ルーフ 

トランク 

全車 

100 kg 

100 kg 


〇 ルーフの制限重量には、ルーフラッ 
クやアタッチメントの重量を含まれ 
ます。 





①トランクを開いたとさの高さ 

トランクをし^っぱし^まで'開し^たとさの 
高さは、 LiTF のよ5になりまず。 

の 1766〜1784 mm 

%車種や仕様により、数値び異なりまず。 


■もふ5—ゎ 
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タイヤとホイール 


〇タイヤとホイ ー j レは必ず純正品および承認された製品を使用してください。 
詳しくはメルセデス-ベンツ指定サービスエ場におたずねください。 

ABS や ESP などの装備は、純正品および承認された製品を使用ずることで 
効果び発揮されまず。 


純正品および承認された製品(外のタイヤやホイールを装着した場合は、ま 
全性の保証はでさません。 



〇純正品および承認された製品(外のタイヤやホイールを装着した場合は、 
車両操縦性や騒音、燃料消費などに影響を与えるおそれびありまず。また、 
指定されたサイズし U がのタイヤやホイールを装着ずると、フエンダーの内側 
やサスペンションなどに接触し、車やタイヤを損傷ずるおそれびありまず。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、規定のタイヤ空気圧を記載したラべ j レび貼付 
してありまず （0228 ページ）。 


h 〇 タイヤやホイールに関して、詳しくはメルセデス-ベンツ指定サービス 
^ 工場におたずねください。 


わ 標準タイヤ 


〇タイヤ□ーテーシヨンは行なわないでください。 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

CLS 350 

245 / 40 R 18 

8.引 X 18 

前輪 28 mm 

後輪1 8 mm 

CLS 550 

前輪245 / 40 R 18 

後輪275 / 35 R 18 

前輪8.引 X 18 

後輪9.引 X 18 

前輪 28 mm 

後輪 33 mm 

CLS 63 AMG 

前輪25日/ 35 R 19 

後輪285 / 30 R 19 

前輪8.引 X 19 

後輪9.引 X 19 

前輪 25 mm またけ 
30 mm 
後輪 28 mm 


yCLS 550と CLS 63 AMG のタイヤ/ホイールにはスノーチェーンを装着 
しないで < ださい。 
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オプションまたは仕様により、のタイヤ/ホイールび装着される場合びあ 
りまず。 



タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

18インチ 

前輪245 / 40 R 18 

前輪8.引 X 18 

前輪 25 mm 

ホイール 

後輪 275 / 35 R 18 

後輪9.引 X 18 

後輪 28 mm 

19インチ 

前輪255 / 35 R 19 

前輪8.引 X 19 

前輪 25 mm またに 

ホイール 

後輪285 / 30 R 19 

後輪9.引 X 19 

3日 mm 
後輪 28 mm 


《車種や仕様により、還おできるオプション装着用タイヤ/ホイールは異なります。 


〇上記のタイヤ/ホイールにはスノーチェーンを装着しないでください。 


応急用スペアタイヤ _ 

〇応急用スペアタイヤにはスノーチェーンを装着しないでください。 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

空気圧 

CLS 350 

CLS 已已〇 

T 155 / 70 R 17 

4.0 B X 17 

34 mm 

4.2 bar / 
60 psi / 
420 kpa 

CLS 63 AMG 

17己 / 已 5— 18 

6.0 B X 18 

25 mm 

3.已 bar / 
51 psi 

CLS 63 AMG 

パフォーマンス 
パッケージ 

17己 / 50-19 

6.5 B X 19 

1 4 mm 

3.5 bar / 
51 psi 


■もふ51.4 
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ウィンタ~タイヤ _ 

OCLS 63 AMG パフォーマンスパッケージの後輸こ、タイヤサイズ 275 / 30R19 
M + S のウィンタータイヤを装着したときは、スノーチェーンを装着しない 
で < ださい。 

〇 ウィンタータイヤのサイズはダイムラー社び指定ずるをので、日本国内で 
発売されているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと 
びありまず。 



み 

I 

1K 

K 

U 

I 

わ 


〇 スノーチェーンはウインタータイヤの後輪に装着ずることびできまず。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

CLS 350 

CLS 550 

245 / 40R18 M + S 

8 .引 X 18 

前輪 28mm 
後輪 1 8mm 

CLS 63 AMG 

245 / 40R18 M + S 

8 .引 X 18 

25mm 

CLS 63 AMG ノて 

24 日 / 35R19 M + S 

8 .引 X 19 

2 已 mm 

フ オー 7 ンス 
パッケージ 

前輪 245 /35R19M + S 
後輪 275 / 30R19M + S 

前輪 8 .引 X19 
後輪 9 .引 X19 

前輪 25mm 
後輪 28mm 














巧象モデル 


CLS 350 
CLS 550 
CLS 63 AMG 


" ESP ®" はダイムラー社の登録商標でず。 

※この取扱説明書の内容は、2009年9月現在のをのでず。 
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